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財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターはত࿨56年̐月に設立され、ࡢ年

౓で૑立30年をܴえました。また、ࡢ年̐月̍日には公益財団法人京都府埋蔵文

化財調査研究センターと法人名をมߋいたしました。この間、౰調査研究センタ

ーでは京都府内の公ڞ事ۀに伴う埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。

౰センターのۀ຿の਱行にあたりましては、օ༷方の͝ཧղと͝ྗڠをࣀり、ް

くྱޚਃし上͛ます。

本書はʰ京都府遺跡調査報告集ʱとして、平成22年౓に京都府建設ަ通෦のґ

པをडけて࣮ࢪした上狛北遺跡、平成22・23年౓にࠃ土ަ通ল近ـ地方整備ہ、

京都府南丹޿域ৼہڵのґཔをडけて࣮ࢪした長岡京跡、奥海印寺遺跡、下海印

寺遺跡、伊賀寺遺跡、野条遺跡の発掘調査報告を収録したものです。本書がֶज़

研究のࢿྉとして、また、地域の埋蔵文化財΁の関৺とཧղをਂΊるうえで、͝

。いです޾用いただけれ͹׆

発掘調査をґཔされた各機関をはじΊ、京都府ڭҭҕһ会、南丹市ڭҭҕһ会、

長岡京市ڭҭҕһ会、（財）長岡京市埋蔵文化財センター、木津川市ڭҭҕһ会な

どの各関係機関、ならびに調査に͝ࢀՃ、͝ྗڠいただきました多くの方ʑにް

くྱޚਃし上͛ます。

平成ùû年３月

公益財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

ཧ 事 長　　上 ా ਖ਼ ত　　
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̍ɽ本書に収Ίた報告は下記のとおりである。

　̍）野条遺跡第17・19次

　２）京都第二֎環状道路関係遺跡

  （̍）長岡京跡右京第970・1007・1024次・下海印寺遺跡

  （２）長岡京跡右京第1024次・伊賀寺遺跡

  （３）長岡京跡右京第1024次・奥海印寺遺跡

　３）上狛北遺跡第２次

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者および報告のࣥච者は下දのとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者

̍. 野条遺跡第17・19次 南丹市八木町野条 平成22年̓月̑日
～12月３日、
平成23年８月17日
～12月22日

京都府南丹޿域ৼ
ہڵ

・ࢠ野ཅߴ
古川　ঊ・
େ∁ٛ׮

２. 京都第二֎環状道路
関係遺跡　長岡京跡
右京第970・1007・
1024次・奥海印寺遺
跡・下海印寺遺跡・
伊賀寺遺跡

長岡京市下海印寺西
条・川向井・奥海印
寺

平成21年̐月８日
～平成22年２月19日、
平成22年̕月２日
～平成23年２月３日、
平成23年̐月６日、

地ـ土ަ通ল近ࠃ
方整備ہ

岡⃻研一・
・඙޹ా૿
戸原࿨人・
・ࢠ野ཅߴ
Ҿ原ໜ࣏

３. 上狛北遺跡第２次 木津川市山城町上狛
宝本・西浦代

平成22年８月24日
～平成23年３月̕日

京都府山城南土木
事຿所

౵井ਸ࢙・
দඌ࢙ࢠ

３ɽ本書で࢖用している࠲ඪは、原ଇとして世界測地系ࠃ土࠲ඪ第ᶜ࠲ඪ系によっており、方

位は࠲ඪの北をさす。なお、ݱ地調査ٴびաڈの調査との整߹ੑのたΊ日本測地系を࢖用し

ている場߹もある。また、ࠃ土地ཧӃ発行地形ਤの方位は経౓の北をさす。

̐ɽ本書の編集は、調査第２՝調査୲౰者の編集原Ҋをもとに、調査第̍՝ࢿྉ係が行った。

̑ɽݱ場ࣸਅは主として調査୲౰者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査第̍՝ࢿྉ係主೚調査һా中

জが行った。
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第16ਤ　土坑̨̠280࣮測ਤ ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------176

第17ਤ　竪穴式住居跡̨̝99࣮測ਤ --------------------------------------------------------------------------------------------------176

第18ਤ　竪穴式住居跡̨̝100・111࣮測ਤ --------------------------------------------------------------------------------------177

第19ਤ　竪穴式住居跡̨̝105࣮測ਤ ------------------------------------------------------------------------------------------------178

第20ਤ　土坑̨̭126࣮測ਤ ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------179

第21ਤ　土坑̨̠91࣮測ਤ -----------------------------------------------------------------------------------------------------------------179
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第25ਤ　土坑̨̭96遺物出土状183------------------------------------------------------------------------------------------------------ گ
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第33ਤ　溝̨̙21࣮測ਤ（̐） -------------------------------------------------------------------------------------------------------------191
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第48ਤ　土器ཷまり̨̭126出土土器࣮測ਤ（２）-----------------------------------------------------------------------------204
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第54ਤ　平瓦࣮測ਤ（２） ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------214
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ਤ൛第̍ 第17次調査区ԕܠ（左後方に஑上遺跡・多ࠃ山、北西から）

ਤ൛第２ （1）第17次調査区ԕܠ（北から）

 （2）第17次調査区ԕܠ（南東から）

ਤ൛第３ （1）第17次調査区近ܠ（東から）

 （2）第17次調査区近ܠ（西から）

ਤ൛第̐ （1）第17次調査区શܠ（南東から）

 （2）第17次調査区શܠ（上が北）

ਤ൛第̑ （1）第17次調査લશܠ（北西から）

 （2）第17次掘立柱建物跡̨̗ （̓北から）

 （3）第17次掘立柱建物跡̨̗24（東から）

ਤ൛第６ （1）第17次掘立柱建物跡̨̗20（南西から）

 （2）第17次掘立柱建物跡̨̗20柱穴̥６（南から）

 （3）第17次掘立柱建物跡̨̗20柱穴̥ （̓南から）

ਤ൛第̓ （1）第17次溝̨̙̍・２（西෦）検出状گ（南東から）

 （2）第17次溝̨̙２遺物出土状گ（南から）

 （3）第17次溝̨̙２土器出土状گ（上が南西）

ਤ൛第８ （1）第17次̍区溝̨̙̍・２土器出土状گ（北東から）

 （2）第17次̍区北น北෦土૚அ面（溝̨̙̑・６・15検出෦、東から）

 （3）第17次̍区南น土૚அ面（北から）

ਤ൛第̕ （1）第17次̍区北෦溝群׬掘状گ（北から）

 （2）第17次̍区׬掘状گ（北から）

ਤ൛第10 （1）第17次北෦溝群検出状گ（上が西）

 （2）第17次北෦溝群検出状گ（北東から）

ਤ൛第11 （1）第17次溝̨̙̍検出状گ（南東から）

 （2）第17次溝̨̙̍検出状گ（南西から）

ਤ൛第12 （1）第17次溝̨̙̍検出状گ（東から）

 （2）第17次溝̨̙̍中ԝ෦検出状گ（南東から）

 （3）第17次溝̨̙̍ܣᶄ土૚அ面（東から）

ਤ൛第13 （1）第17次溝̨̙̍・２߹ྲྀ෦検出状گ（東から）

 （2）第17次溝̨̙２土器出土状گ（上が北）

 （3）第17次溝̨̙̍׬掘状گ（東から）

ਤ൛第14 （1）第17次溝̨̙̑・６・10・15検出状گ（東から）

 （2）第17次溝̨̙̑・６・15શܠ（南東から）

 （3）第17次溝̨̙̑޻۩掘削ࠟ検出状گ（南東から）

ਤ൛第15 （1）第17次溝̨̙̑・６・10土૚அ面ᶌ（東から）
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 （2）第17次溝̨̙̑・６土૚அ面ᶊ（南東から）

 （3）第17次溝̨̙14検出状گ（南西から）

ਤ൛第16 （1）第17次溝̨̙13検出状گ（南東から）

 （2）第17次溝̨̙13土૚அ面ᶉ（南東から）

 （3）第17次ۀ࡞෩ܠ（西から）

ਤ൛第17 （1）第17次２・３区શܠ（北から）

 （2）第17次２・３区શܠ（南から）

ਤ൛第18 第17次出土遺物̍

ਤ൛第19 （1）第17次出土遺物２

 （2）第17次出土遺物３

ਤ൛第20 （1）第17次出土遺物̐

 （2）第17次出土遺物̑

ਤ൛第21 （1）第17次出土遺物６

 （2）第17次出土遺物̓

（２）野条遺跡第19次

ਤ൛第22 （1）第19次第̍・第３トϨンνۭ中ࣸਅ（上が北）

 （2）第19次第２トϨンνۭ中ࣸਅ（上が北）

ਤ൛第23 （1）第19次第̐・第̑トϨンνۭ中ࣸਅ（上が北）

 （2）第19次第̐ʵ３トϨンν׬掘状گ（上が西）

ਤ൛第24 （1）第19次第２トϨンν̨̙201׬掘状گ（上が東）

 （2）第19次第６トϨンν׬掘状گ（上が西）

ਤ൛第25 （1）第19次第６トϨンν̨̙601土૚（南から）

 （2）第19次第̍トϨンν׬掘状گ（南から）

 （3）第19次第̍トϨンν׬掘状گ（北から）

ਤ൛第26 （1）第19次第２トϨンν̨̙201遺物出土状گ（南から）

 （2）第19次第２トϨンν̨̙203遺物出土状گ（北から）

 （3）第19次第２トϨンν̨̙202・203׬掘状گ（東から）

ਤ൛第27 （1）第19次第２トϨンν̨̙208׬掘状گ（西から）

 （2）第19次第２トϨンν̨̙210遺物出土状گ（西から）

 （3）第19次第２トϨンν̨̙210遺物出土状گ（東から）

ਤ൛第28 （1）第19次第２トϨンν調査区西น土૚（東から）

 （2）第19次第２トϨンν調査区東น土૚（西から）

 （3）第19次第２トϨンν調査区北น東෦土૚（南から）

ਤ൛第29 （1）第19次第３トϨンν׬掘状گ（南西から）

 （2）第19次第̐ʵ̍トϨンν׬掘状گ（北西から）
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 （3）第19次第̐ʵ３トϨンν̨̖405൒ࡋ状گ（西から）

ਤ൛第30 （1）第19次第̐ʵ３トϨンν̨̖405̰൒ࡋ土૚（北から）

 （2）第19次第̐ʵ３トϨンν̨̖405̱൒ࡋ土૚（北から）

 （3）第19次第̐ʵ３トϨンν̨̖405̲൒ࡋ土૚（北から）

ਤ൛第31 （1）第19次第̐ʵ３トϨンν̨̖405̳൒ࡋ土૚（北から）

 （2）第19次第̐ʵ３トϨンν̨̖405̴൒ࡋ土૚（北から）

 （3）第19次第̐ʵ３トϨンν南น中ԝ෦土૚（北西から）

ਤ൛第32 （1）第19次第̐ʵ３トϨンν南น東෦土૚（北から）

 （2）第19次第̑トϨンν׬掘状گ（東から）

 （3）第19次第̑トϨンν北น東෦土૚（南から）

ਤ൛第33 （1）第19次第６トϨンν東෦遺構検出状گ（西から）

 （2）第19次第６トϨンν̨̙601׬掘状گ（南から）

 （3）第19次第６トϨンν̨̙602土૚（南から）

ਤ൛第34 （1）第19次第６トϨンν北นᶆ土૚（南から）

 （2）第19次第６トϨンν北นᶇ土૚（南から）

 （3）第19次第６トϨンν北นᶈ土૚（南から）

ਤ൛第35 （1）第19次出土遺物̍

 （2）第19次出土遺物２

ਤ൛第36 （1）第19次出土遺物３（֎面）

 （2）第19次出土遺物３（内面）

ਤ൛第37 （1）第19次出土遺物 （̐内面）

 （2）第19次出土遺物 （̐֎面）

ਤ൛第38 （1）第19次出土遺物 （̑内面）

 （2）第19次出土遺物 （̑֎面）

̎ɽ京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡

（̍）長岡京跡右京第970・1007・1024次・下海印寺遺跡

ਤ൛第̍ （1）̖ 地区શܠ（上ۭから、上が北）

 （2）̖ 地区શܠ（南から）

ਤ൛第２ （1）̗ 地区શܠ（上ۭから、上が北）

 （2）̗ 地区શܠ（南から）

ਤ൛第３ （1）̘ 地区（上૚遺構）શܠ（上ۭから、上が北）

 （2）̘ 地区（下૚遺構）શܠ（上ۭから、上が北）

ਤ൛第̐ （1）̚ 地区（上૚遺構）શܠ（上ۭから、上が北）

 （2）̚ 地区（下૚遺構）શܠ（上ۭから、上が北）
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ਤ൛第̑ （1）̜ ・̝地区શܠ（上ۭから、上が北）

 （2）̜ ・̝地区શܠ（東から）

ਤ൛第６ （1）̟ 地区શܠ（上ۭから、上が北）

 （2）̟ 地区શܠ（南から）

ਤ൛第̓ （1）̖ 地区竪穴式住居跡̨̝121近ܠ（南西から）

 （2）̖ 地区竪穴式住居跡̨̝121内遺物出土状گ

 （3）̖ 地区竪穴式住居跡̨̝121内遺物出土状گ

ਤ൛第８ （1）̖ 地区竪穴式住居跡̨̝121内遺物出土状گ

 （2）̖ 地区竪穴式住居跡̨̝121内遺物出土状گ

 （3）̖ 地区竪穴式住居跡̨̝121内遺物出土状گ

ਤ൛第̕ （1）̖ 地区竪穴式住居跡̨̝156近ܠ（南から）

 （2）̖ 地区溝跡̨̙144近ܠ（東から）

 （3）̖ 地区溝跡̨̙119・132、土坑̨̠123近ܠ（西から）

ਤ൛第10 （1）̗ 地区શܠ（西から）

 （2）̗ 地区溝跡̨̙79近ܠ（西から）

 （3）̗ 地区溝跡̨̙79内（上૚）遺物出土状گ

ਤ൛第11 （1）̗ 地区溝跡̨̙79ଯ積状گ（̖-̖ʟ　西から）

 （2）̗ 地区溝跡̨̙79ଯ積状گ（̗-̗ʟ　西から）

 （3）̗ 地区溝跡̨̙79ଯ積状گ（̗-̗ʟ　東から）

ਤ൛第12 （1）̗ 地区溝跡̨̙79ଯ積状گ（̘-̘ʟ　北から）

 （2）̗ 地区溝跡̨̙79内（下૚）遺物出土状گ

 （3）̗ 地区溝跡̨̙79内（下૚）遺物出土状گ

ਤ൛第13 （1）̗ 地区土坑̨̠125近ܠ（東から）

 （2）̗ 地区土坑̨̠125近ܠ（西から）

 （3）̗ 地区ম土坑̨̠42近ܠ（南西から）

ਤ൛第14 （1）̘ 地区竪穴式住居跡̨̝127近ܠ（南から）

 （2）̘ 地区竪穴式住居跡̨̝127竈近ܠ（南から）

 （3）̘ 地区竪穴式住居跡̨̝350近ܠ（北西から）

ਤ൛第15 （1）̘ 地区屋敷跡શܠ（南西から）

 （2）̘ 地区屋敷跡શܠ（西から）

ਤ൛第16 （1）̘ 地区土橋̨̭133近ܠ（南東から）

 （2）̘ 地区土橋̨̭133近ܠ（東から）

 （3）̘ 地区堀跡̨̙111ଯ積状گ（北から）

ਤ൛第17 （1）̘ 地区土橋̨̭133北石૊み近ܠ（北から）

 （2）̘ 地区土橋̨̭133南石૊み近ܠ（南から）
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 （3）̘ 地区堀跡̨̙111҉ڎഉਫ近ܠ（南から）

ਤ൛第18 （1）̘ 地区堀跡̨̙111҉ڎഉਫ近ܠ（北東から）

 （2）̘ 地区土橋̨̭133内ଯ積状گ（西から）

 （3）̘ 地区土橋̨̭133内ଯ積状گ（南から）

ਤ൛第19 （1）̘ 地区堀跡̨̙111ςϥε෦近ܠ（南から）

 （2）̘ 地区堀跡̨̙111ςϥε෦近ܠ（北東から）

 （3）̘ 地区堀跡̨̙111ςϥε෦遺物出土状گ

ਤ൛第20 （1）̘ 地区掘立柱建物跡̨̗414近ܠ（北から）

 （2）̘ 地区近世ุ̨̭440近ܠ（南東から）

 （3）̘ 地区土坑̨̠394近ܠ（北から）

ਤ൛第21 （1）̚ 地区竪穴式住居跡̨̝101近ܠ（北東から）

 （2）̚ 地区竪穴式住居跡̨̝102近ܠ（南から）

 （3）̚ 地区竪穴式住居跡̨̝103近ܠ（南西から）

ਤ൛第22 （1）̚ 地区掘立柱建物跡̨̗30近ܠ（南西から）

 （2）̚ 地区掘立柱建物跡̨̗46・12近ܠ（北西から）

 （3）̚ 地区掘立柱建物跡̨̗15近ܠ（北から）

ਤ൛第23 （1）̚ 地区土ᆮุ̨̠34ଯ積状گ（西から）

 （2）̚ 地区土ᆮุ̨̠34近ܠ（北から）

 （3）̚ 地区土ᆮุ̨̠34近ܠ（西から）

ਤ൛第24 ̚地区柱穴内遺物出土状گ

ਤ൛第25 （1）̝ 地区堀跡̨̙50・掘立柱建物跡̨̗01・柵列̨̖24近ܠ（東から）

 （2）̝ 地区掘立柱建物跡̨̗01・柵列̨̖24近ܠ（東から）

 （3）̝ 地区堀跡掘立柱建物跡̨̗01近ܠ（東から）

ਤ൛第26 （1）̝ 地区堀跡̨̙50近ܠ（西から）

 （2）̝ 地区埋ೲ土坑̨̠46近ܠ（南から）

 （3）̝ 地区土坑̨̠44近ܠ（東から）

ਤ൛第27 （1）̝ 地区堀跡̨̙50ଯ積状گ（南から）

 （2）̝ 地区堀跡̨̙50ଯ積状گ（南から）

 （3）̝ 地区堀跡̨̙50ଯ積状گ（西から）

ਤ൛第28 （1）̝ 地区溝跡̨̙51近ܠ（南から）

 （2）̝ 地区溝跡̨̙52近ܠ（南から）

 （3）̝ 地区๰਴ं出土状گ（東から）

ਤ൛第29 （1）̟ 地区竪穴式住居跡̨̝80近ܠ（東から）

 （2）̟ 地区竪穴式住居跡̨̝79 ～ 81近ܠ（東から）

 （3）̟ 地区竪穴式住居跡̨̝81近ܠ（東から）
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ਤ൛第30 （1）̟ 地区竪穴式住居跡̨̝82近ܠ（北から）

 （2）̟ 地区竪穴式住居跡̨̝82内遺物出土状گ（北西から）

 （3）̟ 地区堀跡̨̙50・掘立柱建物跡̨̗30近ܠ（東から）

ਤ൛第31 （1）̟ 地区掘立柱建物跡̨̗58・柵列̨̖84近ܠ（西から）

 （2）̟ 地区堀跡̨̙50҉ڎഉਫ近ܠ（南から）

 （3）̟ 地区堀跡̨̙50҉ڎഉਫ近ܠ（南から）

ਤ൛第32 （1）̟ 地区堀跡̨̙50ଯ積状گ（南から）

 （2）̟ 地区堀跡̨̙50ଯ積状گ（北から）

 （3）̟ 地区溝跡̨̙21近ܠ（南から）

ਤ൛第33 （1）̞ 地区શܠ（南から）

 （2）̜ 地区石列近ܠ（東から）

 （3）̜ 地区堀跡̨̙50近ܠ（北西から）

ਤ൛第34 （1）̛ 地区近ܠ（南から）

 （2）̛ 地区近ܠ（南から）

 （3）̛ 地区近ܠ（北から）

ਤ൛第35 出土遺物̍

ਤ൛第36 出土遺物２

ਤ൛第37 出土遺物３

ਤ൛第38 出土遺物̐

ਤ൛第39 出土遺物̑

ਤ൛第40 （1）出土遺物６

 （2）出土遺物̓

ਤ൛第41 出土遺物８

ਤ൛第42 出土遺物̕

（２）長岡京跡右京第1024次・伊賀寺遺跡

ਤ൛第43 （1）トϨンνશܠ（南東から）

 （2）トϨンνશܠ（西から）

ਤ൛第44 （1）トϨンνஅちׂり内土૚（東から）

 （2）南側調査区トϨンν掘削状گ（東から）

 （3）南側調査区土૚（東から）

（３）長岡京跡右京第1024次・奥海印寺遺跡

ਤ൛第45 （1）調査区ԕܠ（北東から）

 （2）調査区近ܠ（北東から）

ਤ൛第46 （1）̘ トϨンν掘削状گ（北東から）

 （2）̖ トϨンν土૚ （̍北から）
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 （3）̗ トϨンν土૚２（北から）

̏ɽ্ࠏ๺遺跡第̎࣍

ਤ൛第̍ （1）第̍次調査̍トϨンνશܠ（東から）

 （2）第̍次調査２トϨンνશܠ（北から）

 （3）第̍次調査３トϨンνશܠ（南から）

ਤ൛第２ （1）調査લ෩ܠ（東から）

 （2）調査લ෩ܠ（南東から）

 （3）̖ ２地区ॏ機掘削ۀ࡞（南から）

ਤ൛第３ （1）̖ ２地区中世遺構面ਫ਼査ۀ࡞（東から）

（北西から）ܠ地આ明会෩ݱ（2） 

 （3）̗ 地区西น土૚அ面（東から）

ਤ൛第̐ （1）̖ ̍地区中世第２遺構面、古墳時代遺構面શܠ（北から）

 （2）̖ ̍地区中世第̍面શܠ（北東から）

ਤ൛第̑ （1）̖ ̍地区竪穴式住居跡̨̝50શܠ（北から）

 （2）̖ ̍地区竪穴式住居跡̨̝60શܠ（東から）

 （3）̖ ̍地区竪穴式住居跡̨̝63શܠ（南西から）

ਤ൛第６ （1）̖ ̍地区土器だまり̨̭15（西から）

 （2）̖ ̍地区中世第２面શܠ（東から）

 （3）̖ ̍地区掘立柱建物跡̨̗06શܠ（南から）

ਤ൛第̓ （1）̖ ２地区古墳時代遺構面શܠ（東から）

 （2）̖ ２地区古墳時代遺構面શܠ（北東から）

ਤ൛第８ （1）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝281શܠ（南西から）

 （2）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝281ΧϚドશܠ（南西から）

 （3）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝281遺物出土状گ（南東から）

ਤ൛第̕ （1）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝282શܠ（南から）

 （2）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝282ΧϚドશܠ（北東から）

 （3）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝282ΧϚドશܠ（南東から）

ਤ൛第10 （1）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝282ΧϚドલ面遺物出土状گ（東から）

 （2）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝282మ器出土状گ（東から）

 （3）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝283શܠ（南西から）

ਤ൛第11 （1）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝283ஷ蔵穴̍遺物出土状گ（東から）

 （2）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝283ম土আڈ後遺物出土状گ（南から）

 （3）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝330શܠ（南から）

ਤ൛第12 （1）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝330ΧϚドશܠ（南から）
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 （2）̖ ２地区土坑̨̠280遺物出土状گ（東から）

 （3）̖ ２地区土器だまり̨̭199下૚遺物出土状گ（南から）

ਤ൛第13 （1）̖ ２地区井戸̨̚215遺物出土状گ（南から）

 （2）̖ ２地区井戸̨̚215அちׂり状گ（南西から）

 （3）̖ ２地区中世遺構第̍面શܠ（西から）

ਤ൛第14 （1）̖ ２地区土坑̨̠143શܠ（東から）

 （2）̖ ２地区中世第２面શܠ（南西から）

 （3）̖ ２地区溝̨̙24遺物出土状گ（南から）

ਤ൛第15 （1）̗ 地区古墳時代遺構面（北൒෦）શܠ（東から）

 （2）̗ 地区古墳時代遺構面（南൒෦）શܠ（東から）

 （3）̗ 地区古墳時代遺構面அちׂり状گ（南から）

ਤ൛第16 （1）̗ 地区竪穴式住居跡̨̝99શܠ（北から）

 （2）̗ 地区竪穴式住居跡̨̝100・111શܠ（南から）

 （3）̗ 地区竪穴式住居跡̨̝105શܠ（西から）

ਤ൛第17 （1）̗ 地区土坑̨̠126遺物出土状گ（北から）

 （2）̗ 地区土坑̨̠126遺物出土状گ（南から）

 （3）̗ 地区土坑̨̠91遺物出土状گ（北から）

ਤ൛第18 （1）̗ 地区土坑̨̭96શܠ（南から）

 （2）̗ 地区土坑̨̭96土૚அ面状گ（南から）

ਤ൛第19 （1）̗ 地区土坑̨̭96遺物出土状گ（南から）

 （2）̗ 地区土坑̨̭96࣫ృり不明製品出土状گ（南から）

 （3）̗ 地区土坑̨̭96׬掘状گ（南東から）

ਤ൛第20 （1）̗ 地区奈良時代遺構面શܠ（東から）

 （2）̗ 地区奈良時代遺構面શܠ（南西から）

ਤ൛第21 （1）̗ 地区奈良時代遺構面શܠ（北から）

 （2）̗ 地区奈良時代遺構面શܠ（南から）

ਤ൛第22 （1）̗ 地区溝̨̙21શܠ（南から）

 （2）̗ 地区溝̨̙21北෦遺物出土状گ（北から）

 （3）̗ 地区溝̨̙21北෦遺物出土状گ（西から）

ਤ൛第23 （1）̗ 地区溝̨̙21中෦遺物出土状گ（南から）

 （2）̗ 地区溝̨̙21南෦遺物出土状گ（東から）

 （3）̗ 地区溝̨̙21南෦遺物出土状گ（北西から）

ਤ൛第24 （1）̗ 地区溝̨̙21南෦࠷上૚遺物出土状گ（南東から）

 （2）̗ 地区溝̨̙21北෦土૚அ面（南から）

 （3）̗ 地区溝̨̙21南෦土૚அ面（北から）
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ਤ൛第25 （1）̗ 地区土坑̨̠102શܠ（西から）

 （2）̗ 地区掘立柱建物群શܠ（北から）

 （3）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗01શܠ（北から）

ਤ൛第26 （1）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗01柱穴̨̥65遺物出土状گ（東から）

 （2）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗02શܠ（北から）

 （3）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗03શܠ（北から）

ਤ൛第27 （1）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗04શܠ（北から）

 （2）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗04柱穴̨̥58遺物出土状گ（西から）

 （3）̗ 地区ݢ平瓦出土状گ（北から）

ਤ൛第28 （1）̗ 地区土坑̨̠32શܠ（東から）

 （2）̗ 地区中世遺構面（北൒෦）શܠ（南から）

 （3）̗ 地区中世遺構面（南൒෦）શܠ（南から）

ਤ൛第29 出土遺物̍　

ਤ൛第30 出土遺物２　

ਤ൛第31 出土遺物３　

ਤ൛第32 出土遺物̐　木簡

ਤ൛第33 （1）出土遺物̑　削屑

 （2）出土遺物６　削屑

 （3）出土遺物̓　削屑

 （4）出土遺物８　削屑

ਤ൛第34 出土遺物̕　瓦ᛵྨ

ਤ൛第35 出土遺物10　瓦ᛵྨ

ਤ൛第36 出土遺物11　土坑̨̭96出土土師器

ਤ൛第37 出土遺物12　土坑̨̭96出土土師器

ਤ൛第38 出土遺物13　土坑̨̭96出土土師器

ਤ൛第39 出土遺物14　土坑̨̭96出土土師器

ਤ൛第40 出土遺物15　土坑̨̭96出土須恵器

ਤ൛第41 出土遺物16　土坑̨̭96出土須恵器

ਤ൛第42 出土遺物17　土坑̨̭96出土墨書土器

ਤ൛第43 出土遺物18 　溝̨̙21出土土器

ਤ൛第44 出土遺物19　溝̨̙21出土土器・土坑̨̭96出土木製品

ਤ൛第45 （1）出土遺物20　竪穴式住居跡̨̝50出土製Ԙ土器

 （2）出土遺物21　竪穴式住居跡̨̝283出土製Ԙ土器

ਤ൛第46 （1）出土遺物22　土坑̨̠280出土製Ԙ土器

 （2）出土遺物23　各遺構出土ྨۄ・銅製品・మ製品
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ਤ൛第47 （1）出土遺物24　土坑̨̭96出土製Ԙ土器

 （2）出土遺物25　土坑̨̭96出土࣫ృり不明製品

ਤ൛第48 （1）出土遺物26　各遺構出土土馬・᯿Ӌޱ

 （2）出土遺物27　各遺構出土৥ྠほか
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̍.野条遺跡第17・19次発掘調査報告

͸͡Ίʹ

野条遺跡は、京都府南丹市八木町野条に所在する弥生時代から中世にかけてのෳ߹集落遺跡で

ある。౰遺跡は、府Ӧほ場整備事ۀおよび府道ُ岡Ԃ෦ઢվ良޻事の࣮ࢪに先立ち、平成６年౓

から八木町ڭҭҕһ会（ݱ南丹市ڭҭҕһ会）が࣮ࢪした町内遺跡ৄࡉ分布調査報告によって新た

にप஌された遺跡である。平成10年౓以߱の19次にわたる調査を経て、遺跡の֓要が明らかにな

り、これまでに弥生時代後期の竪穴式住居跡や、平安時代後期の掘立柱建物跡群、さらに奈良～

平安時代にかけての主に灌漑用とみられる溝群等、各時代の多くの遺構が確認されている。

෦のґཔを࢈ʮ川東地区ʯに伴い、京都府೶ྛਫۀճの調査は、府Ӧ経Ӧମҭ成基൫整備事ࠓ

डけて࣮ࢪした。野条遺跡第17次調査（平成22年౓）、第19次調査（平成23年౓）の調査ମ੍は、以

下にࣔすとおりである。本報告は、第17次調査・第19次調査の成Ռをあわせたものである。ࣥච

の分୲は、ʤ２ʥを古川・େ∁、ʤ３ʥをߴ野と古川がࣥචし、ほかをߴ野が୲౰した。調査にࡍし

ては、京都府土木建ங෦や南丹市ڭҭҕһ会、京都府ڭҭҕһ会のほか、地元の方ʑから多くの

޿ճの調査に係る経අは、શֹ、南丹ࠓ、したい。なおँײをಘた。記してਂくྗڠ͝・ಋࢦ͝

域ৼہڵがෛ୲した。

ʤ調査ମ੍౳ʥ

໺৚遺跡第1� ʢ࣍ฏ੒��೥౓ʣ

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝主װ第３係長事຿औѻ　石井ਗ਼࢘

　　　　　　　　同　調査һ　ߴ野ཅࢠ・村ా࿨߂

調ɹ査ɹ৔ɹॴ　南丹市八木町野条

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成22年̓月̑日～ 12月３日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　1,950㎡

໺৚遺跡第1� ʢ࣍ฏ੒��೥౓ʣ

ࠀ஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ਫ୩ᆹݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝第２係長　ؠদ　อ

　　　　　　　　同　調査һ　古川　ঊ・େ∁ٛ׮

調ɹ査ɹ৔ɹॴ　南丹市八木町野条

調ɹ査ɹظɹؒ　平成23年８月17日～ 12月22日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　1,130㎡



京都府遺跡調査報告集　第 øü÷ 冊

-ù-

ɹपลͷ遺跡ͱաڈͷ調査

野条遺跡のप辺は、ُ岡ຍ地北෦の中でも各時代にわたる多くの遺跡が分布する地域である。

φΠϑ形石器の出土や、ೄ文時代後期の土ᆮを検ܕ府ࠃ石器時代～ೄ文時代には、஑上遺跡のچ

出したେ୩ޱ遺跡、ࣨ橋遺跡にみるϝϊ΢製のଧ製石᭲が஌られる。本֨的な集落が確認できる

のは弥生時代中期であり、野条遺跡の南東約̍kmには、ُ岡ຍ地北෦のڌ఺的集落である஑上

遺跡が形成される。஑上遺跡では、ปۄ製࡞ۄり関連遺物が出土した竪穴式住居跡や多਺の方形

प溝ุ群が確認されている。丹೾ଳにଐするこの地域は、良޷な石器ૉࡐとなる೪板ؠを࢈出し、

̍ɽ野条遺跡 ２ɽࣨ橋遺跡 ３ɽ新ঙ城跡 ̐ɽ新ঙ遺跡 ̑ɽધࢬ遺跡 ６ɽਗ਼୩古墳群 
̓ɽେ୩ޱ遺跡 ８ɽॾാ遺跡 ̕ɽ八木ా遺跡 10ɽ日ஔ遺跡 11ɽ഼日ࠤ遺跡 12ɽ೗城寺 
13ɽ野条城跡 14ɽ஑上Ӄ 15ɽ൉৿山古墳群  16ɽ城୩ޱ古墳群  
17ɽ஑上遺跡 18ɽ஑上古ཬ遺跡　　　　　　　　19ɽܐ෦城跡 20ɽ多ࠃ山古墳群

第̍ਤ　प辺遺跡分布ਤ（ࠃ土地ཧӃ　̍ʗ25000఼ా・ُ岡）
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石࢈ࡐ地であることがこうした中期集落のେن໛化のഎܠにあったと考えられる。弥生時代後期

の集落は、北෦のॾ木山੄෦に後期લ༿～後༿のॾാ遺跡やେ୩ޱ遺跡を中৺にখن໛な集落が

఺在するが、後期後༿には平野෦に޿がり、野条遺跡南෦を中৺に展開するとみられる。野条遺

跡のաڈの調査では、چ八木町ڭҭҕһ会による第̑次調査で、野条遺跡南東෦において弥生時

代後期中༿の竪穴式住居跡２基を検出し、౰センターによる第̓次調査では後期後༿のমࣦ住居

等が確認されている。またࣨ橋遺跡では、弥生時代の灌漑用のਫ路と推定されるେن໛な溝が検

出され、後世にもみられるਫ利灌漑の޻෉がૣくからなされたことが஌られるࢿྉとなっている。

古墳時代には、中期લ൒において、ಋೖ期の竈をもつॾാ遺跡やେ୩ޱ遺跡などを֩とする集

落が出ݱし、ࣨ橋遺跡ではେن໛な溝や、竪穴式住居跡群の޿がりがみられるようになる。特に

ॾാ遺跡では、近ـ地方でも࠷古式の଄り෇け竈をもつ竪穴式住居跡群が検出され、これらのな

かには初期須恵器を出土する住居跡がؚまれることから、౉དྷ系のٕज़系ේのもとに一ଳの開発

が開࢝されたと推定される。古墳時代中期の竪穴式住居跡は、ࣨ 橋遺跡や野条遺跡でも検出され、

野条遺跡第14次調査では、中期લ൒の竪穴式住居跡を検出し、中期の居住域が南෦の平野෦にも

෦分的に޿がることが確認された。

奈良時代には、ࣨ橋遺跡の北෦～西෦では奈良時代後期のେ形掘立柱建物跡群やେখの溝群が

෇ද̍　野条遺跡の調査次਺一ཡ

調査名 調査主ମ 調査年౓ 面積 主要遺構 備考

野条遺跡第̍次 八木町ڭҭҕһ会 平成̓年౓ 12㎡ ʕ 掘ࢼ

野条遺跡第２次 八木町ڭҭҕһ会 平成 10 年౓ 112㎡ 柱穴・土坑・溝（古代～中世） 掘ࢼ

野条遺跡第３次 八木町ڭҭҕһ会 平成 11 年౓ 68㎡ 溝（奈良） 掘ࢼ

野条遺跡第̐次 ౰センター 平成 14 年౓ 450㎡ 掘立柱建物跡（鎌倉～ࣨ町）

野条遺跡第̑次 八木町ڭҭҕһ会 平成 14 年౓ 308㎡ 竪穴式住居跡（弥生後期）

野条遺跡第６次 八木町ڭҭҕһ会 平成 14 年౓ 185㎡ 柱穴・溝

野条遺跡第̓次 ౰センター 平成 15 年౓ 1,200㎡ মࣦ竪穴式住居跡̍基（弥生後期）

野条遺跡第８次 八木町ڭҭҕһ会 平成 15 年౓ 80㎡ 溝・土坑

野条遺跡第̕次 ౰センター 平成 15 年౓ 130㎡ 溝（平安後期）

野条遺跡第 10 次 ౰センター 平成 17 年౓ 700㎡ 掘立柱建物跡・井戸・溝（平安）

野条遺跡第 11 次 ౰センター 平成 18 年౓ 600㎡ 柱穴・溝（奈良・平安）

野条遺跡第 12 次 ౰センター 平成 18 年౓ 570㎡ 掘立柱建物跡・溝（奈良・平安）

野条遺跡第 13 次 ౰センター 平成 19 年౓ 200㎡ 溝

野条遺跡第 14 次 京都府ڭҭҕһ会 平成 21 年౓ 340㎡ 竪穴式住居跡（古墳中期）・土坑・溝（中世）

野条遺跡第 15 次 南丹市ڭҭҕһ会 平成 21 年౓ 170㎡ 落ちࠐみ状遺構（弥生後期）・溝（奈良）・
柱穴

野条遺跡第 16 次 南丹市ڭҭҕһ会 平成 22 年౓ 135㎡ 溝（奈良）・柱穴

野条遺跡第 17 次 ౰センター 平成 22 年౓ 1950㎡ 溝（弥生後期後༿～古墳初）・掘立柱建物
跡（奈良～鎌倉）

野条遺跡第 18 次 京都府ڭҭҕһ会 平成 22 年౓ 300㎡ 溝（弥生後期末～古墳初）

野条遺跡第 19 次 ౰センター 平成 23 年౓ 1,130㎡
溝（弥生後期末～古墳初）、溝（平安～鎌倉）、
柱穴
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確認され、墨書土器が出土している。この地では、平安時代中期には、野条遺跡の南方に、ఱ୆

फのૐܚߖが、のちに஑上寺となるʮ஑上๪ʯ（ݱ஑上Ӄ）を଄Ӧしたとされ、一ଳは、ُ岡市஑

৲・南丹市屋賀に所在したとされる丹೾ࠃ府の北෦域に形成されたࠃᦰྖであったと推定される。

平安時代末期には、ࣨ橋遺跡北෦で堀によって区画された屋敷地とみられる遺構が検出され、ݱ

在の新ঙ用ਫの下૚の調査では、灌漑用とみられる溝が確認されている。प辺では発掘調査で奈

良～平安時代の多਺の溝群が検出され、ਆޢ寺のૐ文֮がվमしたとする఻ঝが࢒る新ঙ用ਫの

開削時期を考える上でॏ要な遺構群となった。野条遺跡では、౰センターによる第̐・10・12次

調査で、奈良～平安時代の溝、平安時代の掘立柱建物跡群、井戸などを検出している。特に平安

時代末期（12世紀後൒）の建物群はਖ਼方位にのり、溝も東西方向に掘削されていることから、条ཬ

　　　。໛な土地開発が行われたと推定されるن地ׂに基づいた地ׂのվมを伴うେܕ

第２ਤ　各年౓の調査地位ஔਤ
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ʤ̍ʥ野条遺跡第17次（平成22年౓）

̍ɽ調査ܦա

第17次調査の調査地は、野条遺跡の南西෦において３か所の調査区を設定した。調査地఺は、

ほ場整備༧定地内における平成21年౓のࢼ掘調査をडけ、ほ場整備޻事による࡞ߞ面の掘削Ϩϕ

ルを検౼したうえで、京都府ڭҭҕһ会・南丹市ڭҭҕһ会とのٞڠのもとに調査ൣ囲をܾ定し

たものである。調査は、まͣ機ց掘削によりݱ代の࡞ߞ土およびその下૚のচ土をআڈした。চ

土下૚のଯ積状گは、چ地形にى෬があり一༷でなく、෦分的に古墳時代～近世の遺物แؚ૚が

第３ਤ　第17次調査地位ஔਤ　
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る近世遺物แؚ૚を機ց࢒る地఺や、চ土௚下で遺構面が検出される地఺があった。෦分的に࢒

掘削によりআڈしたのち、人ྗにより調査をਐΊた。調査面積は、౰初1,800㎡の༧定で調査を

開࢝したが、遺構の޿がりを෦分的に確認するඞ要が生じたことから一෦を֦ுし、શମで

1,950㎡の調査を࣮ࢪした。調査区は、西からॱに̍～３区としたが（第̐ਤ）、２区と３区の調

査区の間を֦ுしたたΊ、࠷ऴ的には２・３区として連݁する形となった。各調査面積は、̍区

は449㎡、２・３区は1,501㎡を測る。

̎ɽجຊ૚ং

調査地प辺は、࡞ߞ地として平ୱな地形が޿がるが、調査地の南西にݱ在の新ঙ用ਫがྲྀれて

おり、北東から南西にかけてঃʑにࣼ܏する地形となっている。ݱ地ද面となる࡞ߞ地のඪߴは

おおよそ115.9ｍである。

第̐ਤ　第17次調査区഑ஔਤ
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第̑ਤ　第17次調査̍区土૚அ面ਤ
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第６ਤ　第17次調査２区土૚அ面ਤ
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̍区では、南෦でچ地形が௿くなり、古墳時代～近世にいたる各時期の遺物แؚ૚を確認した。

この地఺は、調査ର৅地のなかでもแؚ૚が࠷もްい地఺で、૚ংは上૚からॱに、近世遺物を

แؚする҉փԫ৭シルト質೪質土૚（第̑ਤ第３૚）、中世遺物แؚ૚であるփԫ׊৭೪質土૚（同

第̐૚）、古墳時代～平安時代のଯ積૚とみられる׊ࠇ৭೪質土૚（同第̑૚）を確認した。第̑

૚の検出面において、ૉ掘り溝群を中৺とした上૚遺構を検出している。さらに、その下૚には

いわΏるࠇϘΫの઴Ҡ૚とみられる҉Φリーϒ׊৭೪質土がଯ積し（同第６૚）、この૚位の検出

面で弥生時代の遺構面を検出した。基൫૚（同第40૚）の検出Ϩϕルはඪ115.2ߴｍである。北෦

では、চ土の௚下で基൫૚としたにͿいԫ׊৭೪質土を検出し、弥生時代～古墳時代の遺構群を

確認した。ඪߴは約115.6ｍを測る。また２・３区では、中ԝから南෦にかけて、চ土௚下のඪ

約115.5ｍલ後で基൫૚（第６ਤ第49૚・第̓ਤ第37૚）を確認し、弥生～古墳時代、奈良時代ߴ

の遺構を検出した。２・３区北෦では、西側で࡞ߞ土・চ土௚下で遺構が検出され、北෦中ԝは

弥生時代のଯ積૚と推定される҉׊৭೪質土૚（第６ਤ第45૚）を確認し、いわΏるࠇϘΫ૚のΦ

リーϒࠇ৭೪質土૚（同第46૚）をڬんだ下૚のඪߴ約115.3 ～ 115.4ｍで基൫૚を検出した。

第̓ਤ　第17次調査３区土૚அ面ਤ
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̏ɽݕग़遺ߏ

ճの調査では、弥生時代後期～古墳ࠓ

時代にかけての溝群や土坑、奈良時代～

平安時代にかけての掘立柱建物跡や柵

列、中世～近世のૉ掘り溝群等、各時代

の遺構を検出した（第８・̕ਤ）。弥生時

代後期末～古墳時代初頭の遺構として

は、調査区の北西から南東にかけて、େ

খ̓条以上の溝群を確認した。溝̨̙̍

は、෯̐～̑ｍのن໛をもち、࠶掘削を

伴うେن໛な溝である。調査区南西では

溝̨̙̍に平行して溝̨̙２が掘削さ

れ、２・３区中ԝでは溝̨̙̍から南西

方向に分ذする溝̨̙13を検出した。ま

た溝̨̙̍の北側では、溝̨̙̑・６・

15を一෦ॏෳして検出し、さらにその北

で溝̨̙10を検出した。いͣれも北西か

ら南東΁と掘られた溝であり、弥生時代

後期末～古墳時代初頭の溝とみられる。

奈良～平安時代の遺構は、掘立柱建物

跡や柵列を検出した。２・３区南෦で検

出した掘立柱建物跡̨̗20は、方形の掘

形の柱穴群で構成される奈良時代後期の

建物跡である。２区西෦ではこれと主࣠

を同じくする掘立柱建物跡̨̗24を検出

した。また̍区では平安時代～鎌倉時代

と推定される掘立柱建物跡̨̗̓と、北

側に平行する柵列̨̖８を確認した。い

ͣれも奈良～平安時代の建物跡や柵列と

推定される。

また上૚遺構として、̍区で南北方向

やや東にࣼ行するૉ掘り溝群を検出し、

２区南東では東西方向の２条のૉ掘り溝

を検出した。いͣれも土器を出土してい

ないが、検出状گから時期はおおよそ中第８ਤ　第17次̍区平面ਤ
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第̕ਤ　第17次２・３区平面ਤ
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期～近世にかけての遺構群と推定される。

以下、時期を௥って、各遺構についてৄड़する。

̨̙ߔ （̍第10 ～ 12ਤ）　調査区北西から南東΁向けて掘削されたେن໛な溝である。̍区北

西۱から３区東୺まで、約50ｍにわたって検出した。溝のஅ面形は、ٯ୆形状をなす。溝の෯は

北西ほどڱく、南東΁向けてঃʑに޿がる。西෦（̍区）では෯約2.8 ～ 3.0ｍを、中ԝ෦（２区）で

は約3.6 ～ 4.0mを、東෦（３区）では約4.0 ～ 5.5ｍを測る。検出面でのਂさは約0.3 ～ 0.4ｍを測る。

溝の埋土は、上૚は׊ࠇ৭೪質土（第11ਤ第２૚）、中૚は҉׊৭೪質土（同第３૚）、下૚は҉׊

৭࠭᛽ࠞじり೪質土（同第̐૚）からなる。࠷下૚となる第̐૚の下面では、２～３Dmେの᛽を

集中して検出した。この૚は中ԝ෦から東෦で特によく࢒ଘしており、この૚位をஅち੾って、

̨̙̍-̰、̨̙̍-̱とした２条のখن໛な溝が掘削されている。̨̙̍-̰は、西෦では̨̙̍

の北辺に掘削され、中ԝ෦で北辺から南辺΁とྲྀれをมえ、さらに東෦ではঃʑにઙくなりফ໓

する。また、̨̙̍-̱は、中ԝ෦では北辺にԊって掘削され、東෦では溝の中ԝ෦΁とྲྀれを

มえている。これらの溝は、̨̙̍のྲྀ量が௿下したࡍに、ྲྀ量を確อするたΊに࠶掘削された

溝と推定される。̨̙̍の東୺では、北辺ݞ෦で東西にฒ列してઠたれた２基の柱穴を検出した。

0.3ܘ ～ 0.4ｍ、ਂさ0.4ｍを測る。架橋に伴うࢧ柱ࠟのՄೳੑがある。出土遺物は、溝ఈを中৺

第11ਤ　溝̨̙̍・２（̍区）平面・ஊ面ਤ・土器出土状گਤ
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に土器が出土しているが、いͣれもຎ໣しࡉ片化している。土器にはやや時期෯があり、弥生時

代後期末～古墳時代初頭の土器を主ମとするが、一෦に後期後༿に૎るものがある。̨̙̍は、

土・চ土の௚下で検出されたことから、上૚は後世の削平をडけているとみられる。溝の下࡞ߞ

૚には࠭᛽を多くؚむことから、ྲྀ路としての機ೳが主ମであり、灌漑を目的に掘削された溝と

推定される。աڈの調査で確認された野条遺跡の竪穴式住居跡群は、̨̙̍の北෦から東෦かけ

て展開することから、̨̙̍は集落の南西の境界を画する溝と考えられる。出土土器から、̨̙

̍は弥生時代後期後༿に掘削が࢝まり、࠶掘削を܁りฦし、古墳時代初頭（ঙ内ซ行期古૬）まで

第12ਤ　溝̨̙ （̍２・３区）平面ਤ、柱列̨̖18平面・அ面ਤ
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ଘଓしたと推定される。

̨̙ߔ （̎第11・13・14ਤ）　調査区西෦において、̨̙̍の南辺に઀して検出した溝で、２区

西෦で̨̙̍に߹ྲྀする。̍区北西۱から２区西෦まで、約18ｍにわたって検出した。அ面形は

୆形をなし、溝の෯は約0.6ｍ、ਂさ約0.4ｍを測る。̨̙２と̨̙̍との間には、基൫૚を土ख

状のߴまりとして検出した。出土遺物は、̍区において土器がまとまって出土した（第13・14ਤ）。

器種は、ᆵ・ᙈ・ߴഋ・୆෇ു・ുなどをؚみ、約10఺が出土した。これらの土器は、ఈ෦から

約̑～ 10Dmఔ౓上૚のϨϕルで、溝の北دりでޱԑ෦を下方にして出土した土器が多く、̨̙

̍およびその間の土ख状のߴまり側から౤غあるいはస落したとみられる。土器の多くがほぼ׬

第13ਤ　溝̨̙２（̍区）平面・அ面ਤ・土器出土状گਤ
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形に復元でき、列状に出土したことから、一ׅしてഇغ、または土ख上にஔかれ、స落したもの

であろう。̨̙̍とともに集落の南西を画する溝とみられ、集落の境界域において、土器を伴う

Կらかの祭祀あるいはّྱ的な行ҝが行われたと推定される。また、土ख状のߴまりを中৺に̨

̙２と̨̙̍の૒方に土器片が޿がり（第11ਤ）、一෦઀߹関係を確認したことから、２条の溝は

ซଘすることが明らかである。先ड़のように、̨̙̍が集落の南西۱を画する溝とみられること

から、̨̙̍の֎側に新たに̨̙２が掘削されたとみられる。出土土器から、時期は弥生時代後

期末～古墳時代初頭（ঙ内ซ行期古૬）と推定される。

２の西୺で検出した南西方向に掘削された溝である。෯約̨̙　（第８ਤ・第13ਤ）��̨̙ߔ

0.5 ～ 0.8ｍ、ਂさ約0.4ｍを測る。遺物は出土していないが、埋土の状گから̨̙̍・２と同時

第14ਤ　溝̨̙２（̍区）土器出土状گਤ
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期の溝と推定される。̨̙２にむけてઙくऴଉし、׬શに連݁した状گにはない。

ɾ̨̙̑ߔ （̒第15・16ਤ）　̨̙̍の北側に平行して検出した溝で、北西から南東にむけて掘

削された溝群である。２条の溝は、ほぼॏෳして検出した。அ面の࡯؍から、̨̙̑の埋຅後、

̨̙６が࠶掘削されたことが൑明した。̨̙̑は、෯1.2 ～ 1.4ｍ、検出面でのਂさ約0.3 ～ 0.4ｍ

を測り、̨̙６は、෯0.6 ～ 0.8ｍ、ਂさ約0.2ｍを測る。̨̙̑は、ٯ୆形状のஅ面をなし、̨

̙６はʮ̪ʯࣈ形のஅ面をなす。̨̙̑・６の埋土には࠭᛽૚は認Ίられͣ、̨̙̍のようにৗ

にਫྲྀがある状گではなかったと推定される。溝のఈ෦で、অ܃等の࡞ߞ۩によるとみられるྡྷ

状の連ଓする掘削ࠟを検出した（第16ਤ）。溝ఈ面の整形がなされていないことから、̨̙̑もま

た࠶掘削による溝のՄೳੑがある。出土遺物はわͣかながらあり、時期は古墳時代初頭（ঙ内ซ

第16ਤ　溝̨̙̑平面ਤ
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行期新૬）と推定される。

６と一෦をॏෳして検出した溝である。̨̙̑に先行して掘削・̨̙̑　（第15ਤ）15̨̙ߔ

された溝である。西෦（̍区）では、̨̙̑よりも南で検出し、東෦（３区）では、̨̙̑よりも北

で検出した。அ面形は୆形状をなし、ن໛は෯1.0ｍ、ਂさ約0.3ｍを測る。出土土器から、時期

は弥生時代後期末～古墳時代初頭（ঙ内ซ行期古૬）と推定される。

するように掘削された溝である。෯ذ２区西辺で̨̙15と઀し、南΁分　（第13ਤ）�1̨̙ߔ

0.5 ～ 0.9ｍ、ਂさ0.1ｍを測る。南

෦で̨̙̍と௚ަするが、土૚؍

から、̨̙̍に先行して掘削さ࡯

れた溝とみられる。時期を確定で

きる土器ࢿྉはみられないが、̨

̙15と連݁することからほぼ同時

期の溝と推定される。

࠷調査区の　（第15ਤ）10̨̙ߔ

も北で検出した溝である。෯0.4 ～

0.7ｍ、ਂさ0.2 ～ 0.3ｍを測り、அ

面形は୆形状をなす。土器は出土

していないが、埋土の状گから弥

生時代後期末～古墳時代初頭の溝

と推定される。

の中̨̙̍　（第10ਤ）�1̨̙ߔ

ԝ෦から南΁೿生する溝である。

෯約0.4ｍ、ਂさ約0.35ｍを測り、

அ面形は୆形状をなす。出土遺物

から、時期は弥生時代後期末～古

墳時代初頭（ঙ内ซ行期古૬）と推

定される。

མͪࠐΈ̨̭1�（第18ਤ）　調査

区中ԝ南୺で検出したପԁ形状の

落ちࠐみである。基൫土のԫ׊৭

೪質土の֎側に֎ྠ状に׊ࠇ৭೪

質土を検出しており、෩౗木ࠟの

Մೳੑがߴい。これまで野条遺跡

प辺では、こうした落ちࠐみがし

͹し͹検出され、֐ࡂとの関連が 第17ਤ　̍区南෦平面ਤ、落ちࠐみ̨̭̕அ面ਤ
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第19ਤ　掘立柱建物跡̨̗20平面・அ面ਤ

第18ਤ　落ちࠐみ̨̭19、土坑̨̠12平面・அ面ਤ
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ఠされるところであった。古環境の復原のたΊ、Ճ଎器質量分ੳ法（".4）による土৕の์ࣹࢦ

ੑ୸ૉ年代測定を行った݁Ռ、5770ʶ40年#1の年代値がಘられた
ㅭ㉅̍ㅮ

。

౔1̨̠޵�（第18ਤ）　調査区北෦で検出した方形の土坑である。ن໛は、1.5ʷ0.8ｍ、ਂさ約

̑Dmを測る。遺物は出土しておらͣ、時期は不明である。

第20ਤ　掘立柱建物跡̨̗̓・24、柵列̨̖８平面・அ面ਤ
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۷ཱபݐ෺跡̨̗�0（第19ਤ）　調査地中ԝ南෦で検出した２間ʷ３間の建物跡である。ྊ間

約4.4ｍ、ܻ行約7.2ｍを測る。柱間は、約2.3 ～ 2.4ｍを測り、方形掘形の柱穴から構成される。

主࣠は、北から東΁̓౓ৼる。柱穴のن໛は一辺0.6 ～ 0.8ｍ、ਂさ約0.2 ～ 0.4ｍを測る。柱穴̥

̐から須恵器ഋ̗の一෦が出土したことから、奈良時代後൒にؼଐする建物跡と推定される。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第20ਤ）　２区西෦で一෦を検出した̍間ʷ２間以上の建物跡である。

柱間は2.7 ～ 2.8ｍを測る。主࣠は、北から東΁６౓ৼる。柱穴から遺物は出土していないが、̨

̗20と主࣠をほぼ同じくし、奈良時代の建物跡と推定される。

۷ཱபݐ෺跡̨̗ （̓第20ਤ）　̍区で検出した建物跡である。東西３間（約8.0ｍ）以上、南北

２間（約5.0ｍ）のن໛をもつ。主࣠は、北から西΁10౓ৼる。柱間のڑ཭は、2.4 ～ 2.5ｍを測る。

第21ਤ　̍区上૚遺構平面ਤ、溝̨̙16・17平面・அ面ਤ
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柱穴は、௚ܘ約0.3ｍ、ਂさ約0.2ｍを測る。柱穴から土器は出土していないが、主࣠がਖ਼方位に

のり、この一ଳでは12世紀後൒以߱、地ׂや建物の主࣠がਖ਼方位にม化することから、平安時代

末以߱の建物跡と推定される。

̨̖ྻࡤ （̔第20ਤ）　̍区北෦で検出した東西方向の柵列である。̐間以上のن໛をもち、柱

間は1.8 ～ 2.3ｍを測る。̨̗̓と主࣠をଗえることから、̨̗̓に伴う柵列のՄೳੑがある。

�0̨̙ߔ ʙ ��（第21ਤ）　̍区上૚で検出した南北方向の溝で、北の̨̙30・31と南の̨̙

32・33は同一の２条の溝とみられる。２条の溝がซ૸することから、道路の側溝のՄೳੑがある。

遺物は出土していないが、埋土の৭調等から、中世～近世の遺構と推定される。

��ߔ ʙ ��（第21ਤ）　̨̙32・33の南෦で検出したૉ掘り溝で、北東から北西にむけて掘削さ

れた溝群である。෯0.2 ～ 0.3ｍ、ਂ さ0.1ｍを測る。遺物は出土しておらͣ、時期は不明であるが、

。に伴うૉ掘り溝群とみられる࡞ߞ在の地ׂとࣼ行するもので、中世から近世のݱ

、1�ɾ1�（第21ਤ）　３区南東୺で検出した東西方向の溝である。෯約0.3ｍ、ਂさ0.1ｍを測りߔ

溝間のڑ཭は約2.2ｍを測る。埋土の৭調等から、中世～近世の遺構と推定される。

̐ɽग़౔遺෺

第17次調査で出土した土器は、整ཧശ20ശを਺える。出土遺物は、弥生時代から近世の遺物を

ؚむが、出土土器の約ׂ̕が溝̨̙̍・２から出土したものであり、弥生後期後༿～古墳時代初

頭の土器である。これらにՃえ、古墳時代中期、奈良時代、中世～近世にかけてのएׯの土器や、

石製品をؚむ。以下、遺構͝とに出土遺物のৄࡉをड़΂たい。

̨̙ߔ （̎第22ਤ̍～ 11）　̍～ 10は̨̙２の̍区から、11は２区から出土した。̍区から出

土した̍～８は、׬形に復元できるものを多くؚむ一ׅੑのߴい土器群である。̍は、୹ᰍᆵで

ある。ମ෦のϓϩϙーシϣンは、࠷େܘを中位よりやや下෦にもち、いわΏるఈ෦ྠ୆ٕ法によ

るۼみఈをなす。ମ෦֎面はタタΩ成形により、内面にϋέをࢪす。৭調は、にͿいᒵ৭をఄす

る。଻土にみるࠞ࿨ࡐは、石ӳ・長石のほか、νϟート・టؠ等のଯ積ྨؠを基調とする在地の

૊成である。２・３のʮくʯޱࣈԑᙈは、ޱԑ୺෦に面をなし、ఠみあ͛る特௃をもつ。２は、

ମ෦中位下൒に分ׂ成形ࠟを࢒し、֎面をタタΩ成形、内面をϋέ調整によって࢓上͛る。ఈ෦

はްみのある平ఈで、ఈ෦प辺෦に一෦έズリをࢪし、器นのްみをബくする調整がࢪされてい

る。10.8ܘޱDm、器19.1ߴDmを測り、৭調はにͿいᒵ৭をఄする。３は、ମ෦֎面はṞ཭が著

しく、֎面をϋέ調整のちφσ、内面にϋέをࢪす。14.0ܘޱDmを測り、৭調はにͿいᒵ৭をఄ

する。̐は、北近ـ系の長٭の༗ஈߴഋである。ഋ෦がやや࿷ۂする。ഋ෦ޱԑ෦֎面に、ୀ化

したٖԜઢ文がࢪされ、内֎面にԣ方向のࡉかなϛΨΩをࢪす。٭෦は、３方向にಁかしをઠち、

֎面にஸೡなॎ方向のϛΨΩをࢪす。北近ـ系土器のൣᙝでଊえられるが、ഋ෦に明ྎな۶ۂを

もつ特௃は、丹後地域では一ൠにみられͣ、଻土もまたփ׊৭ཻ࠭やటؠなどଯ積ྨؠをؚむこ

とから、丹೾ଳにଐする北丹೾地域からのൖೖ品かもしくは在地の໛฿土器と推定される。ܘޱ

は17.6Dmを測り、৭調はにͿいԫᒵ׊৭をఄする。̑は、片ޱの୆෇ുである。ϫΠンάϥε形



京都府遺跡調査報告集　第 øü÷ 冊

-ùû-

第22ਤ　出土遺物࣮測ਤ（̍）



野条遺跡第 17・19 次発掘調査報告

-ùü-

のେͿりのു෦を特௃とする。ു෦֎面はφσ調整を、内面はϋέ調整後に一෦φσがࢪされる。

形で出土したも׬。の੄෦をもつ٭状に開く୹ࣈ෦は、ു෦との઀߹෦が中࣮となり、ʮϋʯ٭

ので、9.9ܘޱDm、器15.9ߴDmを測り、৭調はにͿいᒵ৭をఄする。଻土のࠞ࿨ࡐは、石ӳ・長

石などՖቋݯىؠのཻ࠭と、νϟートなどଯ積ྨؠを基調とする。６は、؇やかに֎൓するޱԑ

෦をなすുである。ޱԑ෦は࿷ۂし、器ମશମのόϥンεをܽいている。֎面には、タタΩ成形

を、内面にϋέをࢪし、内面上൒にはέズリのちφσ調整をࢪす。ܘޱ約17.0Dｍ、器ߴ約9.5 ～

10.5Dmを測る。̓は、ു形のࠋの一෦とみられ、ఈ෦にઠ޸をもつ。８は、ʮくʯޱࣈԑをなす

ᙈで、ମ෦ݞ෦がுる。֎面は、器นのṞ཭が著しいが一෦にϛΨΩが認Ίられる。また内面は

ϋέ調整ののち、上൒෦にはέズリがࢪされる。ܘޱは、16.6Dmを測る。̕は、খ形の平ఈのു

ఈ෦で、10はᆵのఈ෦とみられる。11は、ʮくʯޱࣈԑをなすタタΩ成形によるᙈである。ޱԑ

෦は立ち上がり֯౓がେきく、୺෦に向けてେきく֎൓する。ఈ෦は平ఈのఈ෦をなすが、ఈ෦

に向け֎面の一෦にέズリをࢪしている。こうしたఈ෦प辺における֎面調整は、２のᙈにもみ

られ、ఈ෦のখ形化܏向として時期的に新しい要ૉとみることができる。17.4ܘޱDm、器ߴ

24Dmを測り、৭調は୶ԫ׊৭をఄする。時期は、弥生系ᙈの面をなすޱԑ෦やখ形化したఈ෦

の形状から、古墳時代初頭（ঙ内ซ行期古૬）とみることができる。

̨̙ߔ （̍第22 ～ 24ਤ̍～ 115）　12 ～ 26（第22ਤ）、27 ～ 71（第23ਤ）、72 ～ 113・115（第24ਤ）

は、̨̙̍から出土した。̨̙̍は東西約40ｍにわたるたΊ、以下、出土地఺および૚位͝とに

ৄड़する。12 ～ 27は、̨̙̍の̍区から出土した。このうち12 ～ 20は、̍区埋土としてऔり上

͛たものである。12・13は、ޱ޿ᆵのޱԑ෦である。14 ～ 27のᙈは、ʮくʯޱࣈԑをもつᙈ（14

～ 16）と、近ߐ系のडޱ状ޱԑᙈ（17）がある。18は、ߴഋޱԑ෦で、20は、٭෦に۳ඳ文をもつ

東海系ߴഋである。３方向にಁかしをもつ。৭調はփന৭をなし、ൖೖ土器とみられる。21 ～

23は、̍区下૚から出土したものである。21はडޱ状ޱԑᙈ、22・23は୺෦に面をなすᙈである。

24・25は、̍区࠷下૚から出土した。୺෦に面をなすᙈ（24）と、ߴഋ（25）٭がある。26は、̨̙

̍を࠶掘削した̨̙̍-̰から出土した。27は、̍区上૚から出土したᙈのޱԑだが、器นのຎ

໣が著しく、ࠞೖࢿྉとみられる。̨̙̍の時期よりも新しい布ཹ式古૬と推定される。

28 ～ 76は、̨̙̍の２区から出土した。このうち28 ～ 31は、̨̙̍の２区࠷下૚から出土し

たものである。28は、ࠋのఈ෦で、30は؇やかにେきく޿がるߴഋ٭෦、31は２条の۳ඳ文をも

つߴഋ٭෦である。32 ～ 39は、２区下૚から出土した。32は、柱状の٭෦をなすߴഋである。

34・35は、୺෦がडޱ状をなすᙈ、36は୺෦をఠみあ͛、面をもつᙈである。37・38はᙈあるい

はᆵのఈ෦、39は、ઠ޸をもつࠋఈ෦である。40 ～ 71、72 ～ 76は、２区から出土した。40はޱ

ԑ෦とݞ෦の઀߹面をܽଛするが、長ᰍᆵとみられる。41もまたޱԑ෦とᰍ෦の઀߹面が確認で

きないが、タタΩ成形をࢪす୹ᰍᆵとみられる。42は౵状のᰍ෦に、ޱԑ෦が۶ۂして開くޱ޿

ᆵである。43 ～ 54はいͣれもᙈのޱԑ෦であり、ʮくʯޱࣈԑをなすもの（43 ～ 47）、୹く立ち

上がり面をなすもの（48）、डޱ状ޱԑ（49 ～ 56）をなすものがある。50 ～ 54のडޱ状ޱԑᙈのޱ

ԑ෦֎面にࢪされる列఺文には、۳状޻۩によるもの（50・53）や、板状޻۩によるもの（51・
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52・54）がある。57 ～ 61は、ᆵまたはᙈのఈ෦とみられ、平ఈ（57 ～ 60）とۼみఈ（61）がある。

62・63は、ു のఈ෦である。64は、器୆のޱԑ෦で、ޱԑ෦֎面に２条の௜ઢをもつ。65 ～ 67は、

器୆あるいはߴഋの੄෦である。68 ～ 71は、ߴഋ٭෦である。68は、٭の࣠෦ܘがେきなもの

である。69は柱状٭であり、70は؇やかに޿がる٭をなす。71は؇やかにʮϋʯࣈ状に開くߴഋ

෦である。72٭ ～ 76（第24ਤ）は、いͣれも２区から出土した。72はߴഋ٭で、٭上൒は中࣮を

なし、੄෦は؇やかに޿がる。74は３方向にಁかしをઠつߴഋ٭෦である。75は֎面にॎ方向の

ஸೡなϛΨΩをࢪし、内面にߜりࠟを明ྎに࢒す。76は۶ۂしてʮϋʯࣈ状に開くߴഋである。

77 ～ 115は、溝̨̙̍の３区から出土した。このうち77・78は、３区࠷下૚から出土した。77

はࡉ片であるが、୺෦を୹く立ち上͛るᙈޱԑ෦である。78は、中ۭの器୆の٭෦とみられる。

఺をもつことから、東海系器୆の系౷をҾくものとみられる。79׵มࣼ܏෦に٭ ～ 91は、３区

下૚から出土した。79は、୆෇ുの٭෦とみられる。80・81はडޱ状ޱԑᙈで、82はʮくʯޱࣈ

ԑᙈである。83は、ߴഋのޱԑ෦とみられる。84・85は、ਨ下するޱԑをなす器୆のड෦である。

84には、一෦竹؅文がࢪ文される。87は、ޱԑ୺෦に面をなすുである。88は、डޱ状ޱԑᙈの

一෦で、୺෦に۳ඳ列఺文をࢪす。89は平ఈのᆵఈ෦で、90はᆵఈ෦はいわΏるఈ෦ྠ୆ٕ法に

よるۼみఈをなす。91は、タタΩᙈのఈ෦である。92 ～ 114は、３区埋土および３区上૚として

औり上͛たものである。92はখ形の長ᰍᆵで、ମ෦内֎面にϋέをࢪすૈ製品である。93は、খ

さな平ఈをなすുで、ുମ෦が۶ۂして立ち上がり、明ྎなྏઢをもつ。ޱԑ୺෦に̍条の௜ઢ

が認Ίられる。94は、େきく֎൓するߴഋのޱԑ෦とみられる。95は、ʮくʯޱࣈԑをなすᙈで、

ᰍ෦が؇やかに۶ۂする特௃をもつ。ମ෦はタタΩ成形により、内面はφσ調整によって࢓上͛

られる。96は、器นのຎ໣が著しいが、؇やかに۶ۂするʮくʯޱࣈԑをなすᙈの一෦である。

また97も、ʮくʯޱࣈԑᙈの一෦であるが、ᰍ෦に明ྎな۶ۂをなすタΠϓとみられる。98・99は、

ԑ෦形ଶである。またޱԑ୺෦が立ち上がり、面をなすᙈの一෦で、古墳時代初頭に特௃的なޱ

102は、डޱ状ޱԑの系ේにあるᙈのޱԑ෦である。103・104は、いͣれもडޱ状をఄするᙈの

し࢒ԑᙈの特௃をよくޱ状ޱ系डߐԑ෦であるが、特に104は、୺෦のҾき出しが明ྎで、近ޱ

ている。105 ～ 108は、ᆵあるいはᙈのఈ෦である。109 ～ 112は、ߴഋの٭෦である。109は３

方向にಁかしをઠち、֎面にஸೡなϛΨΩがࢪされるもので、101は̐方向にಁかしがみられる。

111は٭上൒が中࣮となり、112は柱状の٭柱෦をなす。113は、ߴഋあるいは器୆の੄෦である。

114は、खづくͶ土器のുである。શମ（ਤ化ࢿྉ਺49）に、̨̙̍のᙈの૊成は、ʮくʯޱࣈԑᙈ

31ˋ（うちఠみあ͛ޱԑ̐ˋ）、डޱ状ޱԑᙈ35ˋ、ޱԑ୺෦が立ち上がり、面をなすडޱ状ޱ

ԑᙈとのં஭的な要ૉをもつᙈ20ˋ、༗ஈޱԑᙈなどそのଞ14ˋである。̨̙̍は時期෯があり、

系およびં஭系のൺ཰が50ˋを௒えるなど古い要ૉをࣔす一ߐഋやᙈにみる近ߴのେきいܘ٭

方、ఠみあ͛ޱԑのᙈなどに新しい要ૉがݟえ、おおよそ弥生時代後期後༿～古墳時代初頭（ঙ

内ซ行期古૬）に位ஔづけることができる。なお、115の布ཹ式ᙈは、̨̙̍のਫ਼査中に出土した

ものである。布ཹ３式新૬に位ஔづけられるもので、古墳時代中期લ༿のࢿྉである。

̨̙ߔ （̑第25ਤ116・117）116・117は、ともにޱԑ୺෦に面をなし、୺෦をఠみあ͛るʮくʯ
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。すࢪԑ୺面に̍条の௜ઢをޱ、ԑᙈである。119はޱࣈ

̨̙ߔ （̒第25ਤ118 ～ 120）　118は、ਨ下ޱԑのᆵで、ޱԑ෦֎面にٖԜઢ文をࢪす。119・

120はいͣれもᙈで、119はޱԑ୺෦֎面に一条の௜ઢをもち、120は୺෦に面をなす。

は、18.4Dmܘޱ。ԑᙈであるޱࣈ121は、୺෦に面をなすʮくʯ　（第25ਤ121・122）15̨̙ߔ

を測る。122は平ఈのᆵఈ෦で、木༿ࠟが認Ίられる。弥生時代後期後༿のࢿྉである。

。ɾ1�߹ྲྀ෦（第25ਤ123）　123は、弥生土器のᆵのఈ෦である。平ఈをなす̨̙̍ߔ

上૚から出土した須恵器࠷、૚ਫ਼査（第25ਤ124）　124は、溝̨̙̍ʵ̍区において্̨̙̍ߔ

ఏළのମ෦である。ࠓճの調査における古墳時代後期の土器は、本ࢿྉのみである。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�0（第25ਤ125）　125は、須恵器ഋ̗である。14.8ܘޱDm、器3.7ߴDmを測る。

ഋ෦の立ち上がりがややઙく、ޱԑ෦が֎方に開くことから、奈良時代後൒のࢿྉとみられる。

แؚ૚౳　（第25ਤ126 ～ 129）126は、̍区北෦ਫ਼査中に出土した須恵器ഋの一෦である。

127・128は、２区西֦ு෦で出土したછ෇である。また129は、֧ཚ土中から出土した石製品で

ある。弥生時代中期の石ිの未製品のՄೳੑがあるが、ࣗવ面を࢒すখޱ側にᏏଧࠟが認Ίられ

ることから、Ꮟ石として࢖用されたとみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（ߴ野ཅࢠ）

第25ਤ　出土遺物࣮測ਤ（̐）
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ʤ２ʥ野条遺跡第19次（平成23年౓）

̍ɽ調査ͷ֓ཁ

調査ର৅地は、ຍ地内の௿地෦で、ݱ在はਫా地ଳである。東西に৳びる２本のഉਫ路にରし

て設定したトϨンνは計６か所で、北側のഉਫ路෦分には第̍・３・６トϨンνを西からॱに設

定した。南側のഉਫ路෦分には第２トϨンνを設定した。第̐トϨンνのみ３つのখトϨンνに

年౓ࠓ、した。各トϨンνの഑ஔについては、第26ਤのとおりである。なおࢪ分し、調査を࣮ࡉ

は、౰センターの調査とซ行し、南丹市ڭҭҕһ会（第20次調査）および京都府ڭҭҕһ会（第21

次調査）による、同ഉਫ路෦分の発掘調査が࣮ࢪされている。྆機関による調査区は、౰センタ

ーの第３トϨンνと第̐ʵ̍トϨンνの中間に設ஔされた。

ʢ̍ʣ第̍τϨϯν（第27・28ਤ）

第̍トϨンνは、ࠓճの調査区の中では、།一南北方向に長い調査区で、面積は180㎡である。

発掘調査ணखલのݱ状はാであった。遺構面は、ද土（ݱ代の࡞ߞ土）、ਫాচ土の௚下の東น第

29 ～ 34૚の上面である。遺構面のਂ౓は、トϨンν中ԝ෦および南෦では、ද土面から20 ～

30Dmであるが、トϨンν北෦ではややਂく、ද土面から約50Dmを測る。遺構面は̍面で、খピ

第26ਤ　第19次調査トϨンν഑ஔਤ
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第27ਤ　第̍トϨンν平面ਤ
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第28ਤ　第̍トϨンν東น土૚அ面ਤ
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ット・土坑・溝状遺構などを検出した。トϨンν中ԝ෦以南ではピット・খ土坑がີに分布し、

中ԝ෦以北には溝状遺構・土坑などがややૄらに分布する。遺構埋土の土৭は҉׊৭～׊ࠇ৭を

ఄする。また、埋土の土৭が緑փ৭をఄするピットをトϨンν中ԝ෦以南で検出したが、ݱ代の

に伴うҴ木などのࠟ跡と考えられる。遺構のਂ౓は֓してઙく、平面ϓϥンの不明確なもの࡞ߞ

が多い。　

トϨンνの土૚については、特に調査区中ԝ෦から南෦にかけて、ほぼ同一のଯ積૚が୯७な

ਫ平ଯ積をࣔすことから、記録をऔる地఺をબ୒し、調査区北෦、中ԝ෦、南෦の３地఺で、各ʑ

約̑m分の長さにݶ定して東นの土૚ଯ積状گを記録した。遺構面の上૚からは、ঙ内式期～布

ཹ式古ஈ֊の遺物が̍఺出土したが、ଯ積状گ、土質から近世以߱のଯ積૚と考えられる。そし

て、各地఺における遺構面の土૚を࡯؍すると、トϨンνの北෦では҉׊৭、׊ࠇ৭シルト૚で

遺構が検出されるが、調査区の中ԝ෦および南෦ではこれらの土૚が確認されͣ、にͿいԫ׊৭、

にͿいԫ৭シルト૚で遺構が検出される。遺構面をஅちׂると࠷下૚でԫ׊৭～明ԫ׊৭のݎ៛

な೪土質シルト૚あるいはシルト質೪土૚が検出されるが、遺構検出面からこの૚にࢸるまでの

ਂ౓は、調査区北෦で20Dm、中ԝ෦および南෦で10Dmを測る。طԟの調査成Ռやप辺のトϨン

νのଯ積状گから推定されるଯ積૚ংは、࠷下૚から上૚に向かって明ԫ׊৭～ԫ׊৭、にͿい

ԫ׊৭～にͿいԫ৭、҉׊৭、׊ࠇ৭、ࠇ৭となり、土৭は明から҉΁઴Ҡ的にม化する。トϨ

ンνの北෦では、ࠇ৭土૚が෦分的に࢒ଘするのにରし、中ԝ෦、南෦ではほとんど࢒ଘしない

ことから、特に中ԝ෦、南෦では後世の削平のӨڹをڧくडけているようである。

北෦では削平のӨڹがややগないようであるが、چ地形が北に向かって下がるたΊであろう。

　本トϨンνでは、遺構検出面の上૚以֎は、遺物が出土しなかったたΊ、遺構の時期は不明で

ある。また、調査区がڱ長なたΊ、ピット、土坑などの遺構についても、༗ҙの഑ஔが؃औでき

なかった。遺構検出面のଯ積状گやඪߴからݟると、この地఺は後世の削平をඃるまで遺跡શମ

の中でඪߴのߴい平ୱ面あるいは西から東΁下がる؇ࣼ面だったようである。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古川　ঊ）

ʢ̎ʣ第̎τϨϯν（第29 ～ 31ਤ）　

第̍トϨンνから南΁約140ｍ、東΁120ｍに位ஔする。調査面積は80㎡である。調査区北ྡに

は、新ঙ用ਫのࢧઢである東西方向のݱ行ਫ路が通る。調査区南側のྡ઀地では、平成21年౓に

南丹市ڭҭҕһ会が࣮ࢪした第18次調査で弥生時代の遺構・遺物が検出されている。

̍ʣ第̍遺ߏ໘　第̍遺構面は、地ද面下0.4mの東น第６૚・அちׂり̍の第̐૚上面である。

遺構検出面からは弥生土器片、奈良時代の須恵器ഋ֖片、11世紀後൒～ 12世紀のന磁ᆵఈ෦等

が出土している。第̍遺構面では、東西方向の溝̨̙201のほか、᎟ཚ਺基を検出した。̨̙201

はトϨンν中ほどから東୺までの北นにԊって検出した溝である。調査区中ԝ෇近から西では検

出できなかったが、ঃʑにઙくなって検出されなくなることから、削平をडけているようである。

検出した෯は南ݞから中৺෦෇近まででશ長24.5ｍ以上、࠷େ෯0.8ｍ以上、ਂさは検出ൣ囲内で

৭೪質土で、出土遺物の多くは弥生土器片であるが、12世紀後൒׊େ16Dmを測る。埋土は҉࠷
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の瓦器椀が̍఺出土しており、遺構の時期をࣔす遺物と考えられる。ݱ行のਫ路と位ஔがほぼॏ

ෳし、主࣠方向も一கしている。

̎ʣ第̎遺ߏ໘　第２遺構面は地ද下0.5ｍで確認した。土૚அ面でみるとஅちׂり２の第̐૚

の上面に૬౰する。調査区北นではଯ積していないが、第２遺構面の構成૚はトϨンνશମに޿

がっており、多くの弥生土器片が出土している。検出した主な遺構は、東西方向の溝２条（̨̙

202・203）と、北西から南東方向の࣠をややҟにする溝̐条（̨̙204 ～ 208）である。̨̙203・

204・206から出土した須恵器の時期から、遺構の時期は６世紀後൒～̓世紀初頭を中৺とするよ

うである。

トϨンν西୺から北นにԊって検出した溝である。西นからおよそ̓ｍの地఺で　��0̨̙ߔ

̨̙207に、12mの地఺で̨̙204に੾られ、トϨンν東෦では検出できなかった。遺構の南ݞ෦

のみ検出したが、શ長13.5ｍ以上、શ෯0.75ｍ以上、ਂさは検出ൣ囲で࠷େ12Dmを測る。҉׊৭

೪質土を中৺とする埋土からは弥生土器片が出土した。̨̙204・206よりも古い遺構であること

から、６世紀末以લの遺構と考えられる。

トϨンν西୺෦から南นにԊって検出した溝である。̨̙202とほぼ平行し、調　��0̨̙ߔ

査区中ԝで̨̙202と߹ྲྀするようである。西นからおよそ８ｍの地఺で̨̙207に੾られ、およ

そ17ｍの地఺で̨̙204に੾られる。̨̙202とはٯに北ݞ෦のみ検出しておりશ長13ｍ以上、શ

෯1.2ｍ以上、ਂさは検出ൣ囲で࠷େ17Dmを測る。埋土は҉׊৭೪質土で、弥生土器片のほかに

古墳時代後期の須恵器片̍఺が出土した。出土遺物の時期と遺構の੾り߹い関係から̨̙203は

６世紀後൒～末頃に埋຅するようである。

、�0�ɾ�0�　トϨンν中ԝ෦で検出した溝状の遺構で、෯３m、ਂさ30Dmを測る。౰初̨̙ߔ

別の遺構と認ࣝしていたが、調査の݁Ռ、同一遺構と൑அした。埋土は҉׊৭೪質シルトと׊ࠇ

৭シルトからなり、弥生土器片のほか須恵器ഋ਎が出土した。須恵器の形ଶから、６世紀末～̓

世紀初頭頃の遺構と考えられる。

ਂ、トϨンν東෦で検出した溝状の遺構で、શ長̐ｍ以上、෯̍m　�05̨̙ߔ さ10Dmを測る。

埋土は׊ࠇ৭シルトで、弥生時代後期の土器片が出土した。　

トϨンν西෦で検出した。શ長２ｍ以上、෯0.6ｍ、ਂさ22Dmを測る。埋土は҉　��0̨̙ߔ

৭೪質シルトで、弥生時代後期の土器片が出土した。̨̙203とのॏෳ関係から６世紀後൒以׊

߱にൺ定される。

ࠇトϨンν東෦で検出した。શ長̐ｍ以上、෯0.4ｍ、ਂさ15Dmを測る。埋土は　��0̨̙ߔ

。৭೪質シルトで、弥生時代後期の土器片が出土した׊

ෆ໌遺206・204̨̙　��0̨̭ߏとॏෳする不定形の遺構である。南北0.6ｍ以上、東西２ｍ

のن໛である。掘形が不整形で、ఈのԜತがݦ著である。

̏ʣ第̏遺ߏ໘　第３遺構面は地ද下0.7mの׊ࠇ৭೪土૚および೪質シルト૚（北น第̑・18・

25૚）の上面である。検出した遺構は東西方向の溝̍条（̨̙210）と不明遺構（̨̭211）である。

̨̙�10　上૚の̨̙203のほぼਅ下に位ஔし、ऄ行しながらわͣかに南東～北西を向く溝状
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第31ਤ　第２トϨンνஅちׂり土૚அ面ਤ
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遺構である。̨̙210と̨̙203は位ஔがほぼॏෳし、主࣠方向も同一であるが、土質のҟなる第

２遺構面構成૚（அちׂり３の第̐૚）が̨̙203と̨̙210の間に確認できることから、下૚の別

遺構と൑அした。トϨンν西୺から南นにԊって検出した。西นからおよそ８ｍの地఺で̨̙

207に੾られ、およそ16ｍの地఺でトϨンν南方΁֎れる。̨̙203と同༷に北ݞ෦のみ検出して

おり、શ長16ｍ以上、෯0.6ｍ以上、ਂさは検出ൣ囲内では࠷େ40Dmを測る。埋土である׊ࠇ৭

೪࠭質土から弥生時代後期末～古墳時代初頭の遺物が出土している。̨̙210は̨̙203・207に

੾られることから、遺物の出土位ஔが遺構のఈ෦෇近と考えられる。

ෆ໌遺�11̨̭ߏ　トϨンν北西۱で検出した遺構である。トϨンν西นの土૚から、南北

0.9ｍ以上、東西2.2ｍ、ਂさは࠷େ48Dmと推定される。弥生土器のᙈޱԑ෦が出土している。

̐ʣ第̏遺ߏ໘Լ૚　第３遺構面下૚では、׊փ৭～׊ࠇ৭の೪質土ٴび೪土がଯ積し、地ද

面下0.95m ～ 1.6mで、トϨンνશ面に明ԫ׊৭೪土૚を確認した。トϨンν西୺、西෦、中ԝ

෦西側の３か所には୩状の落ちࠐみ地形があり、そのਂ࠷෦で地ද下1.6ｍを測る。いͣれの૚

においても遺構・遺物は確認できなかった。

第２トϨンνでは弥生時代後期末～古墳時代初頭、古墳時代後期～ऴ末期、中世の遺構を検出

した。トϨンν෯がڱখのたΊશ༰が明らかでないものが多いが、第２・３面の遺構は、֓Ͷ北

西から南東方向をࢤ向しており一定の方向ੑがうかがえる。これは調査区の西に位ஔする൉৿山

からのࣗવ地形に༝དྷするものと考えられる。̨̙201は出土遺物から平安時代末のਫ路跡と考

えられる。新ঙ用ਫの原形とみられるਫ路が開削されたとされる時期と近く、ࢧઢであったՄೳ

ੑがߴい。また、これが北઀するݱ行ਫ路のલ਎であるなら͹、प辺のݱ行ਫ路ٴび地ׂりの出

は平安時代末まで૎るՄೳੑをଳびる。出土遺物に古墳時代後期～ऴ末期の須恵器片がؚまれݱ

るが、̨̙204からも同時期の須恵器片が出土しており、この時期にྲྀ路の画期がうかがえる。

̨̙210から出土する弥生土器片が溝ఈ෦の೪質土にுり෇くようにして出土する༷૬は、第17

次調査の溝̨̙̍の遺物出土状گとよくࣅている。また、̨̙210はトϨンν中ԝ෦で南側調査

区֎΁৳びており、その延長方向に第17次調査の溝̨̙̍が৳びていることから、同一の溝であ

るՄೳੑがある。しかし、第17次調査の溝̨̙̍とൺ΂̨̙210はઙく、後世に削平をडけてい

るようである。上૚の遺構・แؚ૚から出土した多くの弥生土器片は、本དྷ̨̙210に伴う遺物

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（େ∁ٛ׮）

ʢ̏ʣ第̏τϨϯν（第32・33ਤ）

第３トϨンνは、第̍トϨンνの南東୺に઀するように設定した東西方向のトϨンνで、面積

は130㎡である。本トϨンνの東には南丹市ڭҭҕһ会による第20次調査のトϨンνがྡ઀する。

地ද面からॱに、ݱ代のਫా࡞ߞ土、ਫాচ土、҉փԫ৭೪質シルトがଯ積しており、この下位

で遺構面を確認した。遺構面のਂ౓は、ਫాচ土上面から15 ～ 20Dmを測る。第̍トϨンνに近

いトϨンν西୺から約̕mの地఺までは҉Φリーϒ׊৭土૚の上面が遺構検出面で、ඪߴは

117.0mである。しかし、この地఺から東では、҉Φリーϒ׊৭土૚が確認されͣ、代わりに、そ
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の下૚と考えられる明ԫ׊৭土૚が遺構検出面を形成している。この面のඪߴは116.8mである。

遺構検出面のม化地఺はگݱのਫాのܣ൞と一கしており、ஈ状のਫా形成による削平をडけて

いるようである。　

遺構の分布状گもこの地఺を境にେきくҟなっており、この地఺以西のඪߴのߴい遺構面では、

掘形が۱ؙ方形の柱穴や溝状遺構が検出されている。遺物は出土しなかったが、野条遺跡のطԟ

の調査で古代の掘立柱建物跡がෳ਺検出されていることから、柱穴のؼଐ時期は古代のՄೳੑが

ある。ただし、古代の遺構は第３トϨンνから཭れた地఺で検出されているたΊ、௚઀的に関連

づけることはできない。調査区中ԝ෦～東෦では、削平のӨڹをडけたたΊか、遺構の࢒ଘ状گ

はѱい。また、第３トϨンνは西から東に向かって次第にݱ代の೶道・用ਫ路とॏෳするように

なるたΊ、これらのࢪ設の଄成に伴う削平もडけている。

第３トϨンνの中ԝ෦からやや南دりの地఺には、調査ணखલまで利用されていた用ਫ路がଘ

在する。この用ਫ路は、調査ର৅地の西ྡで北から南にྲྀれる新ঙ用ਫに઀ଓしている。प辺の

調査成Ռから、野条遺跡の地ׂが古代・中世まで૎ることが൑明しており、この用ਫ路の時期に

ついても஫目されるところである。しかし、用ਫ路の埋土から、ত࿨10年代の̍銭銅貨が出土し

たことから、ݱ在の位ஔをྲྀれるようになったのはൺֱ的࠷近のようである。　　

第３トϨンνでは、খピット、۱ؙ方形の柱穴、土坑、溝状遺構などを検出した。このトϨン

第32ਤ　第３トϨンν平面ਤ

第33ਤ　第３トϨンν北น土૚அ面ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 øü÷ 冊

-û÷-

νからはほとんど遺物が出土しなかったたΊ、遺構の時期は不明である。また、調査区がڱいた

Ί、遺構についても༗ҙの഑ஔが؃औできなかった。遺構検出面のଯ積状گやඪߴからݟると、

この地఺は第̍トϨンνと同༷に、野条遺跡の中ではൺֱ的ඪߴのߴい平ୱ面、あるいは西から

東΁下がる؇ࣼ面であったようである。中世にਫాとなる以લは、建物あるいは塀などが建って

いたՄೳੑがある。

౔ᆮ̨̠�01　調査区中ԝ෦東دりで検出した。南北に長い۱ؙ方形で、平面ن໛は1.3ʷ0.6ｍ、

ਂさは20Dmを測る。埋土は׊ࠇ৭から҉׊৭をఄする。形状から土ᆮุのՄೳੑがあるたΊ、

土૚の確認をซ行しながら৻ॏに掘り下͛たが、副૴品は出土せͣ、木׹のࠟ跡等も確認されな

かった。

。トϨンνの中ԝ෦から東෦にかけて検出した東西方向の溝状遺構である　��0̨̙ߏঢ়遺ߔ

時期は不明であるが、લड़の用ਫ路と平行しており、ݱ行ਫ路のલの用ਫ路はこの地఺をྲྀれて

いたՄೳੑがある。

ʢ̐ʣ第̐τϨϯν（第34ਤ）

　第̐トϨンνは、第３トϨンνから約120m東に設定した調査区である。本トϨンνの西には、

京都府ڭҭҕһ会が࣮ࢪした第21次調査のトϨンνがྡ઀する。第̐トϨンνでは、３つのখ地

区にࡉ分して発掘調査を࣮ࢪした。各トϨンνの位ஔは第34ਤのとおりである。

̍ʣ第̐ʵ̍τϨϯν（第35・36ਤ）　第̐トϨンνの中で࠷も西に設定したトϨンνで、面積

は45㎡である。調査ணखલのگݱは、ਫాおよび東西方向の用ਫ路である。本トϨンνの遺構面

は２面ଘ在する。第̍遺構面はද土௚下で、ද土からਂ౓約15Dmの西น第２૚および南น第３

૚の上面である。第̍遺構面で検出した遺構は、溝̨̙408・409である。

はݞ行の用ਫ路とॏෳし、主࣠方向が一கする東西方向の溝である。遺構の南ݱ　��0̨̙ߔ

本トϨンν内で検出されるが、北ݞは調査区֎になる。̨%408のن໛は、෯0.7m以上で、ਂさ

は0.6 ～ 0.7mである。埋土はࠇփ৭の೪土で、෦分的に᛽がࠞじる。ྲྀਫおよび଺ਫ環境をࣔす。

本トϨンν内では遺物が出土していないたΊ時期は不明であるが、検出位ஔとඪߴから、後ड़す

る第̐ʵ３トϨンνの溝̨%401と同一遺構と考えられる。

。໛な東西方向の溝であるن調査区中ԝ෦で検出した෯約0.5m、ਂさ約30Dmのখ　��0̨̙ߔ

埋土の土৭は׊৭をఄする。東西に延৳するようで、第̐ʵ２トϨンνの̨̙410と第̐ʵ３ト

Ϩンνで検出された̨̙407は同一遺構のՄೳੑがある。また、西ྡの第21次調査トϨンνでも

第34ਤ　第̐ʵ̍・̐ʵ２・̐ʵ３トϨンν平面ਤ
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埋土、ن໛の近ࣅする溝状遺構が検出されている。

第２遺構面は、第̍遺構面から下に約15Dm下の第12૚上面である。ピットを20基以上検出し

たが、埋土の৭調・土質が第12૚とよくࣅているたΊ第12૚上面では検出できͣ、ほとんどのピ

ットは下૚の第13૚上面で遺構と認ࣝした。各ピットから遺物は出土しなかったが、第12૚の掘

削中に、土師器片が਺఺出土した。遺物のؼଐ時期は明確にできなかったが、ピット群あるいは

第12૚にแؚされる遺物と考えられる。

̎ʣ第̐ʵ̎τϨϯν（第37・38ਤ）　第̐ʵ̍～３トϨンνの間に設定したトϨンνである。

調査લのݱ状はਫాで、面積は11㎡である。第̐ʵ̍トϨンνと同༷に遺構面が２面ଘ在する。

第̍遺構面は、ද土面（コンΫリートฮ૷௚下）から約0.3m下の、北น第̓૚および東น第̑

૚の上面である。第̍遺構面で検出された遺構は、溝̨̙411である。ただし、この溝は平面的

にϓϥンを確認できͣ、அ面࡯؍で確認したのみである。溝̨̙411は、後ड़する第̐ʵ３トϨ

第36ਤ　第̐ʵ̍トϨンν土૚அ面ਤ

第35ਤ　第̐ʵ̍トϨンν平面ਤ
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ンνの溝̨̙409と同一遺構である。　

第２遺構面は、ද土面から約0.4m下の北น第15・17૚および東น第６૚の上面である。この

面では、ピット、土坑が఺在している。平面的に検出できたのは、ピット̕基、土坑̓基である。

なお、第̍遺構面と第２遺構面の間では、第̕૚上面に落ちࠐみ状の遺構がଘ在するようである。

埋土の৭・質がほとんど区別がつかないたΊ、平面ϓϥンは確認できなかったが、அ面ਤの北น

第８૚がこの落ちࠐみの埋土に૬౰する。この落ちࠐみによって、第２遺構面の遺構は削平をड

第38ਤ　第̐ʵ２トϨンν土૚அ面ਤ

第37ਤ　第̐ʵ２トϨンν平面ਤ
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けている。これらの遺構面の遺構からは遺物が出土しなかったたΊ、ؼଐ時期は不明であるが、

ྡ઀する第̐ʵ̍トϨンνの第２遺構面と同一面であることから、古墳時代～古代と考えられる。

̏ʣ第̐ʵ̏τϨϯν（第39 ～ 41ਤ）　第̐トϨンνの中で࠷も東に設定したトϨンνで、面積

は140㎡である。調査ணखલのگݱは、ਫాおよび東西方向の用ਫ路である。第̐ʵ３トϨンν

の遺構検出面は̍面で、ݱ代のਫాのচ土上面から0.3 ～ 0.4ｍ下の第31૚上面に૬౰する。

在のਫ路の௚下で検出した。̨̙401・410はॏෳ関係があり、̨̙410ݱ　�01ɾ�10̨̙ߔ

が̨̙401よりも新しい。しかし、平面ϓϥンの形状から、̨ ̙401・410は同一の溝と推定される。

おそらく、̨̙410は̨%401࠶掘削の平面ϓϥンであろう。̨̙401・410は本トϨンνを؏き、

調査区の東ٴび西に延৳するものと考える。調査区内で検出したݶりでは、෯0.8ｍ以上、ਂさ

約35 ～ 50Dｍのن໛である。ංલ࢈の陶器ළޱԑ෦が出土しており、গなくとも近世後൒には機

第39ਤ　第̐ʵ３トϨンν平面ਤ

第40ਤ　第̐ʵ３トϨンν南น土૚அ面ਤ
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ೳしていたようである。埋土は緑փ৭೪土を主ମとするが、ࠇփ৭೪土、緑փ৭᛽もؚんでいる。

そして、主࣠方向がほぼ࠲ඪの東西方向をࢦ向し、ݱ代の用ਫ路と一கすることから、̨̙

401・410はݱ代の用ਫ路の௚近のલ਎ਫ路と考えられる。また、埋土の特௃と位ஔ、主࣠方向か

ら第̐ʵ̍トϨンνの̨̙408と同一遺構と考えられる。　

�0�ɾ�0�ɾ�0�ɹ̨%401・410の南側で検出した東西方向の溝群である。̨̙402̨̙ߔ ～

第41ਤ　第̐ʵ３トϨンν柱穴列̨̖405平面・அ面ਤ
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404は西から東΁一列にฒんでいる。どの遺構もਂ౓がઙく、後世の削平をඃっているようである。

埋土の৭・質はいͣれも׊৭の࠭᛽૚でڞ通していることから、̨̙402 ～ 404は本དྷ、同一の

溝であったと考えられる。̨%403からは中ࠃ製੨磁椀、ന磁ᆵ、瓦質土器などが出土しており、

中世લ൒にൺ定される。̨%402 ～ 404は、東୺でやや南に࣠がͣれるが、ほぼਅ東西をࢦ向する。

、�0�ɹ̨̙402の約20ｍ西で検出した。削平をडけているたΊに్੾れているが̨̙ߏঢ়遺ߔ　

̨̙407を延長すると̨̙402 ～ 404に઀ଓするՄೳੑがある。

また、લड़の通り第̐ʵ̍・̐ʵ２トϨンνでは、ݱ代のਫ路と平行する東西方向の溝が検出

されているが、いͣれの溝もஅ面ʮ̪ʯࣈ形のઙい溝で、溝෯も同ن໛である。したがって、ࡉ

い溝ではあるが、各トϨンνにわたり長く৳びる同一の溝であるՄೳੑがある。　

౔�0̨̠޵�ɹ調査区中ԝ西دりで検出した方形の土坑である。東西2.9ｍ、南北1.7ｍ以上、

ਂさ0.8 ～ 0.9Dmを測り、ଞの遺構とൺ΂ن໛がಥ出している。̨̠406の埋土は、҉׊৭・׊ࠇ৭・

փ৭の೪土૚で構成され、̨̙401・410の埋土と近ࣅした特௃を༗する。遺物が出土しなかった

たΊ時期は不明だが、埋土の特௃と位ஔ関係から、̨̠406と̨̙401・410は、同時期の一連の

遺構であろう。̨̠406の機ೳとしては、井戸等が想定される。

調査区の南෦ではピット、土坑が一面に分布する。ピットには柱ࠟが検出されるものもあるが、

遺物は出土せͣ時期は不明である。調査区が東西にڱ長であるたΊ、検出したピット、土坑の഑

ஔにはほとんど༗ҙੑが認Ίられなかったが、།一、柱穴列̨̖405のみを検出した。

ப݀ྻ̨̖�05ɹ̐間の柱穴列で、各ʑの柱穴に柱ൈऔࠟが確認された。柱穴のن໛は、西の

３基がほぼ同ن໛で、0.4ܘｍのいびつなԁ形をఄす。東の２基はややن໛がେきく、復元0.6ܘ

ｍのいびつなԁ形である。各柱穴の柱ൈऔࠟの௚ܘは0.1 ～ 0.2ｍを測る。東から２基目の柱穴で

は、柱ࠟを２本分確認した。この柱穴での柱ࠟの੾り߹い関係は不明ྎである。柱間ڑ཭は、西

から３間は1.65 ～ 1.75ｍでほぼۉ一であるが、東୺の̍間のみ2.5ｍを測り、཭れている。調査

ൣ囲内では確定は不Մೳであるが、西の３間と東の̍間は、別の遺構とも想定されうる。主࣠方

向は、࠲ඪ東から南΁３౓ৼっている。中世以߱になると、この一ଳはਫాが形成されることか

ら、柱穴列̨̖405は中世以લの遺構と考えられる。中世以લの建物としては、طԟの野条遺跡

の発掘調査で奈良～平安時代、12世紀代の掘立柱建物跡が確認されている。奈良時代～平安時代

の建物の主࣠方向は、࠲ඪ北から西に਺౓ৼるか、東に਺౓ৼる２通りがある。ରর的に12世紀

代の建物の主࣠方向は࠲ඪ北をࢦ向する。主࣠方向からݟると、౰トϨンνの̨̖405は奈良～

平安時代にؼଐするՄೳੑがߴい。　

第̐ʵ̍～̐ʵ３トϨンνの遺構検出面のଯ積૚は、いͣれもࠇ৭土૚を主ମとする。第̐ʵ

２トϨンνではஅちׂりを行ったが、ࠇ৭土૚の上面から0.3ｍのਂ౓でにͿい׊৭土૚を確認

した。第̐ʵ ・̍̐ ʵ３トϨンνとൺ΂、ଯ積૚の࢒ଘ状گは良޷とݴえる。第̐トϨンνでは、

古代～中世の土地利用のมભをࣔす遺構・遺物を確認した。第̐ʵ３トϨンνで検出した中世の

溝̨̙402 ～ 404は第̐ʵ̍・̐ʵ２トϨンνにまたがるՄೳੑがある東西方向の溝であるが、

ਫా地ׂとの位ஔ関係から、平安時代末期～鎌倉時代初頭に開削された新ঙ用ਫに઀ଓする溝と
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推測される。このਫ路はݱ代までडけܧがれて利用されているが、̨̙ 402 ～ 404は、その࠷古

ஈ֊に近い遺構と考えられる。また、第̐ʵ３トϨンν̨̙401・410は、ݱ代のਫ路とほぼॏෳ

するਫ路で、これも新ঙ用ਫからऔਫしたਫ路跡と考えられる。出土遺物から近世以߱と考えら

れ、ݱ代のਫ路の௚近のਫ路の遺構と考えられる。

ʢ̑ʣ第̑τϨϯν（第42 ～ 43ਤ）　

第̑トϨンνは、第̐トϨンνの東側に設定したトϨンνで、調査面積は110㎡である。調査

地のگݱはാ、೶道、用ਫ路である。遺構面の࢒ଘ状گは不良である。調査トϨンνのେ෦分が

代の೶道の௚下であるたΊ、削平をडけている。ද土面から約0.65ݱ ～ 1.1ｍのਂ౓（第33・45૚

上面）で遺構面を検出した。遺構面は̍面である。

在のਫ路の下૚で検出した溝である。調査区の北୺近ݱ、501ɹ第̐トϨンνと同༷に̨̙ߔ

くで検出されたたΊ、෯は不明である。トϨンν内でのਂ౓は約15 ～ 25Dｍである。埋土はփ৭

の೪土で、第̐トϨンνの近世後൒の溝とࣅている。遺物は出土していない。位ஔ関係と埋土の

質からݱ行のਫ路のલ਎であるՄೳੑがある。

、໛な溝である。長さ約0.6ｍن50�ɹ調査区東෦で検出した、溝̨̙501と平行するখ̨̙ߔ

෯約0.5ｍ、ਂさ約10Dｍである。遺物は出土しなかった。　

౗໦̨̭ࠟ50�ɹ̨̙501・̨̙502にまたがって検出した。各遺構の形成ॱংは、̨̙501ˠ

̨̭503ˠ̨̙502のॱのようである。　

上記の遺構のଞに、ピット、土坑を਺基検出したが、いͣれの遺構からも遺物は出土しなかっ

た。ピットについては柱ࠟを検出したものが਺基ଘ在するが、༗ҙの഑ஔはݟ出されなかった。

第̑トϨンνの遺構面は、明らかに西から東΁ࣼ܏し、調査区西୺ではඪ115.8ߴm、東୺では

115.3ｍである。地山はΦリーϒԫ৭～Φリーϒփ৭の೪土で、第̐トϨンνでݟられるࠇϘΫ

૚は検出されなかった。

ʢ̒ʣ第̒τϨϯν（第44 ～ 47ਤ）

第６トϨンνは、࠷も東に設定したトϨンνである。調査面積は434㎡である。調査લのݱ状は、

ਫా、೶道ٴび東西方向の用ਫ路である。遺構面は̍面で、西から東に向かって؇やかに下がる

地形をࣔす。ଯ積土は೪土が主ମで、࣪地ੑのଯ積環境だったようである。

・�0�ɾ�05　調査区北୺෦で検出した東西方向の溝で、東西にฒんでいる。̨̙604̨̙ߔ

605間がトϨンν内では్੾れるたΊ、遺構番号をݸ別に෇༩したが、同一遺構と考えられる。

̨̙604・605はݱ代の用ਫ路とॏෳする位ஔにあたり、主࣠方向も平行する。調査区中ԝ෦以東

では検出されないが、これはトϨンνがݱ代の用ਫ路からগし཭れるたΊである。෯0.6ｍ以上、

ਂさ30Dm以上、શ長65ｍ以上の溝と考えられる。埋土は੨փ৭の೪土である。以上の状گから、

。在のਫ路のલ਎と推定される。遺物は出土していないݱ

調査区西୺から約30ｍ東の地఺で検出した̨̙604と௚ަする南北方向の溝であ　��0̨̙ߔ

る。෯2.5ｍ、ਂさ10Dｍを測る。遺構のॏෳ関係から、̨̙606は̨̙604よりも新しい。̨%606

は、埋土の質が̨%604とほぼ同一で、また、ݱ在の地ද面で、̨̙606とॏෳする位ஔに用ਫ路
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がଘ在することから、̨ ̙ 606はこの用ਫ路のલ਎のਫ路と推定される。遺物は出土していない。

̨。606から約８ｍ西で検出した北西～南東方向の溝である̨̙　��0̨̙ߔ ̙604にࣼަする。

̨̙604との新چ関係は不明である。ݱ在の地ׂにはこの溝は౿ऻされていない。　

ͦͷଞͷ遺607̨̙　ߏの西ྡで౗木̨̭ࠟ608を検出した。また、̨̙606・607の間ではピッ

トが਺基఺在する。いͣれの遺構からも遺物は出土していない。　

̨̙605प辺の調査区中ԝ෦は、本トϨンνの中で࠷も遺構が集中しており、ピットが60基以

上分布する。しかし、各ピットのਂさは10Dｍ以下で、柱ࠟが検出されるピットもਂ౓はઙい。

遺構の഑ஔにも特ஈの܏向はݟ出されない。　　

中ԝ෦以東は次第に遺構のີ౓がബくなる。明確な遺構は南北方向の溝̨̙601・602のみであ

る。不定形の落ちࠐみ̨̭603はట࣪地におけるࣗવଯ積と考えられる。

第45ਤ　第６トϨンν北น土૚அ面ਤ
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溝̨̙601は、෯ 1.7　（第46ਤ）�01̨̙ߔ

～ 1.9ｍ、ਂさ40Dｍを測り、主࣠方向はほぼ

、৭、Φリーϒ৭׊ඪ北を向く。埋土はԫ࠲

Φリーϒԫ৭の೪土・シルトから構成され、

各૚には᛽がؚまれている。᛽の量は上૚で

গなく、下૚で多い。埋土と遺構面構成૚と

のݟ分けが෇きがたく、அちׂり状にਂ掘り

したところ、遺構面下૚の᛽૚（第̕૚）との

境界が検出され、遺構のਂさが確認できた。

遺物は出土していない。埋土のଯ積状گから、

ྲྀਫ環境下で機ೳした溝と想定され、ਫ路の

Մೳੑがߴい。

溝̨̙602は෯1.1　（第47ਤ）��0̨̙ߔ ～

1.9ｍ、ਂさ20Dｍで、主࣠方向は北西～南東

を向く。埋土はփԫ׊৭の೪土で、遺構検出

面の土質とよくࣅている。溝状に検出された

が、埋土のଯ積状گが̨̙601のようなྲྀਫ

環境をࣔさないことから、積ۃ的に溝あるい

はਫ路とධՁするࠜڌはややബい。　

本トϨンνの遺構面のඪߴは、溝̨̙ 

601・602の地఺で࠷も௿くなるが、྆遺構か

ら東に向かって地形がོىする。׭山川との

位ஔ関係からࣗવఅ๷がଘ在するのかもしれ

ない。この地形的特௃とରԠするように、ト

Ϩンν東୺෇近ではピットが14基、ࢄ在的に

分布する。ピットの഑ஔにنଇੑはないが、

明確に柱ࠟが確認できたピットが̐基ؚまれ

る。ただし、いͣれの遺構からも遺物は出土

しなかった。　

第６トϨンνでは、遺構からは遺物が出土

しなかったが、この地఺の土地利用の時期を

ࣔすࢿྉとして、遺構面の上૚から出土した

͝くগ量の土師器片、陶器片が͛ڍられる。

　খഁ片であるたΊਖ਼確な時期は特定できな

いが、中世から近世にൺ定できる。

第46ਤ　溝̨̙601平面・அ面ਤ

第47ਤ　溝̨̙602平面・அ面ਤ
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̎ɽग़౔遺෺

本調査で出土した遺物についてトϨンνॱに記ड़する。調査ൣ囲の੍約上、トϨンν内で݁׬

する遺構がগないたΊ、出土遺物はഁ片ࢿྉがେ෦分を઎Ίた。また、ほとんどの遺物は、第２・

̐トϨンνの遺構から出土している。以下、各トϨンν、遺構、แؚ૚ຖの出土遺物について記

ड़する。

第̍τϨϯν（第48ਤ̍）　̍は第̍トϨンνから།一出土した遺物である。遺構面௚上のଯ積

૚から出土した。古式土師器のޱԑ෦片で、ുもしくはᆵである。࢒ଘ3.8ߴDmを測る。଻土が

ີで、ম成は良޷である。৭調はにͿいԫᒵ৭をఄす。

第̎τϨϯνɹ

～第48ਤ２）�10̨̙ߔ 25）　２～ 10はߴഋおよび器୆である。２は器୆のޱԑ෦である。復

元17.4ܘDm、࢒ଘ2.2ߴDmである。଻土がややૈく、1 ～ 1.5mmの஡৭、փ৭、ࠇ৭ཻ࠭をؚむ。

ম成は良޷で、৭調はᒵ৭をఄす。ޱԑ෦֎面にٖԜઢ文をࢪす。Ԝઢは２条のみ確認される。

３はߴഋもしくは器୆の٭෦である。࢒ଘ2.1ߴDmを測り、଻土はີで、1 ～３mmの׊৭、੺஡

৭のཻ࠭をؚむ。ম成は良޷で、৭調はᒵ৭をఄす。୺෦にԣφσ調整がࢪされ、内֎面にはφ

σ調整が࡯؍される。̐はߴഋのഋ෦である。࠷େ17.6ܘDm、࢒ଘ2.8ߴDmを測る。଻土はີで、

２mm以下のന৭、փ׊৭ཻ࠭をؚむ。ম成はやや不଍し、৭調はփന৭をఄす。̑はߴഋのഋ

෦である。復元16.8ܘޱDm、࢒ଘ2.8ߴDmを測る。２mm以下のന৭・փ׊৭・൒ಁ明・׊৭࠭

ཻをؚむ。ম成は良޷で、৭調はにͿいᒵ৭をఄす。֎面調整はຎ໓のたΊ不明であるが、内面

はϋέ調整が࡯؍される。６はখܕのߴഋの٭柱෦である。࢒ଘ2.9ߴDmを測る。଻土はややີで、

３mm以下のփ׊৭・ന৭・׊৭ཻ࠭をؚむ。ম成は良޷で、৭調はᒵ৭をఄす。٭෦にԁ形の

ಁかし޸がある。̓はߴഋ٭柱෦である。࢒ଘ5.3ߴDmを測る。଻土はややૈく、̍mm以下の

஡৭・փ৭・ന৭・ࠇ৭ཻ࠭をؚむ。֎面にϛΨΩ調整のࠟ跡が認Ίられる。８は古式土師器の

ࠇ・6.9Dmを測る。଻土はややૈく、̍mm以下の஡৭・փ৭・ന৭ߴଘ࢒。ഋ柱状෦であるߴ

৭ཻ࠭を多くؚむ。ম成はややೈ質で、৭調は୶ᒵ৭～փന৭をఄす。ഋ෦内面には੺৭إྉが

෇ணする。本དྷ、શ面に࠼৭されていたのであろう。̕はߴഋഋ෦下෦～٭柱෦である。಑෦࠷

খ4.2ܘDm、࢒ଘ9.6ߴDmを測る。଻土はີで、1 ～３mmのന৭・փ৭・ಁ 明・׊৭のཻ࠭をؚむ。

ম成は良޷で、৭調はઙԫᒵ৭をఄす。内面にέズリ調整がࢪされる。੄෦にԁ形のಁかし޸が

ある。࢛方向にઠ޸されたようである。10はߴഋ柱状෦である。಑෦࠷খ4.7ܘDm、࢒ଘߴ

11.0Dmを測る。଻土はややૈく、2 ～３mmのന৭・஡৭・փ৭ཻ࠭をؚむ。ম成は良޷で、৭

調はઙԫᒵ৭をఄす。内面にέズリ調整が認Ίられ、੄෦にはԁ形のಁかし޸がある。ಁかし޸

は࢛方向にઠ޸されたようである。　

11 ～ 17はᆵと考えられるࢿྉである。11はޱ޿ᆵのޱԑ෦か。復元17.5ܘޱDm、࢒ଘߴ 

3.0Dmを測る。̐mm以下の੺׊৭ཻ࠭、２mm以下のന৭・փ׊৭ཻ࠭をؚむ。ম成は良޷で、

৭調はᒵ৭をఄす。12はᆵޱԑ෦である。復元17.5ܘޱDm、࢒ଘ1.9ߴDmを測る。଻土はややີで、

0.5 ～ 1mmのփന৭ཻ࠭をؚむ。ম成は良޷で、৭調は֎面が҉փ৭、内面がᒵ৭をఄす。内֎
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面がஸೡにφσ調整されている。13は௚ޱᆵのޱԑ෦である。復元14.1ܘޱDm、࢒ଘ5.1ߴDmを

測る。଻土はややີで、1 ～２mmのփ৭・ന৭・஡৭・൒ಁ明ཻ࠭をؚむ。ম成は良޷で、৭

調はにͿいԫᒵ৭をఄすが、֎面が࠼৭されており、࠼৭෦の৭調は୶ᒵ৭をఄす。内֎面はԣ

φσ調整される。14は二ॏޱԑᆵのޱԑ෦である。復元17.0ܘޱDm、࢒ଘ4.3ߴDmを測る。଻土

はີで、̍mm以下のࠇ৭・׊৭・փ৭ཻ࠭をؚむ。ম成は良޷で、৭調はᒵ৭をఄす。ޱ৶෦

の内֎面にΩβϛ目、ޱԑ෦文༷ଳに竹؅文、೾状文がࢪされる。15は二ॏޱԑᆵのޱԑ෦であ

る。࢒ଘ3.45ߴDmを測る。଻土はややૈく、1 ～２mmのന৭・փ৭ཻ࠭および、1 ～ 1.5mmの

஡৭・ࠇ৭ཻ࠭をؚむ。ম成は良޷で、৭調は基本的ににͿいᒵ৭であるが、֎面のみண৭され

るようで、ᒵ৭をఄしている。ޱԑ下ਨ෦はṞ落している。ޱԑ෦֎面上面にはԁ形ු文がࢪさ

れる。16は二ॏޱԑᆵのᰍ෦である。۶ۂ෦の復元10.0ܘDm、࢒ଘ3.7ߴDmを測る。଻土はやや

ີで、1 ～２mmの൒ಁ明・ന৭ཻ࠭、1 ～ 1.5mmの੨փ৭ཻ࠭、0.5 ～ 1.5mmの஡৭ཻ࠭をؚむ。

ম成は良޷で、৭調はᒵ৭をఄす。֎面にڧいԣφσがࢪされている。ᰍ෦の೪土で、ମ෦の୺

をแみࠐむようにܧぎ଍しているようである。17は二ॏޱԑᆵのޱԑ෦である。復元ܘޱ 

19.6Dm、࢒ଘ3.7ߴDmを測る。଻土はややີで、1.5mm以下のࠇ৭・փ৭・ന৭・׊৭のཻ࠭を

ؚむ。ম成は良޷で、৭調はにͿいԫᒵ৭をఄす。ޱԑ୺෦上面にΩβϛ目がࢪされる。ޱԑ෦

文༷ଳでは、۳ඳ೾状文をࢪした後で、ష෇けԁ形ු文の上に竹؅文がࢪされる。　

18はখܕのᙈで、ほぼ׬形である。7.9ܘޱDm、器9.95ߴDmを測る。଻土はややૈく、0.5 ～̍

mmのന৭ཻ࠭、1.5 ～２mmେのബ஡৭ཻ࠭を多くؚむ。ম成はややೈ質で、৭調はにͿいԫᒵ

৭をఄす。内֎面にϋέ調整が࡯؍される。　

19 ～ 21は、ʮくʯޱࣈԑᙈである。19はޱԑ෦～಑෦上൒෦で、復元16.0ܘޱDm、࢒ଘߴ

6.3Dmを測る。଻土がૈく、0.5 ～２mmのന৭ཻ࠭、２mmの੺৭ൗཻ、２mmの੨փ৭ཻ࠭を

ؚむ。ম成は良޷で、৭調はᒵ৭をఄす。ຎ໓が著しいが、内面にφσ、۶ۂ෦֎面にϋέ目が

4.95Dmを測る。଻土はややߴଘ࢒、12.8Dmܘޱԑ෦～಑෦上൒෦で、復元ޱっている。20は࢒

ີで、1 ～ 1.5mmのന৭・փ৭・ࠇ৭・஡৭ཻ࠭をؚむ。ম成はݎ៛で、৭調はにͿいᒵ৭をఄ

す。֎面にϋέ調整が認Ίられる。内面はφσ調整か。21はޱԑ෦のഁ片である。ܘޱ不明、࢒

ଘ2.5ߴDmを測る。଻土はີで、２mmલ後のࠇ৭・׊৭・ന৭ཻ࠭をؚむ。ম成は良޷で、৭

調はにͿいԫᒵ৭をఄす。֎面はφσ調整、内面はԣφσがࢪされる。22は二ॏޱԑᆵのޱԑ෦

である。ほぼશपし、13.6ܘޱDm、࢒ଘ4.4ߴDmを測る。଻土はີで、̍～３mmのࠇ৭・ന৭・

൒ಁ明・׊৭のཻ࠭をؚむ。ম成は良޷で、৭調はにͿいᒵ৭～ᒵ৭をఄす。֎面にԣφσが認

Ίられるが、内面調整は不明である。23はडޱ状のᙈޱԑ෦である。復元17.2ܘDm、࢒ଘߴ

2.55Dmを測る。଻土はややີで、̍～２mmの஡৭・ന৭・փ৭ཻ࠭をؚむ。ম成はݎ៛で、৭

調はにͿいԫᒵ৭をఄす。ޱԑ෦֎面に、۳原ମによるࢗಥがࢪされる。24はडޱ状のᙈޱԑ෦

である。ܘޱ不明、࢒ଘ2.8ߴDmを測る。̍mmલ後の൒ಁ明・ന৭・੨փ৭および஡৭ཻ࠭を

ؚむ。ম成は良޷で、৭調はにͿいᒵ৭をఄす。25はᙈのޱԑ෦下൒෦～಑෦上෦である。復元

ᰍ෦15.6ܘDm、࢒ଘ3.7ߴDmを測る。଻土はૈく、̍～２mmのന৭・஡৭・փ৭ཻ࠭をؚむ。
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第49ਤ　出土遺物࣮測ਤ（６）
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ম成は良޷で、৭調は明੺׊৭をఄす。಑෦֎面には、۳ඳ文がԣ方向に௚ઢ的にࢪされ、その

下に۳原ମによるΩβϛ目がࢪされる。Ճ০の特௃から、डޱ状ޱԑᙈと考えられる。

第49ਤ26）�10̨̙ߔ ～ 33）　26 ～ 31は土器ఈ෦である。26は復元ఈ3.6ܘDm、࢒ଘ4.6ߴDmを

測る。଻土はややૈく、ম成はややೈ質で、৭調はにͿいᒵ৭をఄす。27はఈ2.4ܘDm、࢒ଘߴ

2.1Dmを測る。଻土はૈく、ম成は良޷で、৭調はᒵ৭をఄす。28はఈ2.8ܘDm、࢒ଘ1.8ߴDmを

測る。଻土はີで、ম成は良޷で、৭調は׊փ৭をఄす。29はఈ3.15ܘDm、࢒ଘ2.2ߴDmを測る。

଻土はີ、ম成は良޷で、৭調はઙԫᒵ৭をఄす。30は復元2.45ܘDm、࢒ଘ3.4ߴDmを測る。଻

土はૈく、ম成はೈ質で、৭調はにͿいԫᒵ৭をఄす。31はఈ෦࠷খ3.2ܘDm、࠷େ3.9ܘDm、

で、৭調はにͿいԫᒵ৭をఄす。32・33は୆޷2.9Dmを測る。଻土はややૈく、ম成は良ߴଘ࢒

෇ᙈもしくはുのఈ෦である。32はશपし、ఈ5.6ܘDm、࢒ଘ3.0ߴDmを測る。଻土はややີ、

ম成は良޷で、৭調はઙԫᒵ৭をఄす。33はఈܘ不明、࢒ଘ4.0ߴDmである。଻土はややૈく、

ম成は良޷で、৭調は֎面がᒵ～にͿいԫᒵ৭、内面がᒵ～にͿいᒵ৭をఄす。

அׂͪΓ （̐第49ਤ34）　34はແᰍᆵである。出土位ஔの関係から̨̙210に伴う遺物と考えら

れる。ほぼ׬形で7.3ܘޱDm、器5.4ߴDmを測る。଻土はややີ、ম成は良޷で、৭調はᒵ৭を

ఄす。

ෆ໌遺49�11ߏ（第49ਤ35）　35はडޱ状ޱԑᙈである。復元15.2ܘDm、࢒ଘ3.6ߴDmを測る。

଻土はૈく、ম成は良޷で、৭調はઙԫᒵ৭をఄす。

第49ਤ36）��0̨̙ߔ ～ 38）　36はᆵޱԑ෦か。復元16.2ܘޱDm、࢒ଘ3.2ߴDmを測る。ম成は

良޷で、৭調はにͿいԫᒵ৭をఄす。37はߴഋの٭柱෦である。くびれ෦3.5ܘDm、࢒ଘ4.6ߴDm

を測る。଻土はややૈく、ম成は良޷で、৭調はփന৭をఄす。38は須恵器ഋ਎である。復元ޱ

。で、৭調はփന৭をఄす。39は須恵器ഋ਎である޷4.4Dmを測る。ম成は良ߴଘ࢒、12.0Dmܘ

。2.7Dmを測る。ম成はややೈ質で、৭調はփന৭をఄすߴଘ࢒、不明ܘ

�0�ɾ�0�（第49ਤ40̨̙ߔ ～ 42）　40は北近ـ系のᙈޱԑ෦か。復元20.2ܘޱDm、࢒ଘߴ

1.8Dmを測る。଻土はややີ、ম成は良޷で、৭調は֎面҉փ৭、内面はઙԫᒵ৭をఄす。ޱԑ

෦֎面にٖԜઢ文をࢪす。41はᙈఈ෦である。ఈ4.1ܘDm、࢒ଘ2.7ߴDmを測る。଻土はૈく、

ম成は良޷で、৭調はઙԫᒵ৭をఄす。内֎面にφσ調整がࢪされる。42は須恵器ഋ਎である。

復元12.8ܘޱDm、࢒ଘ3.1ߴDmを測る。ম成は良޷で、৭調はփ৭をఄす。T,43 ～ T,209ܕ式

期であろう。

第49ਤ43）��0̨̙ߔ ～ 45）　43は弥生土器ᙈのମ෦である。࢒ଘ4.8ߴDmを測る。଻土はີ、

ম成は良޷で、৭調はփന৭をఄす。֎面には左上がりのタタΩが࡯؍される。内面はϋέ調整

の後、ஸೡにφσফすようである。44はఈ෦である。ఈ4.0ܘDm、࢒ଘ2.7ߴDmを測る。଻土は

ややૈく、ম成はややೈ質で、৭調はにͿいᒵ৭をఄす。内֎面にφσ調整がࢪされる。

3.7Dmを測る。଻土はやߴଘ࢒、3.5Dmܘ45は弥生土器ఈ෦である。ఈ　（第49ਤ45）��0̨̙ߔ

やૈく、ম成はややೈ質で、৭調は֎面がઙԫᒵ৭、内面が҉いփ৭をఄす。ఈ෦がઠ޸されて

いる。
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ෆ໌遺�0̨̭ߏ�（第49ਤ46）　46は弥生土器ఈ෦である。࢒ଘ3.1ߴDmを測る。଻土はややૈく、

̍～２mmのփന৭ཻ࠭をؚむ。ম成はややೈ質で、ম成は内面がઙԫ৭、֎面がΦリーϒࠇ৭

をఄす。ఈ෦形ଶがϨンズ状である。

第̎τϨϯνஅׂͪΓ （̏第49ਤ47）　47は弥生土器ఈ෦である。ఈ2.7ܘDm、࢒ଘ2.9ߴDmを

測る。଻土はີで、1.5mmの੨փ৭、・׊৭ཻ࠭をؚむ。ম成はやや良޷で、৭調は֎面がઙԫ

ᒵ৭、内面がᒵ৭をఄす。内֎面がφσ調整され、ఈ෦がઠ޸されている。

第̎τϨϯνஅׂͪΓ （̐第49ਤ48 ～ 50）　48は弥生土器ఈ෦である。ఈ4.0ܘDm、࢒ଘߴ

2.6Dmを測る。଻土はややີ、ম成は良޷で、৭調はᒵ৭をఄす。֎面にはϋέ、内面にはφで

調整がࢪされる。49はᙈのޱԑ෦である。復元ఈ3.4ܘDm、࢒ଘ2.45ߴDmを測る。଻土はややૈく、

̍～３mmのփ৭、׊৭ཻ࠭を多くؚむ。ম成はややೈ質で、৭調はにͿいᒵ৭をఄす。۶ۂ෦

֎面にԣ̍列のࠁみ目がࢪされる。50は弥生土器ఈ෦である。復元ఈ5.2ܘDm、࢒ଘ4.5ߴDmを

測る。଻土はややີ、ম成は良޷で、৭調はにͿいԫᒵ৭をఄす。内֎面にφσ調整がࢪされる。

第̎τϨϯν第̎遺ߏ໘（第49ਤ51 ～ 55）　51はߴഋのഋ෦である。଻土はີで、ম成は不଍し、

৭調はփന৭をఄす。ຎ໣のたΊ調整は不明である。52はߴഋの੄෦か。復元ఈ18.6ܘDm、࢒ଘ

。る࢒で、৭調は੺ᒵ৭をఄす。֎面にϛΨΩのࠟ跡が޷3.7Dmを測る。଻土はີ、ম成は良ߴ

53はߴഋ٭෦である。࢒ଘ9.0ߴDmを測る。଻土はૈく、ম成は良޷で、৭調は୶ᒵ৭をఄす。

֎面はૈいॎϋέの後にφσ調整をՃえるようである。54は弥生土器のᙈである。復元ܘޱ

16.2Dm、࢒ଘ4.75ߴDmを測る。଻土はややૈく、ম成は良޷で、৭調はઙԫᒵ৭をఄす。ޱԑ

形ଶがくࣈ形をඳく。内֎面にφσ調整されるようである。55はఈ෦である。復元ఈ2.8ܘDm、

で、৭調は֎面がにͿいᒵ৭、内面がઙԫᒵ޷3.8Dmを測る。଻土はややૈく、ম成は良ߴଘ࢒

৭をఄす。

第̎τϨϯν第̍遺ߏ໘（第49ਤ56 ～ 60）　56はখߴܕഋの٭෦か。࢒ଘ2.8ߴDmを測る。଻土

はີ、ম成は良޷で、৭調は֎面がにͿいᒵ৭、内面がઙԫᒵ৭をఄす。֎面調整は、ϋέの後

にφσをՃえる。57はᙈである。復元15.9ܘޱDm、࢒ଘ2.9ߴDmを測る。଻土はややૈく、ম成

は良޷で、֎面は明ԫ׊৭、内面は׊փ৭～にͿいԫᒵ৭をఄす。ޱԑ෦上෦֎面にΩβϛ目が

。1.0Dmを測るߴଘ࢒、3.0Dmܘする。58はఈ෦である。ఈۂԑ୺෦が不明ྎに۶ޱ。されるࢪ

଻土は２mm以下のന৭をؚむ。ম成は良޷で、৭調は֎面がփന৭、内面がᒵ৭をఄす。調整

は不明ྎである。59はఈ෦である。ఈ3.6ܘDm、࢒ଘ1.9ߴDmを測る。ম成はやや良޷で、৭調

はփന৭をఄす。60は須恵器֖である。復元11.6ܘDm、࢒ଘ1.2ߴDmを測る。ম成はݎ៛で、৭

調はփ৭をఄす。

5.0Dm、復元ఈߴ14.0Dm、復元器ܘޱ瓦器椀である。復元ܕ61は丹೾　（第50ਤ61）�01̨̙ߔ

がେきく、ؙみܘޱ。である。৭調はփന৭をఄす޷6.0Dmを測る。଻土はਫ਼良で、ম成は良ܘ

のある形ଶから、12世期後൒にൺ定される。

第̎τϨϯνஅׂͪΓ （̎第50ਤ62）　62はന磁ᆵである。̨̙201に伴うՄೳੑがある。復元

ఈ4.5ܘDm、࢒ଘ3.0ߴDmを測る。શ面にࢪ釉し、ߴ୆৞෇෦のみ࿐଻である。ߴ୆୺෦֎面に
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面औりのέズりがࢪされる。11世紀後൒～ 12世紀代にൺ定される。

第̐τϨϯν

第50ਤ63）��0̨̙ߔ ～ 65）　63 ～ 65は瓦質土器ുである。63はମ෦で、復元18.4ܘޱDm、࢒

ଘ7.2ߴDmを測る。଻土はີで、ম成は良޷である。৭調はࠇ৭で、֎面調整はφσ、内面はϋ

έ調整の後にࣼ֨ࢠ状ΧΩ目をࢪす。14世紀代か。64はମ෦の下෦で、࢒ଘ2.25ߴDmを測る。63

と同一ݸମであろう。65は஫ޱ෦のഁ片である。࢒ଘ2.9ߴDmを測る。଻土はີで、ম成はやや

ೈ質である。৭調は҉փ৭をఄす。内֎面にԣ方向のԜઢがほぼ平行にҾかれる。15世紀代にൺ

定される。

�01̨̙ߔ ʙ �0�（第50ਤ66 ～ 68）　66は̨̙404出土の瓦質土器ޱԑ෦ഁ片である。器種は

ുか。࢒ଘ3.6ߴDmを測る。଻土がີで、ম成は良޷である。৭調は҉փ৭をఄす。67は̨̙402

出土のཾઘ༼系੨磁椀である。復元ߴ୆5.5ܘDm、࢒ଘ3.3ߴDmを測る。釉調はΦリーϒփ৭、

磁଻はփന৭をఄす。内面ݟฦり中ԝ෦に印Ֆ文がࢪされる。શ面ࢪ釉で、ߴ୆内෦がऄの目釉

はぎである。13世紀代にൺ定される。68は第̐トϨンν̨̙401出土のංલ࢈陶器ළである。復

元3.3ܘޱDm、࢒ଘ7.15ߴDmを測る。଻土にはύ΢μー状のന৭ཻ࠭を多量にؚむ。మ釉が֎面

શମにややࡶにࢪされ、ന୙৭のֆ෇がある。

第̒τϨϯν遺ߏ໘্૚（第50ਤ69）　69は土師器ࡼである。ܘޱは不明で、器0.8ߴDmを測る。

。いφσがあるڧຯにわͣかにつまみ上͛て成形し、立ち上がり内面にややؾԑ୺෦を内࿷ޱ

໻ੜ࣌୅ظޙ຤ʙݹ෿࣌୅ॳ಄ͷ遺෺ͷಛ௃　遺物番号11・19・24・25・45・49は、੺׊৭系

の৭調で、ཻ࠭を多くؚみ、଻土がૈい。土器の器種はᙈが多い。８・13・14・17・18・21・32

は、৭調が୶いԫ׊৭系で、଻土がີな܏向がある。֎面が੺৭إྉでృ৭された土器がؚまれ

る。器種をݟると、ߴഋやՃ০ᆵが目立つ。３・15・16・56の৭調はᒵ৭系で、଻土がີである。

器種は二ॏޱԑᆵのᰍ෦、Ճ০ᆵ、ߴഋである。

第50ਤ　出土遺物࣮測ਤ（̓）
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上記のࡌܝ遺物の内、第48・49ਤࡌܝ遺物は弥生時代後期末から古墳時代初頭にかけての土器

で、第48ਤ̍以֎、શて第２トϨンνから出土している。これらの土器の中には、଻土・৭調な

どの特௃がࣅるࢿྉがある。

第２トϨンν出土遺物は時期෯があり、出土遺構もҟなるが、上に͛ڍた３群の土器は、৭調・

଻土の特௃と器種がରԠしている。特に୶いԫ׊৭系の一群と、ᒵ৭系の一群に、祭祀用に࡞ら

れたとみられる土器が多くؚまれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古川　ঊ）

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹʤ３ʥ総ׅ

平成22年౓の第17次調査で検出した主な遺構は、弥生時代後期後༿から古墳時代初頭の溝群、

奈良時代後期の掘立柱建物跡、平安時代～鎌倉時代と推定される掘立柱建物跡や柵列、土坑等の

ほか、中世から近世のૉ掘り溝群等である。また平成23年౓の第19次調査では、古墳時代初頭の

溝、古墳時代後期～ඈௗ時代の溝、平安時代後期のՄೳੑのある溝、平安時代末～ࣨ町時代にか

けての溝群を検出した。これらの調査成Ռとともに、平成10年౓からはじまった府Ӧほ場整備関

連事ۀに伴う発掘調査において、特にେきな成Ռのあった遺構群のධՁについて、以下にまとΊ

ておきたい。

໻ੜ࣌୅ʙݹ෿࣌୅ͷ遺ࠓ　ߏճの調査では、弥生時代後期後༿～古墳時代初頭の多਺の溝群

を確認し、େきな成Ռをಘることができた。第17次調査区で検出した弥生時代後期後༿に掘削さ

れた࠷େ෯̑ｍ以上のن໛をもつ溝̨̙̍は、北西から南東΁向けて掘削され、෦分的に࠶掘削

されながら、古墳時代初頭（ঙ内ซ行期古૬）までଘଓすることが൑明した。࠷下૚が࠭᛽૚であ

ることからྲྀ路として機ೳしたとみられ、灌漑を目的に掘削された溝と推定される。これまで第

̓次調査では、遺跡の北෦から東෦で弥生時代後期後༿の竪穴式住居跡を確認しており、居住域

が第17次調査地の北東෦を中৺に展開するとみられることから、溝̨̙̍は集落の南西の境界を

画する溝であったと推定される。溝̨̙̍の西෦では、古墳時代初頭（ঙ内ซ行期古૬）に溝̨̙

２が掘削され、溝内からᆵ・ᙈ・ߴഋなど׬形に近い土器がまとまって出土したことから、土器

を伴う祭祀あるいはّྱが行われ、一ׅしてഇغされたとみられる。集落の境界域におけるʮธ

अʯのҙຯをもつ祭祀、あるいは灌漑用ਫのಋਫに関わる೶ྱّߞが行われたՄೳੑがある。

第19次調査の溝̨̙210は、第17次調査の溝̨̙̍の延長方向にあり、౰初、同一の溝のՄೳ

ੑがあるとみられたが、出土土器は溝̨̙̍よりもやや新しいঙ内ซ行期新૬に位ஔづけられる

ことから、溝̨̙̍から೿生する溝のՄೳੑがある。溝̨̙210の出土土器は、աڈに調査され

た弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての遺構群のなかでも࠷も新しい༷૬をもち、同時期の

竪穴式住居跡は未確認ながら、集落の下ݶをおおよそこの時期にٻΊることができよう。ࠓճの

調査成Ռによって、弥生時代後期中༿に成立したとみられる野条遺跡（第 ・̑６次調査）の集落は、

弥生時代後期末からঙ内ซ行期古૬に࠷も集落ن໛を֦େし、ঙ内ซ行期新૬のஈ֊までଘଓす

ることが明らかとなった。
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ಸྑ࣌୅ͷ遺ߏ　奈良時代の遺構としては、第17次調査で掘立柱建物跡を検出し、これまで確

認されていなかった奈良時代の居住域の一֯が明らかとなった。南丹市ڭҭҕһ会による第15次

調査では、近઀する地఺で奈良時代の溝が検出され、遺跡の南西෦に同時期の遺構が޿がるとみ

られる。奈良時代の遺構は、第10・12次調査で北西から南西΁ࣼ行する溝が検出され、北にྡ઀

するࣨ橋遺跡南෦におけるࣨ橋遺跡第11次調査でも、同時期の溝群が確認され、奈良時代にすで

に灌漑用ਫ路の整備の୺ॹとなる溝の開削が行われていたと考えられる。

ฏ҆ʙח૔࣌୅ͷ遺ߏͱฏ҆࣌୅຤ظͷ։ൃ　第17次調査では、ほぼਖ਼方位の主࣠をもつ平安

時代～鎌倉時代と推定される掘立柱建物跡や柵列を検出した。第19次調査では、第２トϨンνで

平安時代末期（12世紀後൒）の東西方向に掘削された溝̨̙201を検出し、第̐トϨンνでは鎌倉

時代（13世紀）の東西方向の溝を確認した。ա19ڈ次にわたる調査のなかで、弥生時代の遺構群と

ともに、特にେきな成Ռがみられたのは、こうした各所で検出された灌漑に関わるਫ路とみられ

第51ਤ　野条遺跡の弥生集落の推定ൣ囲
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る遺構群の発ݟであり、平安時代～鎌倉時代のߞ地開発にかかわる遺構として஫目される。

これまでの調査では、野条遺跡北෦で平安時代中期～末期の遺構群を検出し（第10・12次調査）、

ਖ਼方位にのるੑ֨نのߴい平安時代末期の建物跡や溝を検出している。これらは、調査地प辺で

在みられる地ׂと主࣠を同じくし、なかでも東西方向の溝̨̙̍は、̍町࢛方（約109ｍ）のେݱ

൞൒（第56ਤ）を東西൒町に二分する位ஔで検出した。प辺にはݱ在も௶名に関連するࣈ名がみら

れることから、一ଳの方֨地ׂが古代の条ཬܕ地ׂに༝དྷし、12世紀にまで૎るՄೳੑをࢦఠし

たところである
ㅭ㉅２ㅮ

。溝̨̙̍の北෦のਖ਼方位に഑された掘立柱建物群の柱穴の一つから、ട量۩で

ある׈石製の分銅が出土するなど、野条遺跡北෦の集落は一ൠ集落と༷૬をҟにし、ࠄ倉等の倉

人等の屋敷地から構成された居住域とみられる׭群とこれに関わる在地ྖ主あるいは地方ݿ
ㅭ㉅３ㅮ

。

地ׂのվมの時期を考ূするうえで、ॏ要な遺構は、野条遺跡第11・12次調査で検出した北西

から南東΁ࣼ行する溝̨̙̐・̨̙201である。溝̨̙201からは、わͣかながら11世紀後൒の土

器が出土している。その北西で検出されたࣨ橋遺跡第11次調査の溝̨̙11707（11世紀後൒～ 12

世紀લ൒）と土૚அ面や埋土のଯ積状گがྨࣅし、一連の溝とみると、溝̨̙201は12世紀લ൒ま

でଘଓするՄೳੑがある。第19次調査では、この溝̨̙201の延長上で、溝̨̙601を検出した。

埋土の状گが近ࣅしていることから、同一の溝であるՄೳੑがある。同༷の溝は、野条遺跡の南

୺で調査された第̕次調査でも確認され、後ड़する条ཬܕ地ׂにվมされたとみられる平安時代

末期以લに、ൣ޿囲に用ਫ路の整備が行われたՄೳੑをࣔすものとして஫目される。一方、野条

遺跡第10・12次調査で検出した条ཬܕ地ׂにԊう溝̨̙̍は、出土土器から12世紀中༿を下ݶと

することが明らかである。こうしたことから、地ׂのվมを伴うେن໛な開発の時期は、12世紀

中༿、۩ମ的には第２࢛൒期をલ後する時期に行われたՄೳੑがߴいとݴえるだろう。

ճ報告した第19次調査の第２トϨンνでは、12世紀後൒に掘削された東西方向の溝̨̙201ࠓ

を、また第̐トϨンνでも13世紀代の東西溝̨̙402 ～ 404を検出し、はじΊて野条遺跡西෦で

条ཬܕ地ׂにԊう遺構群が検出された。こうした調査成Ռによって、条ཬܕ地ׂが野条遺跡の西

෦にまでٴんでいたことが明らかとなり、վΊて12世紀における条ཬܕ地ׂ΁のվมがप辺地域

を一໢するେن໛なものであることをཪ෇けるࢿྉとなった。この地域は、12世紀後൒にʮ٢෋

ঙʯに立૳される以લは、ُ岡市஑৲・八木町屋賀に所在した丹೾ࠃ府の北෦の֎ԑ෦に形成さ

れたࠃᦰྖと推定される地域であることから
ㅭ㉅̐ㅮ

、条ཬ੍ࢪ行による平安末期におけるߞ地や灌漑用

ਫ路の整備が、公ྖにおける஌行ࠃ主やडྖによる新たなߞ地開発をഎܠにしたものであるとみ

ることができよう。

ʮ৽ঙ༻ਫʯͱݹ୅ͷ༻ਫ࿏　ࠓճの発掘調査の発୺となったほ場整備のର৅地域である八木

町東෦の平野෦は、古代においてはʮܐ෦ڷʯとよ͹れ、૳Ԃֆਤとして޿く஌られるʮ丹೾ࠃ

٢෌૳ֆਤࣸʯにඳかれたʮ٢෋૳ʯの̕ڷの一つである。ࣨ橋遺跡や野条遺跡の立地する八木

町東෦は、平安時代の఻ঝが多く࢒されている地域である。ද２にみるように、この一ଳは12世

紀後൒にはਗ਼࿨ࢯݯの所ྖであったものが、平Ոの஌行を経て、そのԑੰであった౻原成਌が丹

೾ࠃ஌行ࠃ主となり、ྖࢲ化したとされる。成਌は、ঝ安 （̐1174）年にྖࢲӉ都ڷにप辺̑ڷを
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Ճえ、後നՏӃ法՚ಊにدਐし、この時にʮ丹೾٢ࠃ෌ঙֆਤࣸʯの原ਤがඳかれたという。立

૳時にʮܐ෦ڷʯはʮ٢෋新૳ʯとしてՃえられ、野条遺跡・ࣨ橋遺跡をؚむ八木町のほぼશ域

が新૳にؚまれた。元暦元（1184）年には、ૐ文֮がਆޢ寺のڵ࠶のたΊ、後നՏ法ߖにʮ٢෋新

૳ʯのدਐをٻΊ、ʮܐ෦ڷʯはਆޢ寺ྖとなるが、h ધ井ࢽ܊ʱによれ͹、その開発を主ಋした

文֮が文࣏ （̐1188）年に新ঙ用ਫにܨがる灌漑用ਫを開削したとされる。

この地域における発掘調査で検出した平安時代後期から末期の灌漑用ਫ路と推定される溝群の

มભについては、աڈの調査報告においてৄࡉにड़΂たところである
ㅭ㉅̑ㅮ

。本報告では࠷後に、これ

第54ਤ　野条・ࣨ橋遺跡のਫ路群とେԃ川・文֮஑との位ஔ関係　
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までのほ場整備に関わる発掘調査でಘられた成Ռをもとに、ݱ在の新ঙ用ਫの原形となった平安

時代末期における灌漑用ਫ路の復元をࢼみておきたい。

େԃ川（ܡ川上ྲྀ）の本ྲྀがେきく西΁ӌճする౰地域は、古དྷ、ਫ利灌漑がॏ要な՝୊であっ

た。ݱ在の新ঙ用ਫは、େԃ川井ԃの一つであり、औਫԃをԂ෦町ӽാ地区に設ஔし、約２km

をಋਫしધࢬ地区にࢸるもので、約200haのड益地区をもつ南丹೾࠷େن໛の井ԃである。考古

ֶ的にみても、ૣくも弥生時代には、େԃ川からಋਫしたՄೳੑがߴい灌漑用ਫ路とみられるਂ

さ２ｍ以上のେن໛な溝（ࣨ橋遺跡第17次調査）を確認している。奈良時代の溝群も各所で検出さ

れていることから、ਫ路の整備がこの時期からはじまったものと考えられる。平安時代には丹೾

地開発のର৅となり、それに伴う灌漑用ਫ路のߞ໛なنᦰྖとしてେࠃ府のपԑに形成されたࠃ

整備が՝୊となったとみられる。

ࣨ、ճのほ場整備に関連する調査で、新ঙ用ਫとの関わりで、特にॏ要な成Ռがあったのはࠓ

橋遺跡第17次調査であり、ݱ在、機ೳしている新ঙ用ਫの௚下で12世紀後൒の溝̨̙17203（第56

ਤ̗地఺）を検出したことである。またࣨ橋遺跡第̑次調査でも、新ঙ用ਫと平行する12世紀中

頃の落ちࠐみを確認していることから（̖地఺）、ࣨ橋地区では、平安時代末期の溝群がݱ在の用

ਫ路のϥΠンとほぼॏෳ、あるいは近いものであることが൑明した。ݱ在の新ঙ用ਫは、େԃ川

ԃから௚઀ಋਫするが、ׇਫ期には西の文֮஑（第55ਤ）からもҾਫされることから、文֮஑の開

෇ද２　ʮܐ෦ڷʯとʮ٢෋૳ʯをΊ͙る関連年ද
西暦 元号 主な出དྷ事 備考

931 ～ 38 ঝ平年間 丹೾ࠃધ井܊下のڷ۝の一つとして、ʮܐ෦ڷʯがみえる。h ࿧名ྨᡉ抄ʱ
1024 ～ 45 ສण～

ಙ年間׮
ૐܚߖ、ʮ஑上๪ʯ（ݱ在のେ日寺஑上Ӄとされる）଄Ӧ。

（丹೾कはݯষ೚、प辺はਗ਼࿨ࢯݯの所ྖ）
ʰ୩阿ᮦས఻ʱh ࢛े஽ܾʱ

1159 平࣏元年 ʯ（京都市右京区京北）、平࣏のཚڷʮӉ都ྖࢲேのٛݯ
のഊ北により平Ոの所ྖとなる。

（ʮܐ෦ڷʯप辺はࠃᦰྖとみるઆ
が༗ྗ）

1174 ঝ安̐年 丹೾ࠃ஌行ࠃ主౻原成਌（平Ոのԑੰ）、ʮӉ都ڷʯにप
辺̑ڷ（ਆ٢・八代・ࢤ・ా۽ຎ・ܐ෦等）をՃえ、ʮ٢
෋૳ʯ立૳。ਆ٢・八代・ڷా۽をʮ٢෋本૳ʯにՃえ、
をʮ٢෋新૳ʯとする。ʮ٢෋૳ʯを後നڷຎࢤ・෦ܐ
Տ法ئޚߖ法՚ಊにدਐ。

ʮૐ文֮ى੥文ʯ（平安遺文 4892）
文֮、1168 年以߱、קਐ等により
東寺・࢛ఱԦ寺・ਆޢ寺等復ڵは
じΊる。

立݊にあたり、ʮ丹೾٢ࠃ෋૳ֆਤࣸʯの原ਤ࡞成（野条・
ࣨ橋遺跡ؚむ八木町のほぼશ域が新૳とされた）。

ਅܧਖ਼次ࢯ所蔵ֆਤ（ઓߐ～ࠃ戸
初期のࣸしとされる）

1177 ࣏ঝ元年 ౻原成਌、ࣛϲ୩事݅で഑ྲྀ。ʮ٢෋ঙʯは平Ոྖ΁。
1178 ࣏ঝ２年 文֮、伊౾഑ྲྀ（1174 年）からڐされ、ਆޢ寺΁໭る。

ਆޢ寺の本֨的なڵ࠶にਚくす。
ʮૐ文֮ى੥文ʯ

1180 ～ ࣏ঝ̐年
～

。一時、木ીٛ஥の஌行、ࠃฌ。丹೾ڍཔே・木ીٛ஥ݯ ೹ޚલのุ（野条地区఻ঝ）

ʮ٢෋本૳ʯはݯཔேの所ྖに、ʮ٢෋新ঙʯ（ܐ෦ؚڷむ）
は後നՏӃがྖ༗する。

1184 णӬ３年 文֮のٻΊで、ݯཔேʮ٢෋本૳ʯをਆޢ寺にدਐ。 ʮૐ文֮ى੥文ʯ
1184 元暦元年 後നՏӃがʮ٢෋新૳ʯدਐし、一ԁਆޢ寺ྖとなる。 ʮૐ文֮ى੥文ʯ
1188 文࣏̐年 ਆޢ寺文֮による新ঙ用ਫの開ᮓ（఻ঝ）。 ʰધ井ࢽ܊（ɦ೗城寺所蔵ʮࣨ橋ԑ༝ʯ

では࣏ঝ元年（1177）̑ 月とされる）
1199 ਖ਼࣏元年 文֮、後ௗӋ上ߖにૄまれ、ࠤ౉に഑ྲྀ。ਆޢ寺ྖは຅

収され、ʮ٢෋ঙʯは౻原ൣޫの所ྖ΁。
1221 ঝ３ٱ年 ঝٱのཚで౻原ࢯ຅׭、鎌倉ນ府の؅ྖ΁。
1225 Յ࿣元年 鎌倉ນ府、ʮ٢෋૳ʯをਆޢ寺にدਐ。࠶び一ԁਆޢ寺

ྖとなる。
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削もまた平安時代に૎るՄೳੑあるとݴえよう。一方、野条地域をؚむ一ଳでݱ在みられる条ཬ

地ׂとܕにしているが、この調査地の北෦で条ཬݶ地ׂは、野条遺跡第10・12次調査地఺を北ܕ

ࣼަする溝を検出した。野条とࣨ橋地区との境におけるࣨ橋遺跡第11・13次調査では、11世紀後

൒～ 12世紀લ൒の溝̨̙11703（第56ਤ̘地఺）を、また野条第10・12次調査で11世紀後൒の溝̨

̙203（̙地఺）を認している。これらの調査成Ռから、地ׂがվมされる௚લの時期には、北西

から南東΁ࣼ行する用ਫ路が開削されたとみることができる。条ཬܕ地ׂにେن໛にมߋされた

12世紀後൒以߱のਫ路は、ࠓճの第19次調査第̐トϨンν（̚地఺）と第２トϨンν（̛地఺）で、

東西方向の溝を検出したことから、ݱ新ঙ用ਫに近い൉৿山西࿢にԊった南北のϥΠンに෇けସ

えられたものと推定される。このように、平安時代末期に行われたେن໛なߞ地と灌漑用ਫの整

備に伴う開発が、ݱ在この地でみられる؍ܠの形成につながったものとݴえる。

ࣨ橋遺跡や野条遺跡の立地する八木町東෦は、丹೾でも平安時代の఻ঝが多く࢒されている地

域として஫目される。קਐ੟として各地の開発に׆༂した文֮の఻ঝもその一つであり、これま

での発掘調査の成Ռでも平安時代を中৺にେن໛な開発がなされたことが明らかになった。平安

時代のこの地のྖ༗ݖは、ࠃՈ࢙とも連ಈするなかでେきくมભしており、こうしたことが多く

の఻ঝが࢒されたഎܠとなっているのであろう。平成̓年౓の第̍次調査以དྷ、19次にわたって

後、地域࢙のさらなるղ明とྺֶ࢙の発ࠓ、された府Ӧほ場整備に関わる発掘調査の成Ռがࢪ࣮

展にد༩し、多方で޿く׆用されることをئい、本報告をऴえたい。　　　　　

（古川　ঊ・ࢠ野ཅߴ）　　

஫̍ Ճ଎器質量分ੳ法（".4）による์ࣹੑ୸ૉ年代測定を行った。測定の݁Ռ、5770ʶ40年#1（２Мの
暦年代で#$ 4720～4520年）という、おおよそೄ文時代લ期とされる分ੳ値がಘられた（測定φンόー：
#eta-314039）。分ੳは、株式会社古環境研究所にҕୗした。

஫２　ߴ野ཅࢠʮ野条遺跡第10・12次　ࣨ橋遺跡第̑次発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第128冊
　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2008

஫３　લܝ஫２
஫̐　上ౡږʮ஑上Ӄとਆޢ寺・丹೾ࠃ府ʵ新࢙ྉの঺հとૐܚߖの׆ಈをΊ͙ってʯ（h 八木ࢽ土ڷ  ɦ

第10号）　2000　
஫̑　ߴ野ཅࢠ・௰本࿨ඒʮࣨ橋遺跡第15・17次ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第139冊　財団法人京都府埋

蔵文化財調査研究センター）　2010

ʢߟࢀจݙʣ
௰݈二࿠ʰ南丹市内遺跡発掘調査報告書 （̑野条遺跡第16次）ɦ（南丹市ڭҭҕһ会）　2011
෱ౡ޹行ʮ府Ӧ೶ۀ೶村整備事ۀ関係遺跡平成22年౓発掘調査報告（野条遺跡第18次）ʯ（h 京都府埋蔵

文化財調査報告書（平成22年౓）ɦ　京都府ڭҭҕһ会）　2011
ਆ村࿨ًほかʰਆޢ寺ྖ丹೾٢ࠃ෋૳ނ地調査報告書 （ɦh 八木町࢙編さん事ࢿ࢙ྺۀྉ調査報告書 　ɦ

第２集　八木町ڭҭҕһ会）　2009
上ౡڗʮ丹೾ࠃ府と٢෋૳ʯ（h 京都と京֗道ʕ京都・丹೾・丹後ʕ 　ɦ٢川߂文ؗ）　2002
平ຌ社地方ࢿྉセンター編（h  日本ྺ࢙地名େ系26 京都府の地名 　ɦ平ຌ社）　1981
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２ɽ京都第二֎環状道路関係遺跡
平成21～23年౓発掘調査報告

（̍）長岡京跡右京第970・1007・1024次（西条地区）・下海印寺遺跡

̍ɽ͸͡Ίʹ

のہ地方整備ـ土ަ通ল近ࠃ、に伴うものでۀճの発掘調査は、京都第二֎環状道路建設事ࠓ

ґཔをडけて࣮ࢪした。道路は、େ山࡚δϟンΫシϣンからখઘ川Ԋいに北上し、京都市西京区

େ原野を経༝して京都ॎ؏ࣗಈं道に通じる。この路ઢの内、長岡京市域にかかるൣ囲を、平成

15年౓から౰調査研究センタʵが発掘調査を行ってきた。本報告は、長岡京市下海印寺西条にお

いて平成21～23年౓にかけて࣮ࢪした調査成Ռについて報告する。なお、平成20年౓に࣮ࢪした

調査成Ռについてはطに報告したところである
ㅭ㉅̍ㅮ

が、出土遺物についてはࠓճ新たに報告するもの

である。また調査地のද記については、長岡京跡の調査次਺や各遺跡名のほかに、খࣈを地区名

として࢖用してきた。ࠓճ報告する地区は西条地区にあたる。

調査地は、׸෢ఱߖによって଄Ӧされた長岡京跡の南西෦෇近にあたり、長岡京の条๥復元で

は右京ࣣ条࢛๥े一・े二町にあたる。また、খઘ川左岸のஈٰ上に޿がるೄ文時代から中世の

集落跡である下海印寺遺跡の南୺にも位ஔする。

本報告は、ؠদ・Ҿ原・岡⃻・ߴ野がࣥචし、文੹については文末に記した。本報告で࢖用し

たࠃ土࠲ඪは、日本測地系（第ᶜ࠲ඪ系）である。土૚および土器の৭調は、೶ྛਫٕ࢈ज़会ٞ؂

मのʰ新൛ඪ४土৭஽ʱを用いた。

ҭҕһ会、（財）長岡京市埋ڭҭҕһ会をはじΊ長岡京市ڭ地調査・報告については、京都府ݱ

蔵文化財センタʵなどの関係各機関ฒびに৬һの͝ࢦಋ・͝ॿݴをいただいた。また、下海印寺

࣏ࣗ会や地元の方ʑには多େな͝ྗڠをಘることができた。記してँײします。

ʤ調査ମ੍౳ʥ

ฏ੒�1೥౓調査ɹ௕Ԭ京跡ӈ京第��0࣍調査ʢ�"/04+Ŗ5ʣ

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝第２係長　৿　ਖ਼

　　　　　　　　同　主೚調査һ　দ井஧य़・Ҿ原ໜ࣏

　　　　　　　　同　ઐ໳調査һ　竹井࣏༤・岡⃻研一

　　　　　　　　同　調査һ　村ా࿨߂・奈良߁ਖ਼

調 査 ৔ ॴ　長岡京市下海印寺西条

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成21年̐月８日～平成22年２月19日

調 査 ໘ ੵ　4,000㎡

ฏ੒��೥౓調査ɹ௕Ԭ京跡ӈ京第100�࣍調査ʢ�"/04+Ŗ�ʣ
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޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝第２係長　৿　ਖ਼

　　　　　　　　調査第２՝主װ調査第２係長事຿औѻ　石井ਗ਼࢘

　　　　　　　　同　主೚調査һ　૿ా޹඙・中川࿨࠸

　　　　　　　　同　ઐ໳調査һ　岡⃻研一

調 査 ৔ ॴ　長岡京市下海印寺西条

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成22年̕月２日～平成23年２月３日

調 査 ໘ ੵ　1,030㎡

ฏ੒��೥౓調査ɹ௕Ԭ京跡ӈ京第10��࣍調査ʢ�"/04+Ŗ�ʣ

ࠀ஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ਫ୩ᆹݱ

ݱ ஍ ୲ ౰ ऀ　調査第２՝第２係長　ؠদ　อ

　　　　　　　　同　ઐ໳調査һ　岡⃻研一

調 査 ৔ ॴ　長岡京市下海印寺西条

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒɹ平成23年̐月６日

調 査 ໘ ੵ　30㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀（第̍ਤ）

長岡京市は京都ຍ地の西南෦に位ஔする。長岡京市域の東側をখാ川が、西側をখઘ川が南東

方向にྲྀれ、ともにେ山࡚町でܡ川に஫͙。ࠓճ報告する下海印寺遺跡は、খઘ川中ྲྀ域の左岸

௿位ஈٰ上に޿がる遺跡である。同遺跡はچ石器時代からߐ戸時代にかけての集落遺跡で、その

ൣ囲は東西700ｍ、南北600ｍである。ࠓճの調査地は、そのൣ囲の南東෦にあたる。

以下、長岡京市とେ山࡚町にྲྀれるখઘ川ྲྀ域に所在する主要遺跡をऔり上͛、時代ຖに֓؍

したい。

。されたݟྉが発ࢿ߹ϲ௩遺跡で石器の集中෦や઀܀石器時代には、南چ

ೄ文時代以߱になると、খઘ川प辺のஈٰや௿位ஈٰ上に集落遺跡が展開する。

ೄ文時代の遺跡としては、૲૑期には下海印寺遺跡やٱอ川遺跡、ૣ期にはদా遺跡、લ期に

は南܀ϲ௩遺跡、中期には༑岡遺跡や伊賀寺遺跡、後期には伊賀寺遺跡や下海印寺遺跡がある。

લ期以߱の遺跡では、竪穴式住居跡や土坑・溝などの遺構が確認されている。このように、খઘ

川ྲྀ域にはೄ文時代の各時期の集落が分布していることから、খઘ川ྲྀ域が居住にదした環境に

あり、ྲྀ域の中で場所をҠしながらܧଓ的に集落がӦまれたものと考えられる。

弥生時代では、南܀ϲ௩遺跡でલ期末の土器が出土したほか、中期લ༿の方形प溝ุが検出さ

れている。下海印寺遺跡では中期の溝が、࿬山遺跡では中期લ൒の遺構が検出されている。また、

下২野南遺跡では方形प溝ุを主ମとする中期後൒のุ地がみつかっている。

古墳時代の各時期の代ද的な古墳を༲͛ると、લ期には長法寺南原古墳やௗ居લ古墳がங଄さ
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第̍ਤ　調査地ならびにप辺主要遺跡分布ਤ（ࠃ土地ཧӃ　1/25,000　京都西南෦）
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れ、中期には境野古墳群やલ方෦に౛݋など多量のమ器を副૴していた恵ղ山古墳が、後期には

प߼内から木製の৥ྠなどが出土したࠓཬं௩古墳がஙかれる。

集落遺跡としては、༑岡遺跡や下海印寺遺跡において後期の集落がݟつかっており、ࠓཬ遺跡

や開ా城ϊ内遺跡では後期のஈ֊に集落がେきく֦େすることが൑明している。また、େ山࡚町

内の古墳時代の集落遺跡をݟると、後期には、下২野南・দా・ࢉ用ా・ۚ蔵・宮࿬遺跡をแׅ

するൣ囲で竪穴式住居跡がݟつかっており、Ե܇地域の中でもܼ出した一େ集落がӦまれている。

その後の後期後൒には、ࠓཬ・井ϊ内・開ా城ϊ内・ਆ଍・༑岡・伊賀寺遺跡で集落跡が確認さ

れている。

ඈௗ時代には、法ى寺式Հཟ഑ஔと想定されるԵ܇寺が૑建される。また、長岡京市とେ山࡚

町との境界෇近には᯶岡ഇ寺があり、瓦が出土している。

奈良時代には、ਆُ２（725）年に行基によって山࡚橋がஙかれ、ఱ平３（731）年には、行基が布

分ࠃ、こる中ىのཚなどが࢚޿఺にした山࡚Ӄが建てられる。また、Ӹපྲྀ行や౻原ڌಈの׆ڭ

寺・ೌ寺が建立される。

延暦３（784）年、׸෢ఱߖにより長岡京が଄Ӧされ、平城京からભ都される。長岡京ભ都に伴

って、道路やߓの整備が行われる。長岡京初期の建物は、೉೾宮からҠ設されており、そのࡍに

。でՙ༲͛が行われ଄Ӧされたようである（山࡚津）ߓ

延暦13（794）年、׸෢ఱߖは長岡京をഇし、平安京にભ都する。この時、ٱզ೅と西֗ࠃ道の

道路が整備されたと考えられている。条ཬ地ׂをࣼΊにԣ੾るٱզ೅は、平安京のཏ城໳にଓく

道であり、西֗ࠃ道は、町の山खを北΁延びる道で平安京に通じる。ഇ都後の長岡京域はਫా΁

とมわっていく。

この頃、西山山地の࿢には多くの寺Ӄが建立されたようである。下海印寺・奥海印寺の地名の

基となった海印寺もその一つである。海印寺は、Յ঵ （̐851）年に長岡京市奥海印寺明ਆલ・େ

、फの道場としてӫえた。その場所は定かではないがݫ๥෇近に建立され、東େ寺の末寺、՚ݟ

ेのࢠӃが଄られたようである。ݱ在、その一ӃであるऐরӃが࢒っている。その後、海印寺は

定ֹ寺となり、ࠃՈの൳ޢをडけるようになるが、平安時代末期には౰時のઁ੓であった౻原基

๪のف౲所としてઁ関Ոにدਐされる。鎌倉時代には、文Ӭ２（1265）年にӃએが出され、東େ寺

別ӃのଚউӃの末寺となる。ࣨ町時代には、ऐরӃを࢒して一山ম๢し、そのӫ՚はນをดじる

こととなる
ㅭ㉅２ㅮ

。

（岡⃻研一）

̏ɽ調査ܦա（第２ਤ）

平成20年౓に右京第956次調査として、西条地区の東൒分をର৅に調査を࣮ࢪした
ㅭ㉅３ㅮ

。その݁Ռ、

遺構面が２面ଘ在し、古墳時代からߐ戸時代にかけての遺構がଘ在することが明らかになった。

この成Ռをもとに、平成21年౓に右京第970次調査、平成22年౓に右京第1007次調査、平成23年

౓に右京第1024次調査を࣮ࢪした。
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調査ର৅地はൣ޿囲におよび、道路によって਺か所に分அされている。調査も分ׂして行うඞ

要があり、そのたΊ、ΞルϑΝϕットを෇して地区名を設定した。調査は、޻事のਐ展に߹わせ

て調査区をॱ次設定して࣮ࢪし、右京第970次調査として̖～̛地区を、右京第1007次調査とし

て̜～̟地区を、右京第1024次調査として̠～̣地区を調査した。遺構番号は地区ຖに෇したた

Ί、遺構が地区をӽえて޿がる場߹には、ෳ਺の遺構番号がつくものがある。また、掘立柱建物

跡や柵列については、構成される柱穴のもっともएい遺構番号を෇した。

各遺構のৄࡉについては、時代別に報告する。

第２ਤ　調査地位ஔਤ（̜・̝・̠～̣地区のৄࡉについては第12ਤࢀর）
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̐ɽ૚ংͱ調査֓ཁ

・̚～̖）がっており޿ճ報告する調査地のେ൒は、西条地区の中ԝ෦から南東෦にかけてࠓ

̜～̣地区）、北西෦分にも一෦調査地がある（̛地区：第２ਤ）。調査લはす΂て୐地であった。

発掘調査により検出した各地区の遺構面のඪߴは、̛地区が37.0ｍલ後、̚地区がおよそ36.5ｍ、

̖地区がおよそ36.2ｍで、南北方向のൺߴは0.8ｍほどである。東西方向のൺߴは、西୺の̖地区

が36.2ｍ、̘ 地区ではおよそ35.1ｍ、̝ 地区東୺ではおよそ34.2ｍ、̗ 地区南୺ではおよそ33.8ｍで、

ൺߴは2.4ｍほどである。̛地区と̗地区南୺ではൺ3.2ࠩߴｍ、̚地区と̗地区南୺ではൺࠩߴ

2.7ｍを測る。このように、西条地区では北西෦がߴく、南東方向に下る地形である。

ʢ̍ʣ̖ ஍ （۠第３・̐ ਤ）　調査地北側の土૚அ面から、̖ 地区東側では、にͿいԫ৭土（第15૚）

上面からߐ戸時代陶磁器を多量にแؚする溝̨̙89（第60ਤ）が掘りࠐまれることから、第15૚の

上面がߐ戸時代の遺構面になる。ただし、ߐ戸時代の遺構は良޷な状ଶでは࢒っていなかった。

̖地区西側では第15૚が認Ίられないことから、ߐ戸時代以߱にେきく削平されているものと想

第３ਤ　̖地区遺構഑ஔਤ
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定された。また、調査地西側では、右京第957次調査地と同༷に西側に下る地形を検出した。܏

ࣼ地には、׊փ৭᛽土（第43૚）とにͿい׊৭土（第44૚）がଯ積していた。出土遺物はなかったが、

北側の第852・957次調査でもখઘ川に向けて下る地形が確認されており、このࣼ面を埋Ίるแؚ

૚中からঙ内ซ行期の遺物が出土していることから、古墳時代初頭のஈ֊にはখઘ川に向けて下

る地形をなしていたと考えられる。また、̖地区南൒分は整地૚（第̕૚）をऔりআくとԫ׊৭೪

質土の地山となった。ݦ著な遺構は検出できなかったが、土૚の࡯؍からこの地区はେきく削平

をडけているものと考えられる。̖地区北൒分には、ݱ代住居に伴う᎟ཚが਺多くあったが、᎟

ཚをडけていない෦分で、古墳時代初頭の竪穴式住居跡̨̝121、土坑̨̠123、古墳時代後期の

竪穴式住居跡̨̝156、長岡京期の溝̨̙119・132を検出した。いͣれもԫ׊৭೪質土（地山）の

上面で確認した。

ʢ̎ʣ̘ ஍ （۠第̑・６ਤ）　̖地区の東側、̗・̙地区の北側を̘地区として調査した。この地

区は、後ड़のように、平安時代末期にஙかれた屋敷地の南西෦あたる。

この地区では、にͿいԫ৭土（第15૚）および地山であるԫ׊৭೪質土の上面で遺構を検出した。

લ者はߐ戸時代以߱のもので、後者は古墳時代後期から鎌倉時代のものである。検出した遺構は、

第60ਤの溝̨̙89や柱穴群がߐ戸時代以߱のもので、第̑ਤの遺構群は古墳時代から鎌倉時代の

第̐ਤ　̖地区土૚அ面ਤ（土૚ਤの位ஔは第３ਤࢀর）
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ものである。古墳時代後期の遺構には、竪穴式住居跡̨̝127・350・351、土坑̨̠394がある。

平安時代末期の遺構には、堀̨̙111・266、堀の上に構ஙされた土橋̨̭133、堀の内側を८る

柵列̨̖362・388・389、区画内ࢪ設である掘立柱建物跡̨̗414がある。鎌倉時代の遺構には、

掘立柱建物跡̨̗385と柵列̨̖386・387がある。

ʢ̏ʣ̗ ஍ （۠第̓・８ਤ）　調査ର৅地南東۱に設定した調査区である。แؚ૚である明ԫ׊৭

土（第２૚）とにͿいԫ৭࠭質土（第３૚）をআڈすると᛽ࠞじりԫ׊৭೪質土の地山となり、遺構

はこの地山上面で検出した。̗地区北൒では、後世の削平や᎟ཚが著しく、ݦ著な遺構は認Ίら

れなかった。遺構は、調査地の南東෦において検出した。調査地東୺の溝̨̙112の西側で古墳

時代後期の竪穴式住居跡̨̝26を検出した。溝̨̙79・112は長岡京期の溝である。̨̙79から

は土馬やϛχνϡΞ竈、ುなどの祭祀に関連する遺物が多く出土した。調査地の西方約250ｍに

所在する西山ా遺跡と関連する遺構であると考えられる
ㅭ㉅̐ㅮ

。土坑̨̠125も長岡京期の遺構と൑அ

される。掘立柱建物跡̨̗08は、̨̙79とॏෳしてݟつかった建物跡で、長岡京期以߱のものと

൑அされる。これらの遺構は、᛽ࠞじりԫ׊৭೪質土（地山）の上面で検出した。この地区の東方

約50ｍにある上内ా地区では、古墳時代初頭と後期の竪穴式住居跡やྲྀ路が確認されている
ㅭ㉅̑ㅮ

ݱ。

第̑ਤ　̘地区遺構഑ஔਤ
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在の道路にԊう形でඍߴ地が分布し、খઘ川にԊって࣪地ଳが認Ίられるが、竪穴式住居跡はそ

のඍߴ地上で検出されている。

ʢ̐ʣ̙ ஍ （۠第̓ਤ）　̗地区と̘地区をつな͙形で設定した。地ද下には明ԫ׊৭土૚、にͿ

いԫ৭࠭質土૚がଯ積しており、᛽ࠞじりԫ׊৭೪質土（地山）まで掘削して、ਫ਼査を行った。ਫ਼

査の݁Ռ、長岡京期とみられる東西溝̨̙366を検出することができた。そのଞ਺ेか所で柱穴

を検出したが、掘立柱建物跡などを復元するにはࢸらなかった。

第８ਤ　̗地区土૚அ面ਤ（土૚ਤの位ஔは第̓ਤࢀর）

第̓ਤ　̗・̙地区遺構഑ஔਤ
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ʢ̑ʣ̚ ஍ （۠第̕・10ਤ）　̖地区北側

に設定した地区で、第852・957次調査地

にྡ઀する。この地区では、遺構面が２

面ଘ在した。上૚の遺構面は׊৭᛽土（第

̑૚：山࠭利を敷きୟきしΊた整地土）

の上面で、柱穴や土坑など中世の遺構を

検出した。地区南西෦では後世の削平に

より整地土は認Ίられなかった。下૚の

遺構面はさらに10Dmఔ下͛た᛽ࠞじりの

ԫ׊৭土（地山）の上面で、竪穴式住居跡

など古墳時代の遺構を検出した。

中世の遺構には掘立柱建物跡̐౩（̨

̗12・15・30・46）、 土 坑 ุ ̍ 基（ ̨ ̠

34）、柱穴群がある。柱穴の中には、土師

第10ਤ　̚地区土૚அ面ਤ

18

第̕ਤ　̚地区遺構഑ஔਤ
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器ࡼや瓦器椀が׬形に近い状ଶで埋Ίられていたものもある。また、古墳時代の遺構には竪穴式

住居跡̨̝101～103があり、出土遺物から古墳時代後期の遺構と考えられる。̨̝103の東൒分

は̟地区で確認しており、̟地区では̨̝79としている。

ʢ̒ʣ̛ ஍ （۠第11ਤ）　西条地区でもっとも北側に位ஔする地区である。փ৭ట土（第６૚）や୶

փ৭ట （࠭第̕૚）を掘りࠐむ᎟ཚはߐ戸時代のものである。その下にଯ積するփԫ׊৭ట （࠭第

11૚）は出土遺物がなく時期不明である。この地区では後世の᎟ཚがあり、ԫ׊৭土（地山）の上

面で柱穴や溝を確認した。出土遺物がなく時期については不明である。南側の右京第852次調査

地北୺でも柱穴を਺か所で検出していることから、̛地区で検出した柱穴はそれに伴うՄೳੑが

ある。

ʢ̓ʣ̜ ஍ （۠第12ਤ）　右京第970次調査の̘・̙地区間を̜地区として、ి柱設ஔか所෇近に

ついては̡～̣地区として調査を࣮ࢪした。̜と̝地区の境は̡地区東側の道である。

̜地区には、多਺の᎟ཚがあり、それらの間から柱穴や溝跡などを検出した。遺物แؚ૚であ

る׊փ৭土（第13ਤ第19૚）をআڈするとԫ׊৭土の地山となる。遺構は地山の上面で検出した。

この地区では、北側の̝地区から南にଓく掘立柱建物跡̨̗01に伴う柱穴や、南側の̘地区から

第11ਤ　̛地区遺構഑ஔਤ・土૚அ面ਤ
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ଓくߐ戸時代の溝と平安時代末期の堀を検出した。ߐ戸時代の溝は̨̙21とし、平安時代の堀は

̨̙50とした。

ʢ̔ʣ̝ ஍ （۠第12・13ਤ）　調査ର৅地東୺にあたる。阿弥陀寺が建っていた場所である。地区

の南東෦には、೶ۀ用ਫとして利用されていたాබ஑がある。地区北側で土૚அ面を࡯؍したと

ころ、遺構面は２面ଘ在した。第̍面は׊փ৭土（第19૚）や׊৭࠭᛽（第21૚）の上面で、ߐ戸時

代の遺構を、第２面は地山である明׊৭᛽土の上面で、平安時代末期から中世にかけての遺構を

検出した。ߐ戸時代の遺構としては、地区の南側を̜地区からాබ஑の方向に延び、஑෇近でେ

きく۶ۂして北から北東方向に延びる溝̨̙21を検出した（第60ਤ）。平安時代末期から中世の遺

構としては、地区北西෦で掘立柱建物跡̨̗01を、その建物を囲む柵列̨̖24を、࿌的な構଄物

のՄೳੑがߴい̨̗74、ߖேे二銭を埋ೲしていた土坑̨̭46、土坑̨̠44・86などがある。ま

た、南辺を画する堀̨̙50と柵列̨̖24の間には׊৭土（第22・24૚）と׊փ৭土（第23૚）が0.2

ｍのްさでଯ積しており（第39ਤ）、この૚から瓦器片や土師器片が多量に出土した。遺物や土૚

のଯ積状گから̨̙50が埋まっていくաఔでଯ積した૚であると考えられ、上面から掘りࠐまれ

る̨̠86（第59ਤ）などは鎌倉時代の遺構と考えた。

にͿいԫᒵ৭土（第２・３૚）は井戸本ମとそのཪࠐΊ土である。また、地区東側では溝̨̙21

を੾る形で、２列の石列からなる溝̨̙51・52を検出した（第60ਤ）。これは、明࣏時代からݱ代

にかけての阿弥陀寺の東ݶにԊう位ஔにあることから、ݱ代にඇৗに近い遺構と൑அされる。

ʢ̕ʣ̞ ஍ （۠第12ਤ）　̝地区北側に設定した地区である。多くの᎟ཚがある中で、地区西側で

わͣかな਺の柱穴を検出し、東୺近くで東側に下る地形の落ちを確認した。柱穴群は掘立柱建物

第12ਤ　̜・̝・̞地区遺構഑ஔਤ
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跡に復元できなかった。東୺で検出した地形のࣼ面は、̝地区南東コーφー෦からଓく̨̙50の

西ݞ෦にあたる。̝地区の土૚அ面と同じであるたΊ、ਤࣔしていないが、基本的な૚位は、׊

փ৭土（第８૚）・にͿいԫᒵ৭土（第̕૚）・ԫ׊৭᛽土（地山）となる。

ʢ10ʣ̟ ஍ （۠第14・15ਤ）　̘地区の北側で、̚地区の東側に設定した調査区である。この地

区では、遺構面を３面確認した。第̍面は明ԫ׊৭࠭質土（第19૚）上面で、ߐ戸時代の遺構を、

第２面はփԫ׊৭土（第34૚）上面で、平安時代末期から中世にかけての遺構を、第３面は҉׊৭

᛽土（第37૚）で、古墳時代の遺構をそれͧれ検出した。ߐ戸時代の遺構としては、地区中ԝをॎ

அする溝̨̙20・21、土坑̨̠35がある。平安時代末期から中世の遺構は、̘地区の屋敷跡から

ଓく遺構として、堀̨̙50、柵列̨̖84である。そのଞ、掘立柱建物跡̨̗30・49・58、溝̨̙

19・34・36・54などがある。これらの遺構を第14ਤの上・中૚遺構としてਤࣔした。古墳時代の

遺構としては、竪穴式住居跡̨̝79～82があり、第14ਤの下૚遺構としてਤࣔした。竪穴式住居

跡̨̝82は古墳時代初頭、竪穴式住居跡̨̝79～81は古墳時代後期のものである。地区の東側で

は、փԫ׊৭土（第34૚）をআڈしਫ਼査したが、下૚では遺構は検出できなかった。

第13ਤ　̝地区土૚அ面ਤ
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ʢ11ʣ̠ ʙ̣஍ （۠第12ਤ）　平成23年౓に右京第1024次調査として調査を࣮ࢪした地区である。

調査か所は̐か所あり、東から̠～̣地区とした。̠・̡地区では、̜・̝地区で確認していた

഑؅に伴う᎟ཚがଓいているのが認Ίられた。その᎟ཚは堀̨̙50のఈ面をも掘りൈいており、

遺構を検出するにはࢸらなかった。̢地区では遺物แؚ૚である׊փ৭土をআڈすると、ԫ׊৭

土の地山を掘りࠐんで竪穴式住居跡の一۱を検出した。この住居跡は、̘地区南東۱で検出した

竪穴式住居跡̨̝351の南൒分にあたる。̣地区では、そのେ൒が平安時代の堀̨̙50とߐ戸時

代の溝̨̙21が઎Ί、྆遺構は第38ਤと同༷の土૚のଯ積が認Ίられた。

（岡⃻研一）

̑ɽݕग़遺ߏ

右京第970・1007・1024次調査で検出した遺構は、古墳時代初頭からߐ戸時代にかけてのもの

である。以下、時代͝とに遺構のৄࡉを記ड़する。

ʢ̍ʣݹ෿࣌୅ॳ಄

この時期の遺構としては、̖地区で検出した竪穴式住居跡̨̝121、土坑123・149と̟地区の

竪穴式住居跡̨̝82がある。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝1�1（第３・16・17ਤ）　̖地区北西෦で検出した。平面形は方形で、ن໛は

9.0ʷ7.6ｍ、検出したਂさは0.8ｍを測り、方位は̣40°̬ である。住居跡は６か所の᎟ཚにより

େきく削平されていた。竪穴চ面の࢛पには、෯0.3～0.6ｍ、ਂさ0.1ｍのपน溝が८る。पน溝

の内側では෯0.8～1.3ｍのൣ囲が、চ面より0.2～0.3ｍߴく掘り࢒されていて、ϕッド状遺構とな

っていた。চ面では̐か所の主柱穴を検出した。そのن໛は、0.6～0.4ܘｍ、ਂさ約0.5ｍである。

ϕッド状遺構の北・西コーφーで0.4～0.2ܘｍ、ਂさ0.2～0.3ｍのピットを検出した。上෦構଄を

柱のࠟ跡と൑அされる。東・南コーφーは᎟ཚのたΊ検出できなかったが、それͧれのࢧえるࢧ

コーφー෦分にもࢧ柱がଘ在したと考える。またচ面中ԝでは、চ面から約0.1ｍ掘り下͛られ

た方形の落ちࠐみを検出した。この落ちࠐみ中には、多量の୸がࠞじったにͿいԫ׊৭土が埋ま

っており、࿍として機ೳしていたと考えられる。ただし、ఈ面・น面はՐをडけたࠟ跡は認Ίら

れない。この遺構の南൒分は᎟ཚでফࣦしていたが、西辺෇近でݓେから人頭େの石を敷いた状

、0.4ｍఔ౓のম土を検出したほか～0.2ܘが認Ίられた。この住居内চ面௚上෇近では、਺か所でگ

෦分的に୸化ࡐが์ࣹ状に分布していた。このような状گから、মࣦՈ屋であったと考える。ま

たこの住居内から出土した土器は、ঙ内ซ行期のもので、主にϕッド状遺構の上面から出土した。

これら土器のେ൒は、かなりの࿪みが認Ίられるが、その原因は不明である。また器น面がബく

Ṟ཭したものもあり、ՐをडけたたΊと考えられる。南۱から出土した土器（第17ਤ֦େਤ̠）に

ついては、器นがもろく、઀߹・࣮測はできなかった。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第14・18ਤ）　̟地区中ԝの南น近くで検出した。検出したのは北นの

一෦で、南側に二ஈの掘りࠐみを検出した。一ஈ目から二ஈ目に落ちるݞ෦分よりほぼ׬形のঙ

内期の土器が出土しており、ϕッド状遺構を備えた住居跡と൑அした。住居跡東側は̨̙50・21
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に、西側は土坑̨̠35に削平されており、南൒分は調査地֎΁ଓくたΊ、1.7ʷ1.3ｍのൣ囲を検

出しただけである。চ面までのਂさは0.4ｍで、෯0.6ｍのϕッド状遺構を༗し、চ面から0.2ｍߴい。

पน溝はଘ在しない。ϕッド状遺構୺からঙ内ซ行期のᆵ（第18ਤ36）が出土した。また、西側の

戸時代の土坑̨̠35内からもঙ内ซ行期の土器片（第65ਤ46）が出土しているが、これらの土器ߐ

第17ਤ　̖地区竪穴式住居跡̨̝121内遺物出土状گਤ
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は、本དྷはこの住居に伴うものであっ

たと൑அされる。

౔1̨̠޵��（第３・19ਤ）　̖地区中

ԝで検出した南北方向に長い土坑であ

る。土坑の西൒分は長岡京期の溝̨̙

132に੾られている。ن໛は東西2.5ʷ南

北6.4ｍ、ਂさ0.4ｍを測る。土坑のচ面

は平ୱでなく、出土遺物のେ൒は南側

の埋土中から、ഁ片の状ଶで出土した。

土坑のੑ֨については不明である。

౔1̨̠޵��（第３・20ਤ）　̖地区の

北側中ԝで検出した土坑である。ن໛

は、1.0ʷ1.8ｍ、ਂさ0.1ｍを測る。内෦

からঙ内ซ行期の土器が出土した。遺

構のੑ֨については不明である。

ʢ̎ʣݹ෿࣌୅ظޙ

この時期の遺構は、̖地区の竪穴式住居跡̨̝156、土坑̨̠142、溝̨̙144、̗地区の竪穴

式住居跡̨̝26、土坑̨̠125、̘地区の竪穴式住居跡̨̝127・350・351（一෦̢地区にٴͿ）、

土坑̨̠394・128、̚地区の竪穴式住居跡̨̝101～103と̟地区の竪穴式住居跡̨̝79～81があ

る。̚地区の̨̝103と̟地区の̨̝79は同一の住居跡で、地区をまたがって検出した。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝1��（第̑・21・23ਤ）　̘地区中ԝ෇近で検出した。ࠓճの一連の調査の中

で།一竈をもつ竪穴式住居跡である。住居跡の平面形は方形で、ن໛は3.8ʷ4.0ｍ以上、ਂ さ0.2ｍ、

を測り、主࣠は̣14°̚ である。東辺は後世の᎟ཚで削平されていた。竪穴のนにԊって、෯約

0.2ｍ、ਂさ約0.1ｍのपน溝が८る。চ面で、ܘ約0.4ｍ、ਂさ0.2ｍの主柱穴を̐か所で検出した。

竪穴の北辺中ԝで竈を検出した。ن໛は1.0ʷ1.0ｍを測る。馬ఙ形状にுり出した྆କ෦間には、

第18ਤ　̟地区竪穴式住居跡̨̝82࣮測ਤ・遺物出土状گਤ

第19ਤ　̖地区土坑̨̠123࣮測ਤ
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Ӌזのఈ෦をݻ定するたΊの石製のࢧ柱がଘ在した。この

෇近での྆କ෦間の内法は、約0.35ｍを測る。竈෇近から

出土したӋז（第23ਤ101）のମ෦ܘは内法とほぼ同じで、Ӌ

柱先୺෦ࢧ、ఈ෦から௳෦分まで約25Dmを測ることからז

から25Dm上方まで竈が立ち上がっていたと考えられる。竈

෇近からӋזをはじΊ須恵器ഋ਎（第23ਤ63）・土師器ᆵ（第

23ਤ87）などが出土し、これらの時期から６世紀後൒の住

居跡と考える。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝15�（第３・22・23ਤ）　̖地区の東側

中ԝで検出した方形の竪穴式住居跡である。住居北西෦は

後世の᎟ཚで削平され、東෦は平安時代末期の堀̨̙111でফࣦしている。平面のن໛は、4.4ʷ

4.8ｍと南北方向にやや長い。ਂさ0.2～0.3ｍを測り、主࣠は̣39°̬ である。पน溝はなく、主

柱穴を３か所で検出した。東コーφーの主柱穴は̨̙111によって削平されている。主柱穴は、

第20ਤ　̖地区土坑̨̠149࣮測ਤ

第21ਤ　̘地区竪穴式住居跡̨̝127࣮測ਤ
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0.5ｍ、ਂさ0.2～0.3ｍである。住居のচ面中ԝと東辺中ԝ෇近の２か所から、੺৭に発৭～0.3ܘ

したম土（̨̭249・150）を検出した。それͧれのൣ囲は、ܘ約0.6ｍである。চ面上では、南コ

ーφー෇近で須恵器ഋ （֖第27ਤ֦େਤ̙57）が出土した。また埋土中からは、須恵器ഋ਎・ᙈ・

￲や土師器ߴഋ٭෦などが出土した。６世紀後൒の住居跡と考える。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�50（第̑・24ਤ）　̘地区北東෦で検出した方形の竪穴式住居跡である。ࠓ

ճ検出した竪穴式住居跡の中で、ൺֱ的େきなものである。南西辺がଞにൺ΂て୹く、平面形は

やや୆形をఄしている。ن໛は、7.2ʷ7.2ｍ、南西辺のみ6.0ｍで、ਂさ約0.2ｍを測る。主࣠は̣

36°̬ である。南西辺以֎の３辺にԊってपน溝を検出した。そのن໛は、෯約0.4ｍ、ਂさ約0.2

ｍを測る。各コーφーの内側෇近で、ܘ約0.5ｍ、ਂさ約0.3ｍの主柱穴を̐か所検出した。住居

内からম土はݟつからなかった。この住居はେࡕ૚群௚上にஙかれており、চ面のいたるところ

でݓେ以上の石᛽が認Ίられた。住居として用いられていたஈ֊ではচ面にషり土がなされてい

たと考えられるが、土૚அ面の࡯؍では確認することはできなかった。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�51（第̑・22・23ਤ）　̘地区の南東۱から右京第1024次調査の̢地区にか

けて検出した。平面形は方形で、ن໛は5.6ʷ4.8ｍ、ਂさ約0.2ｍを測る。主࣠は̣46°̬ である。

主柱穴は北コーφーの内側で̍か所確認できた。ܘ約0.6ｍ、ਂさ0.3ｍを測る。住居内埋土中か

第23ਤ　̖地区竪穴式住居跡̨̝127・156・351遺物出土状گਤ
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第24ਤ　̘地区竪穴式住居跡̨̝350࣮測ਤ
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ら土師器ᆵ（96・99・100）などが出土した。６世紀後൒の住居跡と考える。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝101（第̕・25ਤ）　̚地区の南西۱で検出した。ن໛は6.6ʷ6.4ｍ、ਂさ約

0.2ｍで、̣47°̬ を測る。෯約0.3ｍ、ਂさ約0.1ｍのपน溝がʮコʯのࣈ状に८る。主柱穴は北

西コーφー以֎の３か所で検出した。ܘ約0.4ｍ、ਂさ約0.2ｍである。住居跡南西෦のচ面がわ

ͣかに੺৭にม৭していたが、竈に伴うものではなかった。住居跡の北コーφー෇近の埋土中か

ら、須恵器器୆٭෦ഁ片（第25ਤ֦େਤ̙83）・須恵器ഋ਎（第25ਤ֦େਤ̚65・71）が出土した。

器୆は、竪穴式住居跡̨̝102からも出土していることから、この෇近に古墳がଘ在したՄೳੑ

をࣔࠦする遺物と考える。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝10�（第 ・̕25ਤ）　̚地区の北辺で検出した。ن໛は6.4ʷ5.8ｍ、ਂ さ約0.1ｍ、

̣̐°̚ を測る。෯約0.3ｍ、ਂ さ約0.1ｍのपน溝が८る。主柱穴は２か所で検出した。ܘ約0.5ｍ、

ਂさ約0.2ｍを測る。右京第957次調査で、落ちࠐみ̨̭95710と੺৭にমけしまった所を確認し

ている。このことから、この住居の北辺には竈がଘ在したՄೳੑがある。住居跡の南西෇近の埋

土中から、須恵器ഋ਎（第25ਤ֦େਤ̜61・֦େਤ̛69）と須恵器器୆片（第25ਤ֦େਤ̛81）が出

土した。これは̨̝101出土の器୆とともに、古墳のଘ在をࣔࠦするものと考えられる。第957次

調査地の北西෇近で、古墳時代後期の土器片が出土するހ状に८るઙい溝を検出しており、古墳

のप溝であったՄೳੑがߴい。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��ɾ10�（第̕・14・26ਤ）　̚地区の北東۱と̟地区の北西۱で検出した、

平面形ٯ୆形の住居跡である。ن໛は、北辺約6.0ｍ、南辺約5.4ｍ、東・西辺約6.0ｍ、ਂさ約0.2

ｍである。主࣠は̣23°̚ を測る。北西と南東コーφー෇近で෯約0.3ｍ、ਂさ約0.1ｍのपน溝を

検出した。また、南東コーφー෇近では੺৭にม৭した所を確認した。各コーφー内側の̐か所

で、ܘ約0.3ｍ、ਂさ約0.1ｍの主柱穴を検出した。住居跡の北東෦から土師器ߴഋ片（95）が、南

西෦から須恵器ഋ਎（第26ਤ֦େਤ̙64）・ഋ （֖第26ਤ֦େਤ̙59）・器୆（第26ਤ֦େਤ̡82）が

出土した。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�0（第14・27ਤ）　̟地区の西辺近くで検出した。̨̝79の南側に位ஔし、

੾り߹い関係から̨̝79に先行する住居跡である。ن໛は、6.0ʷ6.0ｍ、ਂさ約0.2ｍで、主࣠は

̣６°̬ を測る。住居跡の南辺から東辺にかけて෯約0.4ｍ、ਂさ約0.2ｍのपน溝が८る。̨̝79

と੾り߹っていたたΊ、主柱穴は３か所で検出しただけである。ܘ約0.4ｍ、ਂさ約0.4ｍである。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�1（第14・28ਤ）　̟地区北西෦で検出した。̨̝80の東ྡに位ஔする。住

居跡の東൒は後世の᎟ཚで削平されていた。ن໛は、4.8ʷ3.6ｍ以上、ਂ さ約0.1ｍで、主࣠は̣̐°

̬の主࣠である。主柱穴は西൒の２か所で検出した。ܘ約0.5ｍ、ਂさ約0.1ｍである。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第８・29ਤ）　̗地区北東෦で検出した。住居跡の東൒分は、長岡京期

の溝̨̙112で削平されていた。住居跡はඇৗに࢒りがѱく、पน溝や柱穴が̑Dmલ後のਂさで

認Ίられただけである。पน溝は෯約0.2ｍ、ਂさ約̑Dmである。住居跡のن໛は、4.2ʷ2.7ｍ以

上で、主࣠は̣19°̚ である。主柱穴は、西側の２か所で検出した。ܘ約0.4ｍ、ਂさ約0.3ｍであ

る。
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第25ਤ　̚地区竪穴式住居跡̨̝101・102࣮測ਤ
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౔1̨̠޵��（第３ਤ）　̖地区の北西۱で検出した不定形な土坑である。1.2ʷ0.7ｍ、ਂさ0.15

ｍを測る。ఈ面は平ୱでない。埋土中から、土師器のࡉ片が出土した。この土坑は西側に向けて

下るࣼ面を埋Ίる土૚の上から掘りࠐまれている。右京第957次調査でঙ内ซ行期のߴഋがࣼ面

を埋Ίる土૚中から出土したことから、このࣼ面は古墳時代初頭以後にঃʑに埋まり、古墳時代

後期にはݱখઘ川෇近まで平ୱな地形が࡞り出されていたものと考えられる。

第26ਤ　̚地区竪穴式住居跡̨̝103・̟地区竪穴式住居跡̨̝79࣮測ਤ
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౔̨̠޵���（第̑・30ਤ）　̘地区北東෦で検出した平面形が長方形の土坑である。後世の柱

穴̨̥188や᎟ཚによって一෦ফࣦしていた。確認したن໛は、長辺1.2（以上）̫ ୹辺0.7ｍ、ਂさ

0.05ｍである。主࣠方向は̣85°̚ を測る。土坑の中ԝからほぼ׬形の須恵器ᆵ（74）が出土した。

土坑の平面形からุのՄೳੑがあると考えたが、土૚அ面ではࠟ׹跡は認Ίられなかった。

౔1̨̠޵��（第̑・31ਤ）　̘地区の西෦で検出した土坑である。西൒分が平安時代末期の堀

̨̙111により削平され、ফࣦしていた。ن໛は、4.4ʷ2.2ｍ以上、ਂ さ0.1～0.5m、̣ ̓°̚ を測る。

検出した౰初は、東にྡ઀して竪穴式住居跡̨̝127があること、平面形が方形であることから、

竪穴式住居跡ではないかと考えたが、土坑のఈ面が平ୱでなく、पน溝や柱穴も認Ίられないこ

とから、土坑と൑அした。埋土中から土師器片が出土した。

地区の北東෦で検出した東西方向の溝で、ほぼਅ東西に主࣠をも̖　（第３・31ਤ）��1̨̙ߔ

つ。遺構の東෦は平安時代末期の溝̨̙111により削平されていた。෯0.6～1.0ｍ、検出長9.6ｍ、

ਂさ0.1ｍである。遺構の遺ଘ状گはۃΊてѱい。埋土中から須恵器ഋ （֖54）が出土した。

第27ਤ　̟地区竪穴式住居跡̨̝80࣮測ਤ
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第29ਤ　̗地区竪穴式住居跡̨̝26࣮測ਤ 第30ਤ　̘地区土坑̨̠394࣮測ਤ

第28ਤ　̟地区竪穴式住居跡̨̝81࣮測ਤ
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第31ਤ　̘地区土坑̨̠128・̖地区溝̨̙144࣮測ਤ

第32ਤ　̗地区土坑̨̠125࣮測ਤ
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౔1�5̨̠޵（第̓・32ਤ）　̗地区中ԝ෇近で検出した。方形にਂく掘りࠐまれた土坑とその

東側でઙく掘りࠐまれた方形の土坑からなる。ਂく掘りࠐまれた土坑のن໛は、3.6ʷ2.5ｍ、ਂ

さ0.5ｍを測る。この土坑の東側は؇やかに立ち上がる。ઙい土坑は、2.1ʷ2.2ｍਂさ0.05ｍである。

土坑のఈ面に઀して土師器ᙈ（90・91）が出土した。

ʢ̏ʣ௕Ԭ京ظ

長岡京期の遺構としては、溝̨̙119・132・366・79・112と土坑̨̠158がある。長岡京の条

第33ਤ　̖地区溝̨̙119・132࣮測ਤ
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第34ਤ　̗地区溝̨̙79・112࣮測ਤ
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๥に௚઀関係する遺構は確認できなかった。

11�ɾ1��（第３・33ਤ）　̖地区中ԝ෇近で検出した南北方向の溝で、ਅ南北に掘られ̨̙ߔ

ている。̨̙132は古墳時代初頭の遺物が出土した̨̠123を੾る形で検出した。東側の̨̙119

と西側の̨̙132の間は、溝৺ʑで5.0ｍを測る。須恵器ᆵ（111・113）、ϛχνϡΞ（126）ࠋ、土

馬（140・143）、土師器ᆵ （̚160）、平瓦（296）が出土した。̨̙119は෯1.5～2.0ｍ、長さ10.3ｍ、

ਂさ0.3～0.5ｍ、̨̙132は෯2.0～2.3ｍ、長さ10.3ｍ、ਂさ0.3ｍである。྆溝の埋土の第３૚中

には、ݓେの石が多くࠞじっており、その中から土馬（146）が出土した。

第）��̨̙ߔ ・̓34ਤ）　̗地区南辺近くで検出した東西方向の溝である。̨̙79は、෯約2.0ｍ、

検出長19.5ｍ、ਂさ0.6～0.8ｍで、溝の主࣠は̣79°̬ を測る。溝ఈは西から東にࣼ܏する。埋土

中から長岡京期の土器群とϛχνϡΞ竈やࠋ、土馬などが出土した。溝ఈに઀して出土するもの

もあった。祭祀関連の遺物が集中的に出土していることから、この溝で祭祀が行われたものと考

えられる。খઘ川をڬんだର岸には西山ా遺跡があり、長岡第࢛中ֶߍ建設に伴う右京第104次

調査で、多量の祭祀遺物が出土している。この遺構とは約150ｍ཭れているだけであり、Կらか

の関連がӐえる。ϛχνϡΞ（136～127・125）ࠋ、ϛχνϡΞ竈（137・138）、土馬（144・145）、

土師器ഋ（147・148）・（153～149）ࡼ・ （ു155～157）・ᆵ ࡼ・（161・159̚） （̗163）と （֖162）・ᙈ

第35ਤ　̖地区土坑̨̠158・̙地区溝̨̙366࣮測ਤ
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（164・167）、須恵器ഋ̗ （֖103～105）・ഋ（106～110）・ᆵ（112・115・116）・ （ു119）・ᆵ （֖120・

121）・ᆵ（122・124）・ᤈ年通ሞ（102）が出土した。

地区の東辺にԊって検出した南北方向の溝で、̨̙79とॏෳ関係̗　（第̓・34ਤ）�11̨̙ߔ

を༗し、੾り߹い関係から̨̙79に先行するものである。ن໛は、෯2.2～3.3ｍ、検出長12.6ｍ、

ਂさ0.6ｍで、̣10°̚ を測る。土師器のࡉ片が出土したが、時期は不明である。

౔15̨̠޵�（第３・35ਤ）　̖地区南東෦で検出した。2.2ʷ4.3ｍ以上、ਂさ0.05ｍを測る。土

坑の東୺は、平安時代末期の堀̨̙111によってফࣦしている。ਤ化できないが、奈良時代末か

ら平安時代લ期の土器のখ片が出土している。

第）���̨̙ߔ ɾ̓35ਤ）　̙地区の北෦で検出した東西方向の溝である。ن໛は、෯1.4～2.0ｍ、

検出長12ｍ、ਂさ0.05ｍを測る。ඇৗに࢒りのѱい遺構である。ਤ化できないが、奈良時代末か

ら平安時代લ期に֘౰する土器খ片が出土した。

ʢ̐ʣฏ҆࣌୅தظ

この時期に֘౰する遺構は確認していない。しかし、平安時代末期の遺構、特に̨̙111から

平安時代中期のແ釉陶器や緑釉陶器などが出土している。これは、このप辺に౰時の遺構がଘ在

したことをࣔすもので、平安時代末期以߱の土地利用により削平されてしまったたΊ、౰֘期の

遺構を検出するにはࢸらなかったものと推測される。աڈの下海印寺遺跡の調査では、平安時代

の柱穴や土器埋ೲ土坑といった遺構以֎に、土師器・須恵器・ࠇ৭土器・緑釉陶器・փ釉陶器な

どの遺物の出土が確認されている。緑釉陶器・փ釉陶器が出土することから、下海印寺遺跡にଘ

在した集落は、一ൠ的な೶村集落ではないことがࢦఠされている
ㅭ㉅６ㅮ

ճの調査地からແ釉陶器やࠓ。

緑釉陶器が出土したことは、その集落が西条地区にまでٴんでいたと考えられる。

ʢ̑ʣฏ҆࣌୅຤ظ（第36ਤ）

この時期の遺構には、̘・̜・̝・̟地区で検出した、堀と塀で区画された一辺50ｍ࢛方の屋

敷跡がある。屋敷地内では、方形区画に平行あるいは௚行する形で掘立柱建物跡３౩を検出した。

以下、関連する遺構についてઆ明したい。堀については西・南・東辺に分けて記す。

੢ล๺ଆɾງ̨̙50（第14・15・37ਤ）　̟地区中ԝ෇近で検出したਅ南北方向の堀である。

調査区の北୺では、堀が東側にۂがる༷૬が認Ίられたことから、地区֎のす͙北側で東に۶ۂ

するものと考えた。遺構のن໛は、۶ۂ෇近で෯5.0ｍ、ਂさ1.6ｍ、̟地区の南୺では෯4.8ｍ、

ਂさ1.2ｍを測り、堀のఈは南側に下るࣼ܏を༗する。堀のఈには෯0.5ｍ、ਂさ0.3ｍのஅ面ʮ̪ʯ

。େから人頭େの石が埋Ίられていたݓ状の溝がさらに掘られており（第37ਤ23૚）、溝内にはࣈ

これは南方の土橋までଓく。後ड़のように、҉ڎഉਫとして利用されていたものと推測される。

੢ลೆଆɾງ̨̙111（第̑・６・37ਤ）　̘地区で検出したਅ南北方向の堀である。̘地区の

北辺近くで土橋̨̭133が設けられている。̨̭133の南側での堀のن໛は、෯6.2ｍ、ਂさ1.4ｍ

を測る。堀のஅ面形は、؇やかなʮ̪ʯࣈ形をなす。堀の東側立ち上がりの中位෇近に、෯0.6

ｍの平ୱ面（ςϥε状遺構）が認Ίられた。このςϥε෦௚上や、࠷下૚の埋土である҉׊৭᛽土

（第37૚）や׊ࠇ৭࠭質土（第41૚）から、瓦器椀や土師器ࡼや瓦片などが多量に出土した。堀のఈ
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は、南΁ࣼ܏する。また、̨̭133南側の石૊みから南΁約２ｍ෇近まで、෯0.5ｍ、ਂさ0.2ｍの

େ～人頭େの石が多量に埋Ίݓ形で、中にࣈഉਫのஅ面形はʮ̪ʯڎ҉。ഉਫが認Ίられたڎ҉

られていた。この҉ڎഉਫは、̘地区の北側の̟地区北୺からଓいている。土橋を଄った଄成土

をআڈすると同じن໛の҉ڎഉਫが土橋下にも構ஙされているのが認Ίられ、土橋をஙくࡍに෇

ਵして設けられたࢪ設と൑அされる。̨̙111は、土૚の࡯؍では଺ਫしていた状گをࣔしてお

らͣ、ۭ堀であったと推測される。土橋から南方約25ｍ෇近でେきく۶ۂして東方にଓく。この

東西方向の堀については、̨̙266として調査を行った。

ೆลງ̨̙���ɾ50（第̑・38・39ਤ）　̘地区南୺で検出した、̨̙111南୺からほぼ௚֯に

、して東西に延びる̨̙266と̜・̝地区の南୺で検出した東西方向の̨̙50は同一の堀でۂ۶

方形の屋敷地の南ݶを画している。堀のن໛は、෯4.0～5.0ｍ、ਂさ1.9ｍを測る。南北方向の̨

̙111南୺෦と઀߹する地఺から、東方に長さ50ｍにわたって検出し、東୺では東辺を画する堀

̨̙50となる。南ݶを画する堀のఈは西から東方に下り、方形区画の北側から南東コーφーに向

けてഉਫされていたと推測される。̝地区南୺で検出した̨̙50の土૚அ面（方形区画の南東۱

෇近）の࡯؍において、փ৭࠭質土（第19૚）や׊ࠇ৭೪࠭土（第20૚）がݟられたことから、南東

第36ਤ　平安時代末期屋敷跡શମਤ
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۱෇近だけが଺ਫしていたものと推

定される。方形に区画された堀の南

東コーφー෦には、調査લにはʮా

බ஑ʯがଘ在した。地元の方の࿩では、

ాබ஑はਫがރれることがないとݴ

われていたそうであるが、これは地

下にʮਫのྲྀれ道ʯとしての堀が掘

削されていたことに因るものと考え

る。

౦ลງ̨̙50（第12・13・39ਤ）　

̝地区東෦で検出した。堀のఈは、

第37ਤ　̟地区堀̨̙50・̘地区̨̙111அ面ਤ（அ面ਤの位ஔは第36ਤࢀর）

第38ਤ　̘地区堀̨̙266அ面ਤ（அ面ਤの位ஔは第36ਤࢀর）
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第39ਤ　)地区堀̨̙50அ面ਤ
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第40ਤ　̘地区土橋̨̭133࣮測ਤ
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北からେきく東にৼれて検出したが、堀の西側ݞ෦はほぼਅ北に掘られている。堀ࣗମは北東ʵ

南西に掘削されているが、掘形の位ஔをॏࢹすると方形区画をҙࣝしたものとࢥわれる。堀のఈ

が北東にৼれることについては、時期はҟなるが、ྡ઀する上内ా地区において検出した古墳時

代中期後൒から後期の溝もେきく北΁ऄ行して東ྲྀしており、この溝はඍ地形にԊってྲྀれてい

ると考えられる。堀̨̙50もまた立地するඍ地形にԠじて設けられたものとࢥわれる。東辺൒͹

෇近では、ઙく掘りこんだ堀の中ԝ෇近をさらにਂく堀りࠐんでいた。堀の上൒෦で෯8.4ｍ、

ਂさ0.6ｍを測る。さらにਂくஅ面ʮ6ʯࣈ形のூりࠐみは、෯2.4ｍ、ਂさ0.6ｍを測る。࠷下૚

にଯ積していた׊ࠇ৭೪質土（第39ਤ第16૚）・׊ࠇ৭೪࠭土（第39ਤ第17૚）から瓦器椀や土師器

。などが出土したࡼ

౔1̨̭ڮ��ɾ҉ڎഉਫ（第̑・40ਤ）　土橋は、西辺堀の中ԝ෦で検出した。土橋北側と南側

にݓେから0.6ܘｍେのࣗવ石を積み上͛、土ࢭΊとしていた。堀はେࡕ૚群の᛽૚を掘りࠐん

でいることから、土橋の土ࢭΊ石は堀構ங時に掘り出した石を用いたものとࢥわれる。石૊みは

さほどਫ਼៛に積まれていないが、土橋北側の石૊みよりも土ѹがかかる南側の石૊みがີに積ま

れていた。ن໛は෯3.8～4.0ｍである。土橋の上൒෦は、ߐ戸時代の溝（̨̙89）でେきくʮ̪ʯ

で出土گ状に削平されていた。また、土橋内の埋土中から平安時代中期の土器片がࠞೖした状ࣈ

した。ࠓճの調査ର৅地内で検出した土橋はこの̍か所だけで、南辺にはଘ在しないことが調査

で明らかとなっている。東辺については西辺と同じく、辺中ԝに土橋がଘ在するとԾ定すると、

ର৅地֎となる。しかし、東辺堀のఈ෦から土器ྨとともに人頭େのࣗવ石が਺石出土したこと

から、東辺にも同༷の土橋がଘ在したՄೳੑがߴいと考える。西辺中ԝに土橋を設けるࡍに、ま

ͣ土橋の南北に҉ڎを構ஙしている。෯0.6ｍ、ਂさ0.1ｍのஅ面ʮ̪ʯࣈ形の溝を掘り、中にݓ

େから人頭େの石を敷き٧Ίていた。҉ࢪڎ設は、土橋南辺の石૊みの南方2.5ｍ෇近から北側

に向けて、北西コーφー෇近までの長さ27ｍにわたって敷設されていた。このような҉ڎを設け

ることにより、༙ਫ・Ӎਫなどが土橋によってせきࢭΊられて଺ਫしないようにしたものと考え

られる。

੢ล̨̖ྻࡤ��ɾ���ɾ���（第̑・14・41・43ਤ）　̨̖84は̟地区で検出した柱穴列で、西

辺堀の東側ݞ෦から約３ｍ東側に位ஔする南北方向の柵列である。堀の内側を囲む柵列の北西෦

分にあたる。検出長は5.4ｍで、３間分である。後ड़するように、屋敷の建物഑ஔにنଇੑがߴ

いことを考ྀすると、̨̥84は想定北辺堀から南΁３ｍ෇近にあたることから、この柱穴位ஔで

東に۶ۂすると考えた。̨̥84にଓく東側の柱穴は検出できていない。柱穴のن໛は0.4ܘｍ、

ਂさ0.3ｍを測り、柱間は1.5～2.0ｍである。̨̖389は、̨̖84から南にଓく柱穴列で、土橋ま

での柵列である。̘地区で検出した柱穴は、0.4～0.3ܘｍ、ਂさ0.3ｍを測る。柱間は1.5～2.0ｍで

ある。検出長は3.6ｍで２間分を確認した。̨̖388は、土橋の南側から屋敷地の南西コーφーま

での柵列である。柱穴は、0.4～0.3ܘｍ、ਂさ0.2～0.̐ｍを測る。検出長は16.3ｍで、８間分を確

認した。̨̖388・389はともに土橋のखલでऴわり、そこから東西に柱穴を̍基ͣつ平面̩ࣈ状

に検出した。北と南の̩ࣈの間ִは6.6ｍと、土橋の෯よりも޿い。間ִが6.6ｍとやや޿いが、
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土橋の東に位ஔすることから、໳のよ

うなࢪ設がଘ在したՄೳੑを想定した

い。

ೆล̨̖ྻࡤ���ɾ��（第̑・12・

36・42・43ਤ）　̘地区から̝地区にか

けて検出した東西方向の柵列である。

後世の᎟ཚによって、かなりの෦分が

検出できなかったが、推定18間分にわ

たって検出した。南辺堀の北側掘形か

ら北に３～̐ｍの෇近を堀にԊってங

かれており、柵列の方位は、̣87°̬ を

測る。̨̖362は南辺柵列の西側෦分の

柵列で、0.7～0.5ܘｍ、ਂ さ0.2ｍを測る。

柱間は1.5～2.0ｍである。̨̥483は柱

穴の検出にはࢸらなかった

がݓେの石を平ୱに敷き٧

Ίていたことから、柱穴の

ࠜ石であったと考えた。̨

̖24は南辺柵列の東側෦分

の柵列で、0.6ܘｍ、ਂさ0.2

～0.4ｍを測る。柱間は２～

３ｍである。

౦ล̨̖ྻࡤ��（第12・

42ਤ）　̝地区で検出した。

̞地区では、後世の᎟ཚの

たΊ検出できなかった。東

辺の堀が؇やかにࣼ܏する

地఺より、西方̐ｍ෇近で

検出した。0.8～0.6ܘｍ、ਂ

さ0.2～0.5ｍを測る。柱間は、

2.5ｍである。これら、堀の

内側に設けられた柵列は、

柵列෇近や堀内埋土に土น

のଯ積が認Ίられないこと

から、板塀であったと考え第42ਤ　̝地区柵列̨̖24࣮測ਤ

第41ਤ　̟地区柵列̨̖84࣮測ਤ
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第43ਤ　̘地区柵列̨̖362・388・389࣮測ਤ
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る。

۷ཱபݐ෺跡̨̗01（第44ਤ）　̘・̝地区で検出した、３間（6.8ｍ）̫ ̐間（8.9ｍ）の東西౩の

総柱建物跡である。柱間は2.2ｍである。西辺に柱間1.5ｍの൳が෇く。建物の中ԝ෦・南西෦の

柱穴は後世の᎟ཚによってফࣦしていた。また、北西෦の柱穴の掘形は検出できなかった。柱穴

の平面形は、ԁ形、۱ؙ方形をఄす。そのن໛は0.5～0.8ｍ、ਂさ0.3～0.5ｍを測る。柱ࠟ跡は、

໛で、屋نもେきな࠷ճ検出した建物の中でࠓ。0.3ｍである。建物の方位は、ਅ東西を向くܘ

敷の主఼もしくはそれに४じるものと推測される。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1�（第45ਤ）　土橋の南東෦で検出した建物跡である。建物の北辺が土橋南

辺にほぼଗう位ஔにある。一෦᎟ཚでফࣦしていたが、２間（4.8ｍ）̫ ̑間（9.1ｍ）の南北౩の建

物に復元できる。柱穴の平面形は۱ؙ方形で、一辺0.5～0.8ｍ、ਂさ0.3～0.5ｍを測る。柱ࠟ跡は

第44ਤ　̝地区掘立柱建物跡4#01࣮測ਤ
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0.3ｍである。柱～0.2ܘ

間は1.6～1.8ｍである。

建物の方位は、ਅ北を

向く。

ຒೲ౔̨̭޵��（第

12・42・46ਤ ）　 掘 立

柱建物跡̨̗01の東辺

より東方約３ｍの地఺

で検出した。ن໛は、

0.4ʷ0.5ｍ、ਂさ0.23ｍ

を測る。埋土中からߖ

ேे二銭17఺が出土し

た。これらは、遺構検

出時に、̐か所で３～

̑఺がॏなる形で出土

した。内༁は、᰸益ਆ

ሞ̍఺、ః؍Ӭሞ15఺、

平େሞ̍఺の計17఺׮

（第72ਤ）である。また、

掘立柱建物跡̨̗01の

̨̥93෇近から長年େ

ሞ̍఺、׮平େሞ̍఺

が出土しており、同༷

の遺構がこの෇近にも

ଘ在したՄೳੑがある。いͣれも̕世紀中頃か

ら後൒にかけて初ரされたものである。ࠓճ検

出した平安時代末期期の屋敷とはかなりの時期

ࠩがあるものの、その屋敷建設に伴う祭祀的な

遺構、もしくはそのલ਎の屋敷に伴う祭祀遺構

であったՄೳੑがある。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第12・47ਤ）　屋敷跡の

南東コーφー෇近、柵列と堀の間で検出した。

柵列や堀に主࣠をଗえており、建物ن໛は２間

（2.3ｍ）̫ ３間（3.5ｍ）を測る。建物のن໛やその検出した位ஔから、࿌的な建物と考える。柱穴

は0.5～0.2ܘｍ、ਂさ0.4ｍを測る。また建物内側に平行して、方形の土坑̨̭80と土坑ݞ෦でܘ

第46ਤ　̝地区埋ೲ土坑̨̭46࣮測ਤ

第45ਤ　̘地区掘立柱建物跡̨̗414࣮測ਤ
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0.3ｍ、ਂさ0.2ｍの柱穴

̐か所を検出した。土坑

̨̭80の上面でのن໛は

1.9ʷ1.6ｍで、その中ԝ

෦をܘ約1.2ｍのൣ囲にわ

たって掘りࠐんでいる。

ਂさは0.5ｍを測る。埋土

中から土器片が出土した

が、時期の൑明するもの

はなかった。

౔ᆮุ̨̠��（第̕・

48ਤ）　̚地区の北東෦

で検出した。ن໛は2.3ʷ

0.8ｍ、 ਂ さ0.3ｍ、 主 ࣠

は̣82°̚ を測る。東෦

は、େきく削平をडけて

いる。ࠟ׹跡を෦分的に

確認した。׹内からന磁

椀（205）が出土した。

ʢ̒ʣח૔࣌୅（第49～59ਤ）

この時期の遺構には、主࣠が平

安時代末期期のਅ北・ਅ東西を向

く遺構群とはҟなり、େきく西に

ৼれる掘立柱建物跡群がある。建

物跡は、̘地区から̚地区で検出

した。特に̚地区では、建物跡に

伴う柱穴ならびに同一面で検出し

た柱穴から出土した遺物などか

ら、鎌倉時代には方形に区画され

た屋敷地はফ໓し、େきく西にৼ

る建物群が、この地に形成された

と考える。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�0�（第̑・49ਤ）　̘地区で検出した。建物跡の西൒෦はߐ戸時代の溝によ

って削平されている。ن໛は２間（4.9ｍ）̫ ̍間（2.5ｍ）以上で、主࣠は̣13°̚ を測る。柱穴はܘ

0.4～0.6ｍ、ਂさ0.3～0.5ｍである。

第48ਤ　̚地区土ᆮุ̨̠34࣮測ਤ

第47ਤ　̝地区掘立柱建物跡̨̗74・土坑̨̭80࣮測ਤ
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۷ཱபݐ෺跡̨̗��5（第̑・50ਤ）　̘地区で

検出した。東・北側を柵列で囲まれた建物である。

建物のن໛は、２間（3.5ｍ）̫ ３間（5.9ｍ）、主࣠は

̣34°̬ である。柱穴は0.3～0.5ｍ、ਂさ0.2ｍとখ

໛なものである。柱穴からは、わͣかな土器片ن

が出土したが、時期をܾ定できるものはなかった。

̚地区で検出した建物群と同じく、その࣠をେき

く西にৼることから、鎌倉期の建物跡と考えた。

、���ɾ���（第̑・50ਤ）　̨̖386は̨̖ྻࡤ

̨̗385の東方1.5～1.8ｍで検出した南北方向の柵

列で、̐ 間（7.2ｍ）分を確認した。柱穴はܘ約0.3ｍ、

ਂさ約0.2ｍで、柵列の方位は̣41°̬ である。̨

̖387は、̨̗385の北方1.7～2.1ｍで検出した東西

方向の柵列で、主࣠は̣54°̚ である。３間（4.4ｍ）

分を検出し、柱穴は0.4～0.3ܘｍ、ਂさ0.1～0.3ｍ

を測る。

۷ཱபݐ෺跡̨̗1�

（第̕・51ਤ）　̚地区の

南東෦で検出した南北౩

の建物跡である。ن໛は、

̍間（2.1ｍ）̫ ２間（5.5ｍ）

で、主࣠は̣６°̬ を測

る。柱穴はԁ形で、0.2ܘ

～0.4ｍ、 ਂ さ0.1～0.3ｍ

を測る。東辺中ԝの柱穴

̨̥40から土師器ࡼが出

土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗15

（第̕・51ਤ）　̚地区の

南西෦で検出した南北౩

の建物跡である。ن໛は

̍間（2.0ｍ）̫ ２間（4.7ｍ）

で、主࣠は̣30°̬ を測

る。柱穴はԁ形で、0.3ܘ

～0.5ｍ、 ਂ さ0.2～0.4ｍ

第49ਤ　̘地区掘立柱建物跡̨̗406࣮測ਤ

第50ਤ　̘地区掘立柱建物跡̨̗385、柵列̨̖386・387࣮測ਤ
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を測る。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�0（第̕・52ਤ）　̚地区の北東෦で検出した、主࣠方向がେきく東にৼれ

る建物跡である。ن໛は３間（4.6ｍ）̫ ̐間（7.0ｍ）で、主࣠は̣40°̚ を測る。柱穴はԁ形で、ܘ

0.2～0.5ｍ、ਂさ0.1～0.4ｍを測る。柱穴̨̥33から土師器（283・266・265）ࡼが出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第̕・52ਤ）　̚地区の中ԝ෦で検出した、主࣠方向がେきく東にৼれ

る建物跡である。ن໛は２間（4.5～5.5ｍ）̫ ３間（9.6ｍ）で、主࣠は̣53°̚ を測る。柱穴はԁ形で、

。が出土した（269）ࡼ0.5ｍ、ਂさ0.1～0.2ｍを測る。柱穴̨̥52から土師器～0.3ܘ

۷ཱபݐ෺跡̨̗5�（第14・53ਤ）　̟地区の東෦で検出した南北方向の建物跡である。ن໛

は２間（3.6ｍ）̫ ２間（4.2ｍ）以上で、主࣠は̣25°̬ を測る。柱穴はԁ形で、0.5～0.4ܘｍ、ਂさ

0.3ｍを測る。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�0（第14・54ਤ）　̟地区の南西෦から検出した南北౩の建物跡である。建

物南東෦は後世の᎟ཚによってফࣦしていた。ن໛は２間（5.7ｍ）̫ ３間（8.2ｍ）で、主࣠は̣14°

̬を測る。柱穴は、0.5～0.3ܘｍ、ਂさ0.3～0.4ｍである。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第14・55ਤ）　̟地区の中ԝ෦で検出した建物跡である。建物東側は、

方形に८る平安時代後期の堀̨̙50によって削平されていた。建物のن໛は２間（4.1ｍ）̫ ̍間

（2.3ｍ）以上で、主࣠は̣65°̬ を測る。柱穴のن໛は、0.6～0.4ܘｍ、ਂさ0.2～0.3ｍである。

۷ཱபݐ෺跡̨̗0�（第８・56ਤ）　̗地区の南東෦で検出した。建物跡のن໛は、２間（5.5ｍ）̫

̍間（3.4ｍ）以上で、主࣠は̣21°̚ を測る。柱穴の平面形は۱ؙ方形で、一辺0.5～0.7ｍ、ਂさ

0.3ｍである。੾り߹い関係から、長岡京期の溝̨̙79埋຅後にஙかれた建物である。柱穴内か

第51ਤ　̚地区掘立柱建物跡̨̗12・15࣮測ਤ
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第52ਤ　̚地区掘立柱建物跡̨̗30・46࣮測ਤ
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らの出土遺物はなかったが、建物

跡の主࣠方向がେきくࣼ܏するこ

とから、この時期のものと考えた。

۷ཱபݐ෺跡ப݀ͱͦͷଞͷப

（݀第57ਤ）　ਤࣔした柱穴は̚地

区で検出したもので、この地区で

検出した柱穴は、土器が出土する

ものが多い。柱穴は׊৭᛽土（第

10ਤ第̑૚）から掘りࠐまれる。こ

の׊৭᛽土は、খ᛽を多くؚみ、

山࠭利をࠞͥ߹わせてݻくୟきし

Ίられており、整地土と൑அされ

る。̨̥40は掘立柱建物跡̨̗12

に、̨̥33は掘立柱建物跡̨̗30 第53ਤ　̟地区掘立柱建物跡̨̗58࣮測ਤ

第54ਤ　̟地区掘立柱建物跡̨̗30࣮測ਤ
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に、̨̥52は掘立柱建物跡̨̗

46に伴う柱穴である。そのଞ、

時期の൑明する土器片が出土し

た柱穴をࡌܝした。同じく、׊

৭᛽土を掘りࠐむものである。

これらの柱穴から出土した遺物

の年代؍を、̚地区で検出した

主࣠方向がେきくࣼ܏する建物

群の時期とした。また̚地区以

֎で検出した同༷の方位の建物

群についても、明確に時期を൑

அできる遺物の出土はなく、̚

地区のような整地土を確認でき

なかったが、同時期の遺構であ

ると考えた。

ߔ ̨ ̙1�ɾ��ɾ��ɾ5�（ 第

14・58ਤ）　これら溝群は、̟

地区の北西۱で検出した。փԫ

৭土（第15ਤ第34૚）から掘り׊

৭土は、整地׊まれる。փԫࠐ

土と൑அした̚地区の׊৭᛽土と同時期のものと考える土૚である。溝内から土師器片や瓦器片

が出土した。̨̙19は෯0.9ｍ、ਂさ0.2ｍを測り、埋土は҉੺׊৭土（第15ਤ第28૚）である。̨

第56ਤ　̗地区掘立柱建物跡̨̗08࣮測ਤ

第55ਤ　̟地区掘立柱建物跡̨̗49࣮測ਤ
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̙22は෯1.5ｍ、ਂ さ0.15ｍを測る。埋土はにͿいԫ׊৭土である。̨̙36と埋土は同じであるが、

໛がҟなることから別の遺構とした。̨̙36は෯0.5ｍ、ਂさ0.15ｍを測る。̨̙54は、̨̙36ن

に੾られる形で検出した。෯0.65ｍ、ਂさ0.15ｍを測る。埋土は҉׊৭土であった。

౔̨̠޵��（第12・59ਤ）　̝地区の東側で検出した土坑である。掘形は方形で、二ஈに掘り

に検出したことから、堀がঃʑに埋まっていࡍまれていた。方形区画の東辺堀を掘削しているࠐ

第57ਤ　̚地区柱穴内遺物出土状گਤ



京都府遺跡調査報告集　第 øü÷ 冊

-øøý-

くաఔの中でஙかれたものと考えられた。土坑東側は後世の削平によってফࣦしていた。ن໛は、

南北1.5ｍ、東西1.1ｍ、ਂさ0.2ｍを測る。土坑内から、中ࠃ製陶磁器（212）、瓦器椀（233）、土師

器（280～274）ࡼなどが出土した。また、土坑の掘形にԊって0.2～0.3ｍେの石を確認したが、土

坑のੑ֨については不明である。出土した遺物群は、方形に区画された屋敷跡のଘଓ時期をࣔす

良޷なࢿྉと考えられる。そのほか、土馬（141）も出土した。

౔̨̠޵��（第12・59ਤ）　̝地区中ԝ෇近で検出した方形の土坑である。一辺0.7ｍ、ਂさ0.1

ｍを測る。出土遺物はなく時期については不明であるが、׊৭土（第39ਤ24૚）の上面で検出し、

検出した૚位から鎌倉時代の遺構と考える。土坑นの一෦からচ面にかけて୸や੺৭ম土が認Ί

られた。ߗ質にমけたนなどは認Ίられない。

౔̨̠޵��（第̓・59ਤ）　̗地区の中ԝ෦で検出した۱ؙ方形の土坑である。一辺1.0ｍ、ਂ

さ0.15ｍを測る。土坑চ面෇近には୸やম土片がࠞೖする׊৭࠭質土がଯ積していた。出土遺物

はないが、চ面にはまとまって୸が޿がっており、น面は෦分的に੺৭にม৭していた。土坑の

ੑ֨については不明である。

ʢ̓ʣ࣌ށߐ୅

戸時代以߱の᎟ཚよりফࣦしている෦分が多く、遺構は෦分的にしߐ、ճの一連の調査地はࠓ

か確認することができなかった。ߐ戸時代のこの地は、下海印寺村として෬ݟ宮Ոのྖ地であっ

た。この一画に阿弥陀寺がଘ在していたが、ࠓճの道路建設に伴って、寺はҠసしている。長岡

京市ڭҭҕһ会は下海印寺地区をର৅に古文書・建ங・ຽଏࢿྉなどから調査を行っている
ㅭ㉅̓ㅮ

。こ

第58ਤ　̟地区溝̨̙19・22・36・54࣮測ਤ
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れによると阿弥陀寺は、ਖ਼֮山を山号とし、ޫ明寺下にଐす西山ড়土फ೿の寺Ӄである。૑建時

期は不明であるが、ܚ長10（1605）年ʮ京都所࢘代上竹ࣻ໔状ʯにはদの๥（࣊ޫӃ）とともに寺名

が記ࡌされており、ʮ町村Ԋֵ調ʯでは延宝元（1673）年の開૑とする。本ଚ阿弥陀೗དྷ૾࠲には

元࿣15（1702）年のग書がある。境内の古いุ石には元࿣期のものもあることから、元࿣年間には

。地に寺として建立されていたとするݱ

発掘調査の݁Ռ、̘地区を中৺に、北は̟地区、東は̜・̝地区にかけてߐ戸時代の遺構が認

Ίられた。これらの遺構は、௚઀ではないがߐ戸時代の阿弥陀寺に関連すると൑அされる。

�1ɾ��（第60ਤ）　̟・̜・̝地区で̨̙21を、̘地区で̨̙89を検出した。これらの̨̙ߔ

溝は同一のもので、平安時代末期の屋敷地の堀と同じ位ஔで検出した。およそ500年を経た後に

同じ位ஔに溝を८らせたཧ༝はよくわからないが、一つには、प辺の地൫がେࡕ૚群の᛽૚௚上

にあたり、堀の埋Ί土は༰қに掘削できたたΊと考える。

̨̙89のن໛は、̟地区においては෯5.0～5.8ｍ、ਂさ1.1～1.2ｍを測る（第60ਤ）。溝ఈには׊

৭࠭質土（第15ਤ第16૚）、҉׊৭᛽土（第37ਤ第17૚）や҉׊৭土（第37ਤ第18૚）がଯ積していた。

これらの૚からは多量の陶磁器ྨが出土した。̘地区では෯5.0～5.9ｍ、ਂさ1.3ｍを測る（第６・

37ਤ）。溝ఈにはにͿいԫ৭土（第６ਤ第26・23૚、第37ਤ第32૚）がଯ積していた。̘地区にお

いては掘り௚しが認Ίられた。そのن໛は、෯3.4ｍ、ਂ さ0.9ｍを測る。溝ఈにはփԫ৭࠭質土（第

６・37ਤ第23૚）やԫ׊৭土（第６ਤ第25૚）がଯ積していた。これらの૚からも多量の陶磁器ྨ

が出土した。特に߳࿍をはじΊ෹൧器やՖළなどが出土しており、阿弥陀寺との関連をࣔࠦする

ものである。南北方向の溝の南୺෦は̨̙21との઀߹఺よりさらに南に向けて掘られ、ここから

খઘ川にഉਫしていたとࢥわれる。

̨̙21のن໛は、̘地区で෯5.0ｍ、ਂさ1.2ｍを測る（第38ਤ）。溝ఈにはԫ׊৭࠭土（第38ਤ第

第59ਤ　̝地区土坑̨̠44・86、̗地区土坑̨̠42࣮測ਤ
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̑૚）がଯ積しており、この૚か

ら近世陶磁器ྨが多量に出土し

た。̜地区においても෯4.7ｍ、ਂ

さ0.7ｍを測る。̝地区では北東方

向にେきくٷ状に۶ۂする。その

໛は෯4.2ｍ、ਂさ0.5ｍとઙいもن

のであった。ਫは東から西΁ྲྀれ、

̨̙89と߹ྲྀして南下し、খઘ川

΁とഉਫしていたと推定される。

これらの溝は、ߐ戸時代の下海印寺村内に設けられたഉਫのたΊの溝と考えられる。ਆ戸市立ത

物ؗやߴ௬市ڭҭҕһ会蔵の17世紀中頃のʮབ֎ਤሯ෩ʯに下海印寺村がඳかれているが
ㅭ㉅８ㅮ

、その

ֆਤにはこのような溝はඳかれていない。ֆਤによると、࣊ޫӃཪखの竹ᤵまでが下海印寺村で

あったことがうかがえ、ݱ在の位ஔ関係からその෇近までこの溝はଓいていると推測される。

51ɾ5�（第60ਤ）　̝地区の北東෦で検出した溝である。人頭େのࣗવ石を積み上͛て̨̙ߔ

第60ਤ　̘・̜・̝・̟地区ߐ戸時代遺構഑ஔਤ

第61ਤ　̘地区不明遺構̨̭440࣮測ਤ
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いる。྆溝も阿弥陀寺に伴う溝と

考えられる。ߐ戸時代の溝̨̙21

の埋຅後にஙかれていた。

ෆ໌遺��0̨̭ߏ（第60・61ਤ）

　̘地区東෦で検出した土坑であ

る。平面は方形をఄし、二ஈに掘

りࠐむ。土坑内はにͿいԫ׊৭࠭

土で埋まっていた。その上面をݓ

େの石で෴っていた。石は0.6ｍ࢛

方のൣ囲に集石する。土坑のن໛

は、上ஈが一辺0.8ｍ、下ஈが一辺

0.6ｍ、ਂさ0.25ｍを測る。ุであ

ったՄೳੑがある。

（岡⃻研一）

̒ɽग़౔遺෺

、ճの調査で出土した遺物はࠓ

ೄ文土器・弥生土器・須恵器・土師器・緑釉陶器・瓦器・ന磁・੨磁・近世陶磁器・瓦・石製品・

銭貨など整ཧശ127ശである。その内༁は、第970次が75ശ、第1007次が52ശである。

ʢ̍ʣೄจ࣌୅ɾݹ෿࣌୅ॳ಄（石製品、第62ਤ）

̍は̚地区̨̥37から、２は̘地区̨̥431から、３は̖地区̨̠142の西側のখઘ川΁のࣼ面

地内埋土中から出土した。̐は̚地区のਫ਼査中に、̑は古墳時代初頭の̖地区̨̠123から出土

した。̍・２は平面二等辺三֯形をఄし、側ԑは௚ઢ的である。基෦にਂい三֯形状のፘりをも

つ、Ԝ基式の石᭲である。３は側ԑが௚ઢ的な二等辺三֯形をఄす。基෦には、ઙい三֯形状の

ፘりをࢪす。̐は削器である。̑は౐石である。

（岡⃻研一）

ʢ̎ʣݹ෿࣌୅ॳ಄（第63～65ਤ）

̖・̘・̟地区の竪穴式住居跡、土坑、柱穴等から、整ཧശ約10ശ分の古墳時代初頭の土器が

出土している。̙・̟地区の後世の土坑内やแؚ૚からも良޷なࢿྉをಘることができたので、

関連遺構のଘ在を考えࡌܝした。以下、遺構͝とにそのৄࡉをड़΂る。

６～33は、̖地区竪穴式住居跡̨̝121から出土した。࢒ଘ཰はߴく、ਤ化した28఺のうち、

約൒਺の土器がほぼ׬形に復元できる。器種は、ᆵ、ᙈ、ߴഋ、器୆、ുからなり、όϥΤςΟ

に෋む。まͣᆵの形式には、؇やかに֎൓するޱԑをなすޱ޿ᆵ（６・̓）、ᰍ෦が֎൓する二ॏ

ᰍᆵ（̕）や、୹ᰍᆵ（10）がある。これらのうち、６のࡉԑを特௃とするޱԑᆵ（８）、内࿷するޱ

ԑ෦は一෦Ṟ཭している。଻土には、੺৭ൗཻが多量にޱ、ԑをなすものであるޱᆵはਨ下ޱ޿

第62ਤ　出土遺物࣮測ਤ（̍）
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ؚまれ、৭調はઙいԫᒵ৭（7.5:3 8/4）をఄする。ᙈは、弥生系タタΩᙈから構成され、器ߴに

よって、25Dmલ後（11・17・18・20・21）、20Dmલ後（12～14・22）、14Dmલ後（15・16・19）の

ものにେきく分けられる。ޱԑ෦の形ଶは、いͣれもʮくʯࣈ状ޱԑをなし、ޱԑ୺෦はؙくお

さΊるものが主ମをなすが、11のみはޱԑ෦を௓Ͷ上͛るタΠϓである。ޱԑ෦の特৭として、

ԑ෦֎面は、通ৗ、ԣϋέあるޱ、ԑ୺面に̍条の௜ઢをもつもの（16・20・21）がある。またޱ

いはԣφσ調整によってॲཧされるが、ॎ方向のϋέ調整によって࢓上͛るものがあり（17・

21）、特௃的なख法として஫目される。ମ෦は、右上がりのタタΩを基調とし、ఈ面から約３分

の̍のߴさをલ後する位ஔで、明ྎにタタΩ方向がม化し、分ׂ成形がなされたことがӐえる（14・

18・21・22）。分ׂ成形による೪土઀߹ࠟは、板状のφσを多用することによって׬શにফして

いるものがある（17）。ఈ෦はྠ୆状をఄするものが主ମをなす。14は、ޱԑ෦の約൒分が࢒ଘす

るが、ޱԑの成形がなされておらͣ࿪な形状をఄする。ᙈの଻土は、ࠞ࿨ࡐとして、主に石ӳ・

長石のほか、ଯ積ྨؠをؚみ、Ե܇地域に特௃的な੺৭ൗཻをؚむ。৭調は、にͿいԫᒵ৭（10:3 

7/2）をఄするもの（11）があるが、શମににͿいᒵ৭～੺׊৭系の৭調をఄするものを基調とする。

15は、一෦左上がりタタΩࠟを認Ίるখ形ᙈである。24は、ಥ出したఈ෦をなすことから、タタ

Ω成形によるᆵのఈ෦とみられる。29・30はߴഋである。ഋ෦が長く֦ுし、εΧート状に開く

෦が明ྎに۶٭、ഋ（29）とߴをもつ東海系の系ේ上に೿生したとみられるঙ内ซ行期に通༗の٭

ഋの古式のタΠϓがある（30）。ともに̍～３mmେの੺৭ൗཻをؚߴ内系ـして開くいわΏるۂ

み、৭調はଞの土器群とൺֱしڧい੺৭系の৭調をఄする（29は5:3 5/6、30は103 5/6）。32の

器୆は、近ߐ・東海系ߴഋに特௃的な形式で、٭෦からड෦΁େきく۶ۂして開く形式で、ޱԑ

෦֎面に一条の௜ઢをࢪす。33のുは、ʮくʯࣈ状ޱԑをもち、ܘޱがେきく開くタΠϓで、֎

面にφσ、内面はϋέ調整によるૈ製品である。̨̝121出土ࢿྉは、内面ϋέ調整を主ମとす

る弥生系タタΩᙈを૊成の中৺とする一ׅࢿྉであるが、近ߐ・東海系器୆（32）の形ଶにՃえ、

がେきく開くタΠϓ（29）をؚむことから、ঙ内ซ行٭、ഋの形式のなかには、ഋ෦にྏをもちߴ

期中ஈ֊にؼଐする土器群である。

34・35は、̖地区土坑̨̠149から出土した。34は、内֎面にϛΨΩをࢪすਫ਼製品のുである。

35のߴഋは、ޱԑ෦がܽଛするが、長く֦ுするޱԑをもつ形式とみられる。

36は、̟地区竪穴式住居跡̨̝82から出土した弥生系タタΩᙈである。ޱԑ෦はडޱ状をఄす

る近ߐ系とのં஭的な特৭をもつ。ମ෦下෦に઀߹ࠟが確認され、２ஈ֊の分ׂ成形によるもの

である。ఈ෦がいわΏるྠ୆ٕ法によらͣ、খ形化した平ఈであることから、ঙ内ซ行期લ൒の

。ྉとみられるࢿ

37～50は、̖地区土坑̨̠123から出土した。37は୹ᰍᆵである。֎面φσ調整、内面にϋέ

調整をࢪす。38・39は、খさくಥ出したఈ෦の形状から、タタΩ成形をࢪすᆵఈ෦とみられる。

40はखづくͶによるᆵの一෦と推定される。42～45は弥生系タタΩᙈである。いͣれもʮくʯࣈ

状ޱԑをなす。42が୺෦をؙくೲΊるのにରし、43～45は୺෦に面をなす。࢒ଘ状گのൺֱ的良

を用۩޻す。43の上൒は板状ࢪな43は、୺෦をわͣかにఠみ上͛、内面をϋέ調整後にφσを޷
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いたφσである。48はٖԜઢ文をもつ、༗ஈޱԑᙈのޱԑ෦である。ޱԑ෦֎面に̐条からなる

多条௜ઢ状の明ྎなٖԜઢ文をࢪす。அ面の形状から、ޱԑ෦がۉ一なްみをもち、ޱԑ෦ड෦

֎面に、ڧいφσによる۶ۂを認Ίないことから、ࡉ片ࢿྉではあるが、北཮系ᙈの一෦と推定

する。46はۼみఈをఄする弥生系タタΩᙈのఈ෦で、47はുあるいはᙈのఈ෦である。49はεΧ

ート状に޿がるߴഋ٭෦の一෦である。50はޱԑ෦にٖԜઢ文をࢪすുである。֎面にϋέ後一

෦φσ、内面にϋέ調整をࢪす。ମ෦の下൒で明ྎに۶ۂし、ఈ෦はέズリ調整によってઑఈに

形で出土したものだが、ఈ෦がઑఈであり、୯ମでࣗ立しない。同一׬上͛られている。ほぼ࢓

遺構から器୆は出土していないが、ఈ෦の形状から、本དྷ、器୆と૊み߹わせで用いられたുで

あることは明らかである。ുମ෦の۶ۂから、ରԠする器୆の形状は、近ߐ・東海系の٭とड෦

に明ྎな۶ۂをもつタΠϓの器୆と推定される。ുは、明ྎな༗ஈޱԑをなすものではないが、

内面がബく࢓上͛られていることから、ٖԜઢ文系土器の系ේにあるものとみられ、ൖೖ土器と

推定されるものである。ରԠする器୆との関係から、ٖԜઢ文系土器分布ݍとの઀఺となるބ西

およびބ北地域पԑに༝དྷするものであるՄೳੑがߴい。51は̟地区̨̝82を੾る形で検出した

土坑̨̠35から出土した。ޱԑ෦のٖԜઢ文を特௃とする北近ـ系の器୆である。ٖԜઢ文がୀ

第65ਤ　出土遺物࣮測ਤ（̐）
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化し、ࡉい಑෦をఄすることから、ঙ内ซ行期中ஈ֊にซ行するࢿྉとみられる。̨̠35は、̟

地区の̨̝82を੾る形で検出していることから、この遺物は住居跡に伴うՄೳੑがߴい。52は、

̘地区柱穴̨̥153から出土した弥生系タタΩをࢪすᆵのఈ෦とみられる。ఈ෦֎面に木༿ࠟが

認Ίられる。53は、̙地区แؚ૚から出土した。ޱԑ෦をܽଛするがೢۄ状の形状からࡉᰍᆵの

ମ෦とみられる。ମ෦֎面にࡉかなϛΨΩをࢪすਫ਼製品である。

以上、ৄड़した̖・̘・̙・̟地区から出土した土器群には、ؼଐ時期にେきな時期෯は認Ί

られͣ、いͣれも古墳時代初頭のঙ内ซ行期લ൒にؼଐするࢿྉと考えられる。

（ࢠ野ཅߴ）

ʢ̏ʣݹ෿࣌୅ظޙ（第66～68ਤ）

第66～68ਤにࡌܝしたものは、主に古墳時代後期の遺構から出土した須恵器と石製品である。

57・62・67は̖地区̨̝156から、56・63・72・86・87・101は̘地区̨̝127から、73・75・

77・78は̘地区̨̝350から出土した。70・96・99・100は̘地区̨̝351から、58・60・65・

71・76・83・88・97・98は̚地区̨̝101から、61・69・81・84・85・89は̚地区̨̝102から、

59・64・82・95は̚・̟地区̨̝103・79から出土した。90・91は̗地区̨̠125から、92～94は

̘地区̨̠128から、74は̘地区̨̠394から、54は̖地区̨̙144から出土した。68は̘地区̨

̥185から、80は̘地区̨̥457から、55は̙地区̨̥482から、66は̚地区̨̥18から、79は̝

地区แؚ૚から出土した。

54～59は須恵器ഋ֖である。54はఱ井෦とޱԑ෦との間のྏઢがӶくදݱされている。陶༢編

年̩̠47ซ行期のものである。55・56・58は֎面のྏઢが不明ྎながらもදݱされ、ޱԑ୺෦内

面にஈが認Ίられる。̩̠10ซ行期のものと考える。57はఱ井෦とޱԑ෦との境界のྏઢが不明

ྎながらもදݱされ、ޱԑ୺෦内面のஈは明ྎである。̢̩15ซ行期のものである。59は֎面の

ఱ井෦からޱԑ෦にかけてؙく成形されており、ޱԑ୺෦内面のஈが認Ίられる。̩̠10～43ซ

行期のものである。60～71はഋ਎である。61・62・68はたちあがりが長く௚立ؾຯに立ち上がり、

ԑ୺෦内面にஈが認Ίられる。̢̩15ซ行期のものである。60・63～67・69～71は立ち上がりޱ

がやや୹く内܏しており、ޱԑ୺෦内面のஈは不明ྎである。̩̠10ซ行期のものである。72は

ᙈのޱԑで、ٯʮϋʯのࣈ状をఄしている。73・74は須恵器ᆵである。73は୹く֎൓するޱԑ෦

で、74はఈ෦がわͣかにؙみをଳび、ݞ෦がுる。ମ෦下൒は、ΧΩ目をࢪす。75～77が須恵器

ԑ෦ޱ、一ஈεΧシのものと推測される。75はഋ෦ఈ面֎面に列఺文と௜ઢがあり٭ഋで、長ߴ

΁とҠる。77はഋ෦のޱԑとఈ෦の間にஈが෇き֎൓するޱԑを༗している。78は須恵器ఏළで、

ମ෦のࣖはܽଛしている。79は๰਴ंで、側面下൒は෯̍Dmఔ౓で面औりがなされる。ఈ面には、

ࣛのઢࠁがઙくࢪされていた。80～86は須恵器器୆である。̚地区の竪穴式住居跡内や̘地区の

竪穴式住居埋土中から出土した。これらの遺物から、෇近に古墳がଘ在したՄೳੑをࣔࠦすると

考えた。

87～94は土師器ᙈである。87・88はখܕで、୹いޱԑ෦が௚立ؾຯに立ち上がる。89～93はখ
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ٯԑが֎方に৳びるものである。94は長಑のମ෦にޱ状のᰍ෦からࣈで、ؙいମ෦にʮくʯのܕ

ʮϋʯࣈ形のޱԑがつく。95は土師器ߴഋで、ഋ෦は൒ԁ状のମ෦で֎方のԣ方向にҾき出され

たޱԑ୺෦を༗する。96～100は土師器ᆵで、96はؙいମ෦に୹く௚立ؾຯのޱԑがつく。97～

100はٿ形のମ෦に、ٯʮϋʯのࣈ状に֎方にେきく開くޱԑを༗する。101はӋזで、長಑のମ
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෦にʮくʯのࣈ状のޱԑを༗し、ᰍ෦下に௳が८る。̘地区̨̝127の竈प辺および埋土から出

土した。

ʢ̐ʣಸྑ࣌୅຤ʙฏ҆࣌୅લظ（第69～71ਤ）

第69ਤには、須恵器と銭貨をࡌܝした。102～110・112・115～122・124は̗地区̨̙79から、

111・113は̖地区̨̙132から、114は̝地区แؚ૚から、123は̖地区̨̠143から出土した。第

70・71ਤにはϛχνϡΞ土器や土馬、土師器をࡌܝした。125・127～138・144・145・147～

159・161～164・167は̗地区̨̙79から、146は̖地区̨̙119から、126・139・140・143・160

は̖地区̨̙132から出土した。165は̝地区̨̥84から、166は̘地区̨̠336から出土した。

141は鎌倉時代の遺構である̝地区̨̠44にࠞೖしていた。142はߐ戸時代の遺構である̘地区̨

̙89にࠞೖした遺物である。102は、ߖேे二銭の一種であるᤈ年通ሞ（760年初ர）である。

103～105は須恵器ഋ̗֖で、器ߴが௿く、つまみが෇けられた中ԝ෦分が下方にくぼむもので

ある。106は110・108・107、ࡼはഋ̗、109はഋ̖である。110のߴ୆はഋఈ෦にʮϋʯのࣈ形に

షり෇けられている。111～113・115・116はᆵ̡で、ٿ形をఄしたମ෦に௚立したᰍ෦からやや

֎方に開くޱԑがつくものである。奈良時代末から平安時代લ期のものである。114は౗ཛ形の

ମ෦をఄし、ճసࢳ੾りのఈ෦を༗する。̕世紀中༿頃のものである。117・118はᆵ̜である。

119は須恵器ᆵ̝で、ݞ෦がுり、ޱԑ෦が֎൓しつつ上方に৳びる。ఈ面ࢳ੾りである。120・

121は須恵器ᆵ̖֖である。122は須恵器ᆵ̖で、ٿ形のମ෦に୹いޱԑがつく。123は須恵器ുで、
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ఈ෦にߴ୆を഑し、ؙいݞ෦にʮくʯのࣈ状に۶ۂしたᰍ෦から୹いޱԑ෦がつく。124は須恵

器ᙈである。

125～136はϛχνϡΞࠋで、ٯԁਲ਼をした形ଶである。ఈ෦はઑఈのもの（125～127）、ؙఈの

もの（130・131・133～135）がある。ޱԑ෦はやや内࿷するもの、֎࿷するもの、௚ઢ状にऴわる

ものがある。137・138はϛχνϡΞ竈で、ขきޱ෦に൳を༗する。139～146は土馬で、頭෦・ମ

෦・٭のഁ片が出土しており、શମが遺ଘするものはない。147・148はখܕの土師器ᆵで、֎൓
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する୹いޱԑを༗する。149・150・152・153は土師器ࡼで、149はఈ෦෇近をέズリで調整する。

150・152・153はφσによる調整である。151・154は土師器ഋで、ともにφσによる調整である。

155～157は土師器ᆵ̗である。ؙい಑෦にᰍ෦がしまってݞがுり、ޱԑ෦が୹く֎൓して立ち

上がる。158は製Ԙ土器である。159～161は土師器ᆵ̚で、ݞ෦が内側に۶ۂし、୹く立ち上が

第72ਤ　出土遺物࣮測ਤ（11）
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るޱԑ෦を༗する。֎面はஸೡにԣ方向にϛΨΩをࢪしている。163は土師器̗ࡼである。内֎

面ともにφσで࢓上͛られている。162は֖で֎面にϔϥϛΨΩ調整がなされている。164～167

は土師器ᙈで、ؙいମ෦にʮくʯのࣈ状に۶ۂするᰍ෦から୹く֎方に৳びるޱԑ෦を༗し、ޱ

ԑ୺෦は内側にංްする。

第72ਤはߖேे二銭である。168は長年େ๛（848年初ர）で、̝地区のਫ਼査中に出土した。169

は᰸益ਆሞ（859年初ர）で、̝地区̨̭46から出土した。170～184はః؍Ӭሞ（870年初ர）で、̝

地区̨̭46から出土した。185・186は׮平େሞ（890年初ர）である。185は̝地区̨̭46から、

186は̝地区のਫ਼査中に出土した。

ʢ̑ʣฏ҆࣌୅ظޙ（第73ਤ）

187・193・197・199は、ߐ戸時代の溝である̝地区̨̙21内から出土した。188は方形区画に

伴う土橋̨̭133内埋土中から、192・198は堀̨̙111から出土した。いͣれもࠞೖ遺物である。

189は̗地区̨̠126から、190は̝地区̨̥94から、191は̝地区̨̠53から、195は̝地区̨̠

44から出土した。196は̨̭27から、194は̘地区̨̥467から、200は̘地区̨̥189から出土した。

187・188は須恵器椀でఈ෦ࢳ੾りである。ُ岡市ࣰ༼跡群の西長ඌ３号༼にซ行し、10世紀લ

後のものである。189は緑釉陶器で、ମ෦にྏઢが認Ίられる。190はແ釉陶器の椀である。191

～196はແ釉陶器の椀で、器นにϛΨΩがࢪされている。197・199は緑釉陶器のఈ෦である。197

は削り出しߴ୆で、ࠐݟみにトνンのࠟ跡がある。199はऄの目ߴ୆である。198はແ釉陶器の椀

である。200はແ釉陶器で、ऄの目ߴ୆である。

この時期の遺構は検出しなかったが、下海印寺遺跡ではこの時期の土器が出土しており、一ൠ

的な集落とはੑ֨のҟなるࢪ設がଘ在したՄೳੑがࢦఠされている。ࠓճの調査で検出した平安

時代末期の屋敷が出ݱする基൫になったՄೳੑが考えられる。
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ʢ̒ʣฏ҆࣌୅຤ظʙח૔࣌୅（第74～77ਤ）

201は̘地区̨̙111から、202は̟地区̨̙50から、203・204はߐ戸時代の遺構の᎟ཚ内から

出土した。205・206・248は̚地区̨̠34から、207・208は̚地区̨̥06から、209は̘地区̨̙

111から、210は̝地区̨̙50から、211は̚地区̨̥51から、212は̝地区̨̠44から出土した。

213～216・218～223・232・237・238・247は̘地区̨̙111から、217は̘地区土橋̨̭133内

埋土中から、224は方形区画の南西コーφー෦である̨̙111と̨̙266の߹ྲྀ地఺から出土した。

226～231・234～236・249は̝地区̨̙50から、233は̝地区̨̠44から出土した。225・242は̚

地区̨̥01から、239は̚地区̨̥08から、240は̚地区̨̥110から、241は̚地区̨̥07からの

出土である。243は̚地区̨̥03から、244は̚地区̨̥92から、245は̚地区̨̥80から、246は

̝地区̨̥64から出土した。

250～256・258・286～289・291は̘地区̨̙111から、257は̝地区̨̙50から、259・281・

290は土橋̨̭133から出土した。260～263・282は̚地区̨̥01から、264は̚地区̨̥08から、

265・266・283は̚地区̨̥33から、267・268は̚地区̨̥40からの出土である。269は̚地区̨

̥52から、270は̚地区̨̥53から、271・272は̚地区̨̥79から、273は̚地区̨̥91から、

274～280は̝地区̨̠44から、284は̚地区̨̥38から、285は̚地区̨̥35から出土した。

201～204は北૙銭で、201がՅ༞通ሞ（1056年初ர）、202・203は元๛通ሞ（1078年初ர）、204が

元༞通ሞ（1086年初ர）である。

205～212はന磁࿸である。ମ෦が௚ઢ的に立ち上がりޱԑ෦がେきく三֯形状にංްするもの

（205～209・211）と、内࿷しながら立ち上がりޱԑ෦がখさく三֯状にංްするもの（210）がある。

210はଞのものよりも古く11世紀後൒と考える。

213～246は瓦器で、225・226は228・227、ࡼはখ椀で、ଞは椀である。椀は、そのେ൒がೇ༿

がଘ在する。そのൺ཰は、おおむͶ（231・224）ܕと࿨ઘ（236・229）ܕのもので、わͣかにେ࿨ܕ

み内に連ଓ長ପԁ状のϛΨΩが、229・231は連݁ྠ状のࠐݟで̍ˋલ後とみられる。221はܕ྆

҉文がࢪされているのにରして、େ多਺のものはࠐݟみ内にδάβά҉文をࢪしている。213～

224はମ෦のϛΨΩはີになされており、֎面においてはߴ୆షり෇け෇近までϛΨΩをࢪす。

୆はஅ面三֯形のしっかりとしたもので、11世紀末～12世紀初頭にかけてのものと考える。ମߴ

෦֎面のϛΨΩをߴ୆షり෇け上方までࢪす232・239は12世紀中༿のものとࢥわれ、229はମ෦

֎面のϛΨΩがرബになることから12世紀後൒のものと考えられる。245はܘޱがখさく、器ߴ

も௿いことから、やや時期が下り、12世紀後༿～13世紀લ༿のものと考える。213～224や232が、

方形に区画された屋敷地関連遺構から出土したことから、この屋敷地は11世紀末～12世紀中༿に

かけてଘଓしたものと考える。247は瓦質のുである。248・249は瓦質のӋזである。

250～291は土師器ࡼで、286～291は٭෇きのものである。ࡼにはখܕのものとେܕのものがあ

る。খܕのものの形ଶは、コーεター形をఄするもの（250）、ʮてʯのࣈ状ޱԑ（251～254・258・

259）を༗するもの、ޱԑ୺෦下をڧくφσて֎൓するもの（255・256・260～264・266～280）があ

る。େܕのものには、ٯʮϋʯࣈ状にେきく֎൓するもの（281）、ޱԑ下をڧくなでて୺෦が֎
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൓するもの（282～285）がある。252は11世紀後൒～12世紀初頭のものである。୆෇ࡼが多く出土

した఺は、11世紀後൒頃の特௃の一つと考える。

292～299は瓦で、292・293は̝地区東෦のแؚ૚から、294・295は̝地区̨̙50から出土した。

296は平瓦で、̖地区̨̙132から出土した。297はؙ瓦で̟地区̨̙50から、298はؙ瓦で̝地区

̨̙50から、299はؙ瓦で̝地区̨̙50から出土した。

（দ　อ・岡⃻研一ؠ）

ʢ̓ʣ࣌ށߐ୅（第78～83ਤ）

溝̨̙89上૚からは、中世後൒期から近世にかけての陶磁器や銭貨などが多਺出土したが、多

くを઎Ίるのは近世陶磁器である。陶磁器ྨでは、࢈ࠃの製品が多い。さらに、中ࠃやே઱Ԧே

戸時代のංલ陶磁器ߐ、のものとしては࢈ࠃ。の༌ೖ陶磁器がわͣかにؚまれる࢈ （ྨ౜津・伊

ສཬ）が多਺を઎Ίる。ほかに、੉戸ඒೱや京都・৴ָ・丹೾などの製品がؚまれる。

̰�ಃ࣓ث

301は中ࠃ製の੨磁࿸で、ࠐݟみにԁࠁがある。ߴ୆5.2ܘDmを測る。302・303は੉戸ඒೱমの

ఱ目椀でମ෦はؙຯをもつ。16世紀後൒頃の製品とみられる。302は11.6ܘޱDm、器6.1ߴDm、

ԑ෦はほぼޱ、しۂԑ෦が明ྎに۶ޱ4.5Dmを測る。304は੉戸ඒೱমのఱ目椀で、ମ෦とܘ୆ߴ

ਨ௚に立ち上がる。17世紀લ൒頃の製品とみられる。330・331は京মの৭ֆ椀で、330には内面

にۚ࠼がみとΊられる。17世紀頃の製品とみられる。

第76ਤ　出土遺物࣮測ਤ（15）
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305～314はංલ陶器（౜津）の椀である。305・306は、刷ໟ目椀で、内֎面にന土を刷ໟృりす

る。17世紀後൒頃の製品である。305は10.8ܘޱDm、器4.8ߴDm、ߴ୆4.1ܘDmを測る。307は、

17世紀後൒頃の製品である。308～313は、ࠐݟみにޖ須で山ਫ文をඳく。଻土はਫ਼良である。い

わΏる、京ম෩ංલ陶器である。ߴ୆内に ňখদ٢ŉ（308）、ň木下弥ŉ（309）、ň৿ŉ（310）、ňਗ਼

ਫŉ（311・312）、ň新ŉ（313）のࠁ印をԡす。17世紀後൒頃の製品である。314はؙ椀で、੨釉を

。4.7Dmを測るܘ୆ߴ、6.0Dmߴ10.2Dm、器ܘޱ。すࢪ

315～329はංલ磁器（伊ສཬ）の椀である。315はകथ文છ෇椀で、器଻はബखであり、文༷は

ൺֱ的ஸೡにඳかれる。17世紀後൒頃の製品とみられる。10.0ܘޱDm、器5.8ߴDmを測る。316

は٠Ֆ文છ෇椀である。器଻はബखで、ࢪ文もஸೡである。京都からの஫文品で、18世紀頃の製

品とみられる。10.3ܘޱDm、器5.8ߴDm、ߴ୆4.8ܘDmを測る。317は໢目文છ෇椀で、内面ࠐݟ

みに٠Ֆ文、प囲に໢目文をඳく。֎面には二本ඳきの二ॏ໢目文をࢪす。ߴ୆内にはӔ෱文を

ඳく。18世紀頃の製品とみられる。9.8ܘޱDm、器5.2ߴDm、ߴ୆4.2ܘDmを測る。318～322は૲

Ֆ文છ෇椀である。器଻はްखで、いわΏる ňくらわんかŉ 椀である。18世紀頃の製品とみられ

る。320は10.3ܘޱDm、器5.7ߴDm、ߴ୆4.1ܘDmを測る。325・326・327はછ෇椀で、૲Ֆ文や

দ竹ക文をඳく。器଻はްखで、いわΏる ňくらわんかŉ 椀である。323・324はコンχϟΫ印൛

のછ෇椀で、323は࡫文を、324はՖ文をࢪす。器଻はްखで、いわΏる ňくらわんかŉ 椀である。

18世紀頃の製品とみられる。324は10.1ܘޱDm、器5.3ߴDm、ߴ୆4.3ܘDmを測る。328はखඳき

とコンχϟΫ印൛ซ用のછ෇椀で、૲Ֆ文をखඳきし、দथ文をコンχϟΫ印൛でࢪす。18世紀

頃の製品とみられる。10.5ܘޱDm、器5.6ߴDm、ߴ୆5.2ܘDmを測る。329は੺ֆ椀で、છ෇に੺

釉でՖ文を上ֆ෇けする。ࠐݟみはແ釉であり、మ釉で٠Ֆ文をඳく。なお、このような上ֆ෇

けが、生࢈地でおこなわれたものか、ফඅ地でࢪされたかは不明である。ఈ෦がްखであり、ň

くらわんかŉ 椀にଐするものと考えられる。18世紀頃の製品とみられる。12.1ܘޱDm、器ߴ

5.5Dm、ߴ୆4.3ܘDmを測る。

300は中ࠃ製の੨Ֆ磁器ࡼである。16世紀લ൒頃の製品とみられる。ߴ୆7.2ܘDmを測る。334

は੉戸ඒೱমのԫ੉戸ؙࡼである。8.6ܘޱDm、器1.4ߴDm、ߴ୆5.6ܘDmを測る。335は੉戸ඒ

ೱমのփ釉ંԑࡼ٠である。10.9ܘޱDm、器2.2ߴDm、ߴ୆5.8ܘDmを測る。この２఺は16世紀

後൒頃の製品とみられる。

336～340はංલ陶器のࡼである。336・337はփ釉ஈࡼである。ࠐݟみに࠭目の目ࠟが࢒る。17

世紀初頭頃の製品とみられる。336は12.8ܘޱDm、器3.1ߴDm、ߴ୆5.0ܘDmを測る。338・339・

340はࠐݟみにはऄの目状のແ釉෦分があり、ॏͶমきのࠟ跡が࢒る。338・339は෦分的に銅緑

釉をਨらしこむ。17世紀後൒の製品とみられる。338は13.2ܘޱDm、器4.2ߴDm、ߴ୆5.0ܘDmを

測る。

341～349はංલ磁器のછ෇ࡼである。341は内面にࢠࢰ文とみられるಈ物文をඳく。中ࠃ製の

古છ෇などをਅࣅたものか。13.8ܘޱDm、器3.1ߴDm、ߴ୆5.6ܘDmを測る。344もややஓ੿であ

るが同文であり、あるいは一૊のものか。342・343はՖი文をඳく。345はௗ文をඳき、ޱԑ୺
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෦にమ釉をࢪす。13.2ܘޱDm・器2.9ߴDm・ߴ୆6.0ܘDmを測る。347はஈࡼで、ਧ墨ٕ法でࢪ文

する。346はࠐݟみがऄの目状のແ釉で、ॏͶমきのࠟ跡が࢒る。֎面ߴ୆ࡍもແ釉である。以

上̓఺は、17世紀લ൒頃の製品である。348・349はࠐݟみ中ԝにコンχϟΫ印൛でޒหՖ文をࢪ

し、प辺෦に૲Ֆ文をඳく。器଻はްखである。18世紀の製品である。348は12.9ܘޱDm・器ߴ

3.5Dm・ߴ୆7.7ܘDmを測る。

350はංલ磁器の੨磁ஈࡼである。内面にऄの目状のແ釉෦分があり、ॏͶমきのࠟ跡が࢒る。

֎面ߴ୆ࡍはແ釉である。17世紀લ൒から中༿頃の製品とみられる。351はංલ磁器のંԑ੨磁

ുで、ޱԑ෦にઠ޸がある。17世紀の製品とみられる。

352はே઱Ԧேの൒磁଻のന磁ࡼである。内面には࠭目の目ࠟが࢒る。内面पԑ෦にはࠇ土を

৅ቕしてࢪ文する。ߴ୆6.0ܘDmを測る。17世紀の製品とみられる。

361はංલ磁器のԷ目ࡼである。ߴ୆は෯޿のऄの目状である。17世紀の製品とみられる。362

はංલ磁器のછ෇େࡼである。٠ਫ文をඳく。17世紀લ൒頃の製品とみられる。363はංલ磁器

の੨磁ࡼである。17世紀の製品とみられる。364はංલ陶器の࿇༿形ࡼである。内面にޖ須でബ

く༿຺をඳく。ߴ୆内に ňࣲŉ のࠁ印をԡす。଻土はਫ਼良で、ߴ୆はߴい。京ম෩ංલ陶器であ

る。17世紀後൒頃の製品とみられる。365はංલ陶器の三ౡുである。内面に印Ֆ文をࢪし、ݟ

11.1Dmを測る。17世紀後൒ܘ୆ߴ、9.2Dmߴ28.5Dm、器ܘޱ。みに̕か所の࠭目の目ࠟがあるࠐ

頃の製品である。366はංલ磁器のછ෇ുである。ࠐݟみにऄの目状のແ釉෦分があり、ॏͶম

きのࠟ跡が࢒る。20.7ܘޱDm、器6.2ߴDm、ߴ୆8.0ܘDmを測る。367は੉戸মのਂുである。ݟ

みに٠Ֆ文をԡ印する。18世紀後൒以߱の製品とみられる。368は৴ָমのᆵである。଻土にࠐ

長石ཻが多くؚまれる。器16.9ߴDmを測る。369はංલ磁器のછ෇ළである。17世紀後൒以߱の

製品か。

353～359は土師器ࡼである。ޱԑ෦にഗが෇ணするものがあり、౯明ࡼとして࢖用されたもの

もある。358・359は、内面のఈ෦とޱԑ෦の境に௜ઢをもつ。358は10.8ܘޱDm、器1.7ߴDmを

測る。17世紀のものとみられる。332・333はࢪ釉土師器ࡼである。ޱԑ୺෦に౯ਊஔきを෇する。

358・359と同༷、内面のఈ෦とޱԑ෦の境に௜ઢを࣋つ。360は陶器製の౯明ࡼである。ܘޱ

6.5Dm、器1.2ߴDmを測る。

370～377はංલ磁器の෹൧器である。377は8.5ܘޱDm、器6.3ߴDm、ߴ୆4.9ܘDmを測る。17

世紀後൒から18世紀のかけての製品とみられる。378はංલ磁器のછ෇খළである。簡ུな૲Ֆ

文をඳく。17世紀中༿から後൒頃にかけての製品とみられる。379は੉戸ඒೱমの஡ೖである。

మ釉をࢪし、下෦はແ釉である。ߴ୆はࢳ੾りである。17世紀頃の製品か。ߴ୆4.6ܘDmを測る。

380はංલ磁器のછ෇খ椀で、ޱԑ෦にӍ߱文をඳく。18世紀後൒頃の製品か。8.3ܘޱDm、器ߴ

4.6Dm・ߴ୆3.8ܘDmを測る。381はංલ陶器のখ椀で、మ釉をࢪす。6.8ܘޱDm、器3.6ߴDm、ߴ

୆3.6ܘDmを測る。382はංલ磁器の౵ܕ椀である。֎面に੨磁釉をࢪし、内面はന磁である。18

世紀後൒頃の製品とみられる。386・387は京মの椀である。మ釉などでຮ૲文や垣文をඳく。

386は11.1ܘޱDm、器5.9ߴDm、ߴ୆4.2ܘDmを測る。
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383～385はංલ陶器の߳࿍である。ޖ須やమ釉で౜૲文やകथ文をඳく。内面はແ釉である。

17世紀後൒頃の製品か。383は9.8ܘޱDm、器6.9ߴDm、ߴ୆5.3ܘDmを測る。390はංલ磁器のછ

෇Ֆළで、಑෦とᰍ෦の境がଳ状に๲らむ形ଶである。17世紀末から18世紀લ൒頃の製品とみら

れる。11.0ܘޱDm、器18.5ߴDm、ߴ୆7.6ܘDmを測る。388はංલ磁器の੨磁Ֆළで、390と同༷

の形ଶである。389はංલ磁器のછ෇ළで、༉ᆵ形である。18世紀頃の製品とみられる。391はං

લ陶器でന土を刷ໟృりした後、మ釉や銅緑釉でদ文をඳく。17世紀後൒以߱の製品とみられる。

392は丹೾মのᎬുである。内面にૈい۳ඳきのᎬ目をࢪす。393は৴ָমのᎬുである。これ

ら２఺は17世紀の製品とみられる。395はࡖᎬുで、ີなᎬ目をࢪす。18世紀の製品とみられる。

394は৴ָমのਂുとみられる。400は丹೾মのᆵである。17世紀の製品か。15.3ܘޱDm、器ߴ

54.1Dm・ߴ୆19.5ܘDmを測る。401は丹೾মのᙈである。61.0ܘޱDmを測る。396～399は෬ݟ人

形である。ௗや西行、ಈ物、狛ݘ形である。

̱�મ՟

Ӭ通ሟが出土している。ਤࣔしたものは、શて銅製の一文銭である。402～411はいわΏる׮ ň

古׮Ӭŉ である。׮Ӭ13（1636）年～ສ࣏２（1659）年にர଄されたものである。412～422はいわΏ

る ň新׮Ӭŉ である。このうち、419・421・422はഎ面に ň文ŉ のࣈをர出す。いわΏる ň文銭ŉ

とݺ͹れるもので、׮文８（1668）年～ఱ࿨３（1683）年にர଄されたものである。412～418・420

は元࿣10（1697）年以߱にர଄されたものである。418は、എ面に ň元ŉ のࣈがர出されている。

それ以֎はഎ面ແ文である。

̲�ੴ଄ྠޒౝ

423は、一石ྠޒౝの෩ۭྠである。ۭྠの宝च形の先୺は؇やかにઑる。中世後期頃のもの

とみられる。424はྠޒౝの෩ۭྠであるが、෩ྠの੥Ֆ基෦がഁଛしており、一石ྠޒౝ、別

石ྠޒౝの区別は不明である。ۭྠの宝च形の先୺がಥ出してઑりؾຯであり、ߐ戸時代લ期頃

のものであるՄೳੑが考えられる。425は別石ྠޒౝの෩ۭྠである。෩ྠ下෦にಥ出したᢌが

。戸時代લ期頃のものであるՄೳੑがあるߐ、る。ۭྠの宝च形の先୺がಥ出してઑっており࢒

（Ҿ原ໜ࣏）

̓ɽ·ͱΊ（第84～86ਤ・෇ද）

下海印寺遺跡の調査としては、աڈ਺ճの調査が࣮ࢪされてきた。その中でも西条地区प辺の

調査はいͣれも京都第二֎環状道路建設に伴う調査で、このप辺の༷૬が明らかとなってきた
ㅭ㉅̕ㅮ

。

西条प辺には、西から方ؙ・ඌྲྀ・西条となり、南西に上内ా地区があり、下海印寺遺跡の南෦

にあたる。以下、この下海印寺西条地区प辺で検出した主要遺構を時期ຖに֓؍する。ߐ戸時代

についてはલड़したのでׂѪする。

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅ॳ಄　この時期の遺構はൣ޿囲に఺在している。上内ా地区で検出し

た溝̨̙2001（11：番号は෇දにରԠ。以下同じ。）は、෯８ｍのେきなྲྀ路が南東方向にྲྀれ、

その右岸ߴ୆上に竪穴式住居跡̨̝82（̐）や竪穴式住居跡̨̝121（̑）がӦまれている。̨̝121
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はϕッド状遺構を༗し、一辺̕ｍを測るେ形住居である。またそのप囲の௿位ஈٰ上では竪穴式

住居跡̨̝２（10）や̨̝58（２）、̨̝05（３）を検出した。特に̨̝２は、多֯形住居である。

ඌྲྀ地区では溝̨̙25（19）、上内ా地区では溝̨̙1001・2001（37）を検出した　ظޙ෿࣌୅ݹ

ことから、ஈٰ੄෦をେきくऄ行しながらྲྀれるྲྀ路が復元できる。その上面にあたるஈٰ上に

竪穴式住居跡がൣ޿囲に਺多くӦまれる。竪穴式住居跡は、ඌྲྀ地区東側から西条地区にかけて

分布しており、北・東にはさらに住居跡が分布していることが想定できる。いわ͹、େ集落の一

画を検出したといえよう。掘立柱建物跡としては（16・23）の２౩のみである。また溝̨̙95703（22）

は、෯3.6ｍを測り、ٷ状に検出した。竪穴式住居跡̨̝101・102・103（24～26）の埋土中から須

恵器器୆のഁ片が出土したことから、溝̨̙95703は古墳に伴う遺構であるՄೳੑも考えられる。

ಸྑ࣌୅ʙฏ҆࣌୅લظ　この時期の遺構は、掘立柱建物跡、柵列、溝跡、土坑などである。

ਤࣔしたൣ囲は、長岡京跡の南西෦である右京ࣣ条࢛๥े一・े二・े࢛町෇近にあたる。西条

地区南東۱から検出した溝̨̙79・112（49）については、その主࣠方向がਅ南北・ਅ東西からわ

ͣかにࣼ܏することから、長岡京跡の側溝にはならないと൑அした。一方、ਅ東西を向く溝̨̙

366（47）は、ࣣ条条間南খ路෇近に、ਅ南北を向く溝̨̙132（45）は西࢛๥๥間西খ路෇近に位ஔ

する。しかし、いͣれも検出長10ｍલ後であり、प辺に遺構がଓいていかないことから、条๥側

溝のܽ࢒であるかどうかについては不明である。なお、検出した掘立柱建物跡や柵列は、長岡京

の条๥ݺশではे࢛町内のࢪ設となる。掘立柱建物跡̨̗06（39）の西側෇近が西࢛๥େ路の推定

地とされているが、関連する遺構の検出にはࢸらなかった。

ฏ҆࣌୅຤ظʙח૔࣌୅　この時期の遺構は、二時期にࡉ分できる。

一つは平安時代末期で方形に区画された屋敷地に関連する遺構群と、ඌྲྀ地区南東෦で検出し

た遺構群である。屋敷地については、第86ਤにࣔすように֨نにԊってஙかれたものである。堀

はおおむͶ20ई෯でஙかれ、その10ई内側に柵列（板塀）が८る。柵列間は、およそ130ईである。

土橋の෯は10ईでஙかれる。このような屋敷の年代は、瓦器椀（213～224）の出土により11世紀末

頃にஙかれ、瓦器椀（232・239）の出土により12世紀中༿にかけてଘଓしたと考える。ඌྲྀ地区で

検出した̨̭51（55）は北東を向く、ݻくୟきしΊた道路状遺構である。その側溝と考えられてい

る̨̙64は東方に࿷ۂしており、同時期の遺物が出土している。その東方50ｍ先には土橋̨̭

133がଘ在する。さらに̧̣56（57）は౰時のچՏ道であり、̨̭51がそこでࢭまることから、お

そらくこの෇近に橋が架かっていたと考えられている。以上のようなことから方形区画から西方

に通じる通路がଘ在したとࢥわれる。また、溝̨̙95701（53）や̨̙02（54）もこの時期の区画溝

と考える。同༷の遺構としてはٱ世܊に位ஔするࠤ山遺跡
ㅭ㉅10ㅮ

があり、౰遺跡とともに堀や߼でもっ

て方形に区画した在地ྖ主૚の屋敷跡の初ݟは、11世紀後൒から末頃にٻΊることができる。こ

の後、井ϊ内遺跡やਆ଍遺跡（第̍ਤ）などにݟられるように、屋敷地内やप辺෦に人ʑが集約さ

れ、屋敷跡はม๴していったとࢥわれる。෱஌山市のେ内城跡やࡖ市の日ஔ૳遺跡、େࡕ市の長

原遺跡や࿨ؾ遺跡などにݟられるように土ྥを設け、๷ޚ的機ೳを備えた屋敷跡΁とさらにม๴

していったとࢥわれる
ㅭ㉅11ㅮ

。
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もう一つは鎌倉時代の遺構群である。その主࣠方向を西にࣼ܏する掘立柱建物群や溝などであ

る。西条地区に集中してஙかれるが、そのશ༰もその原因についても不明である。

ճの調査で਺多くの成Ռをಘることができた。古墳時代後期の集落群や平安時代末期の屋敷ࠓ

跡についてはその一֯が検出でき、ྡ઀地にさらにٴんでいることについても明らかとなった。

。後のप辺෦の調査に期଴されるࠓ

（岡⃻研一）

஫̍　岡⃻研一ほかʮ̐ɽ京都第二֎環状道路関係遺跡　平成20年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報

告集ʱ第137冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタʵ）　2010

஫２　長岡京市࢙編さんҕһ会編集ʰ長岡京市࢙ʱ本文編一　長岡京市໾所　平成８年

஫３　஫̍に同じ

஫̐　山本ً༤・࡚ؠ　੣ʮ長岡京跡右京第104次調査֓要（7"/0/%地区）ʯ（h 長岡京市埋蔵文化財調査

報告書ʱ第̍集　財団法人長岡京市埋蔵文化財センター）　1984

஫̑　岡⃻研一ほかʮ３ɽ京都第二֎環状道路関係遺跡　平成19年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報

告集ʱ第131冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタʵ）　2009

第86ਤ　屋敷跡֨نਤ
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஫６　ඦ੉ちどりほかʰ長岡京市文化財調査報告書ʱ第58冊　長岡京市ڭҭҕһ会　2011

஫̓　஫６に同じ

஫８　஫６に同じ

஫̕　中川࿨࠸ほかʮ２ɽ京都第二֎環状道路関係遺跡　平成18年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報

告集ʱ第126冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2008

 ৿　ਖ਼ほかʮ̑ɽ京都第二֎環状道路関係遺跡　平成21年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ

第142冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2011

஫10 ৿ౡ߁༤ほかʰࠤ山遺跡 （ɦh 京都府遺跡調査報告書ʱ第33冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究

センター）　2003

஫11　岡⃻研一　ʮ方形区画（居ؗ）の調査事ྫʵ特にԵ܇地域においてʵʯ（h 京都府埋蔵文化財࿦集ʱ第６

集　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタʵ）　2010

番号 調査次਺ 地区名 トϨンν名 遺構番号 ໛（ｍ）　　　ن 時　期 備　　考

1 第 862 次 ඌྲྀ地区 ２トϨンν ̨̭ 45 長 2.0 ʷ෯ 0.5、ਂ 0.4 弥生時代後期 土器ཷまり・׬形品の
ᙈなどが出土

2 第 957 次 ඌྲྀ地区 ̨̝ 58 5.0 ʷ 4.0 以上 弥生時代末 住居内から࿍跡・ஷ蔵
穴検出

3 第 973 次 ඌྲྀ地区 ̨̝ 05 4.2 ʷ 3.8 弥生時代後期

4 第 1007 次 西条地区 ̟地区 ̨̝ 82 1.7 ʷ 1.3 、ਂ 0.4、後世に削平 古墳時代初頭 本報告集にࡌܝ

5 第 970 次 西条地区 ̖地区 ̨̝ 121 9.0 ʷ 7.6、ਂ 0.8、ϕッド状遺構 古墳時代初頭 本報告集にࡌܝ

6 第 970 次 西条地区 ̖地区 ̨̠ 149 1.0 ʷ 1.8、ਂ 0.1 古墳時代初頭 本報告集にࡌܝ

7 第 970 次 西条地区 ̖地区 ̨̠ 123 東西 2.5 ʷ南北 6.4、ਂ 0.4 古墳時代初頭 本報告集にࡌܝ

8 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̠ 458 0.7 ʷ 1.0、ਂ 0.1 古墳時代初頭 本報告集にࡌܝ

9 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̠ 339 0.6 ʷ 1.0、ਂ 0.1 古墳時代初頭 本報告集にࡌܝ

10 第 902 次 上内ా地区 ̨̝２ 2.6 ʷ 2.6 古墳時代初頭 多֯形住居・෯̍ｍの
ϕッド状遺構

第 928 次

11 第 937 次 上内ా地区 上内ాʵ 2 ̨̙ 2001 ෯ 8.0、ਂ 0.4 ～ 0.6 弥生時代後期末 下૚遺構

12 第 862 次 ඌྲྀ地区 ２トϨンν ̨̝ 27 1.5 ʷ 2.5 以上 古墳時代後期か

13 第 862 次 ඌྲྀ地区 ２トϨンν ̨̝ 13 ʵ̖ 4.2 ʷ 4.0 古墳時代後期

̨̝ 13 ʵ̗ 4.1 ʷ 4.0 古墳時代後期

14 第 862 次 ඌྲྀ地区 ２トϨンν ̨̭ 14 ʵ̖ 長࣠ 4.0、ਂ 0.3 古墳時代後期

̨̭ 14 ʵ̗ 長࣠ 3.0、ਂ 0.3 古墳時代後期

15 第 862 次 ඌྲྀ地区 ２トϨンν ̨̝ 16 4.3 ʷ 1.7、ਂ 0.2 古墳時代後期

16 第 973 次 ඌྲྀ地区 ̨̗ 184 ２間（4.6）ʷ２間（4.4） 古墳時代後期

17 第 957 次 ඌྲྀ地区 ̨̠ 54 6.5 ʷ 5.5 古墳時代後期

第 973 次 ̨̠ 14

18 第 973 次 ඌྲྀ地区 ̨̙ 130 ෯ 0.3 ～ 0.8 古墳時代後期

̨̝ 140 3.0 ʷ 2.0 以上 古墳時代後期

19 第 870 次 ඌྲྀ地区 ̨̙ 25 ෯ 5.0、検出長 20

෇ද　下海印寺遺跡内主要遺構一ཡද
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番号 調査次਺ 地区名 トϨンν名 遺構番号 ໛（ｍ）　　　ن 時　期 備　　考

20 第 852 次 西条地区 ̨̝ 23 3.0 以上ʷ 3.0 以上 古墳時代後期

21 第 852 次 西条地区 ̨̝ 85208 5.0 ʷ 3.5 古墳時代後期

̨̝ 85215 4.2 ʷ 4.2 古墳時代後期 ̨̝ 85208 に੾られる

22 第 957 次 西条地区 西条ʵ̍ ̨̙ 95703 ෯ 3.6、ਂ 0.3 古墳時代中期後൒ 状に८るހ

23 第 957 次 西条地区 西条ʵ̍ ̨̗ 95706 ３間（4.3）ʷ２間（2.8） 古墳時代後期

24 第 970 次 西条地区 ̚地区 ̨̝ 101 6.6 ʷ 6.4、ਂ 0.2 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

25 第 970 次 西条地区 ̚地区 ̨̝ 102 6.4 ʷ 5.8、ਂ 0.1 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

26 第 970 次 西条地区 ̚地区 ̨̝ 103 6.0 ʷ 6.0、ਂ 0.2 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

第 1007 次 ̟地区 ̨̝ 79

27 第 1007 次 西条地区 ̟地区 ̨̝ 80 6.0 ʷ 6.0、ਂ 0.2 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

28 第 1007 次 西条地区 ̟地区 ̨̝ 81 4.8 ʷ 3.6 以上、ਂ 0.1 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

29 第 970 次 西条地区 ̖地区 ̨̙ 144 検出長 9.6、෯ 0.6 ～ 1.0 ਂ 0.1 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

30 第 970 次 西条地区 ̖地区 ̨̝ 156 4.4 ʷ 4.8、ਂ 0.2 ～ 0.3 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

31 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̠ 128 4.4 ʷ 2.2、ਂ 0.1 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

32 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̝ 127 3.8 ʷ 4.0、ਂ 0.2 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

33 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̝ 350 7.2 ʷ 7.2、ਂ 0.2 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

̨̠ 394 長辺 1.2 ʷ୹辺 0.7　ਂ 0.05

34 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̝ 351 5.6 ʷ 4.8、ਂ 0.2 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

第 1024 次 ̢地区 ̨̝ 351

35 第 970 次 西条地区 ̗地区 ̨̠ 125 3.6 ʷ 2.5、ਂ 0.5 長岡京期 本報告集にࡌܝ

36 第 970 次 西条地区 ̗地区 ̨̝ 26 4.2 ʷ 2.7、ਂ 0.05 古墳時代後期 本報告集にࡌܝ

37 第 937 次 上内ా地区 上内ాʵ 1 ̨̠ 1009 東西 17.5、南北 6.0、ਂ 0.5 古墳時代後期 ਫ辺の祭祀関連遺構か

38 第 937 次 上内ా地区 上内ాʵ 1 ̨̙ 1001 ෯ 10、ਂ 0.4 ～ 0.8 古墳時代中期後൒

上内ాʵ 2 ̨̙ 2001 ෯ 7.0 ～ 10、ਂ 0.3 古墳時代中期後൒ 上૚遺構

39 第 957 次 ඌྲྀ地区 ̨̗ 06 ２間（4.0）ʷ２間（4.1） 奈良時代

40 第 957 次 ඌྲྀ地区 ̨̖ 15 長 9.3 ｍ 奈良時代

41 第 957 次 ඌྲྀ地区 ̨̗ 60 ３間（5.2）ʷ３間（4.3） 奈良時代

42 第 852 次 西条地区 ̨̗ 85202 ２間（3.8）ʷ２間（3.8） 長岡京期～平安時
代初頭 総柱の倉ݿか

43 第 852 次 西条地区 ̨̖ 85204 南北̐間（5.0） 奈良～平安時代

44 第 852 次 西条地区 ̨̗ 85201 ２間（3.6）ʷ３間（5.1） 奈良～平安時代

45 第 970 次 西条地区 ̖地区 ̨̙ 132 長 10.3、෯ 2.2 ～ 2.3、ਂ 0.3 長岡京期 本報告集にࡌܝ

46 第 970 次 西条地区 ̖地区 ̨̙ 119 長 10.3、෯ 1.5 ～ 2.0、ਂ 0.3 ～ 0.5 長岡京期 本報告集にࡌܝ

47 第 970 次 西条地区 ̖地区 ̨̠ 158 2.2 ʷ 4.3 以上、ਂ 0.05 長岡京期 本報告集にࡌܝ

48 第 970 次 西条地区 ̙地区 ̨̙ 366 検出長 12.0、෯ 1.4 ～ 2.0、ਂ 0.05 長岡京期 本報告集にࡌܝ

49 第 970 次 西条地区 ̗地区 ̨̙ 79 検出長 19.5、෯ 2.0、ਂ 0.6 ～ 0.8 長岡京期 本報告集にࡌܝ

̨̙ 112 検出長 12.6、෯ 2.2 ～ 3.3、ਂ 0.6

50 第 973 次 方ؙ地区 ̖トϨンν ̨̙ 01 ෯ 3.5、ਂ 1.7、検出長 66 中世 北西方向の̘トϨンν
までଓく

51 第 870 次 ඌྲྀ地区 ̑トϨンν ̨̙ 48 ෯ 3.0 ʷ長 17 平安時代末期 Տ道چ
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番号 調査次਺ 地区名 トϨンν名 遺構番号 ໛（ｍ）　　　ن 時　期 備　　考

52 第 970 次 西条地区 ̛地区 ̨̙ 10 ෯ 0.4、長 1.4 中世ʁ

53 第 957 次 西条地区 西条ʵ̍ ̨̙ 95701 ෯ 1.7、ਂ 0.5 中世 区画溝か

54 第 862 次 ඌྲྀ地区 ̐トϨンν ̨̙ 02 ෯ 0.2 ～ 0.5、長 13 中世ʁ 区画溝か（確認長 20）

第 870 次 ඌྲྀ地区 ６トϨンν ̨̙ 02 ෯ 1.4、長 3.6 中世ʁ

55 第 870 次 ඌྲྀ地区 ６トϨンν ̨̭ 51 ෯ 2.4 ～ 3.4、検出長 12 平安時代後期 道路状遺構か

56 第 870 次 ඌྲྀ地区 ６トϨンν ̨̙ 64 ෯ 0.5 ～ 1.3、検出長 5.0 平安時代後期 ̨̭ 51 の側溝か

57 第 870 次 ඌྲྀ地区 ６トϨンν ̧̣ 56 ʵ # ෯ 3.4、ਂ 0.9 中世 中世のچՏ道

̨̭ 55 基ఈ෯ ߴ、1.1 0.7、長 5.6 中世 設ࢪ岸ޢ

58 第 970 次 西条地区 ̚地区 ̨̗ 15 ̍間（2.0）ʷ２間（4.7） 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

59 第 970 次 西条地区 ̚地区 ̨̗ 46 ２間（5.5 ～ 4.5）ʷ３間（9.6） 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

60 第 970 次 西条地区 ̚地区 ̨̗ 30 ３間（4.6）ʷ̐間（7.0） 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

61 第 970 次 西条地区 ̚地区 ̨̗ 12 ̍間（2.1）ʷ２間（5.5） 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

62 第 970 次 西条地区 ̚地区 ̨̠ 34 2.3 ʷ 0.8、ਂ 0.3 平安時代末期 本報告集にࡌܝ

63 第 1007 次 西条地区 ̟地区 ̨̙ 19 ほか ෯ 0.9、ਂ 0.2 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

64 第 1007 次 西条地区 ̟地区 ̨̗ 30 ２間（5.7）ʷ３間（8.2） 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

65 第 1007 次 西条地区 ̟地区 ̨̗ 49 ２間（4.1）ʷ̍間（2.3）以上 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

66 第 1007 次 西条地区 ̟地区 ̨̗ 58 ２間（3.6）ʷ２間（4.2）以上 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

67 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̗ 406 ２間（4.9）ʷ̍間（2.5）以上 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

68 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̗ 385 ２間（3.5）ʷ３間（5.9） 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

̨̖ 386 ̐間（7.2）

̨̖ 387 ３間（4.4）

69 第 970 次 西条地区 ̗地区 ̨̗ 08 ２間（5.5）ʷ̍間（3.4）以上 鎌倉時代 本報告集にࡌܝ

70 第 1007 次 西条地区 ̟地区 ̨̖ 84 ３間（5.4） 平安時代末期 本報告集にࡌܝ

71 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̖ 389 ２間（3.6） 平安時代末期 本報告集にࡌܝ

72 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̖ 388 ８間（16.3） 平安時代末期 本報告集にࡌܝ

73 第 970 次 西条地区 ̘・̝地区 ̨̖ 362 ̑間（8.9） 平安時代末期 本報告集にࡌܝ

74 第 970 次 西条地区 ̝地区 ̨̖ 24 南辺３間（7.9）、東辺３間（8.1） 平安時代末期 本報告集にࡌܝ

75 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̙ 111・266 ෯ 4.0 ～ 0.6　ਂ 1.4 ～ 1.9 平安時代末期 本報告集にࡌܝ

第 1007 次 ̝・̟地区 ̨̙ 50 ෯ 5.0 ～ 8.4　ਂ 0.6 ～ 1.6 平安時代末期 本報告集にࡌܝ

76 第 970 次 西条地区 ̘地区 ̨̗ 414 ２間（4.8）ʷ̑間（9.1） 平安時代末期 本報告集にࡌܝ

77 第 1007 次 西条地区 ̘・̝地区 ̨̗ 01 ３間（6.8）ʷ̐間（8.9） 平安時代末期 本報告集にࡌܝ

78 第 1007 次 西条地区 ̝地区 ̨̗ 74 ２間（2.3）ʷ３間（3.5） 平安時代末期 本報告集にࡌܝ



-øüú-

（２）長岡京跡右京第1024次（7"/0,*-4　川向井地区）・伊賀寺遺跡

̍ɽ͸͡Ίʹ

川向井地区は、長岡京市下海印寺川向井に所在し、長岡京跡の条๥復元では右京ࣣ条࢛๥࢛・

、に位ஔする（第87ਤ）。また（条๥では右京ࣣ条࢛๥二・ࣣ町、ࣣ条条間খ路چ）町、ࣣ条େ路ޒ

ೄ文時代～中世の集落遺跡である伊賀寺遺跡のൣ囲にؚまれる。

在のখઘ川は、ত࿨56年౓以߱に౰時の建設লによるՏ川վमで北西から南東方向の௚ઢ的ݱ

なྲྀ路にվมされているが、それ以લは下海印寺地区より下ྲྀ域はେきくऄ行しながらྲྀれてい

た。ࠓճの調査地は、چখઘ川とݱখઘ川にはさまれた中のౡ状に࢒る෦分にあたり、西・北・

東側にはچՏ道がେきくऄ行していたࠟ跡が࢒り、このྲྀچ路෦分にはコンΫリート଄りの川向

井橋がݱଘしている。چ地形を復原すると、南側にあるઘがٰ地区からٰྕが北にுり出した੄

෦にԊってچՏ道がେきくʮ̪ʯࣈ状にΧーϒしていたものと考えられ、調査地はٰྕ上の先୺

෦分に૬౰するՄೳੑが認Ίられた（第88ਤ）。

第二֎環関係遺跡で࣮ࢪしたप辺の調査では、北西側の上内ా地区ではՏ岸ஈٰ上に設けられ

たトϨンνで竪穴式住居跡やྲྀ路が検出されている（右京第890・923・927次調査）。Տ岸ஈٰ下

のچখઘ川のྲྀ路内に設けられた右京第941次調査の８トϨンνでは、Տ川൙ཞ原をాാとして

利用する時఺での整地土が確認され、中世以߱に土地利用が開࢝されたことが明らかとなってい

る。同༷な݁Ռは、西側のچՏ道ݞ෦෇近で調査された右京第947次調査の第３トϨンνでも確

認されている。北東側の下内ా地区では、右京第947次調査で、Տ岸ஈٰݞ෦（第 ・̍２トϨンν）

が確認され、چখઘ川の൙ཞ原でないことが確認された。また、西側の右京第851次調査では、

第87ਤ　調査地位ஔਤ（ࠃ土地ཧӃ　1/25,000　京都西南෦・ཎ）
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第88ਤ　प辺調査トϨンν഑ஔਤ

খઘ川のྲྀچ路内であることが明らかとなった。

このようなप辺における調査成Ռとچ地形の復原から、ࠓճの調査地には遺構がଘ在するՄೳ

ੑが期଴できた。

ʤ調査ମ੍౳ʥ

ࠀ஍調査੹೚ऀɹ調査第２՝長　ਫ୩ᆹݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝第２係長　ؠদ　อ

　　　　　　　　同　　　主೚調査һ　૿ా޹඙・戸原࿨人　　　　　　　　

調ɹ査ɹ৔ɹॴɹ長岡京市下海印寺川向井

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成23年12月̑日～ 12月16日、平成24年̍月11日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　300㎡

̎ɽ調査֓ཁ

調査地のݱ地ද面のඪߴは32.1ｍであり、ݱଘのچՏ道上にଘ在するਫా面より2.4ｍほどߴく

なっており、چՏ道に架かる川向井橋および道路その南側の住୐଄成に伴う੝土がࢪされている

ものと考えられた。調査は੝土のআۀ࡞ڈよりணखし、࡞ߞچ土を確認後、トϨンνを設定した。

29.7ｍ、南側で29.3ｍあり、トϨンν北西นにԊった約1/3はߴは北西側でඪߴ土の検出࡞ߞچ
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南側にൺ΂て約0.4ｍߴいਫాとなっている（第89ਤ）。その下位にはচ土（第３૚）があり、その

下૚にはްさ̑～ 10Dmఔ౓のਫ平にଯ積した土૚が޿がっていた（第̐～̓૚）。ਫా଄成に伴

う整地土と൑அされる。この土૚中よりࡉ片化した須恵器・土師器・瓦質土器が出土した。ਫా

଄成に伴い、土࠭が࣋ちࠐまれた先にࠞじっていたものと考えられる。

これより下૚は、࠭᛽のଯ積となっていた。෦分的に３ｍのਂさまでஅちׂりを行い、چখઘ

川ྲྀ路内の࠭᛽がްくଯ積して

いることを確認した。࠭᛽内か

らは、遺物の出土は認Ίられな

かった。北・北西側には、この

࠭᛽検出面に೪質࠭とޓ૚にな

る෦分が認Ίられ、北側のچՏ

道に向かって下るࣼ܏をもって

いた。これを削平する形で整地

土がある。࠷ऴྲྀ路のݞ෦෇近

であったと考えられる。南側෦

分はこのࣼ܏෦分がす΂て削平

されており、ྲྀ路がมߋするલ

のྲྀ路本ମ෦分におけるଯ積で

あろう。

調査地南側の୐地について、

Ո屋のղମ後に立会調査を行っ

第89ਤ　調査地南น土૚அ面ਤ

第90ਤ　調査地平面ਤ
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たが、トϨンν南側のଯ積状گと同じで、整地土より下位はچখઘ側のՏ川ଯ積で、࠭᛽がްく

ଯ積し、遺構・遺物แؚ૚ともଘ在しなかった。

աڈのप辺の調査では、খઘ川の൙ཞ原におけるߞ地化は中世以߱のஈ֊と൑அされている（ؠ

দほか2005）が、ࠓճの調査においても中世以߱にߞ地化されたものと൑அされ、աڈの調査成

Ռを௥認する݁Ռとなった。また、ࠓճの調査地は、ྲྀچ路の分布から南から北にுり出すٰྕ

を想定したが、その考えを積ۃ的にߠ定する成Ռはಘられなかった。

（඙޹ా૿）

ݙจߟࢀ
দ　อほかʮ京都第二֎環状ઢ道路関係遺跡　平成15年౓発掘調査֓要ʯ（hؠ 京都府遺跡調査֓報ʱ

第113冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2005
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（３）奥海印寺遺跡（7"/1"3-4　奥海印寺荒堀地区）

̍ɽ͸͡Ίʹ

荒堀地区は、長岡京市奥海印寺荒堀に所在する。長岡京跡の条๥復元では京֎となり、奥海印

寺遺跡の東୺に位ஔする（第87ਤ）。

第二֎環状道路建設に伴う府道෬ݟ༄୩ߴ௬ઢの֦෯޻事に伴い調査を࣮ࢪした。調査地は、

খઘ川右岸のՏ岸ஈٰ上のਫాである。گݱの道路の北側、෯約̐ｍ、長さ42ｍがର৅で、گݱ

のਫా面（ඪ47.9ߴｍ）より下̍ｍが地൫վ良となるたΊ、޻事のਐ行に߹わせて、まͣ東൒を̍

月12日に調査し、２月16日に西൒の調査を࣮ࢪした。

ʤ調査ମ੍౳ʥ

ࠀ஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ਫ୩ᆹݱ　

　調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝第２係長　ؠদ　อ

　　　　　　　　　同　主೚調査һ　૿ా޹඙

　調ɹ査ɹ৔ɹॴ　長岡京市奥海印寺荒堀

　調ɹ査ɹظɹؒ　平成24年̍月12日、２月16日

　調ɹ査ɹ໘ɹੵ　̑㎡

第91ਤ　調査地位ஔਤ
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̎ɽ調査֓ཁ

調査は、޻事による掘削がݱ地ද下70Dmまで行うたΊ、それまでの掘削ਂ౓の中で文化૚や

遺物が確認できるかどうかを主؟として࣮ࢪした。෯約70Dm、長さ約̍.5ｍのトϨンνを೚ҙに

഑ஔした。調査は、޻事のਐ行状گに߹わせて２ճ࣮ࢪし、̍月12日にはখઘ川دりのਫాに３

か所（̖～̘トϨンν）、２月16日には西側の一ஈߴいਫాに２か所（̙・̚トϨンν）の計̑か所

のトϨンνを設定し掘削を行った。

̖～̘トϨンνは、ਫా࡞ߞ土下がচ土、"トϨンνではその下૚がখઘ川の࠷ऴ൙ཞに伴う

と考えられる࠭᛽のଯ積が認Ίられ、以下はԫ׊৭系のਫా଄成に伴う整地土である。#・$ト

Ϩンνは、চ土以下はਫా଄成に伴う整地土である。

これらの整地土からは、遺物の出土はશく認Ίられなかった。遺構がଘ在するとすれ͹、この

整地土より下૚になると考えられる。

西側の一ஈߴいਫా෦には̙・̚トϨンνを設定した。ここでは、地ද下20Dmまでの掘削で、

。土がଯ積しているだけであった。遺物や遺物แؚ૚は確認できなかった࡞ߞ

（඙޹ా૿）

第92ਤ　トϨンν഑ஔਤ

第93ਤ　奥海印寺地区土૚柱状ਤ
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３ . 上 狛 北 遺 跡 第 ２ 次 発 掘 調 査 報 告

̍ɽ͸͡Ίʹ

この発掘調査は、主要地方道上狛城ཅઢの建設޻事に伴い、京都府建設ަ通෦のґཔをडけて

したものである。上狛北遺跡では、平成21年౓に調査ର৅地内શ域に６か所の調査区を設けࢪ࣮

て࣮ࢪした。６か所の調査区のうち、南෦の３か所で遺ଘ状گの良޷な地఺を確認した（第̍次

調査）。この調査成Ռをडけて、平成22年౓に調査地を֦ுして、શ面的な調査を࣮ࢪすること

とした（第２次調査）。

ྉؗのࢿ土ڷҭҕһ会、京都府立山城ڭҭҕһ会、木津川市ڭ地調査にあたっては、京都府ݱ

には、౰調査研究センター上ాਖ਼তཧ事ۀ࡞地調査ฒびに整ཧݱ、をಘた。またྗڠ͝、ಋࢦ͝

長をはじΊ、中ඌ๕࣏副ཧ事長、井上ຬ࿠・上原ਅ人・中୩խ࣏・ߴ橋੣一各ཧ事、奈良文化財

研究所౉辺ࢯ޺ߊ・ਆ野恵ࢯ・中村一࿠ࢯ、木簡ֶ会のॾ先生方からは、遺構・遺物についてさ

ま͟まな͝ࢦಋ・ࣔ͝ڭをಘた。記してँײします。本報告は౵井・দඌのほか、୩⃻仁ඒ（ݱ

େࡕ市ത物ؗڠ会େࡕ文化財研究所）がࣥචした。また、調査期間中ならびに本報告に記ࡌした

用している。なお、調査にかかる経අは、શֹ京都府࢖を（ඪ系࠲第ᶜ）ඪは、日本測地系࠲土ࠃ

山城南土木事຿所がෛ୲した。

ʤ調査ମ੍౳ʥ

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長 　　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝主װ調査第３係長事຿औѻ　石井ਗ਼࢘

　　　　　　　　同　ઐ໳調査һ　 　　竹井࣏༤

　　　　　　　　同　調査һ　　　 　　౵井ਸ࢙

　　　　　　　　同　調査第̍係調査һ　দඌ࢙ࢠ

調 査 ৔ ॴ 木津川市山城町上狛宝本・西浦代ほか

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成22年８月24日～平成23年３月̕日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　1,630㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀

̍ʣ஍ཧతڥ؀

上狛北遺跡の所在する木津川市は、平成19年に木津町・山城町・Ճໜ町の３町が߹ซして成立

したもので、上狛北遺跡はچ山城町にଐする。木津川市は京都府の࠷南୺に位ஔし、地ཧ的にも

京都ຍ地の南୺に位ஔする。京都ຍ地はׯ୓によってফ໓したڊໆ஑を境に北山城地域と南山城

地域に区分でき、南山城地域は、木津川とそれに஫ぎࠐむ中খՏ川のԭ積࡞用によって形成され
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第̍ਤ　調査地位ஔਤおよびप辺主要遺跡分布ਤ（ࠃ土地ཧӃ1/50,000　奈良）

̍ɽ上狛北遺跡　　２ɽ上狛東遺跡　　　３ɽ上狛西遺跡　　　̐ɽྷߴ寺跡　　　  ̑ɽྷߴ寺瓦༼跡
６ɽઘ橋寺　　　　̓ɽఱࣟಊ古墳群　　８ɽઍ྆ؠ遺跡　　　̕ɽઍ྆ؠ古墳群　　 10ɽ宮城୩古墳群
11ɽ༄ా遺跡　　　12ɽ௴井遺跡　　　　13ɽদඌഇ寺　　　　14ɽ௴井େ௩山古墳　15ɽಊϊ上遺跡
16ɽ平ඌ城山古墳　17ɽ上津遺跡　　　　18ɽ౯᝷寺ഇ寺　　　19ɽ౯᝷寺遺跡　　   20ɽ内ా山遺跡
21ɽ片山遺跡　　　22ɽזϲ୩遺跡　　　23ɽ木津城山遺跡　　24ɽࣛഎ山瓦༼跡　   25ɽ木津遺跡
26ɽ࡞り道遺跡　　27ɽ馬場南遺跡　　　28ɽ西山遺跡　　　　29ɽ瓦୩遺跡　　　   30ɽ上人ϲ平遺跡
31ɽ市ࡔ瓦༼跡　   32ɽྖޒ஑東瓦༼跡   33ɽ੉後୩瓦༼跡　　34ɽՎඣ瓦༼跡　　   35ɽക୩瓦༼跡
36ɽాٷ遺跡　　　37ɽՎඣ西瓦༼跡　　38ɽԻ೗ϲ୩瓦༼跡　39ɽେി遺跡　　　   40ɽ૬ָ遺跡
41ɽඉϊޱ遺跡　　42ɽാϊલ東遺跡　　43ɽാϊલ遺跡　　　44ɽ৿垣֎遺跡　　   45ɽ法Ֆ寺野遺跡
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たՏ୩地形で、南北14km、東西２～３kmのڱ長な地形をఄする。木津川は奈良・三ॏ྆ݝにਫ

山城町چ。山城町෇近までは東から西にྲྀれ、ここでそのྲྀれをେきく北にมえるچ、を発しݯ

は、چ町域の西側と南側を木津川によって画される。چ山城町の地形はେきく、چ町域東෦の山

地と、چ町域西෦のՏ岸ஈٰや平野෦に区分される。また、چ町域内の໐ࢠ川など̐Տ川がఱ井

川と化している。

上狛北遺跡は、木津川の右岸、چ町域西෦のՏ岸ஈٰと平野෦の境界෇近で、平野෦側に位ஔ

する。遺跡෇近のඪߴは28.7ｍલ後で、木津川とのൺࠩߴはおよそ̑ｍである。遺跡のप辺は、

木津川によって形成されたԭ積平野が޿がっており、ݱ在は୐地化がਐむものの、ਫా地ଳが޿

がる。

̎ʣྺ ࢙తڥ؀

木津川市山城町には南山城地域を代දする遺跡が多਺所在する。以下、上狛北遺跡のप辺にお

けるچ山城町域における代ද的な遺跡について֓؍する（第̍ਤ）。

山城町域ではچ石器時代・ೄ文時代にଐする遺跡はそれほど多くないが、上狛北遺跡の東方約

２kmに位ஔするઍ྆ؠ遺跡（８）ではαψΧΠト製の༗ܪઑ頭器やԡܕ文土器（ߴ山式）が出土し

ている。また、௴井େ௩山古墳（14）の੝り土からೄ文時代後・൩期の土器が出土している。

弥生時代になると、中期の༙出宮遺跡、後期の上狛西遺跡（３）・௴井遺跡（12）・ಊϊ上遺跡（15）

などがある。いͣれも竪穴式住居跡が確認されているが、集落のن໛はあまりେきくないようで

ある。ର岸に位ஔする木津川市چ木津町のେി遺跡（39、中期後൒）や木津城山遺跡（23、後期初頭）

などでも集落が確認されている。

古墳時代になると、三֯ԑਆ्ڸが30面以上出土した௴井େ௩山古墳（14、લ方後ԁ墳、શ長

175ｍ）がங଄される。また、௴井େ௩山古墳にҾきଓき平ඌ城山古墳（16、લ方後ԁ墳、શ長110

ｍ）がங଄されるものの、その後はશ長100ｍをӽえるようなେܕલ方後ԁ墳はங଄されなくなる。

中期におけるେܕલ方後ԁ墳のங଄は城ཅ市域に多くみられようになる。その後、中期末には上

狛北遺跡の北東のٰྕ上にఱࣟಊ̍号墳（̓）がங଄される。શ長わͣか27ｍのখن໛なલ方後ԁ

墳であるが、墳ٰ上にはԁ౵৥ྠや形৅৥ྠがฒ΂られていた。南山城地域では、埋૴ࢪ設とし

てԣ穴式石ࣨを࠾用したもっとも古い古墳の̍つとされる。石ࣨ内からは約3,000఺のྨۄや馬

۩などが出土した。ఱࣟಊ̍号墳以߱、山城町域では௚20～６ܘｍఔ౓のখن໛な古墳が多਺ங

଄され、群集墳を形成する。代ද的な群集墳としてं୩古墳群（総਺40基以上）・宮城୩古墳群（10、

総਺12基）・ઍ྆ؠ古墳群（̕、総਺̓基）などがある。これにରして、古墳時代の集落はあまり

஌られておらͣ、上狛東遺跡（２）で古墳時代લ期の土器がまとまって出土しているものの、竪穴

式住居跡などは確認されていない。

ඈௗ時代になると、山城地域でも࠷も古い古代寺Ӄの̍つであるྷߴ寺跡（̐）が଄Ӧされる。

。瓦が出土したことから̓世紀初頭と考えられるؙݢඈௗ寺と同ᝎのݝ寺跡の૑建は、奈良ྷߴ

ただし、このஈ֊でՀཟは未整備で、本֨的なՀཟが整備されるのは̓世紀後൒と考えられる。

これにともなうؙݢ瓦は、奈良ݝ川原寺のؙݢ瓦と同ᝎである。また、ྷߴ寺Հཟ整備期のؙݢ
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瓦などをমいたྷߴ寺瓦༼跡（̑）なども確認されている。なお、ྷߴ寺は、近年の調査成Ռによ

ると、中世લ期までଘଓしたՄೳੑがߴい。このほかچ山城町域ではന๟期に૎る寺Ӄ跡として、

ֈຬ寺やদඌഇ寺（13）などがある。このようにૣい時期から寺Ӄの整備がਐむが、౰֘期の集落

域は確認されていない。

奈良時代になると、上狛北遺跡प辺では、۩ମ的な遺構は未確認であるが、第̍次山城ࠃ府や

恭仁京右京の推定地とされている。લ者は文ࢿݙྉからの推定であり、૬ָ܊内でもଞの推定地

がある。後者は଍利྄݈ࢯをはじΊ、いくつかの恭仁京域に関する復元ϓϥンがఏࣔされている

が、これまでに考古ֶ的な遺構は確認されていない。このたΊ、恭仁京の京域についてはそのଘ

在をٙ໰ࢹするҙݟもあった。

Ҿきଓく平安時代・中世も遺物の出土はみられるものの、۩ମ的な遺構が検出された遺跡はগ

ない。

̏ɽ調査ͷܦա

̍ʣ第̍࣍調査ͷ੒Ռ

平成21年౓に࣮ࢪした本事ۀに伴う調査としては、上狛北遺跡と༄ా遺跡の２遺跡がある。྆

遺跡は、これまで発掘調査が行われたことはなく、調査ର৅地प辺でも۩ମ的な調査成Ռがগな

い地఺に౰たる。このたΊ、遺物のࢄ布は認Ίられるものの、木津川のچՏ道などのଘ在も༧想

された。そこで、遺構・遺物の状گを೺ѲするたΊの調査を࣮ࢪした。

調査は平成21年10月27日に開࢝し、平成22年２月25日にऴྃした。調査面積は1,000㎡である。

調査に౰たっては、ର৅地内に߹計10か所のトϨンνを設定した（第２ਤ）。このうち第̍～６ト

Ϩンνが上狛北遺跡、第̓～10トϨンνが༄ా遺跡に֘౰する。

第̍トϨンνでは中世の溝や柱穴などの遺構のଘ在を確認し、遺物が多਺出土した。第２・３

トϨンνでも中世の࡞ߞ溝を多਺確認するとともに、その下૚に南北方向に延びる奈良時代の溝

を確認した。これらの遺構の確認により、第̍～３トϨンνについては、関係機関とٞڠの上、

平成22年౓にର৅地શମまで調査区を֦ுしてશ面的な調査を࣮ࢪすることとなった。

第̐～６トϨンνならびに第̓～10トϨンνの༄ా遺跡については、࡞ߞ土・চ土をআڈする

と、࠭質土૚・࠭૚がްくଯ積しており、安定した遺構面を確認することはできなかった。この

࠭質土૚・࠭૚からはগ量ながらも弥生時代から中世にかけての遺物が出土した。࠭૚より下૚

の状گを確認するたΊ、ॏ機によるஅちׂりを行ったが、೪土૚がްくଯ積していることを確認

したにとどまる。以上のような状گを確認して、第̐トϨンν以北の調査ର৅地については調査

をऴྃした。

྆遺跡の調査で出土した遺物の総量は整ཧശにして15ശである。このうち第̍～３トϨンνに

伴う遺物は13ശある。これらの遺物については、一෦ࡢ年౓に報告しているが、本報告でվΊて

。したものがあるࡌܝ
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̎ʣ第̎࣍調査ͷܦա

平成22年౓の調査は、道路建設༧定地内を

ର৅に1,500㎡の調査区の設定を行った。た

だ、प辺にはਫాや用ਫ路、ཬ道などが޿が

ることから、調査区とର৅地֎との間に༨༟

を࣋って調査区を設定した෦分がある。

平成21年౓の調査成Ռをडけて、平成22年

８月24日からϑΣンεの設ஔۀ࡞、調査トϨ

ンνの設定などにணखし、̕月̍日からはॏ

機による掘削を開࢝した。調査区は、ݱ在の

ཬ道をڬんでେきく西側の̖地区と東側の̗

地区に分けたが、̖地区については土地利用

の関係上、南側のறं場用地を̖̍地区、北

側のਫా෦分を̖２地区とした（第２ਤ）。

調査をਐΊると、各調査区とも、中世、奈

良時代、古墳時代中・後期の各時期の遺構が

確認された。

̖̍・̖２地区の古墳時代の遺構の状گな

らびに̗地区の奈良時代の遺構の状گがおお

むͶ明らかになったことから、平成23年̍月

23日にݱ地આ明会を࣮ࢪし、約480人のࢀՃ

があった。

調査期間中には平成22年12月２日、平成23

年̍月25日、同２月23日の３ճに分けて、ϥ

δコンϔリコϓターによるۭ中ࣸਅࡱӨを࣮

地આ明会ऴྃ後、̖地区についてݱ。したࢪ

は、平面ਤのิ଍や遺物のऔり上͛等を行っ

た後、埋Ί໭しۀ࡞を行い、２月22日にݱ地

調査をऴྃした。̗地区については、２月に

古墳時代の遺構面の調査を࣮ࢪし、す΂ての

を３月̐日にऴえた。その後、３月̕日ۀ࡞

まで埋Ί໭しۀ࡞を行い、調査をऴྃした。

なお、第̍次調査における第̍トϨンνは

̖２地区に、第２・３トϨンνは̗地区にؚ

まれる。 第２ਤ　第̍・２次調査区഑ஔਤ
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̏ʣ報告ॻ࡞੒ۀ࡞ʹ͍ͭͯ

平成23年౓は、平成22年౓に࣮ࢪした上狛北遺跡第２次調査の出土遺物の整ཧۀ࡞ならびに報

告書࡞成ۀ࡞を࣮ࢪした。出土遺物の整ཧۀ࡞では、遺物のચড়・઀߹・஫記をॱ次行い、報告

にඞ要な遺物のબ別を行った。これらについては࣮測を行い、ඞ要な場߹は୓本も行った。࠷ऴ

的に本報告にࡌܝした遺物は、ࣸਅਤ൛のみにࡌܝしたものもؚΊて739఺である。࣮測した遺

物のうち、復元Մೳなものについては石ߣによる復元を࣮ࢪした。復元できた遺物やখഁ片でも

ॏ要な遺物については、遺物ࣸਅのࡱӨを行いਤ൛としてࡌܝした。

また、土坑̨̭96から࣋ちؼった土࠭のચড়をॱ次ਐΊ、木簡や削屑の検出に౒Ίた。その݁

Ռ、木簡３఺、削屑41఺のほか、墨書土器31఺を確認した。これらの木簡の内༰については、平

成23年̓月19日に奈良文化財研究所のྗڠをಘて੺֎ઢΧϝϥによるऍಡを行った。出土した木

簡の内༰や遺構の時期、遺跡શମのੑ֨などを考ྀして、̓月27日に出土木簡のみをର৅とした

報道発දを行った。

報道発ද後、出土した木簡や削屑のอଘॲཧとともに、木簡ࡐのथ種同定ۀ࡞をҕୗした
	㉅̍ㅮ

。ま

た、土坑̨̭96からはେ量の୸化ࡐが出土したので、これらのࢼྉを࢖って์ࣹੑ୸ૉ年代測定

もҕୗした
ㅭ㉅２ㅮ

。これらの݁Ռについては、それͧれの項で報告する。

̐ɽ調査ͷ֓ཁ

̍ʣ調査ͷํ๏

ߞچ・土・চ土࡞ߞ年౓の調査成Ռにもとづき、いͣれの調査区とも、上૚遺構面௚上までࡢ

、し、その後、人ྗによるਫ਼査を行い、遺構の検出に౒Ίた。検出した遺構はڈ土等をॏ機でআ࡞

その位ஔを平板で記録しながら、掘削を行った。検出した遺構には原ଇとして通し番号をつけ、

遺構のੑ֨をࣔすུ号を෇༩した。ུ号は調査のਐ展に伴ってมߋすることもあったが、遺構番

号はมߋしないようにした。࢖用したུ号は、竪穴式住居跡ʀ̨̝、掘立柱建物跡ʀ̨̗、溝ʀ

̨̙、土坑ʀ̨̠もしくは̨̭、井戸ʀ̨̚、柱穴ʀ̨̥、不明遺構・そのଞʀ̨̭である。な

お、本報告で࢖用した遺構番号は調査時のものである。ただし、調査時に番号のなかった遺構に

ついては、本報告࡞成時に新たに෇༩した。

第３ਤ　土૚柱状ਤ
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遺構の掘削をऴえると、ඞ要にԠじて1/10ないし1/20の平面ਤやஅ面ਤの࡞成とࣸਅࡱӨを行

った。遺構面શମの調査をऴえると、調査区͝とにશࣸܠਅをࡱӨするように౒Ίた。なお、̖

̍・̖２地区では、中世の遺構は２～３時期の遺構のॏෳが認Ίられた。また、ࠓճの調査では

。ඪ系にもとづく地区ׂりの設定等は行わなかった࠲土ࠃ

各遺構面の間もްさ̑～30Dmఔ౓の遺物แؚ૚が認Ίられたので、ඞ要にԠじてॏ機でこれ

をআڈし、上記のۀ࡞を܁りฦした。調査期間中、調査のਐ௙状گに߹わせて、計３ճのϥδコ

ンϔリコϓターによるۭ中ࣸਅࡱӨを࣮ࢪした。

ճの調査で出土した遺物は、整ཧശにして84ശである。このほかに土坑̨̭96からは木簡やࠓ

削屑をؚむ土࠭60ശ༨りを࣋ちؼりચড়した。

̎ʣجຊ૚ং

調査区の基本的૚ংを第３ਤにࣔした。調査区の基本૚ংは、ݱ在の࡞ߞ土、࡞ߞچ土等のଯ

積૚、上૚遺構面、下૚遺構面、࠷下૚遺構面となる。なお、̖̍地区では、ݱ在の࡞ߞ土の上

面に̍ｍ༨りの੝り土をして、றं場として利用されていた。各調査区の中世の遺構面の検出ඪ

は、̗地区北୺で27.9m、南୺で28.1ｍ、̖２地区北୺で28.1ｍ、南୺で28.3ｍ、̖̍地区南୺ߴ

で28.2ｍとなり、南から北΁向か

って؇やかにࣼ܏している。な

お、̖２地区では中世の遺構を

３時期確認したが、̗地区では

̍面のみ確認した。次に奈良時

代の遺構面は、̗地区でඪ27.8ߴ

～27.9ｍであるのにରして、̖地

区では奈良時代の遺構面そのも

のを確認することはできなかっ

た。これは中世の遺構群の土地

利用の݁Ռ、奈良時代の遺構面

がେきく削平されたものと考え

られる。古墳時代の遺構面の検

出ඪߴは、̗ 地区北൒෦で27.7ｍ、

南୺で27.9ｍであり、南൒෦では

奈良時代の遺構と古墳時代の遺

構は、ほぼ同一面で検出した。̖

２地区では27.8～27.9ｍ、̖̍地

区西୺で28.0ｍとなる。いͣれの

調査区においても、中世の遺構

面からおよそ0.2ｍ下で古墳時代 第̐ਤ　̖̍地区遺構഑ஔਤ
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の遺構面を検出した。古墳時代の遺構面よりも下૚の状گは、̖２地区井戸̨̚215と̗地区土

坑̨̭96のஅちׂりで確認した。古墳時代の遺構面よりもおよそ２ｍは緑փ৭೪土૚で、ݻくక

まる。それよりも下は஡փ৭࠭૚ないし、ૈ࠭と࠭ࡉのޓ૚ଯ積૚となり、古墳時代の遺構面よ

りも約3.4ｍ下で、༙ਫ૚にୡする。̨̚215はこの༙ਫ૚までୡしていた。

̏ʣ֤ 調査۠ͷ֓ཁ

ʢ̍ʣ̖ ̍஍۠

調査ର৅地の南୺に位ஔし、調査લはறं場として利用されていた。調査地の西側をࠃ道24号

ઢが通るたΊ、安શに഑ྀして調査区の設定を行った。調査区の平面形はやや࿪な三֯形をఄす

る。調査面積は౰初170㎡であったが、その後、古墳時代の竪穴式住居跡のશ༰を確認するたΊ、

調査区の南西側の֦ுを行った。࠷ऴ的な調査面積は300㎡である。

遺構面は、中世と古墳時代の２時期を確認した。ݱ地ද面下約1.4m、ඪ28.1ߴm෇近で中世の

遺構を検出した。中世の遺構は２時期あり、第̍面ではॏෳした࡞ߞ溝を15条以上検出した。第

２面では掘立柱建物跡２౩のほか、柱穴20基などを検出した。出土遺物としては瓦器・土師器な

どがあり、中世から近世にかけての遺構とࢥわれる。

古墳時代の遺構としては竪穴式住居跡３基、土器ཷまり̍か所などがある。中世の遺構の第̍

面で検出した࡞ߞ溝の掘削時に、土器ཷまりの一෦や住居跡の竈などを検出しつつあり、中世の

遺構の第２面と古墳時代の遺構面はほぼ同一面で検出した。出土遺物としては須恵器・土師器・

製Ԙ土器などがあり、古墳時代中期後൒͝ろとࢥわれる。なお、奈良時代の遺構面は確認されな

かった。

ʢ̎ʣ̖ ̎஍۠

̖̍地区の北側に位ஔし、調査લはਫాであった。調査区の平面形は不整形な୆形をఄする。

調査面積は540㎡である。遺構面は、上૚と࠷下૚の２面を確認した。ݱ地ද面下約0.6m、ඪߴ

28.2m෇近で中世の遺構を検出した。

中世の遺構は３時期の遺構がॏෳしていた。第̍面ではおもに東西方向の࡞ߞ溝30条以上と調

査区のほぼ中ԝを東西方向にԣஅする෯10ｍ、ਂさ0.3ｍほどのେ溝状の遺構̨̭̍を検出した。

̨̭̍は第２面、第３面の遺構面を掘りࠐんでいる。出土遺物としては瓦器、中ࠃ製陶磁器、中

世陶器、銭貨（׮Ӭ通ሟ）などがあり、中世後൒～近世とࢥわれる。第２面では、̨̭̍よりも北

෦で南北方向の࡞ߞ溝を20条以上検出し、南෦では࡞ߞ溝のほか、土坑や柱穴多਺を検出した。

ただし掘立柱建物跡として復元することはできなかった。出土遺物に土師器・瓦器・中ࠃ製陶磁

器などがあることから、中世લ൒～中頃の遺構と考えられる。第３面は̨̭̍よりも南側のみに

認Ίられ、柱穴40基以上を検出した。これらも掘立柱建物跡として復元することはできなかった。

出土遺物に土師器・瓦器などがあり、中世初頭～લ൒の遺構と考えられる。また、わͣかである

が平安時代のࠇ৭土器椀や緑釉陶器のഁ片などが出土した。

中世の遺構の調査ऴྃ後にॏ機によってଯ積૚の掘り下 （͛約20～30Dm）を行い、古墳時代の

遺構面を検出した。古墳時代の遺構として竪穴式住居跡̐基をはじΊ、溝や土坑、柱穴などを多
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਺検出した。土৕化のӨڹや

ଯ積土の状گから遺構のྠֲ

を確定するのに૬౰の時間を

要した。ただ、遺構の遺ଘ状

。である޷は良گ

出土遺物としては須恵器・

土師器・製Ԙ土器などがあり、

古墳時代中期後൒～後期にか

けてとࢥわれる。このほか、

遺構にともなわないが、ঙ内

式や布ཹ式のᙈが出土してお

り、౰֘期の遺構が調査地प

辺にଘ在するՄೳੑがある。

なお、遺構面として確認す

ることはできなかったが、奈

良時代の井戸̍基と土器ཷま

り̍か所のほか、柱穴਺基を

確認した。奈良時代の遺構面は、中世の遺構の形成աఔでେきく削平されたものと൑அした。

ʢ̏ʣ̗ ஍۠

̖２地区の北東側、ཬ道をはさんで位ஔし、調査લはਫాであった。調査区の平面形は、ࡉ長

いۣ形をఄする。調査区の西側にはݱ用の用ਫ路が、東側にはਫాがଘ在するたΊ、調査区はए

や南北溝گして設定した。しかし、奈良時代の遺構面で検出した掘立柱建物跡の状࢒の༨地をׯ

のରとなる溝の༗ແを確認するたΊ、෦分的に֦ுした。࠷ऴ的な調査面積は790㎡である。

遺構は、中世・奈良時代・古墳時代の３時期を確認した。ݱ地ද面下約0.7m、ඪ28ߴm෇近で

上૚遺構面を検出した。中世の遺構は̖̍・̖２地区とҟなり、̍時期のみである。中世の遺構

として東西方向の࡞ߞ溝を60条以上検出した。また、区画溝やഉ用ਫ路とࢥわれるややن໛のେ

きな南北溝も਺条検出した。出土遺物には土師器・瓦器・中ࠃ製陶磁器などがあり、中世の遺構

と考えられる。̖２地区の中世の遺構の第̍面に૬౰すると考える。

中世の遺構面の調査ऴྃ後に、ॏ機によってଯ積૚を掘り下 （͛約10～20Dm）、奈良時代の遺

構面を検出した。奈良時代の遺構としては掘立柱建物跡̐౩、溝̑条、土坑２基などを検出した。

このうち土坑̨̭96は、古墳時代の遺構面の状گを確認するたΊのஅちׂりۀ࡞中に確認したも

ので、掘立柱建物跡などよりもएׯ先行する遺構である。土坑̨̭96では、େ量の土器や୸が出

土した。また、埋土の状گから木簡や木製品が遺ଘしやすい土質であることから、埋土に木簡等

がؚまれているՄೳੑや調査期間等を౿まえて、̨̭96の埋土をՄೳなݶりऔり上͛、ࣨ内でચ

ড়ۀ࡞を行うこととした。ݱ地調査中に木簡２఺と削屑̍఺を確認し、その後、ࣨ内のચড়ۀ࡞

第６ਤ　̖２地区遺構഑ஔਤ（古墳時代遺構面）
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で、後ड़するようにେきな成Ռを上͛ることができた。奈良時代の遺構からの出土遺物としては

木簡、瓦㡤ྨ、須恵器、土師器、製Ԙ土器、ۚଐ製品、木製品などがあり、奈良時代中͝ろとࢥ

われる。̑条検出した溝のうち、溝̨̙21をআく̐条についてはৄࡉな時期は不明であるが、̨

̙21や掘立柱建物跡に先行すると考えられる。

土坑̨̭96の調査にฒ行して、三たびॏ機によってଯ積૚を掘り下 （͛約̑～10Dm）、古墳時

代の遺構面を検出した。なお、࠷下૚遺構面は遺構の認Ίられた２地఺の߹計470㎡をର৅とした。

調査区は北دりと南൒෦の２か所で、྆地఺の間に̨̭96が位ஔする。古墳時代の遺構としては

竪穴式住居跡̐基、土坑と柱穴を10基લ後ͣつ検出した。出土遺物として須恵器・土師器などが

あり、古墳時代後期とࢥわれる。

第８ਤ　竪穴式住居跡̨̝50・63࣮測ਤ
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̑ɽݕग़遺ߏ

調査の֓要でもड़΂たように、遺構面としてはʮ上૚ʯ、ʮ下૚ʯ、ʮ࠷下૚ʯの３面を確認した

が、以下では、各遺構面を上からॱに、中世、奈良時代、古墳時代として、古い方から時代ॱに

調査区͝とに検出した遺構を報告する。

̍ʣݹ෿࣌୅

各調査区߹わせて、竪穴式住居跡11基や土器ཷまり３か所をはじΊ、土坑、溝、柱穴などを多

਺検出した。

ʢ̍ʣ̖ ̍஍۠

୦݀ࣜॅډ跡̨̝50（第８ਤ）　調査区のやや西دりで検出した。౰初設定した調査区では、

西辺がトϨンν֎となることから、調査区を֦ுし、住居跡のશ༰を明らかにした。

平面形はほぼ方形をఄし、南北長6.4m、東西長6.5ｍ、ਂさ0.15ｍを測る。住居跡の北辺に竈を

༗する。削平のたΊԎ道やԎ出しなどは確認できなかった。竈は࢒ଘ長1.8ｍ、෯1.6ｍを測る。

竈の中ԝにࢧ柱石がある。竈の東側に઀してஷ蔵穴と推定される土坑̨̠67を検出した。খ൑形

に近いପԁ形をఄし、長࣠長1.2ｍ、୹࣠長0.8ｍ、ਂさ0.4～0.5ｍを測る。पน溝は南西۱で検出

したものの、それ以֎には検出できなかった。ま

た、明確に主柱穴といえるものも検出できなかっ

た。

遺物の出土状گとしては、竈内に土師器ࠋやᙈ

などが落ちࠐんだ状گで出土した。また、େ量の

製Ԙ土器片が竈上面から出土した。ݦ著なまとま

りは認Ίられなかったが、集落における製Ԙ土器

のあり方を考える上で良޷な出土状گである。住

居埋土からは須恵器ഋ֖、土師器ഋ・খؙܕఈ土

器・ߴഋ・ᙈなどが出土しているが、住居চ面よ

りはएුׯいたݸମが多い。また、土坑̨̠67か

らも須恵器ഋ֖・ഋ਎、土師器ഋ、ᙈ、製Ԙ土器

などが出土している（第37ਤ̍～第38ਤ32）。出土

した遺物から古墳時代中期後൒～末͝ろと推定さ

れる。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第８ਤ）　竪穴式住居跡̨

̝50とॏෳして検出した住居跡で、̨̝50よりも

古い。平面形はほぼ方形をఄし、南北長3.6m、東

西長4.1ｍ、ਂさ0.1ｍを測る。̨̝50にくら΂খ

の住居である。住居跡の南辺にম土がみられたܕ

が、竈かどうかは不明である。南辺のম土の状گか

第̕ਤ　竪穴式住居跡̨̝60࣮測ਤ

第10ਤ　土器ཷまり̨̭15࣮測ਤ
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らも、竈ಋೖ以લの住居跡であるՄೳੑがある。

पน溝は住居の西൒෦で検出したものの、東൒෦では確認できなかった。また、主柱穴も認Ί

られなかった。明らかに̨̝63出土の遺物とݴえるものはないが、̨̝50出土遺物に౰住居跡の

遺物がؚまれているՄೳੑがある。̨̝50とのॏෳ関係から古墳時代中期後൒よりも古く位ஔづ

けられる。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�0（第̕ਤ）　竪穴式住居跡̨̝50のશ༰を明らかにするたΊの調査区を֦

ுした݁Ռ、調査区西辺で検出した住居跡である。住居跡は、これ以上調査区の֦ுができなか

ったたΊ、検出は෦分的なものにとどまる。

平面形は検出状گから方形をఄすると考えられ、住居跡の北東۱を検出したものと考える。南

北辺3.1ｍ以上、東西辺1.1ｍ以上、ਂさ0.3mを測る。पน溝や柱穴は認Ίられなかった。

住居跡の埋土から土師器のখ片がগ量出土したが、ৄࡉは不明である。このたΊ住居の時期は

明らかではないが、प辺の遺構とほぼ同じ古墳時代中期ではないかと推定される。

౔ཷث·Γ̨̭15（第10ਤ）　調査区のほぼ中ԝで検出した。௚２ܘｍほどのൣ囲から多਺の

土器が出土したが、これに伴う遺構のྠֲは確認できなかった。

出土した土器はす΂て土師器で、ᙈ・ࠋ・椀などが出土した（第39ਤ33～36）。出土した遺物か

ら古墳時代中期後൒͝ろと推定される。

第11ਤ　竪穴式住居跡̨̝281࣮測ਤ
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ʢ̎ʣ̖ ̎஍۠

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��1（第11ਤ）　調査区の北൒で検出した。平面形はほぼ方形をఄし、北にର

して61°ほど東΁ৼっている。北東辺長5.0m、南東辺長4.5ｍ、ਂさ0.15ｍを測る。北辺の中ԝに

竈を༗する。Ԏ道とԎ出しを߹わせた竈のશ長2.3ｍ、෯1.2ｍを測る。竈の上面は上૚遺構第２

面を検出した時఺ですでに確認していた。

पน溝はほぼશपしており、竈の෇近だけ్੾れている。෯10～25Dm、ਂさ̑～10Dmを測る。

主柱穴は̐か所確認したが、南西の柱穴がややઙく、そのଞは24～28Dmのਂさがあった。

出土遺物はগない。遺物の出土状گとしては、住居のほぼ中ԝで土師器ᙈが出土したほか、চ

面上にࢄ在した状ଶで須恵器ഋ਎、土師器ࠋなどが出土した（第40ਤ37～41）。出土した遺物から

古墳時代後期中頃～後൒と推定される。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第12ਤ）　調査区に南൒෦、やや東دりで検出した。後ड़する竪穴式住

居跡̨̝283とॏෳし、本住居跡の方が新しい。̨̝283とともに、遺構のྠֲがみにくく、竈の

ম土を確認することで、住居跡のଘ在を認ࣝすることができた。また、̨̝283との੾り߹い関

係や遺構の࠷ऴ的なن໛や形状を確認するのにやや時間を要した。平面形はやや࿪な方形をఄす

る。南北長4.6m、東西北辺長5.1ｍ、東西南辺長4.6m、ਂさ0.3ｍを測る。東西長は北辺の方がや

や長い。北辺の中ԝに竈を༗する。

竈は、本ମが北辺の中ԝにみられるが、Ԏ道が住居のपนにԊって西΁延びており、いわΏる

第12ਤ　竪穴式住居跡̨̝282࣮測ਤ
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ʮ̡ࣈ形竈ʯの形ଶをఄする。竈本ମはશ長1.2ｍ、෯1.4ｍを測る。Ԏ道は住居跡の北辺にԊって

延びるが、Ԏ出しの෦分が後世の柱穴によって᎟ཚされているたΊ、શ༰は明らかでないが、࢒

ଘ長1.8ｍ、෯0.75ｍ、Ԏ道の内法෯0.4ｍを測る。竈やԎ道はΦリーϒ׊৭೪質土で構ஙされて

いた。

पน溝は北辺と北東֯をআく３辺で検出した。෯0.25～0.3ｍ、ਂさ0.05ｍఔ౓を測る。主柱穴

は̐か所確認し、௚0.5～0.4ܘｍ、ਂさ0.12～0.27ｍを測る。

遺物の出土状گとしては、竈内෦やそのप辺で出土したものや主柱穴で囲まれた住居の中ԝ෦

分で出土したものが多い。このほか埋土上૚で出土したものがある。出土した遺物としては、須

恵器ഋ֖・ഋ਎、土師器ᙈ・ߴ・ࠋഋなどの土器（第40ਤ42～54）のほか、׈石製のӓۄやమ᭲な

どがある（第46ਤ124・125・127）。出土した土器から古墳時代後期લ൒～中頃と推定される。ӓ

。は竈の検出中に出土したもので、まとまりは認Ίられなかったۄ

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第13ਤ）　調査区の南൒෦、ほぼ中ԝで検出した。લड़の竪穴式住居跡

̨̝282とॏෳし、本住居跡の方が古い。平面形はほぼ方形をఄし、南北長5.6m、東西長6.0m、

ਂさ0.25ｍを測る。

竈は遺ଘしていなかったが、ম土や୸・փの޿がりを北辺の中ԝ෦に઀して確認した。ম土մ

第13ਤ　竪穴式住居跡̨̝283࣮測ਤ
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などがްくଯ積していたので、竈をҙਤ的にഁյした

Մೳੑもある。竈の構଄は不明であるが、ম土の޿が

りは長࣠長2.0ｍ、୹࣠長1.5ｍほどのൣ囲に認Ίられた。

पน溝は北・西・南の３辺で確認したが、いͣれも

෦分的な検出にとどまる。南辺のपน溝は෯70Dmલ後、

ਂさ̑～10Dmで、北辺や西辺で検出したपน溝にくら

΂、ややن໛がେきい。北辺や西辺のपน溝は෯20～

30Dm、ਂさ̑～10Dmを測る。

主柱穴と考えられる柱穴を住居の西൒෦で２基確認

したが、ਂさが̑～13Dmとઙく、この柱穴が本住居跡に伴う主柱穴かどうか൑அできなかった。

南辺のपนやपน溝に઀してஷ蔵穴と考えられる遺構を２基検出した（ஷ蔵穴̍・２）。ஷ蔵穴

̍は、やや࿪な方形をఄし、一辺0.6～0.79m、ਂさ0.4ｍを測る。ஷ蔵穴２は、ほぼ方形の平面形

をఄし、一辺0.55～0.63m、ਂさ0.45ｍを測る。

遺物は、竈のܽ࢒と考えられるম土のप辺と、住居南൒෦のほぼচ面௚上のほか、ஷ蔵穴から

多く出土した。出土した遺物としては須恵器ഋ֖・ഋ਎、土師器ᙈ・ߴ・ࠋഋ、製Ԙ土器などが

ある（第41ਤ59～90）。このうちஷ蔵穴̍からは製Ԙ土器（85・86・90）が、ஷ蔵穴２からは須恵器

ഋ֖・ഋ਎、土師器ഋ・ᙈ、製Ԙ土器などが出土した（60・66・71・81・88）。出土した遺物から

古墳時代中期後൒͝ろと推定される。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��0（第14ਤ）　調査区の東辺Ԋい、ほぼ中ԝで検出した。奈良時代の井戸̨

̚215とॏෳし、େ൒をഁյされる。検出したपนがほぼ௚ઢであることから、平面形は方形で

あったと推定され、住居の北辺の一෦を検出した。住居跡の࢒ଘするن໛は、北辺検出長5.4ｍ、

。ଘ෯1.5ｍである࢒

北辺に竈を༗するが、Ԏ道やԎ出しは確認できなかった。ただ、पนにԊって੺มしているՕ

所がみられたので、竪穴式住居跡̨̝282のようなʮ̡ࣈ形竈ʯであったՄೳੑもある。पน溝

は北辺にԊって検出し、෯20～25Dm、ਂさ̑Dmఔ౓を測る。

遺物は、竈内や住居の埋土から、須恵器ഋ਎や土師器ᙈなどが出土した（第40ਤ55～58）。出土

第14ਤ　竪穴式住居跡̨̝330࣮測ਤ

第15ਤ　土器ཷまり̨̭199࣮測ਤ
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した遺物から古墳時代後期લ൒～中頃と推定される。また、本住居に௚઀伴うものではないとࢥ

われるが、埋土からேإ形ԁ౵৥ྠのݞ෦のഁ片なども出土した（第46ਤ128）。

౔ཷث·Γ̨̭1��（第15ਤ）　調査区西୺で検出した。長࣠長3.5ｍ、୹࣠長2.5ｍのൣ囲から

多਺の土器が出土した。しかし、̖̍地区の土器ཷまり̨̭15と同༷、これに伴う遺構のྠֲ等

は確認できなかった。出土した土器として、須恵器ߴഋ・ᆵ、土師器ഋ・ᙈなどがあり、このう

ち̑఺をਤࣔした（第43ਤ91～95）。出土した遺物から古墳時代中期後൒ないし末͝ろと推定され

る。

౔ཷث·Γ̨̭��1　調査区北൒෦西辺دりで検出し

た。明確な遺構のྠֲは認Ίられなかったが、古式土師

器など３఺がほぼ同一地఺でॏなった状گで出土した。

出土した土器として、土師器ᙈ２఺と弥生土器とࢥわれ

るᙈ̍఺がある（第43ਤ96・97）。土師器２఺は布ཹ式ᙈ

とঙ内式ᙈ各̍఺であり、弥生土器とともに、出土状گ

から同時ੑのࢦఠができるࢿྉである。

౔��0̨̠޵（第16ਤ）　調査区の東辺中ԝ෦やや南د

り、竪穴式住居跡̨̝282の東側にほぼ઀して検出した。

平面形は۱ؙ方形をఄし、一辺1.3ｍલ後、ਂさ0.2ｍఔ

第17ਤ　竪穴式住居跡̨̝99࣮測ਤ

第16ਤ　土坑̨̠280࣮測ਤ



上狛北遺跡第２次発掘調査報告

-øþþ-

౓を測る。出土遺物としては土坑の埋土࠷上૚から製Ԙ土器300Hほどが出土した（第44ਤ98～

107）。しかし、土坑内にはম土等が認ΊられないことからমԘに伴うようなম成用の土坑ではな

いと൑அされる。なお、製Ԙ土器以֎の遺物が出土しなかったたΊ、時期は明確でないが、प辺

の遺構と同時期の古墳時代中～後期に位ஔづけられるとࢥわれる。

ʢ̏ʣ̗ ஍۠

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第17ਤ）　調査区の࠷南୺で検出した。住居跡の西辺と南東֯が調査区

֎となるたΊ、住居跡のશ༰を確認することはできなかったが、平面形はやや࿪な方形をఄする。

南北長5.7m、東西検出長5.0ｍ、ਂさ0.3ｍを測る。住居跡の北辺と南辺は平行にならͣ西に向か

って෯がややڱくなる。北辺の中ԝに竈が଄り෇けられており、Ԏ道がまっす͙住居֎΁延びる。

Ԏ道とԎ出しを߹わせた竈のશ長1.9ｍ、෯1.1ｍを測る。竈内にはࢧ柱石とࢥわれる石が２఺認

Ίられた。पน溝や主柱穴は認Ίられなかった。

遺物は竈内でややまとまって出土したほかは、住居内にࢄ在したような状ଶで出土した。出土

した遺物としては須恵器ഋ਎・ߴഋ、土師器ഋ・ߴഋ・ᙈなどがある（第45ਤ108～116）。出土し

た遺物から古墳時代後期中頃～後൒と推定される。

第18ਤ　竪穴式住居跡̨̝100・111࣮測ਤ
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୦݀ࣜॅډ跡̨̝100（第18ਤ）　調査区に南൒෦で検出した。後ड़する竪穴式住居跡̨̝111

とॏෳし、本住居跡の方が新しい。住居跡の東辺は奈良時代の南北溝̨̙21によって੾られてい

る。平面形は方形をఄし、南北長5.1m、東西࢒ଘ長4.9ｍ、ਂさ0.15ｍを測る。北辺の中ԝには竈

のܽ࢒とࢥわれるম土が޿がる。このম土を׬掘するաఔで長࣠長1.3ｍ、୹࣠長0.9ｍఔ౓のପ

ԁ形をఄする土坑̨̠120を検出した。この土坑は竈に関連するՄೳੑはあるものの、竈との関

係は明らかにできなかった。住居跡の東൒෦で土坑̨̠115・127を検出した。

पน溝は西辺と南辺で検出したが、北辺には認Ίられなかった。पน溝は෯0.15～0.30ｍ、ਂ

さ0.05ｍఔ౓を測る。主柱穴は検出されなかった。遺物はશମにগなく、須恵器ഋ֖や土師器ᙈ

が出土した（第45ਤ117～119）。また、௚２ܘmmఔの޸をઠった緑৭をఄするۄ状の石製品が出

土している（第45ਤ126）。出土した須恵器から古墳時代後期લ൒ないし中頃と推定される。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝111（第18ਤ）　調査区南൒෦で検出した。竪穴式住居跡̨̝100とॏෳして

いたが、本住居が̨̝100よりもਂく掘削されていたことから住居のن໛等については明らかに

することができた。平面形はほぼਖ਼方形で、南北長、東西長とも4.4mで、ਂ さは0.25ｍલ後を測る。

竈や主柱穴は認Ίられなかった。෯0.1m、ਂさ0.05ｍఔ౓のपน溝はશपするとࢥわれるが、̨

̝100とのॏෳ෦分では不明ྎであった。本住居の南辺にԊって、୸のմがまとまって出土した。

は不明である。遺物は͝くগ量が出土したఔ౓である（第45ਤ120・121）。̨̝100に先行すࡉৄ

第19ਤ　竪穴式住居跡̨̝105࣮測ਤ
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る住居であることから古墳時代後期લ൒

͝ろと推定される。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝105（第19ਤ）　調査

区北൒෦で検出した。住居跡の東辺は調

査区֎となる。平面形は࿪な方形をఄし、

南北長6.4m、東西検出長4.8ｍ、ਂさ0.1

～0.15ｍを測る。北辺の中ԝには竈のକ

とࢥわれる෦分が࢒ଘする。住居の北辺

に઀して、प囲が੺くমけたପԁ形の土

坑がある。しかし、ম土の޿がりなどか

ら、竈とは考えられͣ、古墳時代よりも

新しい時期のম土坑と考えられる。पน

溝や主柱穴は検出できなかった。遺物は

ほとんど出土せͣ、土師器のഁ片などが

গ量あるのみである（第46ਤ122・123）。

出土した土器から時期の特定は೉しい

が、प辺で検出した竪穴式住居跡とほぼ

同時期の古墳時代中期後൒から後期にか

けてと推定される。

౔1̨̠޵��（第20ਤ）　調査区の南൒

෦西辺に઀して検出した。遺構の一෦が

トϨンνนに઀して検出され、େ量の土

器が出土したことから、調査ऴྃに伴う

埋Ί໭しにࡍして、調査区の一෦を֦ு

して遺物のऔり上͛を行った。ただ、遺

構のશ༰は、調査区の西側にݱ用のਫ路

があるたΊ調査にݶ界があり、明らかに

できなかった఺がある。土坑のن໛は長

さ3.2ｍ以上、ਂさ0.4ｍఔ౓の不整形なପ

ԁ形をఄすると推定され、େ量の土器が

ഇغされたような状ଶで出土した。

遺物は、ೄᤗ文を༗するタタΩ調整ࠟ

がみられる陶質土器ᙈ̍఺をআき、す΂

てが土師器で、整ཧശにして８ശఔ౓が

出土した。土師器の器種はখؙܕఈ土器・ 第21ਤ　土坑̨̠91࣮測ਤ

第20ਤ　土坑̨̠126࣮測ਤ
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ᆵ・ᙈ・ߴഋなどがある。本報告ではその一෦のみを報告するが、

土器༷૬としては、ほぼ同じ内༰のものである（第47ਤ129～第48

ਤ159）。出土した土器から古墳時代中期初頭ないしલ൒とࢥわれ

る。

౔�1,̨޵（第21ਤ）　調査区南൒෦で検出した。平面形はପԁ

形をఄし、長࣠長2.4ｍ、୹࣠長1.9ｍ、ਂさ0.35ｍલ後を測る。土

坑埋土はେきく３૚に分かれ、おもに上２૚から多਺の土器とগ

量の୸が出土した。

出土した土器として、須恵器ഋ֖・ഋ਎・ߴഋ・ᆵ、土師器ഋ・

ᙈなどがあり、このうち18఺をਤࣔした（第49ਤ160～177）。出土

した土器から古墳時代後期後൒と推定される。

౔10̨̠޵�（第22ਤ）　調査区北൒෦で検出し

た。平面形はやや࿪な長方形をఄし、શ長0.94ｍ、

෯0.39ｍ、ਂさ0.1ｍを測る。土坑からは土師器ᙈ̍

఺が出土した（第49ਤ178）。

̎ʣಸྑ࣌୅

̖̍地区では౰֘期の遺構は検出していない。

また、遺物もほとんど出土していない。̖２地区

では井戸̍基のほか、গ਺の柱穴や土坑を検出し

たのみで、શମとして遺構の਺はগない。これは、

中世に遺構が削平されてしまったたΊとࢥわれる。

̗地区では掘立柱建物跡̐౩、溝̑条、土坑２基

などを検出した。

ʢ̍ʣ̖ ̎஍۠

Ҫ�15̨̚ށ（第23ਤ）　調査区の東辺、ほぼ中ԝ

で検出した。平面形はほぼ方形をఄし、一辺2.1～

2.5ｍを測る。౰初は人ྗで掘削を行っていたが、

２ｍを௒えるਂさであることが൑明したたΊ、ॏ

機によるஅちׂり調査に੾りସえた。その݁Ռ、

検出面からのਂさ約3.4ｍで༙ਫ૚とࢥわれる࠭૚

にୡした。この෇近が井戸のఈとࢥわれるが、ۂ

͛物などは認Ίられなかった。また、井戸࿮も確

認されなかった。

遺物は࠷上૚の約0.5mほどのൣ囲からまとまっ

て出土したものの、それよりも下૚では、ほとん第23ਤ　井戸̨̚215࣮測ਤ

第22ਤ　土坑̨̠102࣮測ਤ
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ど出土しなかった。土૚のଯ積状گから൑அして、あるఔ౓埋Ίられた後に土器が౤غされたの

ではないかと推定される。

出土した遺物としては、土師器ഋ̖、須恵器ഋ̖・ഋ̗・ഋ̗֖・ു̙・ᆵ̡・ᆵ2、平瓦な

どがある（第58ਤ200～210）。出土した土器から奈良時代中頃と൑அされ、̗地区で検出した土坑

̨̭96や溝̨̙21などとほぼ同時期である。

౔ཷث·Γ̨̭�0�　上૚遺構第２面の南北方向の࡞ߞ溝の掘削中に確認したもので、1.4ｍ

ఔのൣ囲からएׯの土器がまとまって出土した。࡞ߞ溝による֧ཚのたΊ、遺構の掘形等は確認

されなかった。あるいは遺物แؚ૚中の土器がややまとまって出土したՄೳੑもある。出土遺物

としては須恵器͹かりで、ഋ̗やു̙などがある（第58ਤ211・212）

ͦͷଞͷ遺２̖　ߏ地区では、奈良時代の遺物を出土する柱穴や土坑をগ਺検出した。検出し

た柱穴は掘立柱建物跡としてのまとまりを確認することはできなかった。柱穴̨̥222からは土

師器̖ࡼ・ᙈ̖が、柱穴̨̥169からは土師器ഋ̖が、柱穴̨̥221からは須恵器ഋ̗が、柱穴̨

̥313からは須恵器ഋ̗֖がそれͧれ出土した（第58ਤ213～217）。

ʢ̎ʣ̗ ஍۠

౔̨̭޵��（第24・25ਤ）　調査区のほぼ中ԝで検出した。後ड़する掘立柱建物跡̨̗03とॏ

ෳし、これよりも古い遺構である。平面形はほぼ方形をఄするが、西นの立ち上がりを明ྎに検

出できたのにくら΂、北น・南นの立ち上がりはともにやや不明ྎであった。また、東นはさら

に不明ྎであった。検出状گ等から、౰初は井戸のՄೳੑを考えたが、井戸࿮等が認Ίられͣ、

掘形ఈ面でも༙ਫも、༙ਫ૚とࢥわれる࠭૚も認Ίられなかったことから、土坑と൑அした。

平面形は、やや不明ྎな఺もあるが、ほぼ方形をఄし、南北長3.5m、東西長3.9mで、ਂさは

େで1.9mを測る。埋土は下૚から、木簡や削屑をؚむ木屑૚（13・15૚）、େ量の遺物がমけ࠷

た木ࡐや୸とともに出土した୸૚（̓・10૚）、土坑を࠷ऴ的に埋Ί立てた૚（̍～̐૚）のେきく

３૚に分けることができる。

遺物の出土状گは次の通りである。まͣ、木屑૚からはେ量の木屑やՃ޻木にࠞじってࠓճの

調査で࠷େの成Ռとなった木簡や削屑が出土した。߹わせてগ量の土器や瓦片などが出土した。

次に୸૚からはେ量の୸やমけた木ࡐ、ࣗવ木などとともに、墨書土器、須恵器・土師器などの

土器ྨ、製Ԙ土器、瓦㡤ྨのほか、銅椀片、߭ᕥなどが出土した。その出土量は๲େで、୸૚そ

のもののްさがݶ定されることから、これらの遺物と୸などが一時にେ量に౤غされたと考えら

れる。第25ਤにࣔした遺物出土状گは、上૚・下૚としているが、୸૚内における遺物の出土状

。の土器と瓦㡤ྨが出土したׯをࣔしている。整地૚からもएگ

土坑̨̭96から出土した遺物は整ཧശにして30ശをӽえる。その内༰は木簡や削屑（第50ਤ179

～181、ਤ൛第33　703～736）、瓦㡤 （ྨ第51ਤ182・184、第52ਤ186～188、第53ਤ190・191、第

54ਤ193、第55ਤ195～第57ਤ198）、須恵器・土師器などの土器 （ྨ第59ਤ218～第67ਤ412）、墨書

土器（第68ਤ413～第70ਤ443）、製Ԙ土器（第71ਤ444～457）、木製品・銅製品・మ製品（第80ਤ604

～609）など多ذにٴͿ。出土した木簡や墨書土器などの文ࢿࣈྉに年代の書かれたものはなかっ
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たが、出土土器は、その特௃から奈良時代中頃に位ஔづけられる。

この遺構のੑ֨については、出土遺物の内༰や土૚のଯ積状گなどから、調査地प辺で生じた

不要物をഇغするたΊに掘られた土坑と考えられる。また、調査ऴྃ後にॏ機によるஅちׂりを

行い、この遺構が井戸でないことを࠷ऴ的に確認した（ਤ൛第15ʵ3）。

また、େ量の୸化ࡐが出土したことから、Ճ଎器質量分ੳ法（̢̨̖法）による์ࣹੑ୸ૉ年代

測定を行った。݁Ռのみを記すと、1М暦年代ൣ囲（確཰68.2�）で681ʵ716 Dal "%（39.7�）および

744ʵ768 Dal "%（28.5�）、2М暦年代ൣ囲（確཰95.4�）で671ʵ773 Dal "%（95.4�）と、̓世紀後൒

第24ਤ　土坑̨̭96࣮測ਤ
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第25ਤ　土坑̨̭96遺物出土状گ
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～８世紀後൒のൣ囲をࣔした。この݁Ռは、土器から推定される遺構の年代とほぼॏなるが、土

器からಘられた年代ほどߜりࠐむことはできていない。

۷ཱபݐ෺跡̨̗01（第26ਤ）　調査区の中ԝ、やや北دりで検出した。柱間が不ଗいであるが、

東西２間（2.8ｍ）、南北３間（6.2ｍ）の南北౩建物跡である。建物主࣠は北にରして0.5～̍°東に

ৼる。柱穴は方形をఄし、一辺の長さがほぼ同じものが多いが、一෦長方形をఄするものが多い。

柱穴の一辺は45～70Dm、ਂさ20～30Dmを測る。྆࠺側中ԝの柱穴̨̥67・93はやや南北に長い

長方形をఄする。また、࢛۱の柱穴はほかの柱穴にくら΂、わͣかにਂい。いͣれの柱穴でも柱

ࠟを確認しており、௚18～12ܘDmを測る。

出土遺物としては、柱穴̨̥65から土師器ᙈ（第78ਤ597）があるほか、須恵器や土師器のখഁ

片などがある。出土した土器から時期を特定することは೉しいが、奈良時代の建物跡である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗0�（第27ਤ）　調査区の中ԝで検出した。掘立柱建物跡̨̗01から南΁約15

ｍの所に位ஔする。東西２間（3.2ｍ）、南北̍間（3.6ｍ）の建物跡である。建物主࣠は北にରして

0.5°ఔ౓西にৼる。柱穴はやや不整形な方形をఄするもの（柱穴̨̥117）もあるが、ほぼ方形を

ఄする。柱穴の一辺は55～65Dm、ਂ さ16～20Dmを測る。柱穴̨̥78はஅ面の࡯؍を܁りฦしたが、

ఈ面を確認することはできなかった。いͣれの柱穴でも柱ࠟを確認しており、௚25～20ܘDmを

測る。̨̗02の西側に位ஔする柱穴̨̥81は、̨̗02の南側柱列と柱ےや柱間ੇ法がଗうが、北

側柱列の西΁の延長෦分で柱穴を検出することができなかったので、別の遺構と൑அした。また、

̨̗02の柱列で囲まれた中ԝに、長辺1.0ｍ、୹辺0.6ｍ、ਂさ0.15ｍを測る平面長方形の柱穴が

ある（柱穴̨̥75）。柱穴内には柱ࠟが２つ確認できた。この̨̥75が̨̗02と一ମのものである

第26ਤ　掘立柱建物跡̨̗01࣮測ਤ
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のか、別の時期のものであるのか、明確にすることはできなかった。

遺物としては、各柱穴から須恵器や土師器のখഁ片などが出土したが、土器から時期を特定す

ることは೉しい。

۷ཱபݐ෺跡̨̗0�（第28ਤ）

　調査区の中ԝ、やや南دりで

検出した。掘立柱建物跡̨̗02

から南΁約̑ｍの所に位ஔす

る。東西̍間（2.0ｍ）以上、南北

̐間（8.5ｍ）の建物跡で、東側に

൳を࣋つと考えられる。਎ࣷの

େ൒は調査区֎に位ஔする。൳

の出は2.4m（̍間分）である。建

物主࣠は北にରして̍～1.5°東

にৼる。柱穴は方形をఄし、一

辺の長さが65～75Dmを測るもの

が多い。ਂ さは18～28Dmを測る。

਎ࣷの柱穴と൳の柱穴のେきさ 第27ਤ　掘立柱建物跡̨̗02࣮測ਤ

第28ਤ　掘立柱建物跡̨̗03࣮測ਤ
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はほぼ同じである。柱ࠟはす΂ての柱穴で確認しており、௚20ܘDmલ後を測る。

遺物としては、柱穴̨̥49から須恵器ഋ̗や土師器ഋ$が出土した（第78ਤ591・592）ほか、各

柱穴から須恵器や土師器のখഁ片などが出土した。出土した土器から奈良時代中頃とࢥわれる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗0�（第29ਤ）　調査区の南୺で検出した。掘立柱建物跡̨̗03から南΁約21

ｍのところに位ஔする。東西̍間（1.6ｍ）以上、南北２間（3.3ｍ）で、東西౩の建物跡と推定される。

建物主࣠は北にରして1.5°西にৼる。柱穴は۱ؙ方形をఄし、柱穴の一辺は48～60Dm、ਂさ

18Dmલ後を測る。いͣれの柱穴でも柱ࠟを確認しており、௚13～11ܘDmを測る。

̨̗04を構成する柱穴の̍つである̨̥58からは、須恵器ഋ̗֖のつまみや土師器ᆵ̗など（第

78ਤ594・595）が出土した。出土状گからᆵ̗にڙえ物をೖれて地௟のたΊ柱穴内に埋ೲしたՄ

ೳੑもある。また、柱穴̨̥60から土師器ᙈ（第78ਤ593）が出土したほか、そのଞの柱穴からも

須恵器や土師器のখഁ片が出土している。出土した土器から奈良時代とࢥわれるが、ৄࡉな時期

は不明である。

ճの調査で検出した掘立柱建物跡̨̗01～04の̐౩の建物跡の、いͣれからも時期をܾ定でࠓ

きるような遺物はほとんど出土しなかった。しかし、後ड़する溝̨̙21と掘立柱建物跡̐౩は、

方位をおおむͶଗえていることから、同時期の遺構であるՄೳੑがߴいと考えている。この఺は

土坑̨̭96と掘立柱建物跡̨̗03との૚位的な関係ともໃ६しない。

～溝̨̙21は調査区をॎஅする溝で、総延長は100ｍにୡし、෯は0.7　（第30～33ਤ）�1̨̙ߔ

1.1ｍを測る。ਂさは地఺によってまちまちであるが、0.1～1.0ｍを測る。̨̙21の方位は、北に

ରして̍°西にৼる。なお、調査区内で、̨̙21に௚ަするような溝や柵などの遺構は確認しい

第29ਤ　掘立柱建物跡̨̗04࣮測ਤおよび柱穴̨̥58遺物出土状گਤ
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ない。第̍次調査では第２・３トϨンνで̨̙21の一෦を検出している。

遺構の検出状گや遺物の出土状گから、̨̙21શମをେきく３区分して記ड़する。まͣ、北෦

は、調査区の北୺から第̍次調査の第３トϨンνの南୺までのൣ囲で、第３トϨンνશମをؚむ。

この෇近の溝のن໛は、෯0.9～1.1ｍ、ਂさ0.1～0.2ｍを測り、શൠ的にઙい。ਫのྲྀれていたࠟ

跡は明確には認Ίられなかったが、北から南に向かってྲྀれていたとࢥわれる。北෦では調査ൣ

囲がڱかったものの、第̍次・第２次とも多਺の遺物が出土した。出土遺物としては土師器や須

恵器、製Ԙ土器がある（第72ਤ458～第73ਤ512）。しかし、この西側の調査ൣ囲では、出土土器と

関連づけられる建物などの遺構は検出されなかった。

中ԝ෦は、第̍次調査の第３トϨンνの南୺から同じく第２トϨンνの北୺までのൣ囲とする。

したがって、第̍次調査のࡍに調査区を設定しなかったൣ囲である。このൣ囲の溝のن໛は、෯

0.7～1.1ｍ、ਂさ0.15～0.5ｍを測り、શൠ的にઙい。溝ఈは中ԝがߴくて北と南に向かって下が

っていくようである。ਫのྲྀれていたࠟ跡は明確には認Ίられなかった。遺物の出土状گは、中

ԝ෦の北10ｍほどのൣ囲からは遺物がほとんど出土しなかった。̨̙21のほかの地఺では遺物が

多਺出土することから、この෇近では遺物が౤غされるような状گになかったと考えられる。出

土遺物としては土師器・須恵器のほか、ؙ瓦・平瓦のഁ片や製Ԙ土器がগ量ある（第74ਤ514～第

75ਤ549）。

南෦は、第̍次調査の第２トϨンνの北୺から調査区の南୺までのൣ囲で、第２トϨンνશମ

をؚむ。このൣ囲の溝のن໛は、෯0.6～1.2ｍ、ਂさ0.1～1.0ｍを測り、特に第２トϨンνで遺構

のਂさが1.0ｍを測るところがある。しかし、ࠃ土࠲ඪの9�-138,666෇近で溝のఈ面がൺ0.4ߴｍ

ほどのஈࠩをもってٸにઙくなり、࠷南୺ではਂさがわͣか0.1ｍఔ౓となる。溝のఈがこのよ

うにେきくม化するཧ༝については明らかでない。ただし、このਂいൣ囲の西側にはࠓճ調査し

た建物の中ではൺֱ的େܕの建物である掘立柱建物跡̨̗03があり、Կらかの関係があるかもし

れない。遺物の出土状گは、第２トϨンνでまとまった土器が出土したほか、第２トϨンν南୺

よりも南側では遺物の出土量はঃʑにݮগし、ઙい෦分ではほとんど出土しなかった。出土遺物

としては土師器・須恵器のほか、ؙ瓦・平瓦のഁ片がগ量ある（第76ਤ550～第77ਤ590）。ただし、

第̍次調査のࡍに、溝̨̙21の࠷上૚から׬形の平瓦̍఺（第55ਤ194）が出土している。

以上のように̨̙21からは多਺の須恵器や土師器が出土したほか、平瓦やؙ瓦などがগ量出土

した。ݢ瓦の出土は認Ίられなかった。出土した土器の特௃からおおむͶ奈良時代中頃に位ஔづ

けられる。また、શମとして溝のఈのඪߴは一定しないことから、ਫをྲྀすような機ೳは認Ίに

くく、区画等のදࣔを目的としたものだったՄೳੑもある。

౔�1̨̠޵　調査区の北൒෦で検出した。平面形は۱ؙ方形をఄし、一辺2.6mલ後、ਂさ0.3

ｍఔ౓を測る。埋土はԫփ׊৭࠭質土ないしփ׊৭࠭質土で、須恵器ഋ̖などが出土した（第78

ਤ596）。溝̨̙21や掘立柱建物群とおおむͶ同時期と考えられる。

̏ʣதੈ

中世の遺構は、̖̍地区で２面、̖２地区で３面、̗地区で̍面検出した。遺構のେ൒はૉ掘
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第30ਤ　溝̨̙21࣮測ਤ（̍）
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第31ਤ　溝̨̙21࣮測ਤ（２）
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第32ਤ　溝̨̙21࣮測ਤ（３）
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第33ਤ　溝̨̙21࣮測ਤ（̐）
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り溝で、100条以上にୡする。また、̖̍地区と̖２地区の南൒෦で掘立柱建物跡２౩をはじΊ、

柱穴や土坑を多਺確認した。中世から近世にかけての遺物が出土しており、౰֘期の集落と࡞ߞ

地の一෦と推定され、遺構面にԠじたมભが考えられる。

ʢ̍ʣ̖ ̍஍۠

ૉ۷Γ܈ߔ（第̐ਤ上ஈ）　中世の遺構の第̍面で検出したૉ掘り溝群で、ॏෳが著しいが、15

条以上の溝群を検出した。෯0.5ｍ、ਂさ0.1～0.3ｍલ後を測るものが多い。東西方向をࢦ向して

おり、̖２地区の中世の遺構の第̍面と同方位である。出土遺物としては土師器や瓦器などがあ

り、中世から近世にかけての遺構と考えられる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗05（第̐ਤ下ஈ）　中世の遺構の第２面東دりで検出した。東西２間（3.8ｍ）、

南北̍間以上（1.8ｍ以上）の建物跡である。建物主࣠は北にରして８°東にৼる。柱穴は௚0.2ܘｍ

લ後のԁ形ないし۱ؙ方形をఄする。ਂさは0.1m未ຬである。出土遺物がほとんどなく、ৄし

い時期は不明である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗0�（第̐ਤ下ஈ）　中世の遺構の第２面中ԝで検出した。東西２間（4.3ｍ）、

南北̐間以上（8.0ｍ以上）の建物跡である。建物主࣠は北にର

して̐°ないし̑°東にৼる。柱穴は௚0.2ܘｍほどのԁ形をఄ

する。ਂさは0.15～0.2mを測る。出土遺物がほとんどなく、ৄ

しい時期は不明である。

ʢ̎ʣ̖ ̎஍۠

ૉ۷Γ܈ߔ （̍第̑ਤ上ஈ）　中世の遺構の第̍面で検出し

たૉ掘り溝群で、おもに東西方向に延びる。ॏෳが著しいが、

30条以上の溝群と調査区のほぼ中ԝを東西方向にԣஅするେ

溝状の遺構̨̭̍を検出した。ૉ掘り溝のେ൒は、෯0.3～0.6ｍ、

ਂさ0.1～0.15ｍを測る。̨̭̍は෯10ｍ、ਂさ0.3ｍほどを測り、埋土のେ൒は୶੨փ৭೪質土

であった。出土遺物としては瓦器、中ࠃ製陶磁

器、中世陶器、銭貨（׮Ӭ通ሟ）などがあり、中

世後൒～近世とࢥわれる。

ૉ۷Γ܈ߔ （̎第̑ਤ中ஈ）　中世の遺構の第

２面で検出したૉ掘り溝群で、おもに南北方向

に延びる。ॏෳが著しいが、̨̭̍よりも北側

で南北方向の࡞ߞ溝を20条以上検出した。出土

遺物としては土師器・瓦器・中ࠃ製陶磁器など

があり、中世લ൒～中頃とࢥわれる。

౔10̨̠޵�（第34ਤ）　中世の遺構の第２面

の北൒෦で検出した。平面形は東西方向に長い

ପԁ形をఄする。長࣠0.85m、୹࣠0.6m、ਂさ第35ਤ　土坑̨̠143࣮測ਤ

第34ਤ　土坑̨̠106࣮測ਤ
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0.1mを測る。瓦器椀や土師器ࡼなどが出

土した（第81ਤ612～614）

౔1̨̠޵��（第35ਤ）　中世の遺構の第

２面の南୺で検出した。平面形は࿪な長

方形をఄする。長辺1.7m、୹辺0.9m、ਂ

さ0.6mを測る。瓦器椀・瓦器ࡼ・ന磁椀・

須恵器椀・土師器ࡼなどが出土した（第81

ਤ621～634）。

ʢ̏ʣ̗ ஍۠

ૉ۷Γ܈ߔ（第̓ਤ左）　中世の遺構面で検出したૉ掘り溝群で、େ൒が東西方向に延び、一෦

南北方向に延びる。શମにॏෳが著しいが、60条以上の溝群を検出した。෯0.3～0.6ｍ、ਂさ0.1

ｍલ後を測るものが多い。ૉ掘り溝には、区画溝やഉਫ路とࢥわれるややن໛のେきな南北溝も

਺条検出した。出土遺物としては土師器や瓦器などがあり、中世લ൒～後൒とࢥわれる。̖２地

区上૚遺構第̍面と同方位であり、同遺構面にରԠすると考える。

౔̨̠޵��　調査区の北൒෦、西นに઀して検出した。平面形はほぼԁ形をఄし、௚1.0ܘｍ、

ਂさ0.4ｍを測る。遺物として土師器Ӌזが̍఺出土した。

̒ɽग़౔遺෺

ճの発掘調査では、古墳時代から中世にかけての遺物が多਺出土した。これらの多くは遺構ࠓ

から出土したもので、遺構の時期やมભ、遺跡のੑ֨を考える上でॏ要なࢿྉとなる。また、গ

਺であるが弥生時代の遺物が出土していることを確認した。弥生時代の遺物については、古墳時

代以߱の遺構から出土しているものもあるが、いͣれも遺物แؚ૚出土としてѻうこととする。

以下、検出遺構と同༷に、時代͝とに遺物の報告を行う。

̍ʣݹ෿࣌୅

各調査区から古墳時代લ期から後期にかけての各時期の遺物が出土した。主ମとなるのは11基

もの竪穴式住居跡を検出した中期後൒～後期後൒のものであるが、લ期初頭や中期初頭の遺物も

出土しており、調査地प辺における土地利用の一୺を࢕い஌ることができる。なお、古墳時代の

遺物については、調査区͝とに報告する。

ʢ̍ʣ̖ ̍஍۠

୦݀ࣜॅډ跡̨̝50（第37ਤ̍～第38ਤ32）　須恵器・土師器・製Ԙ土器などが多਺出土した。

̍～３は須恵器である。̍・２はほぼ同形・同େのഋ֖で、ޱԑ୺෦の形状がएׯҟなり、̍は

内ؾܘຯ、２はほぼ平ୱな面をなす。どちらもఱ井෦の2/3ఔ౓にճసϔϥέズリ調整をࢪす。

̍は׬形で、12.1ܘޱDm、器4.4ߴDmを測る。３はഋ਎のഁ片で、ほぼまっす͙に立ち上がるޱ

ԑ෦と୹いडけ෦を࣋つ。ఈ෦にճసϔϥέズリ調整をࢪす。おおむͶ陶༢編年の̩̠47ܕ式に

位ஔづけられる
ㅭ㉅̐ㅮ

。

第36ਤ　େ溝状遺構̨̭̍・土坑̨̠401土૚அ面ਤ
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第37ਤ　竪穴式住居跡̨̝50出土土器࣮測ਤ（̍）
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̐～21は土師器である。̐～８はഋ

である。いͣれもޱԑ෦にڧいϤコφ

σ調整をࢪして֎൓させる。ఈ෦はؙ

ఈؾຯで、６・８はख࣋ちのϔϥέズ

リ調整を、̑はϢϏΦαΤをࢪす。̕

はখؙܕఈ土器のഁ片とࢥわれる。10

はߴഋの٭柱෦で、٭୺෦はʮϋʯࣈ

状に開く。11・12はେߴܕഋのഋ෦で

ある。11は٭柱෦との઀߹෦にࢗಥࠟ

が認Ίられる。11は24.2ܘޱDm、࢒ଘ

、品ܕ13.0Dmを測る。13～18はᙈである。13・14はখߴ

17は中ܕ品、15・16はେܕ品である。いͣれもޱԑ෦が

୯७ʮくʯࣈ状をఄし、ޱԑ୺෦をؙくೲΊる。18はఈ

෦である。17はମ෦内面にέズリ調整、18はφσ調整を

であࠋの೺खである。20・21はࠋす。19はᙈあるいはࢪ

る。20は௚઀઀߹しないものをਤ上で復元したもので、

推定27.2ܘޱDm、推定器28.7ߴDmを測る。ମ෦内面の上

位にϋέ調整、それ以下にϔϥέズリ調整をࢪす。ఈ෦

にはগなくとも２か所のઠ޸が認Ίられる。21は20より

もややେܕのࠋで、ମ෦内面の上位にϋέ調整、それ以

下にϔϥέズリ調整またはϔϥέズリ調整後にφσ調整をࢪす。ਤࣔした以֎にも別ݸମのࠋが

̍఺ある。

22～32は製Ԙ土器である。6.2～3.0ܘޱDmを測るখܕ品で、器นはඇৗにബい。22～25は֎面

にタタΩ調整を、内面にφσ調整をࢪす。26～32は内֎面ともφσ調整とϢϏΦαΤをࢪす。

౔ཷث·Γ̨̭15（第39ਤ33～35）　いͣれも土師器である。33・34はഋである。ともにޱԑ

෦がࣼΊ֎上方に۶ۂする。33はఈ෦֎面にख࣋ちのϔϥέズリ調整をࢪす。35はޱԑ୺෦をわ

ͣかにࣼΊ上方につまみ上͛るࠋである。内面にϔϥέズリ調整をࢪす。খഁ片のたΊ法量等は

不明である。出土したഋの特௃から陶༢編年の̩̠208～̩̠47ܕ式にซ行するとࢥわれる
ㅭ㉅̑ㅮ

。

ப̨̥݀5�（第39ਤ36）　土師器ഋである。ޱԑ෦にやや࿪みあり、13.3～12.2ܘޱDm、器ߴ

5.1Dmを測る。ޱԑ෦がࣼΊ֎上方に۶ۂする。ମ෦内面にஸೡなφσ調整をࢪす。土器ཷまり

̨̭15出土のഋྨとおおむͶ同時期と考えられる。

ʢ̎ʣ̖ ̎஍۠

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��1（第40ਤ37～41）　須恵器・土師器などが出土した。出土量はগなく、ഁ

片ࢿྉを中৺に̑఺をਤࣔした。37～39は須恵器ഋ਎である。いͣれもडけ෦と立ち上がりを༗

する器形である。37・38にくら΂、39は立ち上がりがएׯ୹い。ܘޱは11.3～13.4Dmを測る。খ

第39ਤ　土器ཷまり̨915・
柱穴̨̥57出土土器࣮測ਤ

第38ਤ　竪穴式住居跡̨̝50出土土器࣮測ਤ（２）
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片のたΊ時期は不明確な఺があるものの、おおむͶ陶༢編年の̩̠43ܕ式に位ஔづけられる。40

は土師器ᙈである。ޱԑ෦は内面にϋέ調整を、ޱԑ୺෦から֎面にはϤコφσ調整をࢪす。ମ

෦内֎面にϋέ調整をࢪす。֎面が੺มすることから２次ম成をडけたと考えられる。ܘޱ

12.6Dm、࢒ଘ12.2ߴDmを測る。41は土師器ᙈもしくはࠋのମ෦のഁ片である。ᙈであれ͹長಑

ᙈのՄೳੑもある。内֎面ともϋέ調整をࢪすが、֎面にはཻ࠭のҠಈが確認でき、έズリ調整

をࢪしているՄೳੑもある。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第40ਤ42～53）　須恵器・土師器が多਺出土した。42～44は須恵器ഋ֖

である。42・43はޱԑ୺෦をؙくೲΊ、ޱԑ෦とఱ井෦の境にྏないし௜ઢがみられる。どちら

もఱ井෦にϔϥ記号がみられるが、1/2ఔ౓しか࢒ଘしないたΊશ༰は不明である。44はޱԑ୺

෦に௜ઢ状のஈを࣋つが、ఱ井෦との境にྏや௜ઢはみられない。３఺ともఱ井෦の1/2ఔ౓に

ճసϔϥέズリ調整をࢪす。43は14.8ܘޱDm、器4.0ߴDmを測る。45～47は須恵器ഋ਎である。

45・46はほぼ同形同େのഋ਎で、୹い立ち上がりのޱԑ෦を࣋ち、ఈ෦֎面1/3ఔ౓にճసϔϥ

έズリ調整をࢪす。46はఈ෦֎面にϔϥ記号がある。47は45・46にくら΂ややްΊの器形をఄす

る。45は13.1ܘޱDm、器4.2ߴDmを測る。これらの須恵器֖ഋは、おおむͶ陶༢編年の̩̠10ܕ

式に位ஔづけられる。44・47はやや古く位ஔづけられるかもしれない。48は土師器ߴഋ٭෦のখ

ഁ片で、ຎ໓のたΊ調整は不明である。49～53は土師器ᙈである。50・51はମ෦֎面にϋέ調整、

ମ෦内面にέズリ調整をࢪし、50はޱԑ෦がஈ状をఄする。52はମ෦内֎面ともにϋέ調整をࢪ

す。50～52はޱԑ෦内面にԣ方向のϋέ調整をࢪす。53はやや平ఈؾຯのఈ෦のࢿྉで、内֎面

ともϋέ調整をࢪす。֎面にഗらしきࠇ৭物が෇ணする。51は10.6ܘޱDm、࢒ଘ10.5ߴDmを測る。

54は土師器ࠋのޱԑ෦とࢥわれる。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第41ਤ59～第42ਤ90、第46ਤ124・125・127）　須恵器・土師器、製Ԙ

土器、׈石製ӓۄ、మ器などが多਺出土した。59～69は須恵器である。59～63は、ޱԑ෦とఱ井

෦の境にྏがみられるഋ֖である。60のޱԑ୺面はਫ平に近いが、それ以֎は内܏する。いͣれ

もఱ井෦の1/2～2/3ఔ౓にճసϔϥέズリ調整をࢪす。࢒ଘ཰はいͣれも1/4未ຬであるが、59

は13.6ܘޱDm、器5.5ߴDmを測る。61は12.0ܘޱDm、器5.1ߴDmを測る。64～66はやや内ؾ܏ຯ

のޱԑ෦と୹いडけ෦をもつഋ਎である。ఈ෦֎面1/3～2/3ఔ౓にճసϔϥέズリ調整をࢪす。

65は׬形で、10.6ܘޱDm、器5.0ߴDmを測る。64のஅ面は੺ࢵ৭をఄする。これらの須恵器֖ഋは、

おおむͶ陶༢編年の̩̠23ܕ式ないし̩̠47ܕ式に位ஔづけられる。67はߴഋのഋ෦と推定され

る。68・69はߴഋ٭෦で、ともに٭෦֎面にΧΩϝをࢪす。また長方形状のεΧシ޸が認Ίられ

る。̐か所にઠ޸されていたと推定される。

70～83は土師器である。70～74はഋである。形ଶ的にはେきく３つに分かれ、ޱԑ෦がࣼΊ֎

上方に۶ۂするもの（70・71）、ޱԑ෦が֎൓するもの（73）、ޱԑ෦にϤコφσ調整をࢪすだけも

の（73・74）がある。70・71のఈ෦֎面にはख࣋ちのϔϥέズリ調整をࢪす。70はほぼ׬形で、ޱ

ഋߴ5.0Dmを測る。75はߴ13.6Dm、器ܘޱ、ଘし࢒5.4Dmを測る。74は1/3ఔ౓がߴ12.4Dm、器ܘ

のഋ෦で、1/4ఔ౓が࢒ଘするものの、࿪みが著しい。平ୱなഋఈ෦から、େきく内࿷しながら
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ഋ෦が立ち上がり、ޱԑ෦が70・71のഋのようにࣼΊ֎上方に۶ۂする。76は長ᰍᆵである。77

もほぼ同形ଶの土師器長ᰍᆵのମ෦上൒のഁ片とࢥわれる。76は௚઀઀߹しないഁ片をਤ上で復

元した。ともに֎面にԣ方向のϔϥϛΨΩ調整をࢪし、77はମ෦下൒にϔϥέズリ調整をࢪす。

76は1/2ఔ౓が࢒ଘし、推定࢒ଘߴは14.6Dmである。78～83はᙈである。খܕもしくは中ܕ品が

多い。ޱԑ෦はいͣれもʮくʯࣈ状に۶ۂするが、78はやや内࿷ؾຯ、79・82はやや௚ઢ的、

80・81・83は֎൓しており、ޱԑ෦の形状は多༷である。79をআき、ମ෦内面にϔϥέズリ調整

第41ਤ　竪穴式住居跡̨̝283出土土器࣮測ਤ（̍）
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をࢪす。

84～90は製Ԙ土器である。4.8～3.0ܘޱDmを測るখ

品で、器นはඇৗにബい。いͣれも内֎面ともφσܕ

調整とϢϏΦαΤをࢪす。90はఈ෦からମ෦΁の۶ۂ

෦のഁ片である。

124・125は׈石製のӓۄである。௚5.2～4.9ܘmm、

ްさ２～３mmを測る。

110はচ面௚上から出土したమ᭲である。࢒ଘ長

12.5Dm、᭲਎෦෯1.2Dm、ܪ෯2.5mmを測る。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��0（第40ਤ55～58、第46ਤ128）

　須恵器・土師器などが出土したが、住居跡そのもの

が、奈良時代の井戸̨̚215によってେきく᎟ཚされていたたΊ、出土量はඇৗにগない。ഁ片

ԑ୺෦ޱ。4.7Dmを測るߴ12.0Dm、器ܘޱ。ྉ中৺に̑఺をਤࣔした。55は須恵器ഋ਎であるࢿ

に௜ઢ状のஈがみられる。ఈ෦֎面2/3ఔ౓にճసϔϥέズリ調整をࢪす。おおむͶ陶༢編年の

式に位ஔづけられる。56はᙈかᆵのମ෦のখ片であるが、֎面にೄᤗ文がみられる。57ܕ15̢̩

は土師器ᙈのޱԑ෦で内面にϋέ調整をࢪす。58は土師器ᙈのఈ෦で、ؙఈである。

111はேإ形ԁ౵৥ྠのഁ片である。ԁ౵෦の࠷上ஈのಥଳと、その上෦にᰍ෦に向かってす

ぼまるݞ෦がґଘする。ݞ෦֎面にॎϋέ調整をࢪす。

౔ཷث·Γ̨̭1��（第43ਤ91～95） 　ਤࣔしたのは須恵器３఺、土師器２఺であるが、出土

量はもうগしある。91は土師器ഋである。ޱԑ෦がࣼΊ֎上方に۶ۂする。ମ෦֎面はφσ調整

とϢϏΦαΤをࢪす。12.4ܘޱDm、࢒ଘ5.2ߴDmである。92は須恵器の༗֖ߴഋである。ޱԑ෦

はほぼ௚立し、୹いडけ෦を༗する。ഋఈ෦֎面にճసϔϥέズリ調整をࢪした後、٭෦を઀߹

する。٭෦には３方向にಁかしをઠつ。11.0ܘޱDm、器9.8ߴDm、ఈ10.2ܘDmを測る。93は須恵

器のແ֖ߴഋである。ഋ෦中位にತઢ状のྏがあり、下൒に೾状文をࢪす。٭෦には３方向にಁ

かしをઠち、֎面にΧΩϝをࢪす。17.7ܘޱDm、器13.6ߴDm、ఈ10.8ܘDmである。92・93は形

状などからおおむͶ陶༢編年の̩̠23ܕ式に位ஔづけられよう。94は須恵器ᆵのޱԑ෦とࢥわれ

る。ᰍ෦֎面にΧΩϝをࢪす。95は土師器ᙈである。ຎ໓が著しく調整は不明ྎである。

౔ཷث·Γ̨̭��1（第43ਤ96・97）　古式土師器２఺と弥生土器̍఺が出土した。96はঙ内式

ᙈである。ޱԑ୺෦をつまみ上͛るが、ややؙくೲΊている。֎面にےࡉのタタΩ調整、ମ෦内

面にϔϥέズリ調整をࢪす。ϔϥέズリ調整はᰍ෦までୡする。17.5ܘޱDm、࢒ଘ8.5ߴDmである。

97は布ཹ式ᙈである。ޱԑ୺෦内面がංްするものの、๲らみはややऑい。ମ෦֎面にϋέ調整、

ମ෦内面にέズリ調整をࢪす。έズリ調整はᰍ෦までୡしない。14.4ܘޱDm、࢒ଘ5.4ߴDmである。

このほか、ਤࣔしていないが弥生土器のᙈがある。ମ෦֎面にタタΩ調整をࢪす。ମ෦内面はや

やຎ໓しているが、φσ調整をࢪす。これら３఺がほぼॏなって出土したことから同時期のもの

であるՄೳੑがߴいと൑அした。時期はࢿྉ਺がগないたΊ不明確な఺もあるが、ঙ内式ᙈや布

第42ਤ　竪穴式住居跡̨̝283
出土土器࣮測ਤ（２）
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ཹ式ᙈの形ଶから布ཹ̍式をલ後する時期のもの

であろう
ㅭ㉅６ㅮ

。

౔��0̨̠޵（第44ਤ98～107）　製Ԙ土器のみ

が出土した。5.3～3.2ܘޱDmを測るখܕ品で、器

นはඇৗにബい。いͣれも内֎面にφσ調整とϢ

ϏΦαΤをࢪすが、શମにຎ໓が著しい。ৄしい

時期は不明であるが、竪穴式住居跡̨̝50や̨̝

283で出土したものとେきさや形ଶにେきなࠩが

みられないので、これらの住居跡とほぼ同時期と

推定される。

ʢ̏ʣ̗ ஍۠

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第46ਤ108～116）　須恵器や土師器などが出土した。̗地区で検出した

住居跡としては遺物が多く出土しており、̕఺をਤࣔした。108～110は須恵器、111～116は土師

器である。108・109はഋ਎である。わͣかに内܏する立ち上がりと、୹くਫ平に延びるडけ෦を

࣋つ。109はఈ෦֎面にճసϔϥέズリ調整をࢪす。110はߴഋഋ෦である。ഋఈ෦֎面に٭෦の

ണ཭ࠟが認Ίられる。ޱԑ෦中位にྏがみられ、下൒෦には೾状文をࢪす。12.1ܘޱDm、࢒ଘߴ

4.5Dmを測る。これらの須恵器ഋ਎は、おおむͶ陶༢編年の̩̠10ܕ式ないし̢̩85ܕ式に位ஔ

づけられる。111はഋである。ޱԑ෦にϤコφσ調整をࢪして֎൓させる。ମ෦からఈ෦にかけ

ての֎面には೪土ඥの઀߹ࠟが࢒る。112はߴഋの٭柱෦である。113～116はᙈである。117は内

࿷ؾຯのޱԑ෦に、ٿ形のମ෦をఄする。内֎面ともૈΊのϋέ調整を多用する。16.2ܘޱDm、

器12.3ߴDmを測る。114～116はޱԑ෦が୯७ʮくʯࣈ状をఄする。ମ෦の形状は不明であるが、

114は長಑ؾຯのମ෦である。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝100（第46ਤ117～119）　須恵器や土師器のഁ片がগ量出土した。後ड़する̨

第44ਤ　土坑̨̠280出土土器࣮測ਤ

第43ਤ　土器ཷまり̨̭199・321出土土器࣮測ਤ
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̝111とॏෳするたΊ、̨̝111の遺物がࠞೖしているՄೳੑもある。117・118は須恵器ഋ֖であ

る。117はޱԑ୺෦にஈを࣋ち、ޱԑ෦からఱ井෦΁の境界にはわͣかにಥ出したྏがみられる。

ఱ井෦の2/3ఔ౓にճసϔϥέズリ調整をࢪす。15.0ܘޱDm、࢒ଘ4.6ߴDmである。これらの須

恵器ഋ֖は、おおむͶ陶༢編年の̩̠10ܕ式に位ஔづけられる。119は土師器ᙈで、ԑ෦が内࿷

ຯとなる。ମ෦֎面にϋέؾ܏ຯに立ち上がり、୺෦をやや֎方につまみ出す。୺෦はやや内ؾ

調整、内面にέズリ調整をࢪす。14.4ܘޱDm、࢒ଘ10.9ߴDmである。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝105（第46ਤ122・123）　出土遺物はগ量であり、ਤࣔできたのは土師器２఺

のみである。122はߴഋの٭෦である。内֎面ともϔϥέズリ調整がࢪされる。123は೺ख෇ᙈの

೺खである。出土遺物の時期は不明であるが、ଞの住居跡とほぼ同じ古墳時代中期後൒から後期

におさまるものとࢥわれる。

第45ਤ　竪穴式住居跡̨)99・100・105・111出土土器࣮測ਤ
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୦݀ࣜॅډ跡̨̝111

（ 第46ਤ120・121）　120

は須恵器ഋ֖とࢥわれ

るখഁ片である。ޱԑ୺

෦はؙくೲΊる。খഁ片

のたΊ時期のܾ定には

いたらないが、陶༢編年

の̩̠10ܕ式以લには

位ஔづけられない。121

は土師器ᙈで、ޱԑ୺෦をややつまみ上͛る。ৄࡉな時期は不明であるが、̨̝100に先行する

ことから古墳時代後期લ൒に位ஔづけられるՄೳੑがある。

౔1̨̠޵��（第47ਤ129～第48ਤ159）　129～158は土師器、159は須恵器である。129はখؙܕ

ఈ土器である。ޱԑ෦をܽଛし、શମにຎ໓ؾຯである。130・131は௚ޱᆵである。130はܘޱ

12.6Dmを測るখܕ品、131は22.4ܘޱDmを測るେܕ品である。132はෳ߹ޱԑをఄするᆵと推定

される。133～144はᙈで、ޱԑの形状やମ෦の調整が多༷である。135～137はޱԑ෦内面がංް

し、ମ෦内面にέズリ調整をࢪす。136は12.6ܘޱDm、࢒ଘ12.1ߴDmを測る。133・134・138～

141は、ޱԑ෦が֎上方、もしくは֎൓ؾຯにʮくʯࣈ状に۶ۂするޱԑをఄする。133・134・

141は֎面にϋέ調整、内面にφσ調整をࢪす。138・139は内面にϔϥέズリ調整をࢪすが、֎

面はຎ໓のたΊ不明ྎである。140は֎面にϋέ調整、内面にϔϥέズリ調整をࢪす。141は内֎

面ともຎ໓ؾຯであるが、֎面はϋέ調整、内面にφσ調整をࢪす。139は13.3ܘޱDm、࢒ଘߴ

15.9Dmを測る。142～144はෳ߹ޱԑをఄするᙈである。142はମ෦֎面にϋέ調整、内面にϔϥ

έズリ調整をࢪす。20.6ܘޱDm、࢒ଘ27.5ߴDmを測る。ᙈྨは֎面にഗの෇ணするものが多い。

145～158はߴഋである。145～149はࣼΊ上方に開くഋ෦を༗するほぼ同形同େのߴഋである。ޱ

す。148・149はࢪさ4.7～5.7Dmを測る。145・148は内面にϋέ調整をߴ17.3Dm、ഋ෦の～15.9ܘ

֎面にϋέ調整をࢪす。150はഋޱԑ෦がେきく֎൓し、ほかのݸମにくら΂ઙい器形である。

152はഋ෦から٭෦にかけてのࢿྉである。153はߴഋもしくは器୆の٭෦とࢥわれる。150・154

はやや中ܕのߴഋである。150はഋ෦の内֎面ともφσ調整をࢪすが、154はഋ෦の内面にϋέ調

整をࢪす。150は16.8ܘޱDm、࢒ଘ3.3ߴDmを測る。155～157はେܕのߴഋである。ഋఈ෦から

ഋޱԑ෦΁の立ち上がり෦分に明ྎなྏを࣋つ。155は23.6ܘޱDm、࢒ଘ8.5ߴDmを測る。156の

12.4Dmを測る。157とܘ15.1Dm、ఈߴ21.8Dm、器ܘޱ。すࢪ柱෦内面はԣ方向にέズリ調整を٭

158は同一ݸମとࢥわれる。158はԁ形のಁかし޸が３か所にઠたれる。٭柱෦内面は不調整で、

シϘリࠟが࢒る。

159は須恵器ᆵである。େきくমけ࿪むが、15.7～15.2ܘޱDm、器29.6ߴDmを測る。ޱԑ෦か

らݞ෦֎面まではճసφσ調整、ମ෦֎面にೄᤗ文によるタタΩ調整をࢪし、ମ෦内面をஸೡな

φσ調整で࢓上͛る。

第46ਤ　ྨۄ・మ製品・৥ྠ࣮測ਤ
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౔�1̨̠޵（第49ਤ160～177）　須恵器・土師器が多਺出土したが、׬形に復元できるものは

ほとんどなかった。160～170は須恵器、171～177は土師器である。160～162はഋ֖である。160

はޱԑ୺෦内面にஈをもち、161・162はޱԑ୺෦をؙくೲΊる。ޱԑ෦とఱ井෦の境にྏないし

௜ઢがみられる。３఺ともఱ井෦の2/3ఔ౓にճసϔϥέズリ調整をࢪす。161は14.6ܘޱDm、器

しなが܏4.5Dmである。163～165は須恵器ഋ਎である。163・164はほぼ同形同େのഋ਎で、内ߴ

ら立ち上がるޱԑ෦を࣋ち、ఈ෦֎面1/2ఔ౓にճసϔϥέズリ調整をࢪす。164は12.0ܘޱDm、

式ܕ式ないし̩̠43ܕ4.4Dmである。これらの須恵器֖ഋは、おおむͶ陶༢編年の̢̩85ߴଘ࢒

に位ஔづけられる。166は長２٭ஈಁかしのߴഋ٭෦である。167はఏළのޱԑ෦と推定される。

168は￲のମ෦片とࢥわれるが、࢒ଘするഁ片にಁかし޸は認Ίられない。ମ෦中位に۳状޻۩

によるࢗಥ文をࢪし、その上下に̍条ͣつの௜ઢをࢪす。ମ෦࠷େܘは9.2Dmを測る。169・170

はᆵのޱԑ෦である。170はޱԑ෦֎面にΧΩϝをࢪす。22.6ܘޱDm、器6.1ߴDmである。171は

ഋである。ޱԑ෦を上方に۶ۂさせた後、୺෦をएׯつまみ上͛る。172～175はᙈである。

172・175はޱԑ෦がやや֎൓ؾຯのもの、173はޱԑ୺෦内面がわͣかにංްするもの、174は内

࿷ؾຯのޱԑ෦の୺෦をগしつまみ上͛たものなど、さま͟まなޱԑ෦の形状ものがある。175

は19.9ܘޱDm、࢒ଘ11.9ߴDmである。176は೺ख෇ᙈのମ෦のഁ片である。ମ෦࠷େܘ（೺खを

আく）は25.0Dmを測る。177は竈の൳෦分のഁ片である。

౔10̨̠޵�（第49ਤ178）　土師器ᙈ̍఺が出土した。ޱԑ୺෦をややつまみ上͛る。内֎面

ともϋέ調整をࢪす。推定24.5ܘޱDm、࢒ଘ20.8ߴDmを測る。

（౵井ਸ࢙）

̎ʣಸྑ࣌୅

奈良時代にଐする遺物のେ൒は̗地区で出土しており、̖ 地区で出土した遺物はඇৗにগない。

これは̖地区の奈良時代の遺構面が遺ଘしていなかったたΊであり、出土した遺物をみると、あ

るఔ౓遺構がଘ在していたՄೳੑはߴい。なお、奈良時代の遺物については、遺物の種ྨ͝とに

報告することにしたい。

ʢ̍ʣ໦؆

ճの調査では、#地区の土坑̨̭96から木簡３఺と削屑41఺が出土した。これらは多量の土ࠓ

器や木片、୸化物などとともに出土したことや、࣋ちؼった土࠭のਫચ中に確認できたたΊ、出

土位ஔを記録できたものはなく、出土૚位を೺Ѳしたのみである。以下、出土木簡および削屑の

֓要をड़΂る。

ᶃ໦؆（第50ਤ、巻頭ਤ൛第２、ਤ൛第32）

179は木屑૚（第13૚）もしくはその௚下から出土した。長方形の板ࡐに墨書されたもので、下

୺はંれてܽଛしている。ݱଘの長さ19.0Dm、෯1.1Dm、ްさ̍～̐mmである。木簡の上൒෦

はԿ౓も削られたようでബくなっている。थ種同定の݁Ռ、ώϊΩՊώϊΩଐである。

ऍ文はʮذࢌᅳӏ଍܊গྖ˘ʯとಡΊる。˘以下は削りऔられているたΊ不明である。গྖで

あった人物の名લもしくは物品名が書かれていたものと考えられる。長屋ԦՈ木簡にもʮफ形܊
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େྖୄেʯという࢘܊名木簡がݟられ、࢘܊名の下には物品名が書かれている。本木簡について

は、報告にあたりいͣれか確定することはできなかった。

。の一෦をؚむ地域にあたる܊出市やҁՎࡔ、市を中৺にُؙݝ在の߳川ݱ、は܊ӏ଍ࠃذࢌ

この木簡の۩ମ的な内༰は不明であるが、ӏ଍܊から上狛北遺跡にあった人物、あるいはࢪ設に

ૹられた文書木簡と考えられる。この木簡により、上狛北遺跡とࠃذࢌӏ଍܊との間でԿらかの

ަྲྀがあったことがうかがわれる。

180は木屑૚（第13૚）から出土したが、出土した土࠭には多くの୸化物がؚまれていたことか

ら௚上の୸૚（第10૚）に઀していたものとࢥわれる。上୺はܓ頭状である。下୺はંれてܽଛし

ているが、ઑっているՄೳੑがߴい。ݱଘの長さ14.1Dm、෯1.7Dm、ްさ2.5mmである。なお、

શମが̐つにંれている。形状および内༰からՙࡳ木簡と考えられる。थ種同定の݁Ռ、εΪՊ

εΪଐεΪである。

ऍ文はʮ海戸主海八目戸෰෦࢞஬ঁถేޒʯとಡΊる。̍ࣈ目のʮ海ʯはߩਐ元の地名をུ記

したものと考えられる。ʮ海ʯというද記からʮ海෦ڷʯをදすՄೳੑがߴい。ʮ海八目ʯは戸主、

ʮ෰෦࢞஬ঁʯはʮ海八目ʯのʮ戸ʯ、つまり戸ޱの名લと考えられる。ʮ八ʯは左側のはらいの

墨ࠟが不明であったが、ࣈ形からʮ八ʯと൑அした。木簡の内༰は、ʮ海෦ڷʯの戸主ʮ海八目ʯ

の戸ޱであるʮ෰෦࢞஬ঁʯがʮถ

ਐしたというものであߩʯをేޒ

ろう。ʮ海෦ڷʯは、平安時代に

編ࢊされたʰ࿧名ྨᡉᭁʱによれ

͹、伊੎ࠃ川܊ۂをはじΊ、ඌு

ࠃ丹後、܊井ࡔࠃӽલ、܊海෦ࠃ

ಹࠃ阿೾、܊ഢࠤࠃ安ܳ、܊野۽

Ց܊、ஜલࠃ伊都܊などで確認で

きるが、いͣれの海෦ڷであるか

は不明である。

公式なՙࡳ木簡の場߹、その書

式はʮࠃ名ʴ܊名ʴڷ名ʴ人名ʴ

੫目ʴ品名ʴ਺量ʯであることが

多いが、本木簡ではڷ名をུして

書いているほか、੫目にあたる෦

分が記ࡌされていない。このよう

に、܊ࠃ名や人名がলུされる簡

ུなものは長屋ԦՈ木簡でもݟら

れる。本木簡のように地名をུ式

で書くྫは、長岡京跡や西େ寺৯ 第50ਤ　木簡࣮測ਤ
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ಊӃ推定地でわͣかにみられる
ㅭ㉅̓ㅮ

。長岡京跡のྫはӽલࡔࠃ井܊海෦ڷ、西େ寺৯ಊӃのྫはӽલ

名をʮ海ʯ、後者はʮগʯとུして書いている。྆者のڷ木簡で、લ者はࡳのՙڷখ名܊଍Ӌࠃ

と考えるࠃʯはӽલڷ的にとらえるなら͹、この木簡のʮ海෦ۃであることを積ࠃ通఺がӽલڞ

こともできる。なお、平城宮内ཪ東北׭ᦰ域の土ᆮ̨̠820出土木簡群の中に、ࠃذࢌ山ా܊にʮ海

がଘ在したことをࣔす木簡が出土しておりڷʯというڷ
ㅭ㉅８ㅮ

、上ड़の木簡̍と本木簡がかかわりをも

つՄೳੑもある。また、ߩೲ物のߩਐ者はஉੑであるྫがѹ౗的に多く、ঁੑであるྫはඇৗに

௝しい
ㅭ㉅̕ㅮ

。

本木簡は、地名をʮ海ʯ̍文ࣈでදݱするなど書式が簡ུである఺やঁੑがߩਐしている఺な

どから、公式なものとは考えにくい。同༷の書式の木簡が出土している遺跡のੑ֨と考え߹わせ

ると、ߩਐ先として、寺Ӄやو଒のఛ୐などࢲ的なࢪ設のՄೳੑが考えられ、౰遺跡のੑ֨を考

える上でॏ要なࢿྉといえる。

181は木屑૚から出土した。上୺はܓ頭状で、下୺および右側はܽଛしている。ݱଘの長さ

8.1Dm、෯2.3Dm、ްさ1.5mmである。थ種同定の݁Ռ、ώϊΩՊώϊΩଐである。

ऍ文はʮ૲ᤈ荒ોʯとಡΊるが、記ࡌされている内༰のҙຯは不明である。中ࠃの׽੶等をࣸ

したՄೳੑもあるが、ݱ時఺では૲かんむりのࣈを࿅शしたश書木簡と考えておきたい。

ᶄ۵࡟（ਤ൛第33　703～736）　

木簡と同じく୸૚や木屑૚から出土しており、削屑どうしで઀߹するものもؚΊ߹計41఺確認

した。墨ࠟが確認できる34఺をਤ൛にࣔした。ʮ長長ʯ（719）やʮ連連ʯ（721）、ʮஈஈஈʯ（705）

など同じࣈを܁りฦし書いているものが多いことからश書木簡の削屑と考えられる。ほかにʮݴ

ภʯと考えられるもの（715・724）やʮしんにょうʯ（703・712）がある。706はʮ多ʯまたはʮҠʯ

の一෦のՄೳੑがある。713はʮぎょうにん΂んʯが確認できるが、ࣈは確定できない。731はʮの

ぎ΁んʯの༗ແが不明であるがʮҴʯか。削屑のうち、704・716・726の３఺はथ種同定の݁Ռ、

ώϊΩՊώϊΩଐである。

なお、ऍ文や出土૚位については෇ද̍をࢀরされたい。

（দඌ࢙ࢠ・౵井ਸ࢙）

ʢ̎ʣנ㡤ྨ

̗地区の土坑̨̭96をはじΊ、溝̨̙21や̖地区の井戸̨̚215などから出土した。整ཧശに

して８ശほどあるが、େ൒はؙ・平瓦である。َ瓦などの道۩瓦はなく、瓦質の㡤が２఺出土し

た。

ᶃנݢ（第51ਤ）

࡞平瓦２種各̍఺（183・184）が出土した。これらは、瓦౰文༷、製ݢ、瓦̍種̍఺（182）ؙݢ

ٕ法、଻土、ম成などから、恭仁宮跡出土のݢ瓦とのڞ通ੑがみられた。以下、恭仁宮跡出土ݢ

瓦とൺֱしながら、ؙݢ瓦・ݢ平瓦のॱにड़΂る
ㅭ㉅10ㅮ

。

182はෳห八༿࿇՚文ؙݢ瓦である。中๪と内区文༷の一෦が࢒ଘする。恭仁宮,̢02#ܕ式や

平城宮6282%aܕ式
ㅭ㉅11ㅮ

と同ᝎと考えられる。,̢02#ܕ式は、恭仁宮跡の内ཪ地区出土の,.02"ܕ
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式と瓦౰෦と౵෦との઀߹法がほぼڞ通するとされるが、182は瓦౰のද面のみの࢒ଘのたΊ、

瓦౰ཪ面の調整法などのৄࡉは不明である。̗地区土坑̨̭96の࠷上૚から出土した。

183はۉ整౜૲文ݢ平瓦である。中৺০はなく、左側のみ࢒ଘする。࿵ख３༿を３స൒させる。

ද面はᗉし෩のࠇփ৭で、内෦はփന৭をఄする。ম成はややೈ質である。20Dmほどが࢒ଘす

るが、Ԝ面の布目ѹࠟはશମ的にԣφσでࡲりফされており、布目が一෦࢒るのみである。ֺ෦

は、いわΏるۂઢֺᶘ
ㅭ㉅12ㅮ

である。ತ面は、瓦౰側୺෦を෯̍Dmほど面औりしてֺ෦を成形し、ᰍ

෦から̓Dm内֎のತ面をॎφσで整形している。その後、ॎ位のൺֱ的ૈいೄ目ୟきをࢪし、

その上にࣼ位のೄ目ୟきをՃえている。側面は、Ԝ面側をਂく削っている。ತ面側は、整形のࡍ

に側面に近いところのೄ目ୟきは一෦ࡲりফされている。̗地区南୺෇近の遺物แؚ૚から出土

した。

183は恭仁宮̠̝01ܕ式や平城宮6691"ܕ式と同ᝎである。,)01ܕ式は、恭仁宮跡のେ఼ۃ地

区と内ཪ地区で出土しているが、瓦౰文༷のਫ਼ඍさ、ತ面のೄ目のૈさ、ತ面の整形ٕ法のखॱ

などのҧいから明確に二分されている。183は内ཪ地区出土の,)01ܕ式と同じ特௃を࣋ち、瓦౰

文༷のઢがൺֱ的ؙみをଳびてଠく、ತ面をφσ整形してからॎ位のೄ目ୟきをࢪし、その上に

ࣼ位のೄ目ୟきをՃえている。,)01ܕ式は、恭仁宮跡において第２群ݢ瓦に分ྨされ、恭仁宮

଄Ӧにࡍして新調されたものと考えられている。

184はۉ整౜૲文ݢ平瓦である。中৺০はなく、右側のみ࢒ଘする。࿵ख３༿を̑ճసさせる。

փ׊৭をఄし、ম成はݎ៛である。184は22.1Dmが࢒ଘするが、Ԝ面の布目ѹࠟはશମ的に࢒っ

ている。しかし、瓦౰側のみ෯3.5Dmにわたってԣέズリをࢪし、布目をࡲりফしている。ֺ෦

はいわΏるۂઢֺᶘである。ತ面は、ࣼ位のೄ目ୟきをࢪし、瓦౰側୺෦1.5Dm෯を面औりして、

ֺ෦から10Dm内֎のತ面をॎέズリすることで、ೄ目が一෦ࡲりফされている。側面は、Ԝ面

側をਂく削っている。̨̭96の埋土上૚（୸૚よりも上）から出土した。

184は恭仁宮̠̝04"ܕ式や平城宮6721$ܕ式と同ᝎである。ところで184と瓦౰文༷だけでな

く、平瓦෦の整形ٕ法もڞ通するのは、6721$ܕ式の方である。,)04"ܕ式とは、Ԝ面側の側面

をਂく削ることはڞ通するが、Ԝ面の布目ѹࠟをԣφσでશମ的にࡲりফし、ತ面にॎ位のೄ目

ୟきをࢪしており、この఺がҟなる。6721$ܕ式は、平城宮瓦編年のᶙʵ̍期において主ମとな

るものの、恭仁宮跡において同ᝎである,)04̖ܕ式が出土していることから、恭仁宮଄Ӧ時に

新調されたものと考えられている
ㅭ㉅13ㅮ

。

185はԜ面の布目ѹࠟをࡲりফさͣ、ತ面にࣼ位のೄ目ୟきをࢪすことから、184と同一ܕ式の

上૚から出土した࠷瓦に઀߹する平瓦෦と考えられる。̗地区溝̨̙21中ԝ෦のほぼݢ

ᶄؙנ（第52ਤ）

上狛北遺跡で出土したؙ瓦のେ൒がഁ片ࢿྉであるたΊܕ式分ྨにはࢸらなかった。ここでも

恭仁宮跡出土ؙ瓦とのൺֱしながら、ݸʑのઆ明を行う。

出土したؙ瓦で、શ長が分かるものはないが、す΂て೪土板巻き෇けによる成形のۄԑ式ؙ瓦

である。ۄԑ෦઀߹ٕ法の分かるものは、େ࿬ܿࢯ分ྨの#または$1ख法である
ㅭ㉅14ㅮ

。ද面がᗉし෩
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のࠇփ৭で、内面がփന৭のややೈ質のものと、փ׊৭でݎ៛なものとがある。Ԝ面のࢳ੾り ・ࠟ

布目ѹࠟはࡲりফさない。ತ面は、ॎ位のೄ目ୟきの後、ஸೡにφσがࢪされ、ほとんどࡲりফ

されている。側面はେ࿬ܿࢯ分ྨのDख法で、Ԝ面側をਂく削って面औりする。186は౵෦ܘが

12Dmલ後で、ۄԑ෦の長さが3.8Dmである。187～189は౵෦ܘが15Dmલ後で、187はۄԑ෦の長

さが4.5Dmである。

恭仁宮跡出土のؙ瓦のେきさには、౵෦長と౵෦ܘとで૬関関係があり、bܕ式ؙ瓦は、౵෦

長が35Dm以上で౵෦ܘが16.5～18Dmでେܕなのにରし、bܕ式以֎のؙ瓦は、౵෦長が35Dm未

ຬで౵෦ܘが15Dm未ຬである。上狛北遺跡のؙ瓦は、す΂て後者のbܕ式以֎のؙ瓦とڞ通する。

また、bܕ式ؙ瓦は、౵෦୺ԑを面औり෩にԿճもԣέズリするという特௃があるが、188には

そのような整形ٕ法はみられない。このようなことからも、上狛北遺跡でݟられるؙ瓦は、bܕ

式以֎のؙ瓦とڞ通ੑがあることが分かる。186は土坑̨̭96の୸૚～木屑૚から出土した。

187・189は̨̭96の୸૚よりも上のଯ積૚で出土した。188は̨̭96の整地૚から出土した。

ᶅฏנ（第53～56ਤ）

恭仁宮では、平瓦の成形法をେ別基४として、ࡉ෦の整形法・ୟき目・଻土・ম成などをؚΊ

たٕ法の連ܕ࠯としての製ٕ࡞ज़ମ系をʮܕ式ʯとし、#・$・%ᶗ～ᶚ・&・F・(の̕ܕ式に

େ別している。上狛北遺跡では、ܕ式設定に଱えうる׬形品、およびそれに近いࢿྉに恵まれた

たΊ、恭仁宮都と同༷の方法をもとにܕ式設定を行い、େきく３つに分ྨした。

̍ （ྨ第53ਤ190～第54ਤ193）　શ長が36Dmલ後で、୆形をఄする。೪土板による成形である。

ද面はᗉし෩のࠇփ৭で、ম成がややೈ質なものと、փ׊৭でম成がݎ៛なものがある。Ԝ面の

੾りࢳ ・ࠟ布目ѹࠟはࡲりফさない。෯３～3.5Dmの࿮板ࠟが࡯؍でき、Գ巻࡞りのՄೳੑがある。

ತ面は、ॎ位のೄ目ୟきをࢪしており、所ʑ、条の不整߹がݟられる。ڱ୺側８～11Dm内֎を

ԣφσしてୟき目をࡲりফしている。190・191は土坑̨̭96の埋土上૚から୸૚にかけて出土し

た。192は溝̨̙21南෦で出土した。193は̨̭96から出土したが、ৄࡉな૚位は不明である。

̎ （ྨ第55ਤ194～第56ਤ196）　શ長が30Dmલ後で、ほぼ長方形をఄする。೪土板による成形

である。ද面はᗉし෩のࠇփ৭で、内෦はփന৭をఄする。ম成はややೈ質である。Ԝ面のࢳ੾

りࠟ・布目ѹࠟはࡲりফさない。194は、Ԝ面の右側面にԊって、ඥ状のѹࠟがݟられ、分ׂፊ

ઢと考えられる。また、195や196は෯̐～̑Dmの࿮板ࠟが࡯؍でき、Գ巻࡞りのՄೳੑがある。

ತ面は、ॎ位のೄ目ୟきをࢪし、ڱ୺側̑Dm内֎をԣφσしてୟき目をࡲりফしている。ॎ位

のೄ目ୟきに条の不整߹はみられない。側面は、Ԝ面側をਂく削るが、195はそれがみられない。

194は第̍次調査第２トϨンνで検出した̨̙21の࠷上૚で出土した。195・196は̨̭96の埋土

上૚から୸૚にかけて出土した。

̏ （ྨ第56ਤ197）　197は、ڱ୺側が࢒ଘし、۱の֯౓がほぼ௚֯であるので、ほぼ長方形をఄ

するものと考えられる。೪土板による成形である。શ長が分かるものはແかった。第２ྨと同༷

に、ද面はᗉし෩のࠇփ৭で、内෦はփന৭をఄする。ম成はややೈ質である。Ԝ面のࢳ੾り ・ࠟ

布目ѹࠟはࡲりফさない。࿮板ࠟはみられない。ತ面は、ൺֱ的ૈいॎ位のೄ目ୟきをࢪす。条
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の不整߹はみられない。側面は、Ԝ・ತ面側ともにਂく削って面औりする。197は̨̭96の埋土

上૚もしくは୸૚から出土した。

恭仁宮跡出土の平瓦は、Գ巻き࡞りで、Ԝ面の整形をほとんど行わͣ、ತ面のୟき目がॎ位の

ೄ目ୟきで、それをԣφσでࡲりফす$ܕ式平瓦がある。$ܕ式平瓦でશ長の分かるものは

35.1Dmで、形状は୆形である。ॎ位のೄ目ୟきをࢪした後、ڱ୺および޿୺側の਺Dm෯をԣφ

σしてࡲりফし、ॎ位のೄ目ୟきには条の不整߹がݟられ、શ長10Dm・෯̓～８Dmのୟき板が

復元されている。つまり、̍ ・ྨ２ྨともに恭仁宮跡出土の$ܕ式平瓦とのڞ通఺が多くݟられる。

しかし、֨نのҧいや、Ԝ面の࿮板ࠟやୟき目の不整߹が恭仁宮跡出土ࢿྉほど明ྎではないこ

と、$ܕ式平瓦はୟき目のࡲりফしをತ面޿୺側でも行うことなど૬ҧ఺もある。上狛北遺跡出

土瓦の量的な੍約からも、ここでは、恭仁宮跡$ܕ式平瓦とのڞ通ੑをࢦఠするのみにཹΊてお

きたい。一方、３ྨは、̍・２ྨとҟなり、ತ面のڱ୺側をԣφσしてೄ目ୟきをࡲりফすとい

うことを行わないが、恭仁宮跡出土ࢿྉでそのような特௃がみられるのは、一ຕ࡞りの%ܕ式平

第54ਤ　平瓦࣮測ਤ（２）
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瓦である。ൺֱ的ૈいೄ目ୟきであることや、条の不整߹がみられないことから、%ᶘないしᶙ

ܕ%、ྉの੍約からࢿྉしか出土していないというࢿ式が近いといえる。しかし、３ྨがഁ片ܕ

式平瓦とのڞ通ੑをࢦఠするのみにཹΊておく。

（୩⃻仁ඒ）

ᶆנ㡤（第57ਤ）

２఺を確認した。198は長さ22.2Dm、࢒ଘ෯16.4Dm、ߴさ6.4Dmを測る。本དྷのେきさは不明

第56ਤ　平瓦࣮測ਤ（̐）
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である。土坑̨̭96の埋土上૚から出土した。199は㡤の̍つの面の೪土がૡきऔられてԜむも

のである。㡤のද面がこのようにԜむ形ଶのものはྨྫがない。溝̨̙21南෦出土である。

（౵井ਸ࢙）

ʢ̏ʣ౔ث

ճの調査では、̗地区を中৺にେ量の土器が出土した。特に土坑̨̭96では整ཧശで30ശをࠓ

ӽえる土器が出土しており、その内༰から奈良時代中頃の良޷な一ׅࢿྉといえる。また、溝̨

̙21からも多くの土器が出土しており、ଞの遺構からの出土土器と߹わせて、上狛北遺跡のੑ֨

を考える上でॏ要なࢿྉである。なお、奈良時代の土器の器種名
ㅭ㉅15ㅮ

や土師器の調整ख法
ㅭ㉅16ㅮ

については

奈良文化財研究所が࢖用しているものに४じることとする。

ᶃ̖̎஍۠ग़౔遺෺

Ҫ�15̨̚ށ（第58ਤ200～210）　出土量ࣗମগないが、ڙહ۩が主ମである。200・201は土師

器ഋ̖である。13.4～12.3ܘޱDm、器2.7ߴDmを測る。֎面の調整は200がa0ख法で、201はb0ख

法である。内面の調整は、いͣれもޱԑ෦内面に̍ஈࣼ์ࣹ状҉文をࢪす。また、201はఈ෦内

面にཐટ状҉文がݟられるが、200は不明である。202～210は須恵器で、ഋ̖・̗、֖、ു̙、

ᆵ̡・̦などがある。202はഋ̖、203はഋ̗ᶘ、204・205はഋ̗ᶗである。204・205はఈ෦とମ

෦の境にճసϔϥέズリ調整をࢪし、ؙみをもたせる。205は内面が研ຏされていることからస

第57ਤ　瓦㡤࣮測ਤ
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用ݛと考えられる。206はഋ̗ᶗもしくは̗ࡼᶗの֖、207はᆵ̖の֖である。208は16.8ܘޱDm、

ଘ཰が1/12以下であるが、器นのް࢒のܘޱ2.7Dmを測り、શମにࣗવ釉がֻかる。208はߴଘ࢒

みからു̙と考えられる。調整は内面がճసφσ調整で、֎面はέズリ後φσと考えられる。

209はᆵ̦である。ఈ෦とମ෦の境にճసϔϥέズリ調整をࢪし、ߴ୆をషり෇ける。ݞ෦には

௜ઢを̍条ࢪし、ࣗવ釉がֻかる。210はᆵ̡である。ఈ9.5ܘDmを測る。ఈ෦֎面はϔϥΩリ後

φσで調整し、ମ෦下൒の約1/4にճసϔϥέズリ調整をࢪす。ݞ෦にはࣗવ釉がֻかる。

౔ཷث·Γ̨̭�0�（第58ਤ211・212）いͣれも須恵器で、211はഋ̗、212はു̙である。211

はఈ13.8ܘDm、࢒ଘ3.8ߴDmである。212は23.0ܘޱDm、器15.7ߴDmを測る。調整は、内֎面と

もにճసφσ調整である。ޱԑ෦内面には所ʑઢࠁ状のࠟ跡がݟられる。

第58ਤ　̖２地区奈良時代遺構出土土器࣮測ਤ
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ப̨̥݀���（第58ਤ213・214）　213は土師器̖ࡼである。֎面調整はa0ख法で、内面には̍

ஈࣼ์ࣹ状҉文をࢪす。ఈ෦内面のཐટ状҉文についてはຎ໓が著しいたΊ不明である。214は

土師器ᙈである。ޱԑ෦内֎面とମ෦֎面にϋέ調整、ମ෦内面にφσ調整をࢪす。ܘޱ

15.6Dm、࢒ଘ13.2ߴDmを測る。

ப̨̥݀1��（第58ਤ215）　215は土師器ഋ̖である。20.8ܘޱDm、器3.8ߴDmを測る。֎面の

調整はa1ख法で、ޱԑ෦֎面にϔϥϛΨΩ調整をࢪす。ޱԑ෦内面には̍ஈࣼ์ࣹ状҉文がࢪさ

れるが、ఈ෦内面にཐટ状҉文がࢪされていたかどうかは不明である。

ப̨̥݀��1（第58ਤ216）　216は須恵器ഋ̗のఈ෦である。ఈ13.1ܘDm、࢒ଘ2.7ߴDmを測る。

ப̨̥݀�1�（第58ਤ217）　217は須恵器ഋ̗もしくは̗ࡼの֖である。22.0ܘޱDmを測る。

ᶄ̗஍۠ग़౔遺෺

౔̨̭޵��（第59ਤ218～第71ਤ457）　出土した土器としては土師器や須恵器のほか、墨書土

器や製Ԙ土器などがある。以下、土器の種ྨ͝とに報告する。

౔（321～218）ثࢣ　ഋ̖・̗・̘、̖ࡼ・̗・̘、椀̘、ߴഋ、ᆵ̖・̗、ᙈ̖・̗、ು̗、

竈などがある。218～254はഋ̖である。17.8～14.4ܘޱDmのഋ̖ᶘと、20.8～18.8ܘޱDmのഋ̖

ᶗに分ྨできる。֎面調整は、218～231がa0ख法、232・233がa1ख法、234～242がb0ख法、243

～251・253がb1ख法、252・254がb3ख法で、a0ख法が࠷も多く、次いでb1ख法が多い。253はb1

ख法であるが、ఈ෦֎面中ԝにέズリ࢒した෦分に木の༿ѹࠟがみられる。内面の҉文は̍ஈࣼ

์ࣹ状҉文とཐટ状҉文の૊߹せが基本である。ཐટ状҉文については、225・226・242の３఺

がຎ໓のたΊ不明で、234はࢪさない。์ࣹ状҉文にはີなものとૈいものがあり、ີなものの

方が多い。ཐટ状҉文はほとんどが二ॏないし三ॏである。また、218・253・254はޱԑ୺෦内

面に連ހ状҉文がみられる。218・230・253はఈ෦֎面に木の༿ѹࠟが、238はઢࠁがみられる。

221はޱԑ෦にഗが෇ணしていることから౮Ր器として࢖用されていたと考えられる。

255～268はഋ̘である。18.8～16.8ܘޱDm、器3.0～2.5ߴDmを測り、法量分化はみられない。

֎面調整は、256～258・262～265・268がa0ख法、255・259～261・266・267はb1ख法で、ほぼ

同じׂ߹である。内面の҉文は̍ஈࣼ์ࣹ状҉文とཐટ状҉文の૊߹せが基本である。262はຎ

໓のたΊ不明である。ࣼ์ࣹ状҉文はີで、ཐટ状҉文は二ॏないし三ॏである。また、255・

259～261はޱԑ෦内面に連ހ状҉文がみられる。

269～280は̖ࡼである。15.8～15.2ܘޱDmの̖ࡼᶙ、18.8ܘޱDmの̖ࡼᶘ、23.6～21ܘޱDmの

ᶗに分ྨできる。֎面調整は269～277がa0ख法、278～280がb0ख法で、a0ख法が多い。内̖ࡼ

面の҉文は̍ஈࣼ์ࣹ状҉文とཐટ状҉文の૊߹せが基本であるが、271はなく、274はຎ໓のた

Ί不明である。ࣼ์ࣹ状҉文はີなものが多く、ཐટ状҉文は二ॏないし三ॏである。277のఈ

෦֎面にはઢࠁがみられる。

281・282はഋ̗で、15.2～15.0ܘޱDm、器3.2～3.0ߴDmを測る。調整はいͣれもb0ख法で、ޱ

ԑ෦内面には̍ஈࣼ์ࣹ҉文がࢪされる。281はఈ෦内面にཐટ状҉文がみられるが、282にはな

い。283は̗ࡼである。ఈ25.2ܘDm、࢒ଘ1.9ߴDmを測る。内面には̍ஈࣼ์ࣹ状҉文とཐટ状
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҉文をࢪす。284～286はߴഋである。ޱԑ෦୺෦はϤコφσ、ഋ෦֎面はϔϥέズリで調整する。

内面にはいͣれも์ࣹ状҉文をࢪす。285・286にはఈ෦内面にཐટ状҉文がみられるが、284は

ຎ໓のたΊ不明である。์ࣹ状҉文はີなものが多く、ཐટ状҉文は二ॏないし三ॏである。な

お、̨̭96では٭෦はほとんど出土していない。287～290は̘ࡼである。12.3～10.0ܘޱDm、器

第60ਤ　土坑̨̭96出土土器࣮測ਤ（２）
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～3.0ߴ11.6Dm、器～11.4ܘޱ。2.5Dmを測る。̴ख法で調整する。291・292はഋである～2.1ߴ

3.3Dmを測る。いͣれもશମをφσで調整するが、291はࢦѹࠟが࢒る。293～297はᆵ̗である。

11.6Dm、器～8.5ܘޱ 。7.7Dmを測る。294～296は内面に࣫が෇ணする～5.2（ߴଘ࢒もしくは）ߴ

298はᆵ̖である。9.9ܘޱDm、࢒ଘ5.7ߴDmを測る。ຎ໓が著しいが、ޱԑ෦および内面はφσ、
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֎面はϛΨΩで調整する。299～307は椀̘で、14.0～13.3ܘޱDm、器4.1～3.2ߴDmを測る。̴ख

法で調整する。299はޱԑ୺෦が内࿷し、303は֎൓ؾຯである。

308～316はᙈ̖である。18.6～15.2ܘޱDmのᙈ̖ᶙ、27.6～23.6ܘޱDmのᙈ̖ᶘ、31.2ܘޱDm

のᙈ̖ᶗに分ྨできる。いͣれもମ෦֎面はϋέϝ、内面はφσ調整する。308・310・311・

312・314・316はޱԑ෦内面をϋέϝ調整する。317・318はᙈ̗である。28.7～25.1ܘޱDm、࢒

ଘ23.5～21.5ߴDmを測る。ޱԑ෦内面はϋέϝ、֎面はϤコφσ、ମ෦内面はφσ、֎面はϋέ

ϝ調整する。319・320はು̗である。319は34.9ܘޱDmを測り、320は26.2ܘޱDmとখܕである。

いͣれもମ෦֎面はϋέϝ、内面はφσ調整する。319はޱԑ෦内面をϋέϝ調整する。

321はהである。同一ݸମとࢥわれるが、ܽ ଛ෦位が多く、׬形に復元することはできなかった。

推定24ܘޱDmを測る。ਤࣔしていないがఈ෦のഁ片もある。

̨̭96から出土した土師器ڙહ۩は、ࣼ์ࣹ状҉文がີであるものが多く、ཐટ状҉文が二ॏ

ないし三ॏである。また、ޱԑ୺෦内面に連ހ状҉文をࢪすものが一定量ؚまれる。これらの特
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௃から平城宮土器編年のᶙの古ஈ֊にซ行するࢿྉ群と考えられる。چ山城町域でこの時期のࢿ

ྉがまとまって出土したྫはなく、この地域の土器編年を考えていく上でوॏなࢿྉということ

ができる。

ਢ（412～322）ثܙ　ഋ̖・̗・̚・̛、ഋ̗֖、ߴ、֖̗ࡼ、̘・̗ࡼഋ、ᆵ̚・̠・̦、ᆵ

̖֖、ᙈなどがある。ڙહ۩、中でもഋ̗が多く、ஷ蔵۩はগない。322～334はഋ̖である。ޱ

の（15Dm～13ܘޱ）ഋ̖ᶙ、（18Dm～15ܘޱ）ഋ̖ᶘ、（20Dm～18ܘޱ）のେきさによりഋ̖ᶗܘ

おおむͶ３つに分ྨできる。ほとんどがఈ෦をϔϥΩリ後にφσで࢓上͛るが、322・325・327

は調整しない。ഋ̖ᶗは器ߴが̐Dmをӽえるਂखのものである。

335～361はഋ̗である。ܘޱのେきさによりഋ̗ᶗ（21～19ܘޱDm）、ഋ̗ᶘ（14ܘޱ～

16Dm）、ഋ̗ᶙ（13～11ܘޱDm）、ഋ̗ᶚ（11～̕ܘޱDm）のおおむͶ̐つに分ྨできる。ഋ̗ᶗ

は器６ߴDmをӽえるਂखのものが多い。また、ఈ෦の調整はほとんどがϔϥΩリ後φσであるが、

340・342・343・350・353は調整しない。354・357～361はϔϥΩリ後にϔϥέズリをࢪす。また、

354～356・359～361はఈ෦からମ෦にかけてϔϥέズリすることによりؙຯをもたせる。361は

内面に࣫が෇ணしている。ほかにも࣫の෇ணした須恵器ഋ̗が਺఺ある。

362・363は平ఈから࿷ۂしてମ෦が立ち上がり、ޱԑ୺෦が平ୱであることからഋ̚と൑அし

た。364はഋ̛である。ମ෦下൒はϔϥέズリをࢪす。365～386はഋ̗֖である。ܘޱのେきさ

によりഋ̗֖ᶗ（22.2～19ܘޱDm）、ഋ̗֖ᶘ（17.1～15ܘޱDm）、ഋ̗֖ᶙ（13～11ܘޱDm）の３

つに分ྨできる。385は環状つまみをもつ。387は̗ࡼである。27.3ܘޱDm、器5.2ߴDmを測る。

ఈ෦֎面はϔϥέズリである。388～390は֖̗ࡼである。

391はࡼである。12.5ܘޱDm、器2.75ߴDmである。ମ෦は࿷ۂして立ち上がり、ޱԑ୺෦は内

られない器形である。内ݟ内ではـ。すࢪ୆で、ఈ෦֎面にはϔϥέズリをߴする。షり෇け܏

面には੺৭إྉが෇ணする。392はഋ̚もしくはുのྨであろう。17.0ܘޱDm、器6.25ߴDmを測り、

調整はຎ໓のたΊ不明である。393はᆵ̖֖である。394は8.2ܘޱDm、器2.2ߴDmを測り、খܕ

のᆵの֖もしくはഋ̗֖のϛχνϡΞと考えられる。395～401は̘ࡼである。16.0ܘޱDmの̘ࡼ

ᶙ、20.5ܘޱDmの̘ࡼᶘ、24.0～22.7ܘޱDmの̘ࡼᶗがある。ఈ෦֎面はほとんどがϔϥΩリ後

φσで調整する。402～404はߴഋ٭෦、405はᆵᰍ෦である。406はᆵ̠で、7.5ܘޱDm、器ߴ

19.7Dmを測る。ମ෦の下方約1/3はϔϥέズリ、ఈ෦֎面はφσで調整する。407はᆵ̚である。

୆で、ఈ෦֎面はϔϥΩリ、ମ෦はφσである。408ߴ7.6Dmを測る。షり෇けߴ10.1Dm、器ܘޱ

はᆵ̦のᰍ෦のഁ片である。409・410はᆵఈ෦である。409はఈ5.2ܘDm、࢒ଘ4.1ߴDmを測り、

ଘ࢒、9.6Dmܘ୆はషり෇けである。ମ෦֎面はέズリ、ఈ෦֎面はφσで調整する。410はఈߴ

୆はషり෇けである。ମ෦とఈ෦の境をέズリで調整する。411・412はᙈでߴ、7.2Dmを測りߴ

ある。412は20.0ܘޱDm、࢒ଘ18.2ߴDmを測る。

๽ॻ౔（443～413）ث　総出土఺਺は31఺である。ݸʑのऍ文や出土૚位は෇ද２をࢀরされた

い。413～423・443が土師器（13఺）、424～442が須恵器（18఺）である。墨書のほとんどがഋやࡼ

などのڙહ۩のఈ෦֎面に記ࡌされていた。出土૚位は୸૚および木屑૚である。
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413～420・422～434はʮ代ʯと墨書されたものである。21఺を਺え、墨書土器શମのׂ̓を઎

Ίる。413～420・423は土師器で、ࡼが多い。いͣれもఈ෦֎面に墨書される。413はഋ̖、414

～420は̖ࡼである。֎面調整は418はa1ख法、ଞはa0ख法である。いͣれも内面に̍ஈࣼ์ࣹ状

҉文とཐટ状҉文をࢪす。ࣼ์ࣹ状҉文はີなものが多く、ཐટ状҉文は二ॏないし三ॏである。

422・423はഋもしくはࡼのఈ෦である。421もഋもしくはࡼのఈ෦で、人ภのみ൑ಡでき、ʮ代ʯ

であるՄೳੑがߴい。424～434は須恵器である。424・425はഋ̗֖で、いͣれも内面に墨書され

る。426～429はഋ̗で、ఈ෦֎面に墨書される。430はഋもしくはࡼのఈ෦である。֎面に墨書

される。431～433は̘ࡼである。ఈ෦֎面に墨書される。434はു̙で、26.8ܘޱDm、器ߴ
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16.3Dmを測る。ମ෦の下൒෦約1/4はϔϥέズリで調整する。ݞ෦内面にԣ向きに墨書される。

ʮ代ʯのӡචを࡯؍するとগなくとも３種ྨ以上あり、おそらくෳ਺の人のखによるものと考

えられる。なお、ʮ代ʯのҙຯするところについては不明である。

そのଞの墨書としてはʮঁࡠʯ・ʮएঁʯなどঁੑの名લと考えられるものやʮ石ʯ・ʮঊʯ・ʮ寺ʯ

などがある。435～442は須恵器である。435～437はഋ̖で、17.8～14.5ܘޱDm、器4.1～3.9ߴDm

を測る。いͣれもఈ෦֎面に墨書がみられる。345はʮ会ʯまたはʮۚʯまたはʮࢀʯと考えら

れる。436はʮେʯ、437はʮঁࡠʯと墨書される。438～441はഋ̗で、14.8～14.3ܘޱDm、器ߴ

4.4～4.8Dmを測る。いͣれもఈ෦֎面に墨書される。438はʮ寺ʯ、439はʮए˘ʯ、440はʮएঁʯ、

441はʮঊʯと墨書される。442は̘ࡼである。23.5ܘޱDm、器2.2ߴDmを測り、ఈ෦֎面にʮ石ʯ

と墨書される。443は土師器̖ࡼである。24.2ܘޱDm、器2.9ߴDmを測る。֎面調整はb0ख法で、

内面には̍ஈࣼ์ࣹ҉文とཐટ状҉文がࢪされる。ࣼ์ࣹ状҉文はૈい。ఈ෦֎面にʮ山ʯと墨

書される。
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（দඌ࢙ࢠ）

੡Ԙ౔96̨̭　（457～444）ثで出土した製Ԙ土器は19.0kHにୡする。େ൒はഁ片ࢿྉで、શମ

の形状がわかるような復元を行うことはできなかった。代ද的なもののみをਤࣔした。444～448

は内֎面ともϢϏΦαΤとφσ調整をࢪす。いͣれも೪土ඥ઀߹ࠟを࢒す。449～454は֎面にϢ

ϏΦαΤやφσ調整を、内面にϋέ調整をࢪす。֎面には೪土ඥの઀߹ࠟを࢒す。455～457は֎

面にタタΩ調整をࢪす。457はఈ෦のഁ片で、ઑఈؾຯである。ਤࣔしていないが、内面に布目

のѹࠟが࢒るものがগ量ある。

なお、製Ԙ土器の生࢈地についてはे分に検౼することはできなかったが、େ൒はେࡕ࿷Ԋ岸、
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もしくは東෦੉戸内Ԋ岸のものと推定される。ただし、タタΩ調整をࢪすものはこれらの地域に

みられͣ、ৄしい生࢈地は不明である
ㅭ㉅17ㅮ

。

（౵井ਸ࢙）

。21から出土した遺物は遺物整ཧശで12ശ分である̨̙　（第72ਤ457～第77ਤ590）�1̨̙ߔ

遺構の項でड़΂たように、この溝は総延長約100ｍにおよび、遺物は溝の北෦・中ԝ෦・南෦の

３地区でまとまって出土する܏向にあることからその地区͝とに報告する。なお、製Ԙ土器は溝

શମで、4.3kHが出土した。

๺෦（第72・73ਤ）　土師器（458～477）にはഋ̖、ᆵ̗、ᙈ̖、製Ԙ土器などがある。458～462

はഋ̖ᶘである。֎面調整は、458・459がa0ख法、460はa1ख法、461はb0ख法である。458・460

は内面に̍ஈࣼ์ࣹ状およびཐટ状の҉文をࢪす。459・460は内面に҉文をࢪさない。462は内

֎面ともຎ໓が著しく調整は不明である。463・464はߴഋの٭柱෦、465は٭෦である。463・

464は֎面を面औりし、ഋ෦内面にཐટ状҉文をࢪす。466はখܕのഋである。10.0ܘޱDm、器ߴ

2.5Dmを測る。内֎面ともにφσにより࢓上͛る。平城京ではあまりݟられない器形であり、在

地の土器であるՄೳੑがある。467はഋ̗֖と考えられる。ޱԑ୺෦はϤコφσにより࢓上͛るɻ

468～473はᆵ̗である。468・469はほぼ׬形で、470～473はいͣれもఈ෦෇近がܽଛしている。
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法量は、８ܘޱDm୆と10～11Dm୆の２種ྨである。いͣれもମ෦֎面にはࢦΦαΤによるѹࠟ

がみられ、ޱԑ෦はφσによって࢓上͛る。469・470・472・473の内面には࣫ࠇが෇ணしている。

474はു̖である。21.8ܘޱDm、器6.25ߴDmを測る。ޱԑ෦֎面はϛΨΩで、ମ෦下൒からఈ෦

はέズリで࢓上͛る。内面の調整はຎ໓が著しく不明である。475～477はᙈ̖ないしᙈ̘とࢥわ

れる。28.6～27.6ܘޱDmを測る。調整はいͣれもମ෦֎面およびޱԑ෦内面はϋέ、ମ෦内面は

タタΩ後φσである。

478・479は製Ԙ土器である。ഁ片ࢿྉであるたΊいͣれも器形およびܘޱは不明であるが、ޱ

ԑ୺෦はφσによって࢓上͛られ、֎面にはࢦѹࠟが࢒る。

須恵器（480～512）には、ഋ֖、ഋ̖・̗・̘・̚・̛、̗ࡼ、ു̖、ᆵ̖・̘・̙・̚・̣、

ᆵ̖֖などがある。ഋはਂさ̐Dmલ後のਂखのものが多い。また、ଞの地఺にൺ΂ᆵྨが多く

出土している。480～485はഋ̖、486～492はഋ̗である。493は̗ࡼである。494はഋ̘で、ޱԑ

୺෦内面に௜ઢをࢪす。495はഋ̚である。ޱԑ୺෦は平ୱに࢓上͛、ఈ෦とମ෦の境にέズリ

をࢪす。496～501はഋ̗֖である。500・501以֎はつまみ෦分がܽଛしている。503はᆵ̖の֖

である。13.4ܘޱDmである。ޱԑ୺෦はφσによりシϟーϓに࢓上͛る。つまみはܽଛしている。

504はᆵ̖で、ޱԑ෦およびఈ෦はܽଛしている。506はᆵ̙で、7.4ܘޱDm、器6.2ߴDmを測る。

ମ෦とߴ୆の境にϔϥέズリをࢪす。507・508はᆵ̚である。いͣれもޱԑ෦はܽଛしている。

ମ෦内֎面ともφσで࢓上͛る。505・509はᆵのఈ෦である。510はᆵ̘で、4.0ܘޱDm、器ߴ

5.8Dmを測る。511・512はᆵ̣である。511はମ෦の下方1/4をϔϥέズリで調整し、ఈ෦との境

にはख࣋ちのϔϥέズリをࢪす。ݞ෦には೺खがର向して２つషり෇けられる。また、ମ෦の下

方1/3あたりに೺खかԿかがണ཭したࠟ跡があり、三ࣖᆵのՄೳੑがある。512はମ෦とఈ෦の境

目のみにέズリをࢪす。513はു̖で、21.4ܘޱDm、࢒ଘ7.3ߴDmを測る。֎面にϔϥϛΨΩ調

整をࢪす。

தԝ෦（第74・75ਤ）　土師器（514～528）には、ഋ̖、̖ࡼ・̗・̘、椀̘、ᙈ̖・$、製Ԙ土

器などがある。514はഋ̖である。֎面調整はa0またはb0ख法で、内面に̍ஈࣼ์ࣹ状҉文がݟ

られる。ཐટ状҉文の༗ແは不明である。515はখܕの517～516、̖ࡼはେܕの̖ࡼである。֎

面調整は、516がa1またはb1ख法で、ଞはa0ख法である。515は内面に̍ஈࣼ์ࣹとཐટ状҉文

がࢪされる。516・517は҉文の༗ແは不明で、518は҉文をࢪさない。514は̍ஈࣼ์ࣹはみられ

るが、ཐટ状҉文の༗ແについては不明である。523はେܕの̗ࡼである。֎面の調整はb0ख法で、

内面の҉文は不明である。520・521は522、̘ࡼは椀̘である。いͣれもޱԑ෦をϤコφσで࢓

上͛、ఈ෦にはࢦΦαΤが࢒る。524～526はᙈ̖である。ܘޱは25～30Dmを測る。いͣれもମ

෦֎面はϋέ調整を行い、ޱԑ෦および内面はφσで࢓上͛る。527・528は製Ԙ土器である。

527はޱԑ෦が֎上方に開き、ޱԑ୺෦内面が内܏する。ମ෦内֎面はφσで࢓上͛るが、֎面

には೪土ඥ઀߹ࠟが明ྎに࢒る。器นは分ްく、଻土にはཻ࠭を多くؚむ。528はޱԑ෦が内܏

する。ޱԑ୺෦の内側をϋέ調整する。器นがബく、内֎面ともφσやࢦΦαΤで調整する。

須恵器（529～549）には、ഋ̖・̗、ഋ̗֖、֖̗ࡼ、ു̖、ᆵ̘・̡・̢などがある。529は
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ഋ̖、530～536はഋ̖、537はഋ̗、538はഋ̗、539・540はഋ̗である。535・536・539・540な

どਂखのものがある。541～543はഋ̗֖、544・545は֖̗ࡼである。543～545はつまみがܽଛし

ている。546はു̖いわΏるమുである。ほぼ׬形である。器นはബく、֎面はஸೡなϛΨΩを

ܘޱ、上͛る。548はᆵ̘で࢓6.6Dmを測る。ମ෦下൒をέズリでܘす。547はᆵ̡で、ఈࢪ

4.6Dm、器4.4ߴDmを測る。549はᆵ̢でఈ෦にはߴ୆をషり෇ける。548・549はいͣれもશମを

φσで࢓上͛る。

ೆ෦（第76・77ਤ）　土師器（550～573）には、ഋ̖、ഋ̗֖、ߴ、̗ു、̘・̗・̖ࡼഋ、ᆵ̗、

ᙈなどがある。550はഋ̖である。14.7ܘޱDm、器2.7ߴDmを測る。֎面の調整はa0ख法で、内

面には551はു̖である。21.0ܘޱDmɼ࢒ଘ2.95ߴDmを測る。ମ෦֎面はέズリである。552・
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553は̖ࡼである。23.5ܘޱDmલ後、器3.2ߴDmલ後を測る。いͣれも֎面調整はa0ख法で、内

面にはચい̍ஈࣼ์ࣹ状҉文がࢪされる。ఈ෦内面のཐટ状҉文はຎ໓のたΊ不明である。554

は̗ࡼのఈ෦である。ఈ18.2ܘDmɼ࢒ଘ1.4ߴDmを測る。555は̘ࡼである。556はࡼで、ܘޱ

10.6Dm、器2.3ߴDmを測る。ޱԑ୺෦はϤコφσによりఠむように֎൓させる。都城ではあまり

。であるࡼい。555・556はいͣれも౮明ߴられない器形であり、在地系のものであるՄೳੑがݟ

562はഋ̗֖である。562は16.8ܘޱDm、器2.7ߴDmを測る。֎面は̐分ׂでஸೡにϛΨΩ調整を

する。内֎面にഗが෇ணしている。563はു̖である。ޱԑ୺෦および内面をφσで、ମ෦֎面

はέズリで࢓上͛る。557～561はߴഋ̖である。557・558はഋ෦である。559～561は٭柱෦で、

֎面をそれͧれ̕面・10面に面औりする。557の内面には์ࣹ状҉文が、558～560のഋ෦内面に

はཐટ状҉文がࢪされる。558はഋ෦֎面をϔϥέズリで調整する。564～567はᆵ̗である。564

は7.6ܘޱDm、565～567は11.5ܘޱDmલ後を測る。いͣれも֎面にࢦԡさえのѹࠟがみられ、ޱ
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ԑ෦および内面はφσにより࢓上͛る。568～573はᙈ̖である。571～573はମ෦֎面およびޱԑ

෦内面はϋέ調整し、内面はφσにより、౰て۩ࠟをফす。572は֎面調整は不明で、内面はφ

σにより౰て۩ࠟをফす。ޱԑ෦内面はϋέ調整する。569・570はޱԑ୺෦をؙくおさΊる。

569はମ෦内֎面をέズリで調整し、ޱԑ෦内面はϋέ調整する。570は内֎面ともφσ調整する。

569・570ともに平城京ではみられないタΠϓであり、在地の土器と考えられる。

須恵器（574～590）にはഋ֖、ഋ̖・̗・̛、ߴ、̘ࡼ、̗ࡼഋ、ു、ᆵ̚・̢などがある。

574～577はഋ̖ᶘで、17.6～13.8ܘޱDm、器4.2～3.4ߴDmを測る。579・580はഋ̗ᶘである。580

は器6.7ߴDmとਂखである。578はఈ෦がܽଛしているが、ମ෦からఈ෦にかけて؇く࿷ۂするこ

とからഋ̗と考えられる。582は̗ࡼである。581はഋ̛で、18.0ܘޱDm、器6.05ߴDmを測る。

。上͛る。583・584はഋ̗֖である。584はּ形をఄする࢓ԑ୺෦は֎൓し、ମ෦下൒をέズリでޱ

585・586は587、̘ࡼはߴഋ٭柱෦、588はുである。589はᆵ̚である。10.1ܘޱDm、器ߴ

6.4Dm、ఈ8.5ܘDm を測る。ମ෦の下方1/3はέズリで࢓上͛、ߴ୆をషり෇ける。590はᆵ̢と

考えられる。ݞ෦はମ෦に向かって؇くΧーϒする。ମ෦はϔϥέズリ後φσで࢓上͛ている。
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ఈ෦֎面はϔϥΩリである。

̨̙21出土の土師器ഋ・ࡼは、̨̭96出土の土師器ഋ・ࡼをൺֱすると、a0ख法のものがほと

んどであり、連ހ状҉文がみられないことや、内面のࣼ์ࣹ状҉文やཐટ状҉文がলུされるも

のが一定量ଘ在することから、̨̭96よりも新しい༷૬をもつ土器群といえる。椀̖が出土して

いないことを考え߹わせると、平城宮土器ᶙ中～新ஈ֊のࢿྉと考えられる
ㅭ㉅18ㅮ

。

（দඌ࢙ࢠ）

۷ཱபݐ෺跡̨̗01（第78ਤ597）　597は土師器ುもしくはᙈのޱԑ෦のഁ片である。内面に

ϋέ調整をࢪし、ޱԑ୺෦を内方にંりฦす。復元36.6ܘޱDmを測る。柱穴̨̥65から出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗0�（第78ਤ591・592）　591は須恵器ഋ̗のఈ෦である。ఈ෦֎面にճసϔϥ

έズリ調整をࢪす。ఈ12.9ܘDmを測る。592は土師器ഋ̘である。શମにຎ໓が著しく、内面の

҉文の༗ແは不明である。16.5ܘޱDm、࢒ଘ2.7ߴDmを測る。ともに柱穴̨̥49から出土した。

۷ཱபݐ෺跡̨̗0�（第78ਤ593～595）　593は土師器ᙈである。ޱԑ෦は؇やかにʮくʯࣈ状

に۶ۂする。柱穴̨̥60から出土した。594はഋ̗֖のつまみのഁ片である。595は土師器ᆵ̗で、

ほぼ׬形である。ޱԑ෦内֎面にϤコφσ調整、ମ෦֎面にφσ調整とϢϏΦαΤ、ମ෦内面に

φσ調整をࢪす。9.3ܘޱDm、器7.5ߴDmを測る。594・595は柱穴̨̥58から出土した。
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౔ ޵ ̨ ̠�1（ 第78ਤ596）　

596は須恵器ഋ̖である。মけ

࿪みがみられるものの、ܘޱ

13.3Dm、器3.7ߴDmを測る。ఈ

෦֎面はϔϥΩリ後φσ調整

をࢪす。

ʢ̐ʣͦ ͷଞ

ճの調査では、木簡・瓦ࠓ

㡤ྨ・土器ྨのほかに、土馬

やϛχνϡΞ竈などの土製品、

銅椀やమఝなどのۚଐ製品が

出土した。また、᯿のӋޱの

ഁ片も出土しており、調査地

प辺にۚଐ製品生࢈関連遺構のଘ在が༧

想される。ਤࣔした遺物はいͣれも̗地

区出土である。

ᶃ౔അ（第79ਤ598～600）　598は土馬の

टからମ෦にかけてのഁ片、599・600は

৭׊われる。いͣれも୶Ίのᒵࢥ෦と٭

をఄする。598は溝̨̙21南෦、599・600

は̨̙21北෦で出土した。600は࢒ଘ長

4.7Dm、٭෦の௚1.6ܘDmを測る。

ᶄϛχνϡΞᜱ（第79ਤ601・602）　２

఺ともഁ片で出土しており、શ༰が明ら

かにできるほど復元することはできなか

った。601は溝̨̙21中ԝ෦で出土した。

1/3ఔ౓࢒ଘし、ఈ12.4ܘDm、器11.5ߴDm

を測る。֎面にॎ方向のϋέ調整を、内

面にԣ方向のϋέ調整をࢪす。長さ1.6Dm

の൳がつくようである。602は溝̨̙86で

出土した。1/6ఔ౓のഁ片であるが、ఈܘ

9.8Dm、器8.0ߴDmを測り、601よりも一ճ

りখܕである。内֎面ともにϢϏΦαΤやφσ調整をࢪす。また、内面にはϋέ調整をՃえてい

るとࢥわれる。ᙈのडけ෦はେきく内方に۶ۂさせて、Ϥコφσ調整をࢪす。

ᶅ᯿Ӌޱ（第79ਤ603）　ਤࣔしたもの以֎にもӋޱとࢥわれるものがある（ਤ൛第48ʵ737）。
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603は溝̨̙21中ԝ෦の࠷上૚から出土し

た。࢒ଘ長は4.5Dmを測る。௚ܘは6.0Dm、

内ܘは2.4Dmに復元できる。737は土坑̨

̭96から出土したӋޱの先୺である。

ᶆ໦੡඼（第80ਤ604～607）　いͣれも

土坑̨̭96の木屑૚から出土した。604は

不明木製品である。શ長15.8Dm、࠷େ෯

1.5Dm、࠷େްさ0.5Dmを測る。ਤのどち

らが上下かも明らかではないが、ද面に

は墨ࠟ等もみられͣ、あるいは木簡の未

用品かもしれない。605も不明木製品で࢖

ある。いͣれが上下が明らかではないが、

各辺ともՃࠟ޻が認Ίられる。長さ6.7Dm、෯1.7Dm、ްさ0.2Dmを測る。606はද面に目੝とࢥ

われるࠁみがあることから定نと考えられる。࢒ଘ長5.0Dm、෯1.8Dm、ްさ0.3Dmを測る。607

は͛ۂ物のఈ板と考えられる。௚̐ܘmmఔ౓の޸が２か所ฒんでઠたれている。

ᶇಔ੡඼（第80ਤ608）　銅椀のഁ片̍఺が土坑̨̭96୸૚から出土した。608はޱԑ෦のみが遺

ଘし、推定21.0ܘޱDm、࢒ଘ1.3ߴDmを測る。緑փ৭をఄするが、ࡺで੬ऑ化していない。

ᶈమ੡඼（第80ਤ609）　土坑̨̭96から出土したమఝ̍఺をਤࣔしたが、ほかにも਺఺のమఝ

が̨̭96から出土している。609はやや࿷ۂしているものの、அ面方形のమఝである。શ長

7.2Dm、அ面のେきさは0.7Dm࢛方を測る。

ᶉ࣫ృΓ੡඼（ਤ൛第47-2）　土坑̨̭96から出土した用్不明の製品で布状をఄする。片面に

৫物のࠟ跡が認Ίられる瓦、ཪ面にはなく、ૉࡐは不明であるが、ൽなどに৫物を࣫でݻ定した

ような構଄かとࢥわれる。ંりॏなったような状ଶで出土しており、整ཧശにఈに敷き٧Ίると、

およそ̐ശ文ほどが出土している。

ᶊͦͷଞ（ਤ൛第48-２　738・739）　土坑̨̭96からはこれまでに報告してきた遺物のほか、

εαೖりの土น状のմや、߭物ᕥ等も出土している。これらの用్は不明であるが、土坑̨̭96

のੑ֨を考える上で、ॏ要なࢿྉとなる。

̏ʣதੈ 

中世にଐする遺物のେ൒は̖２地区で出土したが、これは̖２地区で上૚遺構面を３面確認す

るとともに、土坑や柱穴などの遺構を多਺検出したたΊである。これにରして̖̍地区や̗地区

では検出した遺構のେ൒が࡞ߞ溝であったたΊ、遺物がগない。以下で報告する遺物はす΂て̖

２地区ならびに第̍次調査第̍トϨンν出土のものである。

୆のஅߴ。すࢪ610は瓦器椀である。内面にີにϛΨΩ調整を　（第81ਤ610・611）��1̨̙ߔ

面形は方形をఄする。ࠐݟみにཐટ状҉文をࢪす。15.4ܘޱDm、器4.9ߴDmを測る。611は瓦器

。1.6Dmを測るߴ8.6Dm、器ܘޱ。すࢪみに平行ઢ状の҉文をࠐݟ。で、মけ࿪みが著しいࡼ
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。すࢪ612は瓦器椀である。内֎面ともややૈいϛΨΩ調整を　（第81ਤ612～614）�10̨̙ߔ

復元14.9ܘޱDmを測る。613・614は土師器のࡼで、େܕ品である。どちらもશମにϢϏΦαΤや

φσで調整し、ޱԑ෦にϤコφσ調整をࢪすが、ຎ໓ؾຯである。613はほぼ׬形で、ܘޱ

14.3Dm、器2.8ߴDmを測る。614は15.7ܘޱDm、器2.6ߴDmを測る。

みにཐટ状ࠐݟ。すࢪ615は瓦器椀である。内面にີにϛΨΩ調整を　（第81ਤ615）105̨̙ߔ

҉文をࢪす。

ப̨̥݀1�1（第81ਤ616）　616は瓦器椀である。内面にີにϛΨΩ調整をࢪす。

ப̨̥݀15�（第81ਤ617）　617は瓦器椀である。内֎面ともີにϛΨΩ調整をࢪす。ଞのݸମ

にくら΂器นがややްい。復元16.4ܘޱDmを測るが、もうগしখさいかもしれない。

ப̨̥݀11�（第81ਤ618）　618は土師器ࡼで、શମにຎ໓が著しい。9.0ܘޱDm、器1.8ߴDmを

測る。

౔11̨̠޵�（第81ਤ619・620）　619・620はともに瓦器椀である。619は内面にややૈΊのϛ

ΨΩ調整をࢪすが、֎面にϛΨΩ調整をࢪさない。620は内面にີにϛΨΩ調整をࢪす。ߴ୆の

அ面形は方形をఄする。ࠐݟみにཐટ状҉文をࢪす。14.8ܘޱDm、器5.2ߴDmを測る。溝̨̙

314出土の瓦器椀（610）によくࣅた特௃・法量である。

౔1̨̠޵��（第81ਤ621～634）　621～624は瓦器椀である。621～623はޱԑ෦のഁ片で、内֎

面ともີにϛΨΩ調整をࢪす。３఺ともほぼ同形同େで、15.6～14.0ܘޱDmを測る。614はఈ෦

でஅ面三֯形のߴ୆をషり෇ける。ࠐݟみに平行ઢ状の҉文をࢪす。625・626は瓦器ࡼである。
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ఈ෦内面にฒ行ԑ状の҉文をࢪす。9.1～9.0ܘޱDm、器2.2～1.9ߴDmを測る。627はന磁椀のഁ片

である。ޱԑ୺෦֎面はখさなۄԑ状をఄする。復元16.0ܘޱDmである。628は須恵器椀のఈ෦

である。֎面にࢳ੾りࠟを࢒しߴ、 ୆をషり෇ける。629は٭୆෇のࡼもしくはഋの٭୆෦である。

、である。器形はいͣれもҟなるがࡼのܕさは3.0Dmを測る。630～632は土師器のେߴ୆の٭

630・632はޱԑ෦に二ஈのϤコφσ調整をࢪす。630は13.4ܘޱDm、࢒ଘ3.1ߴDmを測る。633・

634は土師器のখܕのࡼである。633はいわΏるʮてʯࣈ状ޱԑで、୺෦をつまみ上͛る。ܘޱ

8.4Dm、器1.7ߴDmを測る。634はޱԑ෦を内方にંり͛ۂるもので、いわΏるʮコーεター形ʯ

をఄする。

ப̨̥݀��（第81ਤ635～637）　635・636はほぼ同形同େの瓦器椀で、֎面にややૈΊのϛΨ

Ω調整をࢪし、内面はີにϛΨΩ調整をࢪす。635はࠐݟみにཐટ状҉文をࢪす。ߴ୆はஅ面三

֯形をఄする。637は土師器のখܕのࡼである。

ப̨̥݀5�（第81ਤ638・639）　638・639は瓦器椀であるが、同一ݸମかどうかは൑அできない。

内面のϛΨΩ調整はີである。639はࠐݟみにཐટ状҉文をࢪす。

౔̨̠޵��（第81ਤ640～642）　640は内֎面ともີにϛΨΩ調整をࢪす。641が瓦器椀のఈ෦

で、ࠐݟみにཐટ状҉文をࢪす。ߴ୆はখさなஅ面三֯形をఄする。642は瓦器ࡼで、内面に平

行ઢ状の҉文をࢪす。

౔51̨̠޵（第81ਤ643～646）　643～645は瓦器椀のޱԑ෦のഁ片で、３఺ともほぼ同形同େ

である。643は内֎面ともີにϛΨΩ調整をࢪすが、644・645は内面のみີにϛΨΩ調整をࢪし、

֎面はૈいϛΨΩ調整をࢪす。646は土師器のখܕのࡼで、ޱԑ୺෦をわͣかにつまみ上͛る。

ߴ。すࢪ647～653は瓦器椀である。647は内֎面にϛΨΩ調整を　（第82ਤ647～662）��̨̙ߔ

୆のஅ面形は୆形に近い三֯形状をఄする。14.8ܘޱDm、器5.7ߴDmを測る。648はఈ෦のࢿྉで、

୆のஅ面形は୆形状をఄし、647よߴ。すࢪかくࡉମよりもややݸみにཐટ状҉文をほかのࠐݟ

りもやや古い特௃を༗する。649～651はޱԑ෦のഁ片であるが、650・651はຎ໓のたΊ、器ද面

のϛΨΩ調整のૈີが不明である。652・653はఈ෦のഁ片で、ߴ୆はஅ面三֯形をఄする。654

～656・662は土師器のେܕのࡼである。いͣれもશମにϢϏΦαΤやφσで調整し、ޱԑ෦にϤ

コφσ調整をࢪす。656・662は二ஈにϤコφσ調整をࢪす。657～661は土師器のখܕのࡼである。

େܕのࡼと同༷にશମをϢϏΦαΤやφσで調整し、ޱԑ෦にϤコφσ調整をࢪす。660・661は

。ԑ෦を֎൓させるޱ

663・664は瓦器椀である。どちらもখഁ片である。663は内֎面　（第82ਤ663～666）��̨̙ߔ

にີにϛΨΩ調整をࢪす。664はஅ面方形のߴ୆を༗する。665は瓦器ࡼで、ఈ෦内面に平行ઢ状

の҉文をࢪす。666は土師器のେܕのࡼである。654～656などにくら΂ると、ややްखである。

શମをϢϏΦαΤやφσで調整し、ޱԑ෦に二ஈにϤコφσ調整をࢪす。

̐ʣ遺෺แؚ૚

ճの調査では、遺構面の਺が多く、これに伴った形成された遺物แؚ૚からも多਺の遺物がࠓ

出土した。また、遺構面として確認できた時期以֎の遺物も出土していることを確認した。ここ
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では代ද的な遺物แؚ૚出土の遺物を報告する。

ʢ̍ʣ౔ث

667・668は弥生時代中期の土器である。667は֎面にタタΩ調整をࢪすᙈのݞ෦のഁ片である。

668はᙈのఈ෦と考えられ、ఈܘは9.4Dmを測る。

669～679は古墳時代の土器で、669～674は土師器、675～679は須恵器である。669はঙ内式ᙈ

のݞ෦のഁ片である。670はडけޱ状のޱԑ෦をఄするᆵのޱԑ෦である。671はఈ4.8ܘDmのಥ

出ఈをもつᆵのఈ෦である。672は16.9ܘޱDm、࢒ଘ5.4ߴDmを測るߴഋഋ෦である。ഋ෦はお

おむͶϤコφσ調整である。673は平ఈؾຯのᆵのఈ෦である。674はޱԑ෦がʮくʯࣈ状をఄす

るᙈである。̍次調査２トϨンνで出土したもので、奈良時代遺構面の下૚に古墳時代の遺構面

がଘ在するՄೳੑをࣔした土器である。675はഋ֖で、11.6ܘޱDm、器4.4ߴDmを測る。ఱ井෦

の2/3ఔ౓にճసϔϥέズリ調整をࢪす。陶༢編年の̩̠23～̩̠47ܕ式に位ஔづけられよう。

676・677はഋ਎である。676はখഁ片であるが、675とほぼ同時期かやや新しい時期に位ஔづけら

れる。677はޱԑ෦が୹く立ち上がり、ఈ෦֎面のճసϔϥέズリもほとんど認Ίられない。土

器ཷまり̨̭91とほぼ同時期に位ஔづけられる。679はఏළである。ޱԑ෦とମ෦下൒をܽଛする。

֎面にΧΩϝをࢪし、環状の೺खをݞ෦にషり෇ける。ৄしい時期は不明であるが、̩̠10ܕ式

ないし̢̩85ܕ式に位ஔづけられる。

680～689は奈良時代の土器で、680・689が土師器、そのଞが須恵器である。680はഋ̖で、内

面に҉文は認Ίられない。681・682はഋ̗֖である。681はޱԑ෦が۶ؾۂຯであるのにରして、

682は۶ۂせͣશମの形状がּ形に近い。683～687はഋ̗のఈ෦である。686・687はఈ෦֎面に

ճసϔϥέズリ調整をࢪした後にߴ୆をషり෇ける。688はഋ̖で、15.2ܘޱDm、࢒ଘ3.2ߴDm

を測る。689はು̖で、29.9ܘޱDm、࢒ଘ5.7ߴDmを測る。શମにຎ໓ؾຯで、内面にഗが෇ண

する。

690・691は平安時代の土器である。690はࠇ৭土器椀のఈ෦である。ఈ7.4ܘDm、࢒ଘ1.5ߴDm

を測る。691は土師器ࡼで、ޱԑ෦がいわΏるʮてʯࣈ状をఄする。9.7ܘޱDm、器1.6ߴDmを測る。

692～699は中世の土器で、692～695が瓦器椀、696がന磁、697～699が土師器である。692はや

やްखのݸମで、ޱԑ෦が内࿷ؾຯに立ち上がる。内֎面ともີにϛΨΩ調整をࢪすが、ࠐݟみ

に҉文は認Ίられない。֎面のϛΨΩ調整に先行して器ද面にέズリ調整をࢪす。出ݱ期に近い

特௃を࣋つ瓦器椀で、11世紀後൒͝ろのものと考えられる。693・694はޱԑ෦が内࿷ؾຯに立ち

上がった後、Ϥコφσ調整によって֎൓するものである。695はఈ෦のഁ片で、ߴ୆のஅ面形が

方形をఄする。696はখܕのന磁ࡼである。10.0ܘޱDm、器2.3ߴDmを測る。697はେܕのࡼである。

す。698・699はখࢪし、ఈ෦内֎面はϢϏΦαΤやφσ調整をࢪԑ෦内֎面にϤコφσ調整をޱ

。1.1Dmを測るߴ9.0Dm、器ܘޱ͹れるものである。698はݺで、いわΏるʮコーεター形ʯとࡼのܕ

ʢ̎ʣੴث

３఺をਤࣔした。確認した石器はこの３఺のみで、いͣれもαψΧΠト製である。700は石᭲

である。先୺がંଛするが、࢒ଘ長3.9Dm、࠷େ෯1.3Dmを測る。701はണ片である。702はᑹ形
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第83ਤ　遺物แؚ૚出土遺物࣮測ਤ
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石器である。一෦にࣗવ面が࢒る。

̓ɽ·ͱΊ

平成21・22年౓に࣮ࢪした上狛北遺跡の調査では、古墳時代・奈良時代・中世の各時期の遺構・

遺物を多਺検出し、େきな成Ռをಘることができた。また、遺構や遺物がほとんどみられなかっ

た時代もあるが、遺跡のมભやੑ֨を考える上ではॏ要な成Ռといえる。以下では、प辺の遺跡

の調査成ՌともབྷΊながら、時代͝とに調査成ՌをまとΊたい。

ᶃ໻ੜ࣌୅

ճの調査で、弥生時代の遺構を検出することはできなかった。しかし、গ量とはいえ、弥生ࠓ

土器や石器が出土したことから、調査地प辺に౰֘期の遺構のଘ在するՄೳੑがある。౰遺跡の

西側に位ஔする上狛西遺跡では弥生時代後期の竪穴式住居跡が検出されており、ࠓ後、調査地प

辺でも弥生時代の遺構の޿がりが༧想される。

ᶄݹ෿࣌୅લظʙݹ෿࣌୅தظલ൒

古墳時代લ期では、ݦ著な遺構を検出することはできなかったが、ঙ内式ᙈや布ཹ式ᙈを検出

することができた。これらの遺物がࣔす年代は௴井େ௩山古墳のங଄年代に近く、௴井େ௩山古

墳をங଄した集落、あるいは集団の̍つが、ݱ在の上狛प辺にଘ在したことをࣔࠦしている。ࢿ

ྉ਺がগないたΊ、不明確な఺もあるが、布ཹ̍式をલ後する時期のものであろう。

これらに後出するࢿྉが、౰遺跡の東に位ஔする上狛東遺跡で出土している。報告書によれ͹、

布ཹ２～̐式（古）ஈ֊にൺ定されている
ㅭ㉅19ㅮ

。このࢿྉにଓくのがࠓճの調査で検出した土坑̨̠

126出土のࢿྉである。̨̠126からは布ཹ式の特௃を࣋つ土器群とともに、େܕ化したߴഋやମ

෦にೄᤗ文をࢪした陶質土器ᙈなどが出土しており、布ཹ̐式、すなわち古墳時代中期初頭ない

しલ൒に位ஔづけられる。これまでچ山城町域では古墳時代લ期～中期લ൒の集落遺跡は確認さ

れていないが、ࠓճの出土遺物から上狛北遺跡प辺に౰֘期の集落のଘ在が༧想されるとともに、

南山城地域南෦における౉དྷ系の要ૉを༗する集落の出ݱがこの時期まで૎るՄೳੑもある。

ᶅݹ෿࣌୅தޙظ൒ʙظޙ

須恵器出ݱ以߱の古墳時代中期後൒になると、上狛北遺跡では集落の形成がみられる。ࠓճの

調査で検出した竪穴式住居跡は11基あるが、中期後൒～後期後൒までܧଓして集落がӦまれたと

考えられる。また、調査地を中৺にൣ޿囲に集落が形成されていたՄೳੑもある。ࠓճ検出した

竪穴式住居跡の中には౉དྷ系の特௃とされるʮ̡ࣈ形竈ʯをもつ住居跡を̍基検出した（ほかに

Մೳੑのあるものが̍基ある）。このような౉དྷ系要ૉを࣋った竪穴式住居跡の確認は、چ山城

町域でははじΊてであるが、木津川をڬんだ西側に位ஔするਫ਼՚町৿垣֎遺跡では、౉དྷ系の特

௃とされるେน住居跡や陶質土器・ؖ式系土器などが検出されている
ㅭ㉅20ㅮ

。地名としても౰遺跡所在

地のʮ上狛ʯにରしてਫ਼՚町にはʮ下狛ʯ（৿垣֎遺跡はྡ઀地に所在）という地名があり、ʮ狛ʹ

ߴ ճ、上狛ࠓ。଒のଘ在などが考えられているࢯʯと考えられ、地名の上では౉དྷ系（ྷ۟ߴྷ）

北遺跡でわͣかな事ྫであるが、౉དྷ系要ૉを確認したことは地名の༝དྷとなったྺ࢙的എܠを



上狛北遺跡第２次発掘調査報告

-ùûĀ-

明らかにするたΊの一ૉࡐをఏڙできたという఺でධՁできる。

ᶆඈௗ࣌୅

ճの調査ではඈௗ時代にଐする遺構・遺物はまったく確認できなかった。この時期は、調査ࠓ

地の南東1.1kmに位ஔするྷߴ寺跡の଄Ӧが行われたが、଄Ӧ主ମとなる在地ࢯ଒の集落につい

ては未確認である。上狛北遺跡でこの時期の集落が古墳時代後期にҾきଓきӦまれていてもよい

とࢥわれるが、Կらかのཧ༝により集落がഇઈ、あるいはҠಈしてしまったようである。その後、

奈良時代中頃まで、౰遺跡प辺での土地利用はほとんどされていなかったՄೳੑがある。

ᶇಸྑ࣌୅

もେきな成Ռがಘられた。まͣ、土坑̨̭96では木簡や墨書土器が多਺出土࠷ճの調査ではࠓ

した。特に179のʮذࢌᅳʜʜʯ木簡については、ਖ਼確な内༰は不明であるものの、ଞ地域から

もたらされた木簡である఺でॏ要である。これは上狛北遺跡やそのप辺に、ࠃذࢌの࢘܊が文書

をやりऔりするようなࢪ設があったՄೳੑをࣔす。すでに木簡の報告でも৮れたように、ʮذࢌ

ᅳʜʜʯ、ʮ海戸主ʜʜʯの྆木簡の内༰は、平城京域で出土するものにྨࣅしたものをݟいだす

ことができる。したがって、上狛北遺跡には平城京域と同等のੑ֨を༗するࢪ設がଘ在したՄೳ

ੑをࣔしている。その場߹、八লやそのඃ࢘׭؅などの中ԝ׭ᦰのՄೳੑや、༗ྗ寺Ӄもしくは

଒がもつՈ੓機関のような૊৫のՄೳੑがある。また̨̭96では、平城宮や平城京で出土するو

土器とൺֱしてもଝ৭のない土器群が多਺出土した。遺物の項で検౼したように平城宮土器ᶙの

古ஈ֊に位ஔづけられる。さらに恭仁宮଄Ӧ時のݢ瓦（恭仁宮,)01ܕ式・,)04̖ܕ式）も出土し

ている。以上の఺から土坑̨̭96は、恭仁宮ભ都時（ఱ平12（740）年12月）をؚむఱ平年間લ൒͝

ろの遺構と推定される。

次に総延長100ｍ以上を測る南北方向の溝̨̙21は、長さや方位ੑから計画的に掘削された溝

と考えられる。̨̙21の西側で検出された掘立柱建物群を区画しているՄೳੑや、東側に同༷の

溝があって道路遺構となるՄೳੑもある。̨̙21出土の土器は̨̭96よりもやや新しい༷૬をࣔ

し、平城宮土器ᶙの中～新ஈ֊に位ஔづけられる。これらの土器は̨̙21の埋຅年代をࣔし、恭

仁ભ都から平城ؐ都後し͹らくの間の୹い期間が想定できる。̨ ̙21の掘削時期は不明であるが、

上ड़のように建物と溝の一ମੑを考ྀすると、溝の時期が̨̭96をେきく૎ることはないとࢥわ

れる。掘立柱建物群は、ن໛がখৼりであるものの、ਖ਼方位をࢦ向して഑ஔされていることから、

溝と一ମに計画的に഑ஔされたものと考えられる。

以上のように、上狛北遺跡に平城京域と同等、あるいはそれに४じるੑ֨のࢪ設がଘ在したと

考えるなら͹、遺跡のଘଓ時期や遺跡の位ஔを考えると、それは恭仁京であるՄೳੑが࠷もߴ

い
ㅭ㉅21ㅮ

。これらの遺構が恭仁京にともなうものであるとすれ͹、̨̭96は恭仁京の京域やॾࢪ設の଄

Ӧによって生じた不要物をഇغした土坑、溝̨̙21や掘立柱建物群は京域のࢪ設の一画であると

ධՁすることができる。

、ճの調査では、恭仁宮がӦまれたのとほぼ同時期の遺構を検出することができた。そしてࠓ

この遺構群は、上ड़のように、恭仁京に伴う遺構であるՄೳੑがߴい。この遺構群の検出によっ
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て、そのଘ在がٙ໰ࢹされがちであった恭仁京の京域について、ଘ在するՄೳੑをはじΊてࣔす

ことができたといえる。また、̨̭96から出土した木簡も、遺構のੑ֨をධՁする上ではॏ要な

成Ռといえる。しかし、恭仁京そのものはわͣか３年༨りの都であり、どこまで条๥等の整備が

ਐんでいたのか、まったく明らかではない。こうした఺をふまえると、恭仁京の京域の޿がりや

。後の調査・研究に期଴されるࠓ、設の整備などについてはࢪ

ᶈฏ҆࣌୅ɾதੈ

上૚遺構として中世の遺構群を検出した。検出した遺構のେ൒は࡞ߞ溝で、̖̍地区と̖２地

区の南൒෦で掘立柱建物跡や多਺の柱穴を確認した。検出状گから調査地の北൒෦は࡞ߞ地、南

൒෦は集落の一画と推定される。これらに伴って出土した瓦器椀には、出ݱ期に近いものがؚま

れ、上狛北遺跡における中世集落の形成が11世紀代後൒まで૎るՄೳੑがある。また、ࠓճの調

査では、গ量ながらも平安時代の遺物が出土した。調査地प辺に平安時代の遺構が޿がるՄೳੑ

もある。

（౵井ਸ࢙）

஫̍　木簡のอଘॲཧならびにथ種同定ۀ࡞は株式会社٢ా生物研究所にҕୗした。

஫２　์ࣹੑ୸ૉ年代測定は株式会社ύϨΦ・ϥϘにҕୗした。

஫３　ʮ̡ࣈ形竈ʯについては、以下の文ݙをࢀরした。

 দࣨ޹थʮ竪穴住居に設ஔされる̡ࣈ形ΧϚドについてʯ（h ؖ式系土器研究ʱc 　ؖ式系土器研究会）

第84ਤ　恭仁京域と上狛北遺跡（଍利྄݈࡞ࢯ成のਤを一෦վม）
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　1996

஫̐　須恵器の編年については以下の文ݙをࢀরした。

 ా辺ত三ʰ陶༢古༼ᅿ群ᶗ （ɦ平安ֶԂ考古ֶΫϥϒ）　1966

 ా辺ত三ʰ須恵器େ成 （ɦ֯川書ళ）　1981

஫̑　古墳時代後൒期の土師器の編年については以下の文ݙをࢀরした。

 ௰ඒ紀ʮ古墳時代中・後期の土師器に関する一考࡯ʯ（h Ո形成期の考古ֶࠃ 　ɦେࡕେֶ考古ֶ研究ࣨ）

1999

஫６　古墳時代લ൒期の土師器の編年については以下の文ݙをࢀরした。

 寺ᖒ܆ʮـ内古式土師器の編年と二・三の໰୊ʯ（h ໼෦遺跡 （ɦh 奈良࢙ݝ跡名উఱવ記೦物調査報告ʱ

第49冊　奈良ݝ立־原考古ֶ研究所）　1986

஫̓　長岡京跡左京第13次調査では

  　ʮ・ʮ海ʯ戸主ਇখాൺ戸同٢ສ࿊　・˘˘ถేޒ上人٢ສ࿊ʯがみられる。

 向日市ڭҭҕһ会ʰ長岡京木簡̍ 　ɦ（1984）

 西େ寺৯ಊӃ推定地では

 　ʮগ戸主೾ଠ෦௚ສ࿊戸ాྉେ౾ేޒʯ、ʮগ戸主೾ଠ෦௚ສ࿊େ౾ేޒʯ、ʮগ೾ଠ෦௚ສ࿊ʯ、 

　ʮগ戸主˘˘˘˘紀須େ౾ేޒʯなどがみられる。

 ಠ立行੓法人文化財研究所　奈良文化財研究所編ʰ西େ寺৯ಊӃ・右京北辺発掘調査報告 　ɦ2007

஫８　奈良ࠃ立文化財研究所ʰ平城宮木簡̍ 　ɦ1966・1969

஫̕　ߩਐ者がঁੑで、同༷の書式で書かれた木簡には平城宮跡推定଄ञ࢘宮内道路南側溝で出土したʮ中

村ڷ戸主ؙ෦ࠓ੺戸ޱਅঁڕถేޒʯがある。

 奈良ࠃ立文化財研究所ʰ平城宮発掘調査出土木簡֓報ʱ32　（1996）

஫10　恭仁宮出土瓦については下記の文ݙをࢀরした。

 京都府ڭҭҕһ会編ʰ恭仁宮跡発掘調査報告　瓦編 （ɦ1984）

 また、京都府立山城ڷ土ࢿྉؗに収蔵されている恭仁宮跡出土瓦についてࢿྉ調査を࣮ࢪした。ࢿ

ྉの࣮ݟについては同ؗ৿ౡ߁༤ࢯにお世࿩になった。記してँײしたい。

஫11　ݢ瓦のܕ式名は奈良文化財研究所が࢖用しているものを࢖用する。

 奈良ࠃ立文化財研究所編ʰ平城宮跡発掘調査報告ᶜ （ɦ1974）ほか

஫12　奈良ࠃ立文化財研究所編ʰ平城宮跡発掘調査報告ᶠᶙ （ɦ1991）

஫13　岸本௚文ʮݢ瓦6282ʵ6721の年代؍ʯ（h 平城京左京二条二๥・三条二๥発掘調査報告 　ɦ奈良ࠃ立
文化財研究所）　1995

஫14　ؙ瓦の製ٕ࡞法の分ྨについては下記の文ݙに४じる。

 େ࿬ܿʮؙ瓦の製ٕ࡞ज़ʯ（h 研究࿦集ᶟ　奈良ࠃ立文化財研究所ֶ報　第49冊 　ɦ奈良ࠃ立文化財研

究所　1991）

஫15　土師器・須恵器の器種名は下記の文ݙをࢀরした。

 খּ原޷඙・西߂海・٢ా恵二ʮ土器ʯ（奈良ࠃ立文化財研究所編ʰ平城宮発掘調査報告ᶝ （ɦh 奈良

立文化財研究所ֶ報ʱ第26冊）1976ࠃ

 安ాཾଠ࿠・୥३一࿠・୔ాਖ਼তʮ土器ʯ（奈良ࠃ立文化財研究所編ʰ平城宮発掘調査報告‡　ʵ第

̍次େ఼ۃ地域の調査ʵ （ɦh 奈良ࠃ立文化財研究所ֶ報ʱ第40冊）1981

　 ਆ野恵ʮ土器ྨʯ（奈良文化財研究所編ʰ平城宮発掘調査報告ᶠc 　ʵฌ෦ল地区の調査ʵ （ɦh 奈良

文化財研究所ֶ報ʱ第70冊）　2005
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஫16　土師器ڙહ۩の調整ख法は、奈良文化財研究所の報告に४じて以下のような記号を૊み߹わせて࢖

用する。

　　ᶃ調整ख法　　

　　・̰ख法　ޱԑ෦֎面をϤコφσし、ఈ෦は未調整のもの。

　　・̱ख法　ޱԑ෦֎面をϤコφσし、ఈ෦はϔϥέズリで調整するもの。

　　・̲ख法　ޱԑ෦以下の֎面શମをϔϥέズリするもの。

　　・̴ख法　ޱԑ෦以下を෯ڱくϤコφσし、それよりしたは未調整のもの。

　　ᶄ器ද面の調整ख法

　　・̌ख法　ϛΨΩ調整をࢪさないもの。

　　・̍ख法　ޱԑ෦のみϛΨΩをՃえるもの。

　　・２ख法　ఈ෦のみϛΨΩをՃえるもの

　　・３ख法　ޱԑ෦からఈ෦にかけてϛΨΩをࢪすもの。

஫17　製Ԙ土器については下記の文ݙをࢀরした。

 積山༸ʮ཯ྩ੍期の製Ԙ土器とԘのྲྀ通ʯ（h ώεトリΞʱ第141号　େֶ࢙ྺࡕ会）　1993

஫18　上狛北遺跡の調査抄報（h 京都府埋蔵文化財৘報ʱ第115号）では、溝̨̙21の時期を平城宮土器ᶚと

して報告したが、報告後に奈良文化財研究所で、土器ࢿྉの検౼を行ったところ、平城宮土器ᶙの

中～新ஈ֊に位ஔづけるのがଥ౰であるとの認ࣝにࢸった。したがって、̨̙21の埋຅年代につい

ては、平城宮土器ᶙの中～新ஈ֊にగਖ਼したい。

஫19　中ౡਖ਼・Ӭᖒ୓ࢤʮ上狛東遺跡における布ཹ式土器の༷૬とそのഎܠʯ（h 上狛東遺跡 （ɦh 京都府山

城町埋蔵文化財調査報告ʱ第24集）　山城町ڭҭҕһ会）　2000

஫20　খ஑׮ほかʮ৿垣֎遺跡第２次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報 第ɦ86冊　1999）、খ஑׮ほかʮ৿

垣֎遺跡第３次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第91冊　2000）、খ஑׮ほかʮ৿垣֎遺跡第

4次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第96冊　2001）　いͣれも（財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター

஫21　第84ਤは恭仁京の復元を行った଍利྄݈ࢯの復元Ҋに上狛北遺跡をはじΊ、恭仁京期の代ද的な遺

跡をਤࣔしたものである。
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෇ද̍　土坑̨̭96出土削屑一ཡද

報告番号 整ཧ番号 出土૚位 ऍ文

703 削屑 1 4 区　木屑૚ 辶  辶

704 削屑 2 4 区　木屑૚ ʤݴΧʥ　　ʤઍ　ઍ　ઍΧʥ

705 削屑 3 4 区　木屑૚ ˘　ஈ　ஈ　ஈ

706 削屑 4 4 区　木屑૚ ˘　多Χ　多Χ　多Χ

707 削屑 5 4 区　木屑૚ ˘　˘　˘

ʵ 削屑 6 4 区　木屑૚ （削屑 3 と઀߹）

708 削屑 7 4 区　木屑૚ ˘　˘　˘　˘　

709 削屑 8 4 区　木屑૚ ˘　˘

710 削屑 9 4 区　木屑૚ ˘　˘

711 削屑 10 4 区　木屑૚ ˘　˘　˘

712 削屑 11 3 区　木屑૚ ˘　辶　辶　辶　辶

713 削屑 12 4 区　木屑૚ ˘　˘　˘　˘　行Χ　˘

714 削屑 13 不明 ˘　˘

715 削屑 14 不明 ˘ʤݴΧʥ　˘ʤݴΧʥ

717 削屑 15 4 区　木屑૚

716 削屑 16 4 区　木屑૚ ˘　˘　˘　˘

718 削屑 17 4 区　木屑૚ ˘

719 削屑 18 4 区　木屑૚ ˘　長　長

720 削屑 19 4 区　木屑૚ ˘（土΁んΧ）　˘（土΁んΧ）　˘

721 削屑 20 4 区　木屑૚ 連　連

722 削屑 21 4 区　木屑૚

723 削屑 22 4 区　木屑૚ ˘　˘

ʵ 削屑 23 4 区　木屑૚ ˘

ʵ 削屑 24 4 区　木屑૚

ʵ 削屑 25 4 区　木屑૚ ˘

724 削屑 26 4 区　木屑૚ ˘　˘ʤݴΧʥ　˘ʤݴΧʥ　˘

725 削屑 27 4 区　木屑૚ ˘

726 削屑 28 4 区　木屑૚ ˘

ʵ 削屑 29 4 区　木屑૚ 墨ࠟのみ

ʵ 削屑 30 4 区　木屑૚ 墨ࠟのみ

ʵ 削屑 31 4 区　木屑૚ 墨ࠟのみ

727 削屑 32 4 区　木屑૚ 墨ࠟのみ

728 削屑 33 4 区　木屑૚ 墨ࠟのみ

729 削屑 34 4 区　木屑૚ 墨ࠟのみ

ʵ 削屑 35 4 区　木屑૚ 墨ࠟのみ

ʵ 削屑 36 4 区　木屑૚ 墨ࠟのみ

730 削屑 37 4 区　木屑૚ 墨ࠟのみ

ʵ 削屑 38 4 区　木屑૚ 削屑ではないՄೳੑあり

731 削屑 39 木屑૚（15 ૚） ʤҴΧʥ

ʵ 削屑 40 木屑૚（15 ૚） 墨ࠟのみ

ʵ 削屑 41 3 区　27 ૚より下 墨ࠟのみ
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෇ද２　土坑̨̭96出土墨書土器一ཡද

報告番号 出土地区・૚位 ऍ文
土　　器

墨書෦位 備　　考
種ྨ 器種

413 2 区 代 土師器 ഋ / ࡼ ఈ෦֎面

414 ୸૚ほか 代Χ 土師器 ̖ࡼ ఈ෦֎面

415 ୸૚ 代 土師器 ̖ࡼ ఈ෦֎面

416 木屑૚ 代 土師器 ̖ࡼ ఈ෦֎面 人΂ん

417 木屑૚ 代 土師器 ഋ / ࡼ ఈ෦֎面

418 ୸૚ ˘ʤ代Χʥ 土師器 ഋ "/ ̖ࡼ ఈ෦֎面 人΂ん

419 木屑૚ ˘ʤ代Χʥ 土師器 ഋ / ࡼ ఈ෦֎面

420 ୸૚ 代 土師器 ഋ̖ ఈ෦֎面

421 ୸૚ ˘ 土師器 ഋ / ࡼ ఈ෦֎面

422 ୸૚ 代 土師器 ഋ / ࡼ ఈ෦֎面

423 ୸૚ ˘ʤ代Χʥ 土師器 ഋ / ࡼ ఈ෦֎面

424 ୸૚ ˘ʤ代Χʥ 須恵器 ഋ̗֖ ఱ井෦内面

425 ୸૚ 代 須恵器 ഋ̗֖ ఱ井෦内面

426 ୸૚ 代 須恵器 ഋ̗ ఈ෦֎面

427 代 須恵器 ഋ̗ ఈ෦֎面

428 ୸૚ 代 須恵器 ഋ̗ ఈ෦֎面

429 ୸૚ 代 須恵器 ഋ̗ ఈ෦֎面

430 4 区 代 須恵器 ࡼ "/ ̘ࡼ ఈ෦֎面

431 ୸૚ほか 代 須恵器 ̘ࡼ ఈ෦֎面

432 ୸૚ 代 須恵器 ̘ࡼ ఈ෦֎面

433 木屑૚ 代 須恵器 ̘ࡼ ఈ෦֎面

434 ୸૚ほか 代 須恵器 ു̙ ԑ෦内面ޱ

435 ୸૚ ˘ 須恵器 ഋ̖ ఈ෦֎面 શ、ۚ、ࢀなど
のՄೳੑあり

436 ୸૚・木屑૚ େΧ 須恵器 ̖ࡼ ఈ෦֎面

437 ୸૚ ঁࡠ 須恵器 ഋ̖ ఈ෦֎面

438 ୸૚ほか 寺Χ 須恵器 ഋ̗ ఈ෦֎面

439 ए˘ 須恵器 ഋ̗ ఈ෦֎面

440 埋土上૚ほか एঁ 須恵器 ഋ̗ ఈ෦֎面

441 ୸૚ ˘ʤঊΧʥ 須恵器 ഋ̗ ఈ෦֎面

442 木屑૚ 石 須恵器 ̘ࡼ ఈ෦֎面

443 ୸૚ 山Χ 土師器 ഋ / ࡼ ఈ෦֎面
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໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 1

第17次調査区ԕܠ（左後方に஑上遺跡・多ࠃ山、北西から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 �

（1）

（2）

（1）第17次調査区ԕܠ（北から）

（2）第17次調査区ԕܠ（南東から）
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（1）

（2）

（1）第17次調査区近ܠ（東から）

（2）第17次調査区近ܠ（西から）
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（1）第17次調査区શܠ（南東から）

（2）第17次調査区શܠ（上が北）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 5

（1）第17次調査લશܠ（北西から）

（2）第17次掘立柱建物跡̨̗̓
（北から）

（3）第17次掘立柱建物跡̨̗24
（東から）
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（1）第17次掘立柱建物跡̨̗20
（南西から）

（2）第17次掘立柱建物跡̨̗20
柱穴̥６（南から）

（3）第17次掘立柱建物跡̨̗20
柱穴̥ （̓南から）
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（1）第17次溝̨̙̍・２（西෦）
検出状گ（南東から）

（2）第17次溝̨̙２遺物出土状گ
（南から）

（3）第17次溝̨̙２土器出土状گ
（上が南西）
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（1）第17次̍区溝̨̙̍・２
土器出土状گ（北東から）

（2）第17次̍区北น北෦土૚அ面
（溝̨̙̑・６・15検出෦、
東から）

（3）第17次̍区南น土૚அ面
（北から）
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（1）

（2）

（1）第17次̍区北෦溝群׬掘状گ（北から）

（2）第17次̍区׬掘状گ（北から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 10

（1）第17次北෦溝群検出状گ（上が西）

（2）第17次北෦溝群検出状گ（北東から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 11

（1）第17次溝̨̙̍検出状گ（南東から）

（2）第17次溝̨̙̍検出状گ（南西から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 1�

（1）第17次溝̨̙̍検出状گ
（東から）

（2）第17次溝̨̙̍中ԝ෦検出状گ
（南東から）

（3）第17次溝̨̙̍ܣᶄ土૚அ面
（東から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 1�

（1）第17次溝̨̙̍・２߹ྲྀ෦
検出状گ（東から）

（2）第17次溝̨̙２土器出土状گ
（上が北）

（3）第17次溝̨̙̍׬掘状گ
（東から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 1�

（1）第17次溝̨̙̑・６・10・15
検出状گ（東から）

（2）第17次溝̨̙̑・６・15શܠ
（南東から）

（3）第17次溝̨̙̑޻۩掘削ࠟ
検出状گ（南東から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 15

（1）第17次溝̨̙̑・６・10
土૚அ面ᶌ（東から）

（2）第17次溝̨̙̑・６
土૚அ面ᶊ（南東から）

（3）第17次溝̨̙14検出状گ
（南西から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 1�

（1）第17次溝̨̙13検出状گ
（南東から）

（2）第17次溝̨̙13土૚அ面ᶉ
（南東から）

（3）第17次ۀ࡞෩ܠ（西から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 1�

（1）第17次２・３区શܠ（北から）

（2）第17次２・３区શܠ（南から）
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第17次出土遺物̍
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（1）

（2）

（1）第17次出土遺物２

（2）第17次出土遺物３
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（1）

（2）

（1）第17次出土遺物̐

（2）第17次出土遺物̑
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（1）

（2）

（1）第17次出土遺物６

（2）第17次出土遺物̓
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（1）

（2）

（1）第19次第̍・第３トϨンνۭ中ࣸਅ（上が北）

（2）第19次第２トϨンνۭ中ࣸਅ（上が北）
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（1）

（2）

（1）第19次第̐・第̑トϨンνۭ中ࣸਅ（上が北）

（2）第19次第̐ʵ３トϨンν׬掘状گ（上が西）
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（1）第19次第６トϨンν̨̙601土૚（南から）

（2）第19次第̍トϨンν׬掘状گ（南から） （3）第19次第̍トϨンν׬掘状گ（北から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）第19次第２トϨンν
̨̙201遺物出土状گ（南から）

（2）第19次第２トϨンν
̨̙203遺物出土状گ（北から）

（3）第19次第２トϨンν
（東から）گ掘状׬203・202̨̙



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）第19次第２トϨンν
（西から）گ掘状׬208̨̙

（2）第19次第２トϨンν
̨̙210遺物出土状گ（西から）

（3）第19次第２トϨンν
̨̙210遺物出土状گ（東から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）第19次第２トϨンν調査区西น
土૚（東から）

（2）第19次第２トϨンν調査区東น
土૚（西から）

（3）第19次第２トϨンν調査区北น
東෦土૚（南から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）第19次第３トϨンν
（南西から）گ掘状׬

（2）第19次第̐ʵ̍トϨンν
（北西から）گ掘状׬

（3）第19次第̐ʵ３トϨンν
̨̖405൒ࡋ状گ（西から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 �0

（1）

（2）

（3）

（1）第19次第̐ʵ３トϨンν
̨̖405̰൒ࡋ土૚（北から）

（2）第19次第̐ʵ３トϨンν
̨̖405̱൒ࡋ土૚（北から）

（3）第19次第̐ʵ３トϨンν
̨̖405̲൒ࡋ土૚（北から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 �1

（1）

（2）

（3）

（1）第19次第̐ʵ３トϨンν
̨̖405̳൒ࡋ土૚（北から）

（2）第19次第̐ʵ３トϨンν
̨̖405̴൒ࡋ土૚（北から）

（3）第19次第̐ʵ３トϨンν
南น中ԝ෦土૚（北西から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）第19次第̐ʵ３トϨンν
南น東෦土૚（北から）

（2）第19次第̑トϨンν
（東から）گ掘状׬

（3）第19次第̑トϨンν
北น東෦土૚（南から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）第19次第６トϨンν
東෦遺構検出状گ（西から）

（2）第19次第６トϨンν
（南から）گ掘状׬601̨̙

（3）第19次第６トϨンν
̨̙602土૚（南から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

（3）

（1）第19次第６トϨンν
北นᶆ土૚（南から）

（2）第19次第６トϨンν
北นᶇ土૚（南から）

（3）第19次第６トϨンν
北นᶈ土૚（南から）



໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 �5

（1）第19次出土遺物̍

（2）第19次出土遺物２
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໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（1）第19次出土遺物３（֎面）

（2）第19次出土遺物３（内面）
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໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（1）第19次出土遺物 （̐内面）

（2）第19次出土遺物 （̐֎面）
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໺৚遺跡第 1�ɾ1� ࣍ɹਤ൛第 ��

（1）

（2）

（1）第19次出土遺物 （̑内面）

（2）第19次出土遺物 （̑֎面）
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京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1

（1）̖ 地区શܠ（上ۭから、上が北）

（2）̖ 地区શܠ（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̗ 地区શܠ（上ۭから、上が北）

（2）̗ 地区શܠ（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̘ 地区（上૚遺構）શܠ（上ۭから、上が北）

（2）̘ 地区（下૚遺構）શܠ（上ۭから、上が北）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̚ 地区（上૚遺構）શܠ（上ۭから、上が北）

（2）̚ 地区（下૚遺構）શܠ（上ۭから、上が北）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 5

（1）̜ ・̝地区શܠ（上ۭから、上が北）

（2）̜ ・̝地区શܠ（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̟ 地区શܠ（上ۭから、上が北）

（2）̟ 地区શܠ（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̖ 地区竪穴式住居跡
̨̝121近ܠ（南西から）

（2）̖ 地区竪穴式住居跡
̨̝121内遺物出土状گ

（3）̖ 地区竪穴式住居跡
̨̝121内遺物出土状گ

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̖ 地区竪穴式住居跡
̨̝121内遺物出土状گ

（2）̖ 地区竪穴式住居跡
̨̝121内遺物出土状گ

（3）̖ 地区竪穴式住居跡
̨̝121内遺物出土状گ

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）̖ 地区竪穴式住居跡
̨̝156近ܠ（南から）

（2）̖ 地区溝跡̨̙144近ܠ
（東から）

（3）̖ 地区溝跡̨̙119・132、
土坑̨̠123近ܠ（西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 10

（1）̗ 地区શܠ（西から）

（2）̗ 地区溝跡̨̙79近ܠ（西から）

（3）̗ 地区溝跡̨̙79内（上૚）
遺物出土状گ

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 11

（1）̗ 地区溝跡̨̙79ଯ積状گ
（̖-̖ʟ　西から）

（2）̗ 地区溝跡̨̙79ଯ積状گ
（̗-̗ʟ　西から）

（3）̗ 地区溝跡̨̙79ଯ積状گ
（̗-̗ʟ　東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̗ 地区溝跡̨̙79ଯ積状گ
（̘-̘ʟ　北から）

（2）̗ 地区溝跡̨̙79内（下૚）
遺物出土状گ

（3）̗ 地区溝跡̨̙79内（下૚）
遺物出土状گ

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̗ 地区土坑̨̠125近ܠ
（東から）

（2）̗ 地区土坑̨̠125近ܠ
（西から）

（3）̗ 地区ম土坑̨̠42近ܠ
（南西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̘ 地区竪穴式住居跡̨̝127
近ܠ（南から）

（2）̘ 地区竪穴式住居跡̨̝127
竈近ܠ（南から）

（3）̘ 地区竪穴式住居跡̨̝350
近ܠ（北西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 15

（1）̘ 地区屋敷跡શܠ（南西から）

（2）̘ 地区屋敷跡શܠ（西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̘ 地区土橋̨̭133近ܠ
（南東から）

（2）̘ 地区土橋̨̭133近ܠ
（東から）

（3）̘ 地区堀跡̨̙111ଯ積状گ
（北から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̘ 地区土橋̨̭133北石૊み
近ܠ（北から）

（2）̘ 地区土橋̨̭133南石૊み
近ܠ（南から）

（3）̘ 地区堀跡̨̙111҉ڎഉਫ
近ܠ（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̘ 地区堀跡̨̙111҉ڎഉਫ
近ܠ（北東から）

（2）̘ 地区土橋̨̭133内ଯ積状گ
（西から）

（3）̘ 地区土橋̨̭133内ଯ積状گ
（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）̘ 地区堀跡̨̙111ςϥε෦
近ܠ（南から）

（2）̘ 地区堀跡̨̙111ςϥε෦
近ܠ（北東から）

（3）̘ 地区堀跡̨̙111ςϥε෦
遺物出土状گ

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �0

（1）̘ 地区掘立柱建物跡̨̗414
近ܠ（北から）

（2）̘ 地区近世ุ̨̭440近ܠ
（南東から）

（3）̘ 地区土坑̨̠394近ܠ
（北から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �1

（1）̚ 地区竪穴式住居跡̨̝101
近ܠ（北東から）

（2）̚ 地区竪穴式住居跡̨̝102
近ܠ（南から）

（3）̚ 地区竪穴式住居跡̨̝103
近ܠ（南西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）̚ 地区掘立柱建物跡̨̗30近ܠ
（南西から）

（2）̚ 地区掘立柱建物跡̨̗46・12
近ܠ（北西から）

（3）̚ 地区掘立柱建物跡̨̗15近ܠ
（北から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）̚ 地区土ᆮุ̨̠34ଯ積状گ
（西から）

（2）̚ 地区土ᆮุ̨̠34近ܠ
（北から）

（3）̚ 地区土ᆮุ̨̠34近ܠ
（西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

̚地区柱穴内遺物出土状گ

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡

ப̨̥݀��ப̨̥݀01

ப̨̥݀�5ப̨̥݀5�

ப̨̥݀�0ப̨̥݀�0



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �5

（1）̝ 地区堀跡̨̙50・
掘立柱建物跡̨̗01・
柵列̨̖24近ܠ（東から）

（2）̝ 地区掘立柱建物跡̨̗01・
柵列̨̖24近ܠ（東から）

（3）̝ 地区堀跡掘立柱建物跡̨̗01
近ܠ（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）̝ 地区堀跡̨̙50近ܠ（西から）

（2）̝ 地区埋ೲ土坑̨̠46近ܠ
（南から）

（3）̝ 地区土坑̨̠44近ܠ（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）̝ 地区堀跡̨̙50ଯ積状گ
（南から）

（2）̝ 地区堀跡̨̙50ଯ積状گ
（南から）

（3）̝ 地区堀跡̨̙50ଯ積状گ
（西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）̝ 地区溝跡̨̙51近ܠ（南から）

（2）̝ 地区溝跡̨̙52近ܠ（南から）

（3）̝ 地区๰਴ं出土状گ（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）̟ 地区竪穴式住居跡̨̝80近ܠ
（東から）

（2）̟ 地区竪穴式住居跡̨̝79 ～
81近ܠ（東から）

（3）̟ 地区竪穴式住居跡̨̝81近ܠ
（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �0

（1）̟ 地区竪穴式住居跡̨̝82近ܠ
（北から）

（2）̟ 地区竪穴式住居跡̨̝82内
遺物出土状گ（北西から）

（3）̟ 地区堀跡̨̙50・
掘立柱建物跡̨̗30近ܠ

（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �1

（1）̟ 地区掘立柱建物跡̨̗58・
柵列̨̖84近ܠ（西から）

（2）̟ 地区堀跡̨̙50҉ڎഉਫ近ܠ
（南から）

（3）̟ 地区堀跡̨̙50҉ڎഉਫ近ܠ
（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）̟ 地区堀跡̨̙50ଯ積状گ
（南から）

（2）̟ 地区堀跡̨̙50ଯ積状گ
（北から）

（3）̟ 地区溝跡̨̙21近ܠ（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）̞ 地区શܠ（南から）

（2）̜ 地区石列近ܠ（東から）

（3）̜ 地区堀跡̨̙50近ܠ
（北西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）̛ 地区近ܠ（南から）

（2）̛ 地区近ܠ（南から）

（3）̛ 地区近ܠ（北から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �5

出土遺物̍

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡

15 ��

��

1�

�0

�1



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

出土遺物２

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡

�1 �0

�0

��

��

�5

��

5�

1�

��



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

出土遺物３

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡

�� ��

��

��

��

100

��

��



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

出土遺物̐

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡

10� 11�

11�

11�

11�
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10�

10�

10�

110

11�

1�0

105

1��



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

出土遺物̑

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡

15� 1�5

15�

1��

1��

1��

15�

1�0

155

1��

1�1

1��

1��

1�5

1�0

1��



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �0

（1）出土遺物６

（2）出土遺物̓

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡

�0��0�

�10

�05

1�� 1�51��

1�� 1�� 1�0 1�1 1��

1��

�0��01

1��1��1�51��1��

1�� 1�� 1�0 1�1 1��

1��



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �1

出土遺物８

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡

��� ���

���

��0

�1�

�15

�1�

�1�

��1

���

���

���



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

出土遺物̕

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��0ɾ100�ɾ10�� ࣍ɾԼւҹࣉ遺跡

���

ʵ

ʵ

���

���

��1
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�5�

�5�
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���

�5�

�55

�5�

���
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京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）トϨンνશܠ（南東から）

（2）トϨンνશܠ（西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 10�� ࣍ɾҏլࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）トϨンνஅちׂり内土૚
（東から）

（2）南側調査区トϨンν掘削状گ
（東から）

（3）南側調査区土૚（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 10�� ࣍ɾҏլࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �5

（1）調査区ԕܠ（北東から）

（2）調査区近ܠ（北東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 10�� ࣍ɾԞւҹࣉ遺跡



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）̘ トϨンν掘削状گ（北東から）

（2）̖ トϨンν土૚ （̍北から）

（3）̗ トϨンν土૚２（北から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 10�� ࣍ɾԞւҹࣉ遺跡



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 1

（1）第̍次調査̍トϨンνશܠ
（東から）

（2）第̍次調査２トϨンνશܠ
（北から）

（3）第̍次調査３トϨンνશܠ
（南から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �

（1）調査લ෩ܠ（東から）

（2）調査લ෩ܠ（南東から）

（3）̖ ２地区ॏ機掘削ۀ࡞（南から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �

（1）̖ ２地区中世遺構面ਫ਼査ۀ࡞
（東から）

（北西から）ܠ地આ明会෩ݱ（2）

（3）̗ 地区西น土૚அ面（東から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �

（1）̖ ̍地区中世第２遺構面、古墳時代遺構面શܠ（北から）

（2）̖ ̍地区中世第̍面શܠ（北東から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 5

（1）̖ ̍地区竪穴式住居跡̨̝50
શܠ（北から）

（2）̖ ̍地区竪穴式住居跡̨̝60
શܠ（東から）

（3）̖ ̍地区竪穴式住居跡̨̝63
શܠ（南西から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �

（1）̖ ̍地区土器だまり̨̭15　
（西から）

（2）̖ ̍地区中世第２面શܠ 　　
（東から）

（3）̖ ̍地区掘立柱建物跡̨̗06
શܠ（南から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �

（1）̖ ２地区古墳時代遺構面શܠ（東から）

（2）̖ ２地区古墳時代遺構面શܠ（北東から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �

（1）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝281
શܠ（南西から）

（2）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝281
ΧϚドશܠ（南西から）

（3）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝281
遺物出土状گ（南東から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �

（1）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝282
શܠ（南から）

（2）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝282
ΧϚドશܠ（北東から）

（3）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝282
ΧϚドશܠ（南東から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 10

（1）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝282
ΧϚドલ面遺物出土状گ

（東から）

（2）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝282
మ器出土状گ（東から）

（3）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝283
શܠ（南西から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 11

（1）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝283
ஷ蔵穴̍遺物出土状گ

（東から）

（2）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝283
ম土আڈ後遺物出土状گ

（南から）

（3）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝330
શܠ（南から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 1�

（1）̖ ２地区竪穴式住居跡̨̝330
ΧϚドશܠ（南から）

（2）̖ ２地区土坑̨̠280遺物
出土状گ（東から）

（3）̖ ２地区土器だまり̨̭199
下૚遺物出土状گ（南から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 1�

（1）̖ ２地区井戸̨̚215遺物
出土状گ（南から）

（2）̖ ２地区井戸̨̚215
அちׂり状گ（南西から）

（3）̖ ２地区中世遺構第̍面શܠ
（西から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 1�

（1）̖ ２地区土坑̨̠143શܠ
（東から）

（3）̖ ２地区溝̨̙24遺物出土状گ
（南から）

（2）̖ ２地区中世第２面શܠ
（南西から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 15

（1）̗ 地区古墳時代遺構面（北൒෦）
શܠ（東から）

（2）̗ 地区古墳時代遺構面（南൒෦）
શܠ（東から）

（3）̗ 地区古墳時代遺構面
அちׂり状گ（南から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 1�

（1）̗ 地区竪穴式住居跡̨̝99
શܠ（北から）

（2）̗ 地区竪穴式住居跡̨̝100・
111શܠ（南から）

（3）̗ 地区竪穴式住居跡̨̝105
શܠ（西から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 1�

（1）̗ 地区土坑̨̠126
遺物出土状گ（北から）

（2）̗ 地区土坑̨̠126
遺物出土状گ（南から）

（3）̗ 地区土坑̨̠91
遺物出土状گ（北から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 1�

（1）̗ 地区土坑̨̭96શܠ（南から）

（2）̗ 地区土坑̨̭96土૚அ面状گ（南から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ 1�

（1）̗ 地区土坑̨̭96遺物出土状گ
（南から）

（2）̗ 地区土坑̨̭96࣫ృり不明
製品出土状گ（南から）

（3）̗ 地区土坑̨̭96׬掘状گ　
（南東から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �0

（1）̗ 地区奈良時代遺構面શܠ（東から）

（2）̗ 地区奈良時代遺構面શܠ（南西から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �1
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

（1）̗ 地区溝̨̙21શܠ（南から）

（2）̗ 地区溝̨̙21北෦遺物
出土状گ（北から）

（3）̗ 地区溝̨̙21北෦遺物
出土状گ（西から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

（1）̗ 地区溝̨̙21中෦遺物
出土状گ（南から）

（2）̗ 地区溝̨̙21南෦遺物
出土状گ（東から）

（3）̗ 地区溝̨̙21南෦遺物
出土状گ（北西から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

（1）̗ 地区溝̨̙21南෦࠷上૚遺物
出土状گ（南東から）

（2）̗ 地区溝̨̙21北෦土૚அ面
（南から）

（3）̗ 地区溝̨̙21南෦土૚அ面
（北から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �5

（1）̗ 地区土坑̨̠102શܠ
（西から）

（2）̗ 地区掘立柱建物群શܠ
（北から）

（3）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗01
શܠ（北から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

（1）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗01柱穴
̨̥65遺物出土状گ（東から）

（2）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗02શܠ
（北から）

（3）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗03શܠ
（北から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

（1）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗04શܠ
（北から）

（2）̗ 地区掘立柱建物跡̨̗04
柱穴̨̥58遺物出土状گ

（西から）

（3）̗ 地区ݢ平瓦出土状گ
（北から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

（1）̗ 地区土坑̨̠32શܠ（東から）

（2）̗ 地区中世遺構面（北൒෦）શܠ
（南から）

（3）̗ 地区中世遺構面（南൒෦）શܠ
（南から）



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

出土遺物̍
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �0

出土遺物２
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �1
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

出土遺物̐　木簡
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

出土遺物̕　瓦ᛵྨ
1��ʢԜ໘ʣ 1��ʢತ໘ʣ

1��

1�� 1��ʢԜ໘ʣ1��ʢತ໘ʣ

1��



๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �5

出土遺物10　瓦ᛵྨ
1��ʢԜ໘ʣ 1��ʢತ໘ʣ

1�0ʢತ໘ʣ

1�5ʢԜ໘ʣ

1�0ʢԜ໘ʣ
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

出土遺物11　土坑̨̭96出土土師器
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

出土遺物12　土坑̨̭96出土土師器
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

出土遺物13　土坑̨̭96出土土師器
�5� ���
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

出土遺物14　土坑̨̭96出土土師器
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �0

出土遺物15　土坑̨̭96出土須恵器
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �1

出土遺物16　土坑̨̭96出土須恵器
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

出土遺物17　土坑̨̭96出土墨書土器
��1��0 ���
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

出土遺物18 　溝̨̙21出土土器
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

出土遺物19　溝̨̙21出土土器・土坑̨̭96出土木製品
�0� �0��0�
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ �5

（1）出土遺物20　竪穴式住居跡̨̝50出土製Ԙ土器

（2）出土遺物21　竪穴式住居跡̨̝283出土製Ԙ土器
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

（1）出土遺物22　土坑̨̠280出土製Ԙ土器

（2）出土遺物23　各遺構出土ྨۄ・銅製品・మ製品

�� �� 100

10�10�101

10� 10�
10�
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

（1）出土遺物24　土坑̨̭96出土製Ԙ土器

（2）出土遺物25　土坑̨̭96出土࣫ృり不明製品
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�5�
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๺遺跡第̎࣍ɹਤ൛第ࠏ্ ��

（1）出土遺物26　各遺構出土土馬・᯿Ӌޱ

（2）出土遺物27　各遺構出土৥ྠほか
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町
村

遺跡番
号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

のじょういせきだい
じゅうなな・じゅう
くじ
野条遺跡第17・19次

な ん た ん し や ぎ
ちょうのじょう

南丹市八木町野条 26213 ６
59 35°05′30″ 135°32′02″

20100705
～

20101203、
20110817

～
20111222

1,950
（17次）
1,130

（19次）
ほ場整備

だいにそとかんじょ
うどうろかんけいい
せき
京都第二環状道路関
係遺跡

ながおかきょうあと
うきょうだいきゅう
ひゃくななじゅう・
せんなな・せんにじゅ
うよんじ・しもかい
いんじいせき　

長岡京跡右京第970・
1007・1024次・下海
印寺遺跡

ながおかきょうし
しもかいいんじに
しじょう

長岡京市下海印寺
西条

26209 95
107
95
107

34°55′30″ 135°40′51″

20080617
～

20090217、
20090408

～
20091222、
20100823

～
20101110、
20100118

～
20100225、
20100601

～
20101028

4,000 道路建設

ながおかきょうあと
うきょうだいせんに
じゅうよんじ・いが
じいせき
長岡京跡右京第1024
次・伊賀寺遺跡

ながおかきょうし
しもかいいんじか
わむかい

長岡京市下海印寺
川向井

26209 96
107 34°54′59″ 135°41′03″

20111205
～

20111216、
20111216

300 道路建設

ながおかきょうあと
うきょうだいせんに
じゅうよんじ・おく
かいいんじいせき
長岡京跡右京第1024
次・奥海印寺遺跡

ながおかきょうし
あらほり

長岡京市奥海印寺
荒堀

26209 68 34°55′19″ 135°40′24″ 20120112、
20120216

5 道路建設

かみこまきたいせき
だいにじ

上狛北遺跡第２次

きづがわしやまし
ろちょうかみこま
たからもと・にし
うらだい

木津川市山城町山
城町上狛宝本・西
浦代

26214 84 34°45′13″ 135°48′56″
20100824

～
20110309

1,630 道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

野条遺跡第17・19
次

集落跡 弥生

奈良～平安

溝

掘立柱建物跡・柵列

弥生土器

土師器・須恵器・瓦器

京都第二環状道路
関係遺跡
長岡京跡右京第
970・1007・1024次・
奥海印寺遺跡・下
海印寺遺跡・伊賀
寺遺跡

集落跡

集落跡

都城跡

屋敷跡

集落跡

弥生

古墳

長岡京期～
平安

中世

近世

溝・竪穴式住居跡

溝・竪穴式住居跡・掘立
柱建物跡

溝・掘立柱建物跡・柵列・
土坑

堀・掘立柱建物跡・柵列・
道路状遺構

溝・土坑

弥生土器

土師器・須恵器・石製品

土師器・須恵器・土馬・緑釉陶器・銭貨

土師器・瓦器・瓦質土器・陶磁器・瓦

陶磁器

平安時代
末～鎌倉
時代の堀
で囲まれ
た屋敷地
を確認

上狛北遺跡第２次 集落跡 古墳

奈良

中世

竪穴式住居跡・土坑

溝・掘立柱建物跡・土坑

ピット

土師器

木簡・墨書土器・土師器・須恵器・銅椀片・

瓦器・瓦質土器・陶磁器

恭仁宮と
同時期の
遺構を確
認

所収遺跡名 要 約

野条遺跡第17・19次 　弥生時代後期の溝や奈良～平安時代の建物群を検出した。弥生時代後期の溝は灌漑を目的
に掘削されたと推定され、溝の北側に展開する同時期の集落の境界を画する溝であったと考
えられる。また、この溝からは集落の境界で行われた祭祀に伴う土器が出土した。

京都第二環状道路関係遺
跡　長岡京跡右京第970・
1007・1024次・奥海印寺
遺跡・下海印寺遺跡・伊
賀寺遺跡

　弥生時代末～古墳時代初頭および古墳時代後期の竪穴式住居跡を検出した。
　また、平安時代末期～鎌倉時代にかけての堀に囲まれる屋敷跡を確認した。屋敷地は一辺
約50ｍの方形に復元できる。堀と考えられる溝には土橋が架けられ、溝の内側には板塀が設
けられている。屋敷地内には掘立柱建物群が分布する。屋敷地の時期は溝等の出土遺物から
11世紀末頃から12世紀中頃と考えられる。
　溝は近世の阿弥陀寺の区画溝として利用されていたようであり、埋土から近世陶磁器がま
とまって出土した。

上狛北遺跡第２次 　古墳時代・奈良時代・中世の各時期の遺構を検出した。古墳時代については、竈をもつ竪
穴式住居跡を８基検出した。これまで同地域で木津川左岸で未確認であった古墳時代中～後
期の集落跡を確認した。奈良時代については、総延長100ｍ以上を測る溝のほか、この溝と
同じ計画方位をもつ掘立柱建物跡や建物に先行する土坑を検出した。この土坑からは多量の
土器とともに木簡や木簡の削り屑が出土した。これらの遺構・遺物は恭仁宮とほぼ同じ時期
であることからこれまで不明であった恭仁京域との関連が想定される。
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